
熊本県文化財調査報告 第205集

石の本遺跡群V

第54回国民体育大会秋季主会場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

L 

2 0 0 2 

熊本県教育委員会



石の 本遺跡群遠景

石 の 本泊跡群近景 ( H 7年度調査区)



縄文時代後 ・ 晩期遺構検出状況 (46 ・ 49区)

縄文時代 後 ・ 晩期j遺構検出状況 (39 ・ 41 ・ 42 区)



42-33号埋設土器復元 ( 現場 に て )

45- 13号埋設土罷復元 ( 現場 に て )



� � 3 

• • 

a • 
石の本遺跡前出土玉類1

石の 本遺跡群出土玉類2

、3

• 
I 0 



石の本遺跡群出土土偶

石の本遺跡群出土石万



熊本県文化財調査報告 第205集

石の本遺跡群V

第54回国民体育大会秋季主会場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

D . . 

J ; 

-a 

〆.

A� 

/ 

o J-if 
2 00 2 

熊本県教育委員会



序 文

熊本県教育委員会は、 熊本県土木部の依頼により、 平成6年度から平成9年度までの4年

間を費やし、 平成11年度に開催された「くまもと未来国体j主会場建設に伴う埋蔵文化財の

発掘調査を実施してまいりました。

小山山周辺には、 石原亀甲遺跡を初め、 白川対岸にある梅ノ木遺跡、 六地蔵遺跡等の集落

遺跡が点在しており、 多くの文化財が確認されています。

今回報告する石の本遺跡群では、 旧石器時代から中世にかけての多くの遺構・遺物が発見

されています。 遺構・遺物の量が多いため、 平成10年度からそれぞれの時代毎に報告書を刊

行してきました。 本書はその最後を飾るもので、 縄文時代後・晩期の遺物・遺構についての

報告となりました。

これらが、 県民の文化財に対する理解とさらなる文化財保護への一助となることを期待い

たします。

最後になりましたが、 本調査を実施するにあたり、 県土木部都市計画課、 熊本土木事務所、

国体推進局、 並びにその他の関係者の方々には、 文化財保護に対して多大なる御配慮、を賜り

ました。 ここに深い感謝の意を表します。

平成14年3月31日

熊本県教育長 田 中 力 男



例言
1 本書 は 、 熊本 県熊本市平山町字石の本等 に 所在 し て い る 石の本遺跡群の調査報告書で、 あ る 。

2 遺跡名 に つ い て は 、 熊本市及び 県 の 遺跡地図 で は「平 山 石 の 本遺跡」と な っ て い る が 、 実際 は 幾つ か の

字 に ま た が っ て お り 、 ま た 調査 面 積 が広 く 複数の文化層 が分散 し て 存在 し 、 ひと つ の 遺跡 と し て 捉 え 難 い

こ と 、 調 査 開 始当 時 か ら 一 貫 し て「石の 本遺跡jと い う 名称を 用 い て お り 、 大幅 な 名称の 変更 は混乱 を 招

き かね な い こ と か ら 、 本書で は 敢 え て「石の本遺跡群」と い う 名称を 用 い て い る 。

3 調査 は 、 第54回国民体育 大会秋季主会場整備事業 (熊本 県民総合運動公園拡張整備) に 伴 う 事前調査 と

し て 、 熊本 県土木部の 依頼を 受けて熊本 県教育庁文化課 が実施 し た も の で 、 平成 6 年度 か ら 平成 9 年度 ま

での 4 年間を 費 や し た 。

4 調査期聞 が被数年 に わ た っ て い る た め 、 石 の 本遺跡群の調査報告書 は 、 時代や 調査 区 毎 に 分冊 し て刊行

す る も の と す る 。 ち な み に 本書 は縄文時代後 ・ 晩期 に つ い て 報告し た も の で あ る 。

5 本書の 執筆 は 、 第 百 章 を (秘ズコ ーシャ総合科学研究所、 (株) 古環境研究所 が 、 そ れ以外 を 中 村幸弘が行 っ

た 。

6 測量図の 一部 は 、 (株) 埋 蔵文化財サポート システ ム熊本支屈 に委託 し た 。

7 本書で用 い て い る 調査区位置 図 は 、 熊本土木事務 所か ら提供さ れた平面図 を 加筆 ・ 転用 し た 。

8 遺物の 実測 は 、 中 村の 他 に原口美希 、 前田佳代子 、 田 中 智宏、 梅田亜耶、 堤英介 、 緒方智子 、 井上 裕美、

貞苅美津子 、 福島敬 子 、 松本 裕子 、 宮崎典子 、 山田友子 、 渡辺 い わ子 が 行 っ た 。 拓本 は小 山正子 、 木村雅

子 、 金子美代 子 、 員苅 が 行 っ た 。 ま た 製 図 は梅田、 井上 、 貞苅 、 福島 、 松本 、 河原京子 、 佐藤淳子 、 演崎

清子 が行 っ た 。

9 遺構の 写 真撮影 は各現場の調査員が行 い 、 遺物の 写 真撮影 は 中 村が行 っ た 。

10 本書の 編 集 は 、 熊本 県教育庁文化課で行 い 、 中村が担当 し た 。

1 1  本 書 に 掲載 し た 資料 は 、 熊本 県文化財収 蔵 庫 で保管 し て い る 。

凡例
1 調 査 区 の 割 付け は 、 4 級基準点 を 基 に 平 面 直角座 標系 の 第 E 系 に おけ る 座 標値 ( X， y) (-

18700 ， - 19000) を 起点 と し 、 遺跡 独 自 の 座 標値 ( 石 の 本 座 標値 ) を 設定 し て 行 っ て い る 。 な お 座 標値

(X， Y) と 石の 本 座 標値 ( X， y) と は下記の計算式で 変換さ れ る 。

x = X + 18700 y = Y + 19000 

2 本書 で使用 し て い る 方位 は 、 調査区位置図 や測量 図 に お い て は 座 標軸を 基準 と し た 北 を 指 し て お り 、 遺

構図 の 方位 も 同様 で あ る 。

3 現地での住居祉の 実測 は 、 20分の 1 の 縮尺 で行 っ た 。 ま た報告書 に 掲載 し た住居祉の 実測図 は80分の l 、

炉跡 は40分の 1 に統ー し た 。 撹乱墳 は 1 点破線で、 ト レン チ坑 は 2 点破線で表現 し 、 遺構 ラ イン を 撹乱療

や ト レ ン チ坑 が 切 っ て い る 場合 は点線で表現 し た。 ま た住居社 内 の 焼土に はスクリーン ト ーン を 貼 り 、 硬

化面 は太目 の 1 点破線で表現 し た 。 な お埋設土器 は 10分の 1 、 そ の他の遺構 は80分の 1 に そ れぞれ統 ー し

た 。

4 遺物の 実測 は原寸 で行 い 、 報告書 に 掲載 し た 実測図の 縮尺 は土器 を 4 分の l 、 そ れ以外の遺物の 縮尺 は

以下の と お り で あ る 。

石器 (A) S= 1 / 1  

石器 (D) S= 1 / 4  

石器 (B)

玉類

S= 1 / 2  

S= 1 /  1 

石器 (C)

土偶

S= 1 / 3  

S= 1 / 2  



土 ・ 石製品 s= 1 / 2  

※ 石器 (A) 石鍛 ・ 模形 ・ 使用痕 ・ 二次加工 ( 4 cm未、満)

石器 (B) 異形石器 ・ スクレイパ ー ・ 石核 ・ 石鎌 ・ 石匙 ・ 石刃 ・ 二次加工 ( 4 cm以上) ・ 十字形石器
石 器 (C) 石庖丁形 ・ 打 製 石 斧 ( 円 盤形 ・ 分銅形含 み ) ・ 磨製石斧 ・ 石錘 ・蝶器 ・ 敵石 ・ 磨石 ・ 砥石 ・ 凹

石 ・ 石万

石器 (D) 台石 ・ 石皿

5 出 土遺物 に つ い て は 基 本 的 に 遺構の種類 毎 に 番号 を つ け 、 さ ら に 包 含層 遺物 で も 番号 を 設定 し て い る 。
それら は 巻末の 出 土遺物観察表の 番号 と 一致 し て い る 。
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第 I章 調査の契機と経過

第I章 調査の契機と経過

第1節 調査に至る経緯・調査組織

調査 に 至 る 経緯 に つ い て は 、 既刊の「石の本遺跡群1 -NJで触れて い る た め 、 割愛す る 。

調査組織

※ 調 査主体 ・ 調 査責任者 ・ 調査総括 ・ 調査担 当 に つ い て は「石 の 本遺跡群1 -町」で触れ て い る た め 、

割愛す る 。

報告書責任者 桑 山 裕好 (文化課長) 平成 8 年

豊田 貞二 (首席教育審議員 ・ 文化課長) 平成 10 ・ 1 1年

阪井 大文 (文化課長) 平成12 ・ 13年

報告書総括 丸山 秀人 (教育審議員 ・ 課長補佐) 平成 8 年

松本 健郎 (課長補佐 ・ 文化財調査第 1 係長) 平成10年

島津 義昭 (主幹 ・ 文化財調査第 2 係長) 平成 8 年

(課長補佐) 平成1 1 - 13年

江 本 直 ( 主幹 ・ 文化財調査第 2 係長) 平成11 ・ 12年

木崎 康弘 (文化財調査第 2 係長) 平成13年

報告書担当 庚回 静学 (文化財保護主事) 平成 8 . 10年

池田 朋生 (主任学芸員) 平成 8 ・ 10年

中 村 幸弘 (学芸員) 平成1 1 - 13年

田 中 智宏 (嘱託 ) 平成11年

原口 美希 (嘱託 ) 平成12年

前田佳代子 (嘱託 ) 平成12年

梅田 亜耶 (嘱託 ) 平成12 ・ 13年

報告書事務 湖上 重喜 (教育審議員) 平成 8 年

川上 康治 (課長補佐) 平成10- 12年

小田 信也 (課長補佐) 平成 13年

江尻 靖子 (総務 係長) 平成 8 年

小斎 久代 (総務 係長) 平成10 ・ 11年

中 村 幸宏 ( 主幹 ・ 総務 係長) 平成12 ・ 13年

高宮 優美 (参事) 平成 8 年

里美瀬 泰之 (参事) 平成1 1 - 13年

岸 本 誠司 (主事) 平成 8 年

川口 久夫 (主事) 平成10 ・ 11年

杉村 輝彦 (主事) 平成12 ・ 13年
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第 1節 調査に至る経緯・ 調査組織

専門調査員 (敬称略、 順不同)

賀川光夫 (大分 県考古学会会長) 三島 格 (肥後考古学会長) 橘 昌信 (別府大学文学部教授) 戸沢充

則 ( 明治大学文学部教授) 甲元虞之 (熊本大学文学部教授) 松藤和人 (同志社大学文学部助教授) 佐藤

宏 之 (東京都埋 蔵文化財セ ン タ ー 主任研究員) 長谷義隆 (熊本大学理学部助教授)

調査協力者 (敬称略、 順不同)

江坂輝粥 ( 明治大学名誉教授) 呼井清足 (財団法人大阪府文化財調査研究 セ ン タ一理事 長 ) 渡辺誠 ( 名

古屋大学文学部教授) 安斎正人 (東京大学助手) 小畑弘 巳 (熊本大学文学部助教授) 村上恭通 (愛媛大

学文学部助教授) 宮本一夫 (九州大学助教授) 清田純一 (城南町教育委員会) 鶴嶋俊彦和田好史 (人

吉市教育委員会) 萩原博文 (平戸市教育委員会) 高木恭二 (宇土市教育委員会) 小南 裕一 ( 山口県埋 蔵

文化財セ ン タ ー ) 大坪志子 (熊本大学助手) 熊本大学文学部考古学研究室 愛媛大学文学部考古学研究室

福岡大学文学部考古学研究室九州旧石器文化研究会 熊本市教育委員会文化財課 菊陽町教育委員会他

第2節 調査の経過

調査は平成 6 年 4 月か ら 平成10年 3月 ま での 4 年間を 費や し た 。 こ の う ち 本書 で取 り 扱 う 縄文時代後 ・ 晩

期 に 関 わ る 期間は 、 平成 6 年 4 月か ら 平成 8 年7 月 ま での お よ そ 2 年 4 ヶ月で あ る 。 本書 を 始め と す る 石の

本遺跡群の 報告者 が時代毎 に 報告 し て い る た め 、 こ れ ま で既刊の報告書 に 掲載 さ れて い な い調査区 も 少 な か

ら ず存在す る 。 そ の た め 調査期 聞 が 長期 に 及ぶ も の の 、 各年度 に お け る 全調 査 区 の 調 査経過を 記す る こ と で

こ れ に代 え る こ と と す る 。 ( 第 1 - 3 表)

報告書作成 は 、 平成 8 年度 か ら 遺物の水洗 を 現場事務 所で始め た が 、 諸般の 事情に よ り 、 平成 9 年度 は

5 4 ・55 区 の 調査 と 「石 の 本遺跡群II J の 整理作業 に 専念す る た め 、 整理作業 を 中止せざ る を 得 な か っ た 。 そ

の 後 平成 10年度 か ら は作業 を 再開 し て い る 。 そ う い っ た 経緯が あ る た め 、 平成 8 年度 か ら 平成13年度 ま での

整理作業の経過は 、 平成 9 年度 を 除い た形で記 し て お く o (第 4 表)
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第 1 表 平成 6 年度調査行程

1区

2区

3区

4区

5区

8区

9区

10区

11区

12区

13区

14区

15区

16区

17区
(18・19区)

17区西

21区

22区

23区

24区

例年(H6年)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

石の本遺跡群Iを参照

••• I •••• 

平成6年度調査班編成(敬称略、 五十音順)
総轄 江本直
1 班 廃田静学 矢野裕介
2 班 青木勝士 宮崎敬士
3 班 池田朋生 亀田学
4班 亀田学(後半3班から分離・独立)

-3一

第 I 章 調査の契機と経過

95年(H7年) 調査班
11月 12月 1月 2月 3月

HH 

1 1妊

1班

2班

3班

3班

2J1H 

2班

回ーー 3班

回・圃 3 J1H 

2漉

- 1班

1班

-同 H柾

1班

- 2�妊

- 2班

4�妊

4J1H 

-・圃圃・・・・ 41fi 



第 2節 調 査の経過

第 2 表 平成7年度調査行程
95年(H7年)
4月 5月 6月 7月 8 月 9月 10月

20区

25区

26区

28区 -同ー

30区

31区

32区

35区

36区

37区 同国圃圃

38区北

38区南

39区

40区

41区

42区(43区)

45区

46区

49区

50区

52区 石の本遺跡群Iを参照

53区

64区

67区

68区南

-園田
-・圃圃岡田

平成7年度調査班編成(敬称略)
総轄 江本直
1 班 鹿田静学 阿南亨
2班 青木勝士 帆足俊文

3 班 池図朋生 北原美和子
4 班 亀田学 荒木聖子 三好伴典
5 �妊 三木ますみ 宮崎敬士
6腕 中村幸弘 矢野裕介
7 班 坂田和弘 池本利直 山田大輔

- 4-

96年(H8年) 調査班
11月 12月 1月 2月 3月

5PlI 

7班

3班

4J妊

1班

7班

7班

2PlI 

6班

211妊

3班

7J妊

4班
6PlI 
7班

5班

3PlI 

5班

2PlI 

4班

4班

1班

H斑

2班

H妊

1Ji1I 



第 3 表 平成 8 年度調査行程
96年(H8年)
4月 5月 6月

47区

54区

55区

56区

7月 8月 9月 10月 11月

石
|
の本遺

|
跡群I ・

|
IVを参照| 

石の本遺跡群I ・IVを参照

※ 平成8年度からは調査F圧が1つになったため、 省略した。

12月

調査班 坂田和弘 廃回静学 池田朋生 中村幸弘 小谷桂一郎

第 4 表 整理作業行程
96年(H8年)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水洗・注記

接合

図面整理

98年(H10年)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

遺物選別

図面董理

99年(H11年)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

接合

図面藍理

2000年(H12年)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

実測

トレース

写真揖影

表作成
-図画整理

2001年(H13年)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

卜レ ス
-版下作成

実測

写真撮彫

文章執筆

5 

第 I 章 調査の契機と経過

97年(H9年) 調査班
1月 2月 3月

※ 

※ 

※ 

※ 

97年(H9年) 担当
1月 2月 3月

廃田

池田

廃回

池田

池田

99年(H11年) 担当
1月 2月 3月

廃回

池田

康問

2000年(H12年) 担当
1月 2月 3月

中村

中村

2001年(H13年) 担当
1月 2月 3月

中村

中村

-回ー 中村

中村

2002年(H14年) 担当
1月 2月 3月

中村

中村

中村

中村



第1節 地理的環境

第E章 周辺の地理的・歴史的環境

第1節 地理的環境

石 の 本遺跡群の 地理的環境に つ い て は 、 既刊の「石の本遺跡群1 -N J で詳細 が 記 さ れて い る た め 、 そ れ

ら を 参照 さ れ た い 。

第2節 歴史的環境

石 の 本遺跡群の 立地す る 白川中 流域 、 及びそ れ を 含む熊本平野 と そ の 縁辺部 に お け る 縄文時代後期後半か

ら 晩期前半の様相 は 、 こ れ ま で断片 的 な 資料 が 多 か っ た が 、 近年の 事例の増加 に よ っ て 徐々 に 明 ら か に な っ

て き て い る 。 従来熊本地方の 土 は 当 該時期の 遺構検出 に は不向 き な た め 、 な か な か住居社等の生活祉 を 検 出

で き ず に い た 。 し か し 遺構埋 土 中 に 含 ま れ る 焼土粒や遺物の広が り 、 床面 に 残 さ れ た わ ず か に 硬 化 し た 面 の

検 出 等 を も っ て 遺構認定す る こ と で 、 生活祉の検 出 は十分可能 と な っ た 。 さ ら に 近年の 開発に 伴 う 緊急発掘

調査が増加 し た こ と も 事例の増加 に繋が っ て い る 。

周辺の縄文時代の遺跡 は 、 第1図 及び第 5 表 に 示 し た 通 り で あ る が 、 そ の 多 く は散発的 に 遺物 が確認 さ れ

て い る 包 蔵地 で あ り 、 生活祉 を 伴 い 、 尚且つ縄文時代後 ・ 晩期 に 属す る 遺跡 は全体の 1割 程 に 過ぎな い 。 し

か し こ れ ら の 中 に は 、 熊本 の 縄文時代研究史に 欠 く こ と の で き な い重要 な 遺跡 も 少 な く な い 。 そ れで は 、 時

期 毎 に 各遺跡の概要 に 触れて お く 。

磨消縄文土器様式の 後半に 位置付 け ら れ る 遺跡 と し て は 、 菊池郡大津町杉水所在のワクド石遺跡 、 熊本市

四方寄町所在の四方寄遺跡等 が あ る 。 ワクド石遺跡は峠川下流域の 台地上 に 立地 し 、 太郎迫式か ら 三万田式、

御領式段階の竪穴住居祉 が 検 出 さ れ 、 天城式段階の埋設土器遺構 も 3 基見つ か っ て い る 。 住居祉の炉跡か ら

はイネの植物珪酸 体 ( プ ラ ン ト ・ オパ ー ル ) が検出 さ れて お り 、 籾痕の あ る 浅鉢 も 採集 さ れて い る 。 ま た四

方寄遺跡で は土層断面で竪穴住居祉 が 2 軒確認 さ れて い る 他 、 太郎迫式か ら 三万田式、 御領式土器 が 出 土 し

て い る 。 他 に も 熊本市太郎迫町所在の太郎迫遺跡で は 、 西平式 と 太郎迫式段階の 竪穴住居祉 が 検 出 さ れて い

る 。 た だ遺構の見つ か っ た 遺跡は少数で あ り 、 包含層遺物が散発的 に 出土 し て い る 遺跡が 多 い 。

黒色磨研土器様式の前半に 位置付 け ら れ る 遺跡 と し て は 、 菊池郡菊陽町辛川所在 の 上 中 原遺跡 、 熊本市錦

ヶ 丘所在の鳥井原遺跡 、 岡市水源所在の水源地遺跡、 岡市上南部町村下所在の 上南部遺跡 、 岡市鶴羽田町所

在の鶴羽田遺跡 、 岡市万楽寺町所在の山海道遺跡等 が あ る 。 上 中 原遺跡 は白川左岸 の白水台 地 か ら 白川に 向

か う 緩斜面 上 に 立地 し 、 三万田式か ら 鳥井原式、 御領式段階の 竪穴住居祉 が 2 軒検 出 さ れて い る 。 ま た鳥井

原式段階の埋設土器 も 1基見つ か っ て い る 。 鳥井原遺跡は台地上 に 立地 し 、 遺構 は確認 さ れ な か っ た が 、 鳥

井原式 を 中 心 に 三万田式、 御領式土器等の比較的 良 好 な 資料 が 出 土 し て い る 。 三万田式 と 御領式の 中 間に 位

置す る 鳥井原式の 標識遺跡で も あ る 。 水源地遺跡は庄口JlIIこ 面 し た 台地端 に 立地 し 、 周溝墓内 か ら 竪穴住居

枇l軒 と そ れ に 伴 う 遺物 が 見 つ か っ て い る 。 鳥井原式段階か ら 御領段階の遺構 と 考 え ら れ る 。 上南部遺跡 は

白川中 流域の段丘上 に 立地 し 、 5 軒の 竪穴住居祉 と 7軒の擬似住居社 、 埋設土 器 17基等 が 検 出 さ れ て い る 。
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第E章 周辺の地理的・歴史的環境

御領式か ら 天城式段階の 遺構 ・ 遺物 が 中 心 で鳥井原式以前や黒川式以降の 遺物 も 少量認め ら れ る 。 ま た 大量

の 土偶 も 出土 し て お り 、 西日本有数の規模 を 誇 る 。 鶴羽田遺跡 は坪井川沿い の 台地 上 に 立地 し 、 御領式段階

か ら 天城式段階の 竪穴住居士止 13軒 、 土嬢 10基等 が 検 出 さ れ 、 土 偶 や 石棒 と 言 っ た 特殊遺物 も 出 土 し て い る 。

こ の よ う に 当 該時期 に な る と 熊本市内域 を 中 心 に 遺跡数 が急増 し て く る が 、 こ う し た 現 象 は 天城式段階 ま で

続 く こ と に な る 。

黒色磨研土器様式の 後半 に 位置付 け ら れ る 遺跡 と し て は 、 熊本市貢町字馬場所 在 の五丁中 原遺跡 、 岡市太

郎迫町所在の太郎迫遺跡 、 岡市健軍本町所在の 健軍上ノ原遺跡 、 健軍神社遺跡 、 上益城郡益城町古閑所在の

古閑遺跡 、 古閑北遺跡等 が あ る 。 五丁 中原遺跡は井芹川沿い の 台地 上 に 立地 し 、 鳥井原式段階の 竪穴住居社

l軒 と 天城式段階か ら 晩期 の 竪穴住居牡4軒の他埋設土器l基 が 検 出 さ れて い る 。 太郎迫遺跡 は 前述 し た よ

う に 西平式 と 太郎迫段階の 竪穴住居社 が 検 出 さ れ て い る が 、 主 に 検 出 さ れ た の は 天城式段階の も の で あ る 。

遺構数 こ そ 多 く な い が 、 出 土 し た 遺物数 は膨大 な 数量 に 上 り 、 本 来 の 遺構数 の 多 さ を 窺 わ せ る も の で あ る 。

健軍上ノ原遺跡 と 健軍神社遺跡 は 前述 し た鳥井原遺跡 と 共 に 「健軍神社周辺遺跡群」と し て 一括 さ れて い る 。

庄口川上流部の 台 地 上 に 立地 し 、 上ノ原遺跡 は御領式か ら 天城式段階の 竪穴住居祉l軒 と 埋設土器1基 、 神

社遺跡 は 天城式段階の埋設土器l基 が 検出 さ れて い る 。 古閑遺跡 は赤井川の 支流木山川の北側 に 位置 す る 低

丘陵上 に 立地 し 、 天城式か ら 古閑式段階の竪穴住居祉 が検出 さ れて い る ら し い が 、 報告書 に は掲載 さ れて い

な い 。 天城式土 器 に 後続す る 古閑式土器 の 標識遺跡で も あ る 。 古閑北遺跡は そ の 古閑遺跡の 北 に 位置 す る 遺

跡 で 、 天城式段階か ら 晩期前半期の 竪穴住居士止17軒 、 天城式段階の埋設土器 2 基 が 検 出 さ れて い る 。 ま た 当

該時期の も の と さ れ る 円 形周溝遺構 9 基 も 確認 さ れて い る 。

以 上 、 縄文時代後期 中葉か ら 晩期初頭 ま での 周辺地域の 遺跡の 変還 を 述べ て み た 。 立地 的 に は河川沿い の

丘陵上が最 も 多 く 、 集落 を 形成 し て い る 遺跡 は ほ と ん ど こ う し た 立地 で あ る 。 河川沿 い の 丘陵上 と い う 立地

条件 は 、 水 は け が良 く 、 竪穴住居t止の建築に は適 し て い た と 考 え ら れ る 。 ま た 周 囲 に は 山林が広が り 、 狩猟

や採集 と い っ た生計 の営 み に は 事 欠 か な か っ た で あ ろ う し 、 比較的河川の 近 く に 位置す る た め 、 水産物の獲

得や給水 も 容易で あ り 、 集落 を 営 む に は都合の良い立地条件で、 あ っ た と 推測 さ れ る o 縄文時代 後 期 後葉か ら

後期末 ま で、 つ ま り 三万田式か ら 天城式段階 ま で は 、 遺構 を 伴 う 大小 さ ま ざ ま な 遺跡 が 各地 域 で 見 ら れ る が 、

晩期初頭、 つ ま り 古閑式段階 に な る と 、 そ の 数 は や や減少傾 向 に あ る 。 そ れ も 天城式段階か ら 継続 し て 営 ま

れて い る 遺跡 が ほ と ん ど で 、 古閑式段階か ら 新 た に発生す る 遺跡は現時点 で は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 こ れ を

も っ て 古閑式段階以降の縄文集落の急激な 衰退 と す る の は早計で あ る が 、 こ の 時期 に 何 ら の画期 を 見 出 す こ

と が で き る の か も し れ な い 。
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第5 表 周辺遺跡一覧
熊本県(43)玉名郡玉東町(364)
N. 遺跡名

025 陣林

026 堂のz

027 車場
029 辻

042 立岩石器製作

045 東山西

049 東山

053 大昔石器製作

075 六本楠

熊本県(43)鹿本郡植木町(385)熊本県(43)鹿本郡植木町(385)

Nn 遺跡名

068 田原 町坂

075 外土井

076 中久保

087 古閑

090 顕訪原

092 馬場

097 ツ木

099 白石

100 小畑

116 埋原

123 辻畑

130 生野

136 河原立

137 ヲスギ
139 円台寺

141 内目

143 滴水館

144 ー草パン工場

154 薮迫

159 植木草場

162 木留

163 笹尾A

165 笹尾目

168 山海道

173 山口迫

181 茶山

熊本県何3)菊池郡西合志町(407)

N. 遺跡名

003 沖田

004 黒松岡原

012 アミヨfメ
013 延脅寺

014 巡畑

026 中尾

036 高木原

043 八庄畑

045 枇杷回

046 西合志中学校敷地

054 子山石器製作

056 丸の内

057 笹山

058 小合意原

059 辻久保

061 中野

062 木原野A・目

064 梨の木

065 向島

線本県(43)菊地郡大津町(403)

N. 追跡名

002 ワクド石

003 塔の:$

004 今村

016 杉本上ノ原矢鉾

019 一尾釧1地点

040 八窪

051 大津

熊本県(43)菊池郡合意町(405)

N. 遺跡名

002 中林

008 野付

012 小園

016 御手洗

018 轟鶴
019 八久保

020 竹迫宇土

023 街領

所在地

ニ俣 陣林

二俣 堂の冗

俣 京縁

ー俣 辻

原歯 立岩屋数

原歯 荒平

原歯 荒強当

原歯 大昔

原歯

所在地

盛岡 酉原・岡林

宮応 外土井

豊岡 橘木

鞍掛 古関屋敷・辻畑

鞍鍋 諏肪原

岩野 馬場

山本 一木

有皐 白石

有車 小畑

轟 埋原屋敷

画 辻畑

円台寺 生野原

円台寺 河原立

滴本 ヲスキほか

円台寺 本村

副 ヲスギ
滴水 車屋敷・原口

舞尾 西原・前畑

荻迫 表畑・萩原11か

広住 向原ほか

木留 北中原

木留 笹尾

木留 笹尾

辺国野 山海道

木留 山口迫

木留 探山

所在地

野々島 沖田

合生 黒松

野々島 古閑・前回

野々島 古閑

野々島 巡畑

野々島天神島・中尾原

合生 晶木

野々島 八度畑

野々畠 中原 枇杷田

野々島 東原

野々島 天神免

野々島 丸の内

御代志(通称大池)

合生 辻久保・小合志原

合生 辻久保

野々畠 中野

野々島 木原野

須屋 梨の木

須屋 向島

所在地

杉水 西町原、 酉ノ尾

杉木 塔の:$

杉本 今村

杉本 上ノ原・矢鉾

矢樋川 一尾勿l

大津 八窓

大潟 大;章

所在地

栄(通称中林)

福原 野付

盛岡 小国

鑓久宮 御手洗

竹迫 福原

竹迫(li称八久保)

竹迫 宇土

竹迫 福原

所在地

原水 大人足

原水 上沖野

津久礼 駄飼代
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時代 種別 旧遺跡名 備考
縄文~古代 包鼠

縄文~古代 包蔵

縄文~古代 包蔵

縄文後晩期 包蔵

縄文 生産 石斧・剥片多数
縄文~弥生 包蔵 縄文後晩期御領式‘ 弥生
縄文 包蔵 網文後期の土器・石器包吉
縄文 生産 安山岩石器多量出土
縄文 包蔵

時代 種別 旧遺跡名 備考
縄文 包蔵 縄文土器
縄文 包蔵

縄文・弥生 包蔵

縄文~中世 包灘

縄文~古代 包臓

縄文~中世 包蔵 馬場小路、 �!Ií土塁
縄文 包醸

縄文~古代 包蔵

縄文~古代 包蔵

縄文~中世 包蔵

縄文 包蔵 縄文土器

縄文 包蔚

縄宜・弥生 包灘 縄主・弥生、 挟人石斧

縄文・弥生他 包蔵 縄文晩期・弥生・須恵器

縄文~中世 包蔵

縄文 包蔵

縄文~中世 包蔵

縄文・弥生 包蔵 縄文後期・弥生後期・醍期

縄文他 包蔵 縄文後期土師器片・須恵器・右鐘・石斧

縄文~中世 包蔵

縄文~古代 包蔵

縄文 包蔵 縄文早期後期晩期土器・石器

弥生・縄文 包蔵 集落、 縄文早期土器・石斧・石棒、 癌棺

縄文 革落 縄文後・晩期土器

縄文~中世 包蔵

縄文~古代 包蔵

時代 種別 旧遺跡名 備考
縄宜他 包臓 丸木舟、 御領式・野辺回式・土師器・石器

縄文 集落 表面に土器細片散布・石斧出土

縄文~古代 包臓

縄文~古代 包蔵

縄文~古代 包蔵

縄文~古摘 包蔵 縄文・弥生 古備期土器片

縄文~奈良 包蔵 縄文後期、 奈良時代、 出土品大置

縄文~弥生 包誠 縄文~弥生土器、 中央小校庭

縄文 包蔵 縄文早期

縄文・古煩 包蔵 御領式土器・古式勾玉・野辺図式・須恵器

縄文 生産 石器茜種・原石

縄文 包臓

縄文 包蔵 縄文条痕文土器・石匙出土

縄宜 集落 縄文後期

縄文 包蔵 縄文後矧

縄文 包臓

縄文 包蔵 石鍛

縄文 包蔵

縄文 包蔵 一」
時代 種別 旧遺跡名 備考

縄文 集落 籾槙ある櫛領式土器

縄文 包繭 押型文

縄文 包蔵 西平式(御手洗B)・野辺回式土器

縄文 弥生 1里郡 蛮棺墓、 宝石墓、 縄文、 弥生土器 土師・須恵

側主 包磁

縄文~古代 草落

創立 包蔵 l竺唾二空楢・土師由民向品校内ウ 竺

時代 種別 旧遺跡名 備考
縄文 包蔵 御領式土器

縄文他 包蔵 押型宜、 黒髭式聾棺

縄文~弥生 包蔵 御領式、 石器・祢生土器

縄文他 包蔵 縄文後期・土師器・御手洗式

縄文・弥生 包蔵 昭50年困喝整備、 盛土で残す

縄文 包蔵 岡高式・御領式

縄文 包臓 二万国式

縄文他 包蕗 土偶・御領式土器

旧遺跡名 備考
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006 久保回中原 久保田 中原 縄文・弥生 包蔵

回9 楠ノホ 久保田 鍋ノ木 鍋宜・古代 集落 組 白磁

011 南方上 原水 南方下 縄文~中世 包灘
012 柳水 原水 柳水 館文~中世 包蔵

013 原水爾上原 原水 上原 網宜~中世 包鼠
014 今石 海久礼 寺右 銅文~中世 包斑
016 溜久礼六地蔵 海久礼 梅木 縄文・弥生 石造

017 井口下回 辛川 下館 縄文・弥生 包臨
018 久保 辛川 久保 縄文・弥生 包蔵

回1 上山立密 辛川 上山立密 銅宜 包蔵

022 申昼取 辛川 中屋監 凋文 包蔵

023 京弁指 辛川 車弁指 調宜 包蔵

024 池ノ盟 辛川 池ノ密 創玄 包蔵

025 $川東原 辛川 東原l置か 飼文・古償 包蔵

026 幽手中原 幽手 中原 飼宜~古代 包蔵

027 型lIliABC 曲手 留回 縄文 包蔵 縄文後期遺物倣布

031 六地蔵 属掲繍 飼宜 集落

033 場原 辛川 縁原 飼主~古備 包鼠
037 広衝泊 海丸礼 縄文早期 包鼠
凶自 盛秋 戸次 創立 包蔵

040 坂田下 飼宜~中世 包lt
倒1 中原 F次 調宜 包躍
043 山ノ上 F次 鍋宜 包蔵

044 鶴田 曲手 包囲 銅文 包蔵 縄文後期

045 上中原 辛川 飼文 集落 網文後期

047 酉鶴 幽手 組主・弥生 包磁
048 年町神 戸次 銅宜 包蔵

049 本溜 戸次 鍋宜 包鼠
傭意思(43) 回首都西原村(432)

恥 | 遺跡名 所在地 l 時代 租別l 旧遺跡名 備考

∞4 1 秋田上原 | 河原 秋国原 | 飼主~中世 包臓

鶴本III(43) 備本市(201)
h 遺跡畠 所在地 時代 種別 旧遺跡事 僧考

009 方議寺貝忽 万楽寺町乙笹尾 縄宜 貝揮 向 山古畑

010 山海逝 万楽寺町字甲笹尾 旧石器・縄文 集落 山海泊追い骨石 劃片尖商犠{鳳曜石}、土偶. 縄文後晩銅土盤

013 太郎迫 太郎迫町字大原など 創立 集落 万難寺遺跡 住居跡、理ガメ、 土鋼、庖制右斧、打倒右梓

右刀、事l片石器

016 惚門 立栂寺町小原 縄文~中世 包聴
019 妙見遺跡事 立福寺町骨僻 縄文・中世 包鼠 妙見遺跡・妙見線路 後晩期土鶴(太郎迫式・傍観式.1Il期中事}

021 川東遺跡群 和泉町幡宮 鍋支・弥生 包鼠 川車遺跡・庄遺跡・川車神祉遺跡・三宝埠額調 川東縄支後幌、庫弥生、極碑{大!J<3卑銘}

022 皮筒右 和泉町川東 縄文~中世 包蔵

位5 中尾 話回4T自 純文 包疎 後期中禽京町太郎迫式の口組鼠磁片

。哩6 桑鶴遍路 欝 和泉町桑鶴 調宜~中世 包蔵 暴鶴A遺跡・桑鶴自遺跡・迫畑古繍・大層原古細 額碑{天文2年銘}

徳正春桓碑

028 亙丁中原遺跡群 賀町宇馬場 -つ塚 旧石鑓~弥生 集落 五丁中原遺跡・赤本A遺跡・赤本B遺路 弥生後期環織集落嗣宜、縄支健期住居跡

瞬査、巴形銅鐸

035 宝出原 改寄町 飼文~中世 包蔵

039 小糸山遺跡欝 小糸山町屠屋敷 飼宜~中世 包蔵 小轟山遺跡・小品山屠館跡・小晶山迫骨石・寄白官軍蕃地 縄文後期土器、網目EEIbI土器在ど

菌商戦争官軍基地
同7 鶴川遺跡群 硯川・下硯川町 飼主~平安 包蔵 北部中学貌遺跡・田畑遺跡・国錨穂跡・+三留埠桓砲 桓碑{大量4年銘) 、寝跡(平安期1) 2基以上

048 固方寄 園方寄町 飼文 集落 村上恩磁極碑 縄文後院大集落、踊査畠り
051 四方審御馬下 闘方寄町御馬下 縄文 包蔵

054 柚ノ木 硯川町市迫 卸宜・古踊 包lt 柚ノ木箱式石棺群 縄文後期土器、右指数基
。曲 飛田遺蹟群 飛田町稽町木など 飼文~古畑 包蔵 飛田績の木遺跡・飛図上ノ原遺跡・飛田義山線古踊 察山首繍踊査担告書"り
067 清水町遺跡群 清水町山富など 組宜~省踊 包蔵 楢山A-C遍路・山富A遺跡・山富打出(山富地頭} 楢山郵指群、山宝庫信・土師曇

屋監遺跡・八量水笹遺跡・八母水奇麗棺醇 凡量水省縄文前後晩・麹信

-山宣車屋舷阿弥陀蛍菖碑

068 徳玉 徳王町障か 縄文~平安 包蔵 徳王寺跡・徳主寺跡極碑 創文穫期、弥生内行花文鈍出土
069 立石遺跡群 改寄町 縄文~平安 包蔵 立石駅街唱参考地・伝部界偲立右
073 大鳥居遺跡群 大鳥居町 縄文~中世 包蔵 大鳥居遺跡・井出願欄房審考地
076 縄尾古闘原・古屋披 栂尾町古閑原なE 縄文~中世 包議 縄属普山お茶屋rø
on 調尾立野 揖尾町立野 飼文~中世 包蔵
078 鶴羽困{悶1I富・掴J舛} 箇羽田町 飼主~盲縞 由民謡 網文後晩期土器、先姐を失った銅支出土
081 山際畑 鶴羽田町 純文~中世 包灘
083 亀井遺跡欝 清水町亀井 縄文~中世 包蔵 亀井遺跡・亀井塘跡・亀井金岡院跡・亀井松山畠地 機は現光照寺内、板碑天文2年銘

亀井諮師堂前額碑

084 万石昭和団地前 清水町万石 飼主~中世 包蔵

085 倫木 清水町惜の木 飼文・弥生 包斑 縄文早・前・後・晩、書棺癖
086 岩倉山中砲 泊水町兎替 創立~中世 包蔵

087 岩倉山山頂 清水町兎替 縄宜~中世 包蔵

088 岩歯山 清水町兎普 旧右器~中世 包斑
089 繍 筒園町 縄文~中世 包蔵
090 金ノ前遺跡群 清水町働木・堂町前 !日石盤~中世 包蔵 盛田前遺跡・-T雷遺跡

091 庖ノ前 清水町兎谷 旧石器・飼文 包蔵 早綱住居跡3基、県額告書晶り
ωE 迫ノよ遺齢群 飽田町陣内など 飼文~平安 包施 迫ノ上賓館講・緑が丘遺跡・緑ヶ山ノ待遇跡 盤的前斑跡は平安細か ?

堂ノ前屋磁器跡・長誼寺潟跡
093 壱町箇 清水町倫木 町鶴 創立~中世 包鼠
094 吉ノ平 飽田町上立国 飼主~中世 包斑
095 竹ノ後・芭薫遺跡欝 飽田町上立国竹田後 凋文~平安 集落 竹ノ後遺跡・竹ノ後書傭群・芭議遺跡 竹由佳縄文後期土盤・告白書棺・土偶
097 弓削前畑 砲田町弓削小極昼舷 縄文~中世 包麗
。蝿 弓削平ノ下A 胞団町弓削平町下 縄文~中世 包蔵

099 弓削平ノ下目 旭国町弓削平田下 縄文~中世 包砲
100 吉原 吉原町鼠回 S理主~平安 包斑 鍋宜後晩鋼(筒祖寺・中海}、弥生後期

奈良平安在筒土器
101 片務調 薗田町弓削片彦繍 創宜 包蔵
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102 北上遺跡群 石原町平 縄文・古代 包蔵 北上遺跡・北上自遺跡 縄宜晩期土器、 布白瓦
103 上南部 上南部町村下 縄宜 集落 縄文前期・後期・晩期・後晩期集落

発掘瞬費、 市報告書あり
104 供音松ノ上 上南部町 縄文~中世 芭蔵
105 法王鶴 飽田町 飼主・弥生 包膿
106 石原町 石原町 飼主~中世 包蔵
107 石原頭々井 石原町瀬々井 縄文 包蔵 縄文晩期
108 神園桜井 長嶺町 縄文~中世 包蔵
111 託麻弓削遺跡群 弓削町 縄宜 包蔵 弓削上古閑遺跡・弓削宮原遺跡 縄文前期・後期・晩期
112 鹿帰瀬 鹿帰潮町西原 縄宜・弥生 包蔵 鹿帰瀬河原遺跡 県嗣査あり
120 小山上の山 小山町 縄文~中世 包蔵
t草市 平山石ノ本 平山町 旧石器・縄文 集落 国体会場、 県闘査報告書あり
122 御船塚山 平山町 縄文~古代 包蔵
123 御船爆車 平山町 縄文~古代 包蔵
124 中原週明 小山町 縄文 包蔵 縄文早湖、 後晩期
138 奥山 松尾町平山 包蔵
145 製崎山遺跡群 河内町岳 縄文・中世 包蔵 娘械山城跡、 城山車麗遺跡 械跡車麓町縄文式土器散布地
151 神田原 松尾町平山 縄文~中世 包臓
154 上松尾古閑・外平 松尾町上松尾 縄文~中世 包蔵
156 よ松尾培ノ本 松尾町上松尾織山 縄文~中世 包蔵
157 中海倉 松尾町上松尾誠山 縄文~中世 包蔵
162 J11j3貝爆 松尾町中松尾 縄文 員塚 早・前・中・後期
170 馬ノ本 花園町 縄文・弥生 包蔵 縄宜晩期、 弥生街描渡状主・盟弧宜
172 島崎 島崎町島崎紙屋 縄文 包蔵 石斧
173 荒尾南 島崎町 縄文~中世 包蔵
174 酉大昔 笹尾崎町 縄文~中世 包蔵
175 函昔院平 奇尾崎町 縄文~中世 包蔵
177 野選平 池上町野選平 縄宜~中世 包蔵 県では野景遺跡
191 潟水原 池上町 縄文~中世 包蔵

203 柿原遺跡群 花園町柿原字柿原 縄文~中世 包蕗 柿原械跡・柿原型棺群遺跡・柿原械の原六地蔵 柿原崎鹿子木寂1(.-居織
204 怖原馬町木 花園町 縄文~中世 包駕

216 小山田 島崎町 縄文~中世 包蔵

219 千原台遺跡群 島崎町3丁目ほか 創立~平安 包臓 干原台遺跡・城酉小学校敷地内遺跡・消防学校遺跡

-放牛の基

220 迎田 島崎町 縄文~平安 包蔵

234 舟渇 清水町;宮浦 縄文~中世 包蔵

237 打組貝縁 清水町打越 縄文 貝場 北久根山式
240 京町2T目 京町2T目 縄文~近世 包蔵

241 伝大道寺遺跡群 京町2丁目 縄文~近世 包蔵 伝大道寺跡を含む
256 F坂御園尻 戸坂町 縄文~中世 包蔵

269 古関前 清水町亀井 縄文~中世 包歳 旧石器
270 清水町苦口 清水町方石 旧石器~平安 包蔵 万石遺跡 県調査あり

274 室園 清水町霊園 縄文~中世 包蔵

277 小峰 鳳盤町小崎 縄文~平安 包蔵 金光山無担寺跡

278 黒盤町遺跡群 黒盤町坪# 縄文~中世 包蔵 黒盤町遺跡(清々曇高校敷地}・九州女学院遺跡 帯に聾棺墓群

坪#古屋敷出土白書匝館

280 子飼 子飼町 縄文~中世 包臆

281 大江白川 大江1丁目 縄文~平安 包蔵 旧往生院跡・善行寺の額碑・放牛地蔵 聾棺

283 大江遺跡群 大江3丁目 縄文~明治 包蔵 大江遺跡・大江青紫遺跡 大江東原遺跡・白川中学校

校庭遺跡・謹鹿旧電電波高校遺跡・熊高敷地遺跡

-熊高通リ遺跡・杉J本遺跡託麻郡家推定地・謹鹿斑寺

-熊'"英学校跡・盤盤会館遺跡他

291 百本前寺町 本前寺1丁目 縄文~中世 包蔵 縄宜岡高果

292 国骨寺跡 出水1丁目 縄文~中世 包蔵 七草t奇心礎石・宮園遺跡・労働金庫遺跡 県・市による多数の調査あり

293 江i寧湖遺跡群 神水町. 画図町ほか 縄文~中世 集落 上江湾大曲遺跡・堀内部石造遺物・神水若宮・神祇寺跡 水源地 御領式土器伴う住居1

-弁天石古屋敷遺跡・本軍地遺跡

294 実t草山 清水町檎木 旧石器~弥生 包蔵 石槍、 須玖式費棺群

295 万右乗越 潟水町万右 縄文~古代 包蔵

296 万石茶山 ;四本町万石 縄文・弥生 包蔵 夜臼式土器

お7 稼野 筒田町上立国 縄文~平安 包凝

298 陳内上ノ園遺跡群 龍田町上立田 縄文~古摘 包蔵 上ノ国A・目遺跡・竜田陳内館跡 御手洗A式、 押型宜、 須玖式聾棺、 方形周溝墓

299 =の宮(牧鶴宮脇) 筒田町上立田 縄文 包蔵

303 宇留毛浦山市営墓地 黒盤町7丁目 縄文~平安 墓地

305 竜田棟内遺跡群 施回町限内 旧石器~中世 包蔵 竜田陳内遺跡・限内宮の前遺跡 曽畑式土器、 県報告書あり

307 カプト山 県鍵町宇留毛字甲山 縄宜 包蔵 早期、 面目、 北久根山、 黒川、 山田寺

308 宇留毛A 黒竪町6丁目 縄文 包蔵

309 宇留毛B 黒盤町6丁目 縄文~平安 包蔵

317 竜田口 笛田町立瀬、黒鍵7丁目 縄文~平安 包蔵

318 堂前畠 組田町 縄文~平安 包蔵

319 神園 長嶺町上酉原 縄文~平安 包蔵

320 長嶺遺跡群 長嶺町 縄文~平安 包蔵 畠嶺遺跡・中山叶遺跡・中山五輪塔遺跡(若殿場遺跡) 石神碑天文相年銘

-馬場居屋敷遺跡・畠樹南遺跡・板団長者屋敷跡

-長嶺石神碑・坂田家認地

321 王国 上南部町王国 縄文~平安 包蔵 黒霊式合口聾棺

323 下南部 下南部町下山 縄文~古摘 包醗 須玖式聾棺

326 南小迫 御領町 縄文~平安 包蔵

328 八反目遺跡群 長嶺町八反田 縄文 中世 包蔵 殿山古繍書寺地 縄文後晩期 土偶

332 新南都遺跡群 新南部町 旧石器~平安 聾落 新南部A-D遺跡 北久根山遺跡・酉吾遺跡 小関原遺跡 県北バイパス調査、 市マンション調査

小関小松山聾棺遺跡・新南部=石遺跡 田辺昭三調査などあり

334 乾原・迎八反田 長嶺町乾原・迎八反田 縄文~平安 集落 乾原迎・八反田遺跡 図的迎遺跡 乾原縄文後晩婚中心、 迎八反回縄宜早期中心

335 護鹿遺跡群 護鹿5丁目 縄文・弥生 包蔵 震鹿貝沼・北原聾棺遺跡 置鹿員爆岡高・錨ヶ崎式、 北原須玖式聾棺

板碑釈盟E嶋天文16年銘

337 辻 護鹿7丁目 縄文~平安 包蔵 縄文後晩期‘ へら描害土器・墨書土器

338 新南部函原 新南部町 縄文~平安 集落 保田窪地蔵碑

340 帯山遺跡群 帯山1T目 縄宜~平安 包蔵 帯山遺跡・保田窪遺跡 布目瓦、 曽畑、 阿高、 竹椅
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341 保回宿東一本松 鍋宜~平安 包蔵

342 ー 郎塚 健軍町 縄文~平安 包隠

344 新外A 健軍町小峰 縄文 包麗

345 新外 日 健軍町小錨 飼文~平安 包醸

346 小嶺 健軍町小崎 縄宜~平安 包蔵

355 神水 神本本町 ・ 出水2丁目 副主~平安 包蔵

357 値軍神社周辺温跡群 健軍2丁目 旧石器~中世 集落 健軍神社組内遺跡・ よJ原遺跡・鳥井原過跡 ・ ミ訪rシタ'

包蔵 昼取下遺蹄 ・ 真光寺榎碑 ・ 値軍堂坂地鼠 ・ 国官堂五給繕

-憧軍神社温跡 ・ 健軍町北原遺跡 ・ 健軍縮舛遺跡

359 佐土原 僧軍町佐土原 縄文~平安 包膿

364 中山 小山町 網宜~平安 包篇

367 御飴場 小山町倒錯寝 縄文 ・ 中世 包蔵

369 上黒迫 戸島町 縄文 ・ 中世 包蔵

370 戸島車窓 戸島町 縄文~中世 包蔵

371 戸島北向(i"晶画) 戸島町 組文 ・ 中世 包蔵 札の辻遺跡 ・ F 局番福寺跡 ・ p 島神社境内古塔碑群

372 戸島車 F 島町 田 向 鍋宜 包蔵

373 戸島経場跡 戸島町 田 向 縄文 ・ 中世 包蔵

374 葉 山遺跡群 戸島町嚢山 旧石器 ・ 飼主 包鼠 葉山泊跡 ・ 葉 山 田 遺跡 ・ 日 向下六地蔵

375 戸島義鶴 戸島町 縄文~平安 包蔵

376 下佐土原 戸島町 創立~平安 包蔵

377 日 向桟敷尾 戸島町 田 向 縄文 包蔵 日 向温跡

403 万楽寺出口 太郎迫町 創立~弥生 包蔵 方楽寺追骨石

404 春山 太郎迫町 縄文~弥生 包蔵

406 廊生田 麻生田町 縄文~平安 包蔵

511 市営託廓団地 新南部庇麻団地 縄文 包蔵

512 函原 新南部 縄宜 包磁

534 七軒町 七軒町 縄文~中世 包鼠

国6 上河原 鳳盤町 縄文~古代 包蔵

繍本県(43) 上益城郡益域町(判3)
No. 遺跡名 所在地 時代 種別 旧遺跡名

目。1 小久保 上小久保 下小久保 縄文~中世 包蔵

002 宮図B 木 山 遺見塚ほか 鍋宜 ・ 弥生 包蔵

003 遠見埠 木山 遠見縁 創文~古代 包斑

005 上面ノ平 田原 上面ノ平 創立~中世 包蔵

006 上石摩原 田原 上石俸原 縄文~中世 包麗

007 高遊 小杏 高遊 縄文~中世 包蔵

008 中石岸原 小谷 中石岸原 縄文~古羽 包躍

012 古関 古閑 宅地 縄宜 ・ 弥生 集落

014 強河原 篤水 駿河原 錨宜 ・ 弥生 包畿

018 惣領 惣領 高木 縄文~古代 包鼠

日27 下辻 木山 下辻 縄文~中世 包蔵

028 辻 宮原 辻 縄文~中世 包蔵

029 宗曽利 安永 宗包利 縄文~中世 包蔵

031 上限古摘 上陳 辻 縄文 包蔵
065 大辻 馬水 大辻 縄文~平安 包蔵
066 寺中 寺中 縄文~平安 包蔵

071 梨木 広崎 製木 縄文~弥生 包蔵
072 古閑北 宵闇 崎久保 ・ 舗道 縄文~弥生 集謡

参考文献

『熊本市東部地区文化財調査報告書』 熊本市教育委員会 1 971 年
『菊陽町史』 菊陽町史編纂室 1 995年

『益城町史 通史編』 益城町史編纂委員会 1 988年
『合志町史』 合志町史編纂委員会 1 988年

『新熊本市史 通史編第一巻 自 然 原始 ・ 古代j 新熊本市史編纂委員会 1 998年
『新熊本市史 史料編第一巻 考古資料』 新熊本市史編纂委員会 1 996年
『 ワ ク ド石遺跡』 熊本県教育委員会 1 994年
『上中原遺跡』 菊陽町教育委員会 1 998年
『鳥井原遺跡発掘調査報告書』 熊本市教育委員会 1 977年
『上南部遺跡発掘調査報告書J 熊本市教育委員会 1 981 年
『鶴羽 田遺跡』 熊本県教育委員会 1 998年

『太郎迫遺跡 ・ 妙見遺跡J 熊本県教育委員会 1 999年

『熊本市健軍町上 ノ 原遺跡調査報告書』 熊本市教育委員会 1 971 年
『古保山 ・ 古閑 ・ 天城』 熊本県教育委員会 1 980年
『古閑北 ・ 梨木遺跡』 熊本県教育委員会 1 999年
『古閑北遺跡』 熊本県教育委員会 1 999年
『九州の縄文住居』 第1 0回 九州縄文研究会 福岡大会発表資料 九州縄文研究会 2000年
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県 ・ 市踊査‘ 報告密あり

上の原縄文後期炭化米出土、 市報告曾あり

問中学校校庭

経額一宇一石理納

県鯛査あり

早期土器 ・ 弥生密帽

押型文. 御領式

押型文

備考

縄文~ 、 弥生中期土器

縄文 ・ 弥生 ・ 古繍

縄文 ・ 弥生‘ 土師器舛の迎物包宮

箱式石棺、 網文土器
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第皿章 調査の成果

第1節 遺跡概要

石の本遺跡群 は 、 総面積10万 ぱ を 越 え る 遺跡群で あ る 。 そ の た め 各調査区 に よ っ て 地形 が 起伏 に 富 ん で い

る 。 ( 第 2 図) 全体 的 に は北か ら 南 に 向 か つ て緩や か に傾斜 し て お り 、 遺跡群の 中 心 を 通 る よ う に 舌状 に 伸び

た 丘陵が張 り 出 し て お り 、 20区 の 南側 に あ る 頂 か ら 急激に傾斜 し て い る o そ の 丘陵 を 挟 む よ う に47区付 近 か

ら 南東 に 伸び る 谷 と 31区付近か ら 南 に 伸び る谷が あ り 、 5 区付近で合流 し て い る 。 ま た 3 区方 面 か ら 伸び る

谷 も 同 じ 地点 で合流 し て お り 、 最高部 と 最低部の比高差 は20m余 り に 及ぶ。 な お 、 小 山 山斜面上 に 位置す る5 2

-5 6区 を 含め る と 比高差 は30m と な る が 、 こ れ ら の調査区で は縄文時代後 ・ 晩期 の 遺構 は確認 さ れて い な い た

め 、 今回の報告か ら 除外 し て い る 。

こ の よ う に 各調 査 区 で 立 地 が 異 な る わ け だ が 、 各時代で も そ の 立地 が 異 な る 。 本 書 で報告す る 縄文時代

後 ・ 晩期 の 遺跡 は 、 北側 に広 が る 舌状 に 伸びた 丘陵上 及びそ の 周 縁 に 集 中 し て い る 。 ま た 丘陵の 東側 を 走 る

谷部 を 挟 ん だ 地 域 に も 数 は 少 な い が分布 し て い る 。 こ の他遺跡群全域 に わ た っ て 、 当 該時 期 の も の と お ぼ し

き 土器片や石器等が散在 し て い る が 、 そ の 大半は北側 か ら の 流れ込み に よ る 包含層遺物で あ る 。 し た が っ て

当 時の生活祉が確認 さ れ た の は 、 上記の 2 箇所の み と な る 。

具体 的 な 調 査 区 名 を 挙 げ る と 、 北側 の 丘陵周縁 で は30 ・ 31 ・ 35 ・ 36 ・ 38-43 ・ 45 -47 ・ 49 区 が 該 当 す る 。

一方、 谷部の 反 対側 で は 10 ・ 15 区 が 挙 げ ら れ る が 、 前述 し た よ う に 質 ・ 量 と も に 北側の 丘陵周 縁 の そ れ に は

及 ば な い 。 そ の他周辺の 調 査 区 に も 遺跡が広が っ て い た 可能性 は 高 い が 、 造成等 で 削平 さ れて お り 、 調査時

点 で は確認で き な か っ た 。

な お 、 調査方法 、 基本層序 に つ い て は 、 石の 本遺跡群 I -N で触れて い る た め 、 本 書で は 省 略す る が 、 各

調査区で層位の認識や土層の堆積状況が微妙 に 異 な る た め 、 参考 ま で に 各調 査 区 の 説 明 の 際 に 層序 図 を 掲載

し て い る 。 各層位の 説 明 は 省 略 し て い る が 、 基本的 に生活面の検 出 は 、 H 層 (黒 ボク土 ) か ら 皿 層 ( ア カ ホ

ヤ の二次堆積土) に か け て の漸移層 に 集 中 し て い る 。 ま た 、 本来 E 層 の 下 層 か ら 検 出 す べ き 遺構 を よ り 確実

に 捉 え る た め 、 敢 え て 皿 層 ま で掘 り 下 げて検出す る 調査区 も 珍 し く な か っ た 。

第2節 遺構 ・ 遺物概要

石の本遺跡群で検 出 さ れ た 縄文 後 ・ 晩期 の も の と 考 え ら れ る 主 な 遺構 は 、 竪穴住居祉76軒 、 埋設土器遺構

32基で あ る 。 円 形周溝遺構 も 7 基確認 さ れ た が 、 当該時期 と 断定 し 難 い 面 も あ り 、 は っ き り し な い 。 ま た 土

療 も 多 数 検 出 さ れ た が 円形周溝遺構同 様 、 時期比定 が 困難 な も の が 多 い 。 そ こ で 、 今 回 報告す る の は比較的

時期比定 し や す い竪穴住居祉 と 埋設土器遺構 、 そ し て 参考資料 と し て 円形周溝 と 一部 の 土墳 に 限定 す る 。 遺

構の 分布 は遺跡の北側 、 と り わ け42区 、 46区 を 中 心 と し た地域 に 特 に 集 中 し て い る 。

調 査終 了 時 、 網 コ ン テ ナ で15 00箱 を 超 え る 遺物 が 出土 し て い る 。 出 土遺物 と し て は 、 縄文土 器 、 石 器 を 中

心 に 土偶 、 玉類、 石刀 、 そ の他土製 品 、 石製品 、 焼成粘土塊が挙げ ら れ る 。

- 13 



第 2 節 治構 ・ 遺物概要

時期 的 に は縄文時代 後 期 後 半 か ら 晩期初頭、 土器様式でい う と 磨消縄文土器様式 か ら 黒色磨研土器様式 ま

で で 、 黒 色磨研 土器様式の も の が圧倒 的 に 多 い 。 そ の 中 で も 所調 、 天城式段階の も の が 目 立 ち 、 本遺跡の 最

盛期で は な か っ た か と 推測 さ れ る 。

そ れで は 、 調 査 区毎 に そ の 概要 を 報告 し て い く こ と に す る 。 な お 、 遺 構 及 び一 部 を 除 い た 個 々 の 出 土遺物

の 説明 は 、 巻末の 観察表 を 参照 さ れ た い 。 ( 第 6 - 1 1表)

X=100 

X=700 

X=600 

X=500 

X=300 

X=200 

N

AA下十

網掛け昔日は今回報告分

X=O 
Y=O Y=100 Y=200 Y=300 Y=600 Y=700 

第 2 図 調査区位置図 及 び割付ー け 図 S : 1 /5000 
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第 3 節 各調査区の成果

1 10区

[概要] ( 第 3 ・ 4 図 ・ 図版 1 )

第m章 調査の成果

石の 本遺跡群 の 南東部 に 位置す る 調査区 で あ る 。 南北 に 走 る 谷部 と 南西 に 走 る 谷部 の 合流点付近 に 立地 し

て お り 、 調査区全体が南又 は南西方向 に 向 か つ て緩や か に傾斜 し て い る 。 標高78 m か ら79m 'こ か け て 位置 し て

い る 。 田畑等 の 造成 に よ る 削 平の た め か 、 表土掘削時 に は既 に か な り 整地 さ れ て お り 、 本 来 の 地形 を ほ と ん

ど 留 め て は い な か っ た 。

遺構の 分 布 は希薄で あ り 、 当 該時期の遺構 と し て は 、 わずか に 埋設土器遺構 が 1 基検 出 さ れ た の み で あ る 。

遺構検 出 面 は 皿 層 で あ る が 、 前述 し た よ う に 少 な か ら ず削平 さ れて い る た め 、 本 来 の 検 出 面 と は言 い 難 い 面

も あ る 。 ま た遺物の 出 土量 も 多 く な い う え 、 そ の ほ と ん ど が包含層遺物で あ る 。

埋設土器遺構

10-01号埋設土器

[遺構 ・ 埋土] ( 第5 図 ・ 図版13)

調査区の 西側 に 位置す る 。 上面 は 削平 を 受 け て い た が 、 掘 り 方 を 有 す る 埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方 は 南

北 に 伸び る 楕 円 形 を 呈 す る 。 規模 は 長 径 が74cm、 短径が49cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま で の 深 さ は

40cmで、 あ る 。 掘 り 方内 に は合せ口状 に 深鉢 と 浅鉢 が セ ッ ト で検 出 さ れ た 。 浅鉢 は や や 深鉢 よ り 東側 に ずれ て

L ミ る が 、 深 鉢 に 伴 う と 考 え ら れ る 。 主体 と な る 深鉢 は 、 口縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れ て い た 。 土器 片 の 散

逸 は 少 な く 、 埋設 当 時の 姿 を 留 め て い る と 考 え ら れ る 。 周 囲 に は本埋設土器遺構 に 伴 う よ う な 遺構 は 検 出 さ

れ な か っ た 。

埋設土器遺構の 埋土 は 、 深 鉢 内 の 埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深 鉢 内 の 埋土 は 、 粘 質 を 持 ち し ま

り の強い褐色 シ ル ト (埋土 1 層) と 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い黒褐色 シ ル ト (埋土 2 層) 、 埋土 2 層 よ

り 粘質 、 し ま り の あ る も の (埋土 3 層 ) の 3 層 に 分 け ら れ る 。 ま た 掘 り 方 内 の 埋土 は 、 粘 質 を 持 ち し ま り の

やや強い灰褐色 シ ル ト (埋土 4 層) の み で あ る 。 深鉢内の埋土 は 、 概ね後世の流入土で、 掘 り 方 内 の 埋土 は 1

層 の み で あ る こ と か ら 、 一気 に 埋納 さ れた と 考 え ら れ る o

な お 、 埋土 中 か ら 脂肪酸 が検出 さ れて い る が 、 詳細 は「第 百 章 自 然化学分析j の 項 に 譲 る 。

[遺物] ( 第5 図 ・ 図版138)

1 は口縁の 一部 と 底部 を 欠損 し た 浅鉢で あ る 。 内外面 と も ミ ガ キ が施 し で あ る が 、 口縁 か ら 胴部 の 上 の 方

は横 ミ ガ キ 、 そ れ以下 は縦又 は 斜 め ミ ガ キ で あ る 。 口縁帯 は ほ と ん ど 退化 し て お り 、 沈線 は 見 ら れ な い が わ

ず か に 山形突起 が 認 め ら れ る 。 ま た 口縁 と 肩部 に 凹点 が 施 さ れて い る 。 2 は深鉢で あ る 。 口縁部 は 約 1 / 3

欠損 し て い る が 、 そ の他 は よ く 残 っ て い る 。 器面 は横 ナ デや横 ミ ガ キ に よ っ て 仕 上 げ ら れて お り 、 胴部外面

に はへ ラ ナ デが施 さ れて い る 。 底部 は 、 わずか に突出 し て お り 、 一応平底 を 呈 し て い る 。

- 15 一



第3 節 各調査区の成果

〈
H印∞。

〈"∞4
0

〈目白MO

N 

o 
1 0-01 号埋

第 3 図 10区遺構配置図 S :  1 1400 

I 

E 

E 

N 

V a  

V b  

V c  

VI 

第 4 図 10区基本層序図

- 16 

X=230 

X=220 

X=21 0 

X=200 

X=1 90 

X=1 80 



L=76.800m 

.> .， \‘1 

掛

恥同時叩

町永山

::?:� 議
叩端情榊叫.......，，;:'<<::�，;;;，:，::;出品削減掛川明、.<<，:1栄町開制::m:<<*鵬瀞初判高蜘硲岬叩榊撒�刑判骨E

第 ul 1;1: 調TI'の成果

川、ξ

て�.モ===""，，，，="":-z:;...._-:>二 、ミーー、� ・�ーー 宅A

--?二7ー 』 一 、 二 一 1 ・ ー三 、 、ミ ~ 三戸'- モミ;:-- � _. C，_ : J 、 去、ミ主主 主と \ ー ー一、 「 一寸 でず司、ごニコ「、 「
ゴ九三?-?'" 一 司 、 て 三 車二

、さゐ

ご『 ‘ごー日ご と -� .- I 合\ 4 ・〈子で - "" � ニー d、、 ，:-::. ..:.....�
二七三:::;::0' I _一一 \ー一三雰rづ| 三一」 ー--=-'-:;;'1 ー・_._-

ー =アペ竺こ弓三'"'-_�.r.ーー-こニ=ァー
一一一 一 ー

第 5 図 10一01 号埋設 土 器実証[11図

- 17一

~ 、\

一一
午 、一

刻…一
f

- -~一\

な一~

2 



第 3 節 各調査区の成果

2 15区

[概要] ( 第 6 ・ 7 図 ・ 図版 2 ) 

石 の 本遺跡群 の 東側 に 位置す る 調査区 で あ る 。 調査区の西側 を 走 る 谷 に 面 し て お り 、 北東 か ら 南西 に 向 か

つ て傾斜 し て い る 。 標高82.6 m か ら 83.6 m に か け て 位置 し て い る 。 表土掘削時に は 、 北東部 は か な り 削平 さ れ

て お り 、 下層の ロ ー ム 層 が部分的 に露出 し て い た 。

遺構は南側 に 集 中 し て お り 、 竪穴住居祉が 4 軒検出 さ れて い る 。 3 軒は近接 し 、 残 り 1 軒 は や や距離 を 置

く 。 遺構検 出 面 は 皿 層 上面 で あ る 。 出 土遺物 は縄文土器、 石器が主で 、 遺構内外 を 問 わず比較的 ま と ま っ た

量 が 出 土 し て い る 。 土 器 は 深 鉢 、 浅 鉢の 他 に 注 目 土器 と お ぼ し き 破片 が 少 数 認 め ら れ る 。 石 器 は打製石斧、

磨製石斧、 磨石 と い っ た 当該時期 に 特徴的 な も の が 多 い 。

竪穴住居祉

15-01号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第 8 図 ・ 図版14)

調査区の南側 に 位置 し 、 南 に傾斜 し た 斜面上 に 造 ら れて い る 。 楕 円 気昧の 円 形 の 平面 プ ラ ン を 呈 し 、 長径

は6.3 m 、 短径は5.2 m を 測 る 。 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は最大22cmで あ る 。 多 数 の ピ ッ ト を検 出 し た が 、

柱穴は計15個確認 さ れた 。 中 央 に は80X 50cmの炉跡が 1 基検出 さ れた 他 、 北側壁際 に 80X 58cmの貯蔵穴 と お

ぼ し き ピ ッ ト が検 出 さ れた 。 ま た 床面 に は硬化 面 は確認 さ れな か っ た 。 住居祉の南側 に は 15-02号住居 祉 が

あ る が 、 両者の 新 旧 関係 は土層断面等 か ら 15ー02号の方が古い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い暗褐色土 (埋土 1 層) と 、 粘質 を 持 ち し ま り の あ る 黒

褐色土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分層 さ れ る 。 特に埋土 2 層 に は焼土 ・ 炭化物 を 含ん で い る 。

[遺物] ( 第10 ・ 11図)

本住居祉 か ら は 、 土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 土器 は小破片 の み で

あ る た め 、 図示 し て い な い 。 石器 は打製石斧、 石庖丁形石器、 敵石 ・

磨石、 二次加工の あ る 剥片 等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選 ん

で図示 し て い る 。

15-02号住居祉

[遺構 ・ 埋土] ( 第 9 図 ・ 図版15)

調査区の南端 に 位置 し 、 半分近 く 調査区外 に 伸びて い る 。 そ の た め

平面 プ ラ ン は は っ き り し な い が 、 残存状況か ら し て 円形 を 呈 し て い た

と 考 え ら れ る 。 長径 は6.6 m 、 短径は3.5 m 以上 を 測 る o 遺構検出 面 か

ら 床面 ま で の 深 さ は 15cmで、 あ る 。 柱穴は確認 さ れ た も の で 8 個 を 数

え る 。 炉跡は確認 さ れず、 硬化面 も 見 ら れな か っ た 。 前述 し た よ う に

15-01号住居祉 に 切 ら れて お り 、 比較的遺構の残存状況の 良 好 な 本調

査区 に お い て 最 も 残存状況の悪 い遺構 と 言 え る 。
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[遺物] ( 第11図)

本住居祉か ら は 、 土器 と 石 器 が 出 土 し て い る 。 土器は破片 で あ る が 、 実測可能 な 5 点 を 図示 し て い る 。 石

器 は剥片 と 離で あ る た め 、 図示 し て い な い 。

15-04号住居祉

[遺構 ・ 埋土] ( 第 12図 ・ 図版16)

調査区南側 に位置 し 、 南西側 に傾斜 し た 斜面 上 に 造 ら れて い る 。 15 -01号 や 15 -02号 等 の 一群 か ら や や 西

に離れて い る 。 平 面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 し 、 長径は5 .9 m 、 短径は5 .5 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ

は20cmで あ る 。 柱穴 は 9 個確認 さ れた 。 中 央 に炉跡 と おぼ し き 焼土の落 ち 込 み が検 出 さ れ 、 65 X 45 cm を 測 る

が未検 出 の 部分 も あ り 、 本来 は さ ら に 大 き い と 考 え ら れ る 。 硬化面 は な く 、 視数の ピ ッ ト が確認 さ れ た 。

住居祉の埋土 は 1 層 で 、 褐色の粒子 を 含ん だ暗褐色土 (埋土 1 層) で あ っ た 。

【遺物】 ( 第 13 ・ 14図 ・ 図版 112 ・ 113)

本住居祉か ら は 、 土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 土器 は破片 で あ る が 、 比較的全体 の 形状 が 明 ら か な も の も

含 ん で い る 。 6 点 を 実測 し た 。 石器 は打製石斧、 磨製石 斧 、 石鎖、 融石 ・ 磨 石 、 二次加工の あ る 剥 片 等 が 出

て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選 ん で図示 し て い る 。
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15-05号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 ( 第 15図 ・ 図版17)

調査区南側 に 位置 し 、 15-01号や 15-02号住居祉 に 近接す る よ う に 造 ら れて い る 。 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈

し 、 長径 は5.7 m 、 短径 は5.5 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で に 深 さ は20cmで あ る 。 柱穴は10個確認 さ れ 、

ほぽ均等 に 壁際 に 並 ん で い る 。 中 央 よ り や や北寄 り の場所 に 60 X 50cmの炉跡が 1 基検 出 さ れ、 焼土 が堆積 し

て い る 。 硬化面や そ の他の ピ ッ ト は検出 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 3 層 に 分か れ 、 いずれ も 暗褐色 を 基調 と す る 。 粘質 を 持 た ず し ま り の な い 、 焼土含み の も

の (埋土 1 層) 、 や や 粘質 を 持 ち し ま り の あ る 、 焼土 を 多 く 含む も の (埋土 2 層) と 土質 は埋土 2 層 に 近い が

焼土 を 含 ま な い も の (埋土 3 層) に 分 け ら れ る が 、 埋土 3 層 は壁際 に三角堆積 し た も の で あ る 。

[遺物] ( 第16図)

本住居社 か ら は 、 土器 と 石 器 が 出 土 し て い る 。 土器は破片の み で あ る が 、 反転復元可能 な 資料 も 含 ん でい

る 。 6 点 を 図示 し て い る 。 石器 は石銀、 石錘、 二次加工の あ る 剥片 、 剥 片 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ

か選 ん で 図示 し て い る 。
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3 30区

【概要】 ( 第 17 ・ 18図 ・ 図版 3 )

第 皿章 調査の成果

石 の 本遺跡群の 北東側 に 位置す る 東 西 に 長 い調査区 で あ る 。 南側 中 央 部 に 向 か つ て す り 鉢状 に 傾斜 し て い

る 。 遺跡群の 中 央 を 通 る 丘陵の 東縁 に あ た り 、 標高84.8 m か ら 86.8 m に か け て 位置 し て い る 。 造成等 に よ っ て

か な り 整地 さ れて お り 、 特 に 北側 は近隣の調査区 と の 聞 に 1 m近 く 段差が生 じ て い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居祉5 軒の 他 に 円形周溝遺構 1 基が検出 さ れて い る 。 竪穴住居祉 は 近接 し て い る が 、

北側の 3 軒 は 上面 を 削平 さ れ 、 床面 の み の 検 出 と な っ た 。 住 居 枇 か ら や や 東 側 の と こ ろ に 円 形周溝 が あ る 。

ど ち ら も 遺構検 出 面 は 皿 層 で あ る 。 出 土遺物は縄文土器、 石器の 他 に 勾 玉 、 管 玉 、 石 万 、 土 偶等 が 出 土 し て

お り 、 包含層遺物 が 卓越 し て い る 。 土器 は深鉢、 浅鉢 が 主 で あ る が小形の浅鉢や ミ ニ チ ュ ア 土器 も 少 数 認 め

ら れ る 。 石器 は打製石斧 、 暦 石 が や や 多 く 、 磨製石 斧 、 石鍛、 二次加工の あ る 剥 片 等 が見 ら れ る 。 勾 玉 、 管

玉 、 石 万 、 土偶 は ほ と ん ど包含層 出 土 で あ る が 、 出 土数 自 体少 な く 、 当 時の 精神文化 を 考 え る 上 で重要 な 意

味 を 持つ と 言 え る 。 特 に 石 刀 は本遺跡群唯一の 出 土 で あ り 、 本調査 区 で 出 土 し た 意味 は大 き い 。

( 1 ) 竪穴住居祉

30ー01号住居祉

[遺構 ・ 埋土) ( 第 19図 ・ 図版18)

調 査 区 中 央 に 位置 し 、 中 央 を 通 る 谷部 の 傾斜 に 沿 う よ う に 造 ら れ て い る 。 上部 を か な り 削 平 さ れ て お り 、

平面 プ ラ ン は定 か で は な い が 、 柱穴の 配置か ら 円形の可能性 が 高 い 。 径 は 6 - 6.5 m と 推定 さ れ る が は っ き り

し な い 。 柱穴は 4 個確認 さ れ た 。 ま た すべて の柱穴内 に は柱痕 が見 ら れ た 。 壁際 に は 支柱穴 と 見 ら れ る ピ ッ

ト が 9 個確認 さ れ た 。 炉跡 は 中 央付・近に 1 基検出 さ れて お り 、 85 X 65 cm を 測 る 。 そ の 周 囲 に は約4.7X 3.7m に

わ た っ て硬化面が確認 さ れて い る 。 住居祉 に伴 う 硬化面 は 、 本遺跡群

に お い て あ ま り 確認 さ れて い な い た め 、 貴重 な 事例 と 言 え る 。

住居祉の埋土 に つ い て は 、 削平 に よ り 埋土が消失 し て お り 、 確認で

き な か っ た 。

[遺物】

本住居社 か ら は 、 縄文土器片 と 剥片 が 出 土 し て い る 。 し か し 土器片

は 、 浅鉢の小破片で あ り 図示 で き な か っ た 。

30-02号住居祉

[遺構 ・ 埋士】 ( 第20図 ・ 図版19)

調査区南端 に 位置 し 、 地形的 に は30ー01号住居枇 と 同様 に谷部の傾

斜 に 沿 う よ う に 造 ら れて い る 。 上部は削平 さ れて い る が平面 プ ラ ン は

円形 を 呈 し て お り 、 長径は6.2 m 、 短径は6.0 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら

床面 ま での 深 さ は lOcmで、 あ る が 、 削平 を 受 け て い る の で本 来 は も っ

と 深 か っ た と 考 え ら れ る 。 柱 穴 は 10個確認 さ れ た 。 北 東 の 壁際 に は

- 27-
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第 19図 30-01号住居祉遺構実測図

第 四 章 調査の成梨

乙ー L=86.5∞m __ a 

_b_ L=86.500m b' 

80X 68cmの炉跡が 1 基検 出 さ れて い る 。 他 に 幾つ か ピ ッ ト ら し き も の を 検出 し た が 、 そ の 用途 を 確認す る に は

至 ら な か っ た 。 ま た硬化面は確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 削平 を 受 け て い る た め か 、 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い暗褐色土 し か 確認 さ れ な か

っ た 。

[遺物] ( 第21図)

本住居t.d: か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は 少量 し か な い う え に 、 小破片 が 多 く 深鉢の

底部 1 点 の み 図示 し て い る 。 石器 は打製石 斧 、 敵石 ・ 磨石、 二次加工の あ る 剥 片 、 剥 片 が 出 て お り 、 そ れ ら

の 中 か ら 幾つ か 選 ん で図示 し て い る 。

30-03号住居枇

[遺構 ・ 埋土】 ( 第22図 ・ 図版20)

30-02号住居祉の 北 に 位置 し 、 上部 は削平 さ れ て 東側 の 壁面 を 消失 し て い る 。 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 し て

い た と 推測 さ れ る 。 規模 も 残存状況か ら 長径 は5 ，8 m 以上、 短径は5 ，8 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深

さ は 10cmで あ る が 、 30-02号住居祉 と 同様 に 本来の 深 さ で は な い 。 柱穴は 4 個確認 さ れ た 。 ま た 柱穴の な か

- 29 一
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30-03号住居士止遺構実測図第22図

に は柱痕 を 残す も の も あ っ た 。 壁際 に は30-01号同様 、 支柱穴 と 見 ら れ る ピ ッ ト が 10個確認 さ れ た 。 中 央 よ

り や や北寄 り の場所 に80 X70cmの炉跡が 1 基検出 さ れ 、 焼土が堆積 し て い る o 硬化面 は確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 30-02号住居士止同様 1 層の み で 、 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い 、 焼土 を 含 む暗褐色土

で あ る 。

[遺物1 (第23 ・ 24図 ・ 図版114 ・ 115 )

そ し て 管 玉 が 出 土 し て い る o 縄文土 器 は破片 が 多 い 中 で 、 残 り の 良 い本住居 堆 か ら は 、 縄文土器 と 石器 、

深鉢 を 1 点 図示 し て い る 。 石 器 は打製石 斧 、 磨製石 斧 、 石録、 敵 石 ・ 磨 石 、 石皿 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か

ら 幾っ か 選ん で 図示 し て い る 。 管玉は 1 点 の み の 出土で あ る 。

30-04号住居祉

{遺構 ・ 埋土1 ( 第25 図 ・ 図版21)

30-01号住居祉 と 30-03号住居祉の 聞 に 位置 し 、 上部 を 削平 さ れ て 壁面 が 消失 し て い る 。 平面 プ ラ ン は は っ

き り し な い が 、 柱穴の 配置 か ら 円形の可能性が高い。 径 は 6 -7m と 推定 さ れ る が は っ き り し な い 。 柱穴 は 9

個確認 さ れて い る が 、 周辺 に は複数の ピ ッ ト が あ り 、 住居士止に伴 う 可能性 も あ る 。 炉跡 は な い が 、 中 心 部 に 約
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第23図 30-03号住居社出土遺物実測図 1

3.0X 2.4 m の範囲 で硬化面 を 確認 し た 。

住居祉の埋土 に つ い て は 、 削平 に よ り 埋土が消失 し て お り 確認で き な か っ た 。
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30-03号住居社出土遺物実測図 2第24図

[遺物] (第26図)

本住居士止か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は破片の み で浅鉢 1 点 、 深鉢 1 点 を 図示 し て
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い る 。 石器 は打 製石 斧 、 石跡、 敵 石 ・ 磨 石 、 手Ij片 が 出土 し て お り 、 剥片以外 を 図示 し て い る 。

30-05号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第27匡| ・ 図版22)

住 居i止群 の 1:1:1 で最 も 東 1)[11 に 位置 す る 。 30一0 1 号 、 30一04号住居祉同様 、 床面 し か残 っ て い な い が柱穴の 配

置 か ら 、 平 而 プ ラ ン は 円 形 と 推測 さ れ る 。 柱穴 は 9 価1 1確認 さ れ た 。 ま た 柱痕 も 確認 さ れ た が 、 断 面 で の 図 示
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が 困 難 で、 あ っ た た め平面図 の み掲載 し た 。 中 央 よ り や や西寄 り の場所 に70 X70cmの 炉跡が 1 基検出 さ れ 、 焼

土 が堆積 し て い る 。 硬化面 は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 に つ い て は 、 削平 に よ り 埋土が消失 し て お り 確認で き な か っ た 。
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第27図 30一05 号住居士止遺構実測図

FZ\ �64 
第28図 30一05 号住居i止出土遺物実測図

[遺物1 ( 第28図)

本住居士止か ら は 、 縄文土器 が 出土 し て い る 。 破片 し か な い も の の 、 浅鉢 を l 点図示 し て お く 。

( 2  ) そ の他
30-01号円形周溝

[遺構 ・ 埋土1 ( 第29図 ・ 図版23)
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調 査 区 南側 に 位置 す る 。 平 田 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 長径は4.6m 、 短 径 は4.4m を 社(1) り 、 周 満の 幅 は 1 .2 m 、

泊梢検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は90cmで、 あ る 。 周満内 に は所 々 に焼土が堆積 し 、 う ち 数箇 所 に は 集 中 し て

焼二lニ カ�!1í:和 し て い る 。 周 囲 に は 本 円 n手間消 に 伴 う よ う な辿 WI はli'(ji認 さ れ な か っ た 。

円 ))ヲ周溝遺梢のj里土 は 、 そ れ ぞれ 3 - 4 層 に 分 け ら れ る 。 南側の 用位 は 、 暗褐 色 を 基調 と し 、 そ れ ぞれ粘

質 を 持 ち し ま り の あ ま り な い も の (出土 1 ・ 3 ・ 4 層) と 粘買 を 持 ち し ま り の あ る も の (埋土 2 層 ) に 分 け ら

れ る 。 埋 土 2 ・ 3 層 に 焼 土 が集 中 し て い る 。 北側の 層 位 は 、 黒褐色土 と H音褐 色土 を 基 調 と し 、 組i質 を 持 ち ゃ

や し ま り の あ る 黒褐色土 (埋土 5 層) 、 粘 質 を 持 ち し ま り の あ ま り な いH音褐 色土 (埋土 6 ・ 7 層) に 分 け ら れ

る 。 J盟 土 6 ・ 7 層 は 、 ア カ ホ ヤ を 含 む も の (埋土 7 層) と そ う で な い も の (埋土 6 府 ) で区別 さ れ る 。 焼土

は ほ と ん ど 含 ま ず、 わずか に j屯 土 7 層 に 見 ら れ る だ け であ る 。 層位的 に み て j型土 l 層 と 6 層 、 j盟土 4 1胃 と 7

� は 、 同時期の も の と 考 え ら れ る 。 し か し 埋土 5 1習 に 対応す る 層 が 南側 に は な く 、 他 の 層 が堆柏 し た 後 、 流

入 し た も の で あ ろ う 。

[追物] ( 第30図)

1型土 中 よ り 縄文土器片 と 石鍛が 出 土 し て い る 。 こ こ では石鍬 を 図示 し て お く 。

N

Aハ下十!

ED口口出回目」

第29図 30-01号円形周消辿梢実1lW図

〈こ二二ア
第30図 30一01号 円形周部品 上遺物実ìHlj図
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4 31区

[概要) ( 第18 ・ 31図 ・ 図版 4 )

第 皿章 調査の成果

石 の 本遺跡群の 北東側 に 位置す る 調査 区 で あ る 。 30区の 真北 に 接 し て お り 、 立地や状況は30区 と ほ ぼ同 じ

で あ る が 、 30区 が南側 中 央部 に 向 か つ て す り 鉢状 に 傾斜 し て い る の に 対 し 、 3 1 区 は北西か ら 南東 に 向 か つ て

傾斜 し て い る 。 標高86 m か ら 88 m に か け て位置 し て い る 。 30区以上 に 削 平 が進 ん で い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居祉 2 軒 と 円形周溝遺構 1 基が検出 さ れて い る 。 他 に も 土療 や 溝 が検 出 さ れて い る

が 当 該時期の も の と は言 い難 く 、 こ こ で扱 う 遺構 は上記の 3 基の み で あ る 。 住居祉 は南側 に 集 中 し 、 そ こ か

ら 北西 に 1 5 m 程離れ た 場所 に 円形周溝が あ る 。 いずれ も 少 な か ら ず削平 さ れて い る 。 遺構検 出 面 は ill c 層 で あ

る が 、 本来 は も っ と 上の 皿 b 層 で は な い か と 考 え ら れ る 。 出土遺物 は縄文土器、 石器で あ る が 、 遺物の 出土量

そ の も の が 少 な く 、 小破片 が大半で あ る 。

( 1 )  竪穴住居祉

31-05号住居祉

[遺構 ・ 埋土) ( 第32図 ・ 図版24)

調査区南側 に 位置 し 、 谷部の 西斜面 に沿 う よ う に 造 ら れ て い る 。 上部 を 削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は

円形 を 呈す る 。 長径 は5.4 m 、 短径 は5.2 m を 測 る 。 遺構検出面か ら 床面 ま での 深 さ は 16cmで あ る が 、 削平 を 受

け て い る の で本来 は も っ と 深 か っ た と 考 え ら れ る 。 ピ ッ ト を 複数検出 し た が 、 す べ て 柱穴 と は認識で き な か

っ た 。 炉跡は 中 央付近 に 1 基検 出 さ れて お り 、 120X 68cm を 測 る 。 た だ し 、 焼土が集 中 し て い る の は 中 心部の

80 X 68cmの 範 囲 内 で、 あ り 、 本来炉跡 と 呼称、 さ れ る の は こ の 部分の み と 考 え ら れ る 。 硬化面 は確認 さ れ な か っ

た 。 な お 、 本住居祉 は後述す る 31 - 09号住居祉 と 切 り 合 っ て お り 、 そ の 新 旧 関 係 は 3 1 ー 09号 の 方 が古 い と 考

え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 軟質 で燐土 を わず、 か に 含む黒

褐色土 (埋土 1 層) と 埋土 1 層 よ り や や し ま り が あ る 暗褐色土 (埋土

2 層) で あ る が 、 埋土 2 層 は床面 に張 り 付 く よ う に 薄 く 堆積 し て お り 、

埋土の ほ と ん ど は埋土 1 層で 占 め ら れ る 。

【遺物】 ( 第33図 )

本住居社か ら は 、 土器 と 石 器 が 出 土 し て い る 。 土器 は小破片の た め 、

図示 し て い な p。 石器 は打製石斧が 2 点 出土 し て い る 。 2 点 と も 欠損

晶 で あ る が 、 図示 し て お く 。

31-09号住居祉

[遺構 ・ 埋土) ( 第32図 ・ 図版24)

31 -05号住居枇 と 切 り 合 っ て お り 、 立地等 は31 -05号住居祉 と 同様

で あ る 。 削平の た め半分程消失 し て い る が 、 残存状況か ら 平面 プ ラ ン

は 円 形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る 。 長径 は5.8 m 、 短径 は2.5m以 上 を
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淵ほi 。 本 住 居 祉 は 3 1 - 05号住居担l検 出 後 に 見 つ か っ た た め 、 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ は 10cm と 浅 い 。

3 1 - 05号住居士1):同 様 、 柱穴は確認で き な か っ た 。 炉跡は 中 央 付ー 近 に 1 基検 出 さ れて お り 、 140 X 90cm を 測 る 。

硬 化 面 は 確認 さ れ な か っ た 。 本遺梢 は 、 残存状況が惑 く 、 31 一05号住居祉 と の 新 旧 関 係 や遺構の 認定 等 に 不

確定 な 要素が 多 い も の の 、 こ こ では住居祉と し て報告 し て お く 。

住居祉の埋土は 1 層 の み で 、 や や し ま り の あ る 焼土 を 含 む暗褐色土 で あ る 。 床面 に 近 い埋土 は や や 硬 化 し

て い た 。
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調査の成果第 四 章

[遺物]

本住居社か ら は 、 遺構 に 伴 う よ う な 遺物は出土 し て い な い 。

そ の他( 2  ) 

31-01号円形周溝

[遺構 ・ 埋土】 ( 第34図 ・ 図版25 )

こ れ は 、 本遺跡群 で検調査区 中 央 に 位置す る 。 上面 を 削平 さ れ て い た が 、 平面 プ ラ ン は 楕 円 形 を 呈 す る 。

出 さ れ た 円形周溝遺構の 中 で は唯一の例 で あ る 。 長径は5 .3 m 、 短径は3.9m を 測 り 、 周溝の幅は0.3m、 遺構検

出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は20cm で あ る 。 上面 を 削平 さ れて い る た め か 、 他の 円 形周溝遺構 に比べ て 周溝の

深 さ は や や 浅 い 。 周 囲 に は本 円形周溝 に 伴 う よ う な遺構は確認 さ れ な か っ た 。

し ま り の あ る 暗褐色土 で 、 細 か い 茶褐色の斑点 を 含む 。1 層の み確認 さ れ た 。円形周溝遺構の埋土 は 、

、、 ノ\ "  \ \ i  \ \ ‘ / f ‘  \、 "' --" /' 
/\\ f-

\ f J 必(1\ / / 可、、、 ‘ー- � 〆

[遺物1

遺構内 か ら は 、 遺物 は 出 土 し な か っ た 。

/ 

、、 \ 

EO口国 .h回目」

|副

A・
企ー L=87.800m

31 -01号 円形周溝遺構実測図
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5 35区

[概要1 ( 第35 ・ 36図 ・ 図版 5 )

石 の 本遺跡群の北側 に 位置 す る や や南北 に 長 い調査区で あ る 。 当 該時期の 遺構 が 多 く 分布す る 丘陵の東縁

に 立地 し 、 東側 に は遺跡群 を縦断す る 谷 が 走 っ て い る 。 調査区 は北西か ら 南東 に 向 か つ て 緩 や か に傾斜 し て

い る 。 標高90.6 m か ら 91.2mlこ か け て 位置 し て い る 。 造成等で削平 さ れ、 表土掘削 時 に は平 ら に 整地 さ れて い

た 。 真北に あ る 36区 と の 聞 に段差が あ る の は そ のせ い で あ る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居社 2 軒が検出 さ れて い る 。 調査区の東 か ら 南側 に 分布 し て い る が 、 全体的 に 残存

状況は悪 く 、 か ろ う じ て 壁面 を 検 出 し た 程度 で あ る 。 遺構検 出 面 は ill a 層 で あ る が 、 ill a 層 そ の も の が削 平 さ

れ て い る た め 、 本 来 の 検 出 面 は も う 少 し 上 で は な い か と 考 え ら れ る 。 出 土遺物 は 縄文 土 器 、 石器 で あ る が 、

遺物の 出土量 そ の も の が 少 な く 、 小破片 が主で、 あ る 。

竪穴住居祉

35-01号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 (第37図 ・ 図版26)

調査区南側 に 位置 し て い る 。 調査区全体が か な り 削平 さ れて い る が 、 平 面 プ ラ ン は 円形 を 呈 し 、 長径5.9 m 、

短径5.5 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は最大20cmで あ る 。 柱穴は 6 個確認 さ れた 。 中 央 に 炉跡が

1 基検 出 さ れた が 、 半分近 く 削平 さ れて い た 。 残存状況か ら 径 は100cm程で は な い か と 推測 さ れ る 。 硬化面や

そ の他の ピ ッ ト は検 出 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 図 中 に は な い が 3 層 に 分 け ら れ る 。 粘質 を 持 た ず し ま り の な い灰黒色土 (埋土 1 層) と

粘質 を 持 た ず あ ま り し ま り の な い暗黄褐色土 (埋土 2 層) 、 粘質 を やや持ち し ま り の あ る 黄褐色土 (埋土 3 層)

で あ る が 、 撹乱が 多 く 、 残 り は あ ま り 良好では な p 。

[遺物l

本住居社 か ら は 、 遺構 に 伴 う よ う な 遺物は出土 し て い な い。

35-02号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 ( 第38図 ・ 図版27)

調査区東側 に 位置 し 、 35ー01号住居祉の北側 に あ る 。 約 1/3 が後

世の撹乱 と 調査区外の た め検 出 さ れ な か っ た も の の 、 平面 プ ラ ン は 円

形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る 。 長径 は6.0 m 、 短径 は4.1 m 以上 を 測 る 。

遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は 、 最大lOcmで あ る 。 柱穴 は 、 3 個

確認 さ れた が削平 ・ 未検出 の 部 分 に も あ っ た 可能性 も あ る 。 中 央 よ り

や や東寄 り の場所 に 炉跡 と お ぼ し き 掘 り 込み が あ る が 、 後世の撹乱に

よ り そ の詳細 は不明 で あ る 。 硬化面や そ の他の ピ ッ ト は確認 さ れな か

っ た 。 な お 中 央 よ り や や 北西寄 り の場所 に 円離が幾つ か ま と ま っ て検

出 さ れた 。 当 初 、 石 囲 い 炉で は な い か と 考 え た が 、 精査の結果 、 本遺
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構 と は無関係で あ る こ と が判明 し た 。

住居祉の 埋土 は 、 1 層の み確認 し た 。 土質 は35 -01号住居士止の埋土 1 層 と 同様で あ る 。

[遺物l

本住居士止 か ら は 、 遺構 に 伴 う よ う な 遺物 は 出 土 し て い な い。
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6 36区

[概要] ( 第36 ・ 39図 ・ 図版 6 )

第皿章 調査の成果

石 の 本遺跡群の 北側 に 位置す る 南北 に 長 い調査区 で あ る 。 35区 の 真 北 に 接 し て お り 、 立 地 や 状況 は35区 と

ほぼ同 じ で あ る 。 標高91.4 m か ら 92 m に か け て位置 し て い る 。 35区 同様、 旧地形の傾斜 を 無視 し て 削 平 、 整地

さ れて い る た め か 、 調査区北西部 に は下層 に あ る ニ ガ土が顔 を 覗かせて い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居社 1 軒 が 検 出 さ れて い る 。 当 初 、 他 に も 住居士止 が あ る の で は な い か と 考 え 、 精査

し て み た が 、 検 出 で き た の は t記の l 軒 の み で あ る 。 遺構 は調査区の南側 に 分布 し て い る が 、 こ れ は 北 に 行

く に し た が っ て 下 層 が 露 出 し て い る こ と も 要 因 の ーっ と 考 え ら れ る 。 遺構検 出面 は 皿 層 上層 で あ る 。 出土遺

物 は縄文土 器 、 石器の 他 に 土偶 、 焼成粘土塊等 も 出 土 し て い る 。 遺構 内遺物 よ り も 包含層遺物の 方 が 卓越

し て い る 。 土 器 は 深 鉢 、 浅鉢の他 、 鉢 も 出 土 し て お り 、 残存状況 も 比較 的 良 好 な も の が あ る 。 石器 は打製石

斧 、 石銀 、 融石 ・ 磨石 、 二次加工の あ る 剥片 が や や 多 く 、 磨製石 斧 、 石 匙 、 石 皿 、 砥石等 が 見 ら れ る 。 ま た

土偶 は 、 本遺跡群 内 で最 も 多 く 出 土 し て い る 。 特 に 土偶 の 破 片 の 接 合例 は 、 本遺跡群 で唯一 の 事例 で あ り 、

本調査区の性格 を 考 え る 上で重要 な 資料 と な る 。

竪穴住居祉

36-05号住居祉

[遺構 ・ 埋土] ( 第40図 ・ 図版28)

調査区南側 に 位置 し 、 南東 方 向 に 傾斜す る 斜面上 に 造 ら れて い る 。 上面 は 削 平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン

は楕円形 を 呈 し て い る 。 長径 は5.8 m 、 短径 は4.0 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ は 15cmで、 あ る 。 柱

穴 は 、 掘 り 込み が ; 弟 、 も の の 少 な く と も 6 個 を 確認 し て い る が 、 他 に も 複数 の ピ ッ ト を 検 出 し て お り 、 本来

柱穴 と し て 掘 ら れて い た 可能性 が あ る 。 中 央 に は径60cm程の焼土の

集 中 箇所が確認 さ れ た が 、 明確な掘 り 込み は見 ら れず、 炉跡 と し て よ

L 功、疑問 で あ る 。 硬化面は確認 さ れ な か っ た 。

住居士止の埋土 は 、 粘質の あ ま り な く 、 し ま り も あ ま り な い焼土混 じ

り の暗褐色土 が確認 さ れた の み で あ る 。

[遺物] (第41-43図 ・ 図版116- 1 18)

本住居社か ら は 、 土器 と 石器 が 出土 し て い る 。 土器 は破片 が 多 い 中

で、 残 り の 良 い浅鉢 を 含む 4 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石斧、 敵

石 ・ 磨石 、 石皿、 砥石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で 図

示 し て い る 。
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7 38区北

[概要1 ( 第44 ・ 45 図 ・ 図版7)

第 皿 章 調査の成果

石 の 本遺跡群の 北側 に位置す る 東西 に 長い調査区 で あ る 。 北西か ら 南東 に 向 か つ て 緩 や か に 傾斜 し て い る 。

丘陵上 に 立地 し て お り 、 本来 は さ ら に 北側 に 向 か つ て 高 く な っ て い た と 考 え ら れ る が 、 造 成 等 で 削 平 さ れ 、

表土掘削 時 に は平 ら に 整地 さ れて い た 。 北西部で は一部下の層が露出 し て い る 。 標高91.2 m か ら 92m l こ か け て

位置 し て い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居社 2 軒が検出 さ れて い る 。 調査区の南側 に 近接 し て 分布 し て い る が 、 36区 と 同様

に比較的削平 さ れて い な い 部 分 か ら 見つ か っ て い る 。 遺構検出 面 は 皿 層で あ る 。 出 土遺物 は縄文土器 、 石器

が 出土 し て い る 。 削 平の た め か 、 遺物の 出土量 自 体 が 少 な い 。 縄文土器 は 深 鉢 、 浅鉢が ほ と ん ど で 、 破片 が

多 い も の の 、 中 に は残 り の 良 い 資料 も 混 じ っ て い る 。 石器 は打製石 斧 、 石 銀 、 敵 石 ・ 磨 石 、 二次加工の あ る

剥 片 が 多 く 、 磨製石斧、 石皿等 も 見 ら れ る 。

な お 、 f38J を 冠 す る 調査区 は本調査区の他に も 、 後述す る f38区南」と 言 う 調査区 が あ る 。 本来 な ら 両区

を 統ー し て 掲載す る べ き な の か も し れ な い が 、 時期的 に 隔 た り が あ る た め 別々に 報 告 し た 方 が 良 い と 判断 し 、

そ の ま ま 掲載 し て い る 。 た だ 、 遺構名 に つ い て は 、 38区 と し て あ る 程度統ー し た 名称に し て い る 。

竪穴住居祉

38-01号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 ( 第46図 ・ 図版29)

調査区南側 に位置す る 。 南側 は調査区外に あ る た め 平面 プ ラ ン は は っ き り し な い が 、 残存状況か ら し て 円

形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 長径 は5 .3 m 、 短径 は3.8 m 以上 を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での 深 さ は30cm

で あ る 。 柱穴は住居社全体 を 検 出 し て い な い も の の 、 調査時点 で 4 個

を 確認 し た 。 柱穴内 に は柱痕 が 見 ら れ た 。 中 央 よ り やや西寄 り の場所

に 100 X 90cmの 炉跡が検出 さ れ た 。 床面 に は硬化面 は確認 さ れ な か っ

た 。

住居祉の埋土 は 、 基本的 に 1 層の み で あ る 。 II c 層 よ り や や し ま り

が あ り 焼土 、 炭化物 を 多 量 に 含 む 明灰褐色土 (埋土 1 層) で あ る が 、

壁面付近 に 皿 層 に似た し ま り の あ る 灰褐色土 (埋土 2 層) が三 角堆積

し て い る 。

[遺物1 ( 第47図 )

本住居枇か ら は 、 縄文土器 と 石 器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は破片

が 多 い 中 で 、 残 り の 良 い浅鉢 と 深鉢の破片 を 図示 し て い る 。 石器は石

銀、 模形石器、 融石 ・ 磨 石 、 砥石、 二次加工の あ る 剥片等 が 出 て お り 、

そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選 ん で 図示 し て い る 。
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自B 節 各調査区の 成 果

38-02号ー住居枇

[遺構 ・ 埋土] ( 第48図 ・ 図版30)

38-01号住居J:il:の 西側 に 位置 す る 。 38-01号住居hl:同 桜 、 南側 は 調 査 区 外 に あ る た め 平面 プ ラ ン は は っ き

り し な い が 、 残存状況か ら し て 同 じ く 円形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 長径は5.5 m 、 短 径 は4.5 m 以上 を 測 る 。

迫梢検 出 面 か ら 床面 ま での 深 さ は25cmで、 あ る 。 柱穴は確認 さ れ な か っ た 。 中 央 よ り やや東寄 り の場所に 105 X

100cmの炉跡が検出 さ れ た 。 床面 に は硬化面 は確認 さ れ な か っ た 。

住 居J]I:の埋土 は 、 38-01号住居祉 と 同様 に 2 層 に 分 け ら れ る 。 Il c 層 よ り や や し ま り が あ り 焼土 、 炭化物を

多 量 に 含 む 明灰褐色土 (埋土 1 層) と 、 IJl Ær に 似 た し ま り の あ る 灰褐 色土 (埋土 2 屑) で あ る 。

{造物] ( 第49 ・ 50図 ・ 図版119)

本住居担J:か ら は 、 縄文土器 と 石器 が I�I�I 土 し て い る 。 縄文土器 は深鉢 と 浅鉢 の 破 片 が 主 で あ る が 、 深 鉢 は 反

転復元で き る 資 料 を 中 心 に 5 点 、 浅 鉢 は fl皮片 を 1 点 図 示 し て い る 。 石 器 は打製石 斧 、 磨 製 石 斧 、 石鍬 、 敵

石 ・ 磨石 、 二次加工の あ る 利 片 、 使用痕の あ る 剥 片 、 石皿等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 ん で図 示

し て い る 。
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8 38区南

[概要] (第45 ・ 51図 ・ 図版 8 )

第 皿 章 調査の成果

石の本遺跡群の北側 に位置す る 東西 に やや長い調査区で あ る 。 前述 し た38区北の 南側 に あ る が 、 2 つ の 調査

区 は 10m程離れて い る 。 南 か ら 北に 向 か つ て 、 ややす り 鉢状 に 緩や か に傾斜 し て い る 。 立地的 に は38区北 と 同

様 で あ る 。 標高89.8mか ら 90.4 m に か け て位置 し て い る o 38区北 に比べ、 削平の度合い は小 さ い 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居 枇 4 粁 が 検 出 さ れて い る 。 他 に も 土墳 や 溝 が 検 出 さ れて い る が 当 該時期の も の と

は言 い 難 く 、 こ こ で扱 う 遺構 は 上 記 の 4 軒の み で あ る 。 調 査 区 の 中 央 に 3 軒 、 東南端 に 1 軒分 布 し て お り 、

南側の住居祉 は溝等 で削平 さ れて お り 、 残存状況は良 く な い 。 遺構検 出 面 は ill A 層 で、 あ る 。 出 土遺物 は縄文土

器 、 石 器 が 主 で 、 粘土紐状 の 土製品 も 1 点 出土 し て い る 。 縄文土器 は浅鉢、 深鉢 が ほ と ん ど で そ の 多 く は破

片 資料 で あ る が 、 中 に は残 り の 良 い 資料 も 混 じ っ て い る 。 石器は石鎖、 敵石 ・ 磨 石 、 二次加工の あ る 剥 片 が

や や 多 く 、 打製石斧、 磨製石斧、 石錘、 石皿等 も 見 ら れ る 。

な お 、 遺構名 に つ い て は 、 前述 し た よ う に 同 じ 38区 で あ る 38区北 と あ る 程度 の 統一性 を 持 た せ る た め 、 遺

構番号の 10の位 に 1 1 J を つ け る こ と に し て い る (例 38- 12号) 。

竪穴住居祉

38- 12号住居祉

[遺構 ・ 理士] ( 第52図 ・ 図版31)

調査区南側 に位置す る 。 南側 を 後 世 の 満 に よ っ て消失 し て い る が 、 残存状況か ら 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 し

て い た と 推測 さ れ る 。 長径 は4.0 m 、 短径は3.5 m を 測 り 、 本遺跡群で見つ か っ た 当 該時期の 住居祉 と し て は規

模が小 さ い 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は 12cmで あ る 。 柱穴は l 個確認 さ れ た が 、 削平 を 受 け て い る 部

分 に も あ っ た 可能性 が あ る 。 炉跡は な か っ た が 、 柱穴同様 に 削平 を 受

け て い る か も し れ な い 。 硬化面は確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 1 層の み で粘質 を 持 た ず し ま り の な い暗褐色士で

あ る 。 上面 も か な り 削平 さ れて お り 、 本来 も う 少 し 堆積 し て い た と 推

測 さ れ る 。

[遺物]

本住居社か ら は 、 土器が 出 土 し て い る 。 し か し 土器 と い っ て も 小片

で あ り 、 図示す る に は至 ら な か っ た 。

38- 13号住居祉

[遺構 ・ 埋土] ( 第53図 ・ 図版32)

調査区 中 央 に 位置す る 。 平面 プ ラ ン は や や 不整形 な が ら 円形 を 呈 し

て い る 。 長 径 は5.0 m 、 短径 は4.5 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で

の 深 さ は 12cmで、 あ る 。 ピ ッ ト は複数確認 さ れ て お り 、 そ の な か で柱

穴 と 認定 し た の は 3 個の み で あ っ た が 、 本 当 に柱穴か ど う か疑問 も 残
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第 3節 各調査区の成果

る 。 中 央 に は90X 80cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土の落ち 込みが検出 さ れた 。 ま た硬化面 は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 38ー 12号住居社同様 1 層の み で あ る 。 粘質 を 持 た ず 、 あ ま り し ま り の な い焼土混 じ り の

暗褐色土で あ る 。

[遺物1 (第54図)

本住居士止 か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は破片の み で あ る が 、 深鉢 を 2 点 図示 し て い

る 。 石器は石銀、 石鎌、 二次加工の あ る 剥 片 、 殻石 ・ 磨石 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選 ん で図示 し

て い る 。

38- 14号住居祉

[遺構 ・ 理土1 (第55図 ・ 図版33)

調査区 中 央 、 38- 13号住居祉の 東側 に 位置す る 。 南側 を 一部土撲 に よ っ て 切 ら れて い る が 、 平面 プ ラ ン は

や や 不整形 な が ら 円形 を 呈 し て い る 。 長径 は5.5 m 、 短径は4.8 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ は

12cmで あ る 。 ピ ッ ト を 2 、 3 個検出 し た が柱穴 と 言 え る も の は な か っ た 。 中 央 に は145 X 130cmの炉跡 と お ぼ

し き 焼土の 落 ち 込みが検出 さ れ た 。 硬化面は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 38ー 12号住居祉や38-13号住居祉 と 同 じ よ う な埋土で 、 焼土混 じ り の土 で あ る 。

[遺物1 (第56図)

本住居枇 か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は破片の み で あ る が 、 深鉢 を 2 点 図示 し て い

る 。 石器は打製石斧、 敵石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て い る 。

38- 16号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第57図 ・ 図版34)

調査区南端 に 位置す る 。 調査区 を 部分的 に 拡張 し て検出 し た 。 全体の約 2 / 3 を 削平 さ れ 、 全体の形状 は

明 ら か で な い が 、 残存状況か ら 平面 プ ラ ン は 円形の 可能性 が あ る 。 残存部の長辺 は3.6 m 、 短辺 は1.3 m で 当 然 、

本来 は そ れ以上の 長 さ が あ っ た と 考 え ら れ る 。 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ はlOcmで、 あ る 。 残存部 か ら は

ピ ッ ト は も と よ り 柱穴 ら し き 遺構 は確認 さ れ な か っ た 。 38- 12号住居祉 を 切 っ て い る 溝の 南側 に 焼土の 落 ち

込み を 検 出 し た が 、 範囲 が 不明陳で あ っ た 。 硬化面は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の 埋土 は 、 し ま り の な い暗黄褐色土 (埋土 1 層) と し ま り の あ る 埋土 1 層 よ り や や 明 る い暗黄褐色

土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分層 さ れ る 。

[遺物] ( 第58図 ・ 図版120)

本住居 枇 か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は破片 が 多 い 中 で 、 深鉢は反転復元で き る 資

料 を 中 心 に 2 点 、 浅鉢は破片 を 2 点 図示 し て い る 。 石器は敵石 ・ 磨石 が 1 点 出土 し て い る が 、 図化 に は至 ら

な か っ た 。
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9 39区

[概要1 ( 第45 . 59図 ・ 図版 9 )

第皿 章 調査の成果

石 の 本遺跡群 の 中 央 よ り や や 北側 に 位置す る 調査 区 で あ る 。 東 か ら 西 に 向 か つ て わ ず か に 傾斜 し て い る 。

地形図で見 る と 調 査区西側の 中 央 部 に 向 か つ て 、 わずか に す り 鉢状 に 傾斜 し て い る よ う だ が 、 ほ と ん ど 平坦

で あ り 、 そ う い っ た 印象 は あ ま り 受 け な い 。 丘陵上の 平坦部 に 立地 し て お り 、 造成以前か ら 比較的平坦 で あ

っ た と 考 え ら れ る 。 標高89.6 m か ら 89.8 m に か け て位置 し て い る 。

遺構 と し て は竪穴住居牡 4 軒 、 埋設土器遺構 2 基の 他 に 円形周溝遺構 1 基が検出 さ れて い る 。 竪穴住居祉

は南側 に比較的 多 く 分布 し て い る 。 一方 、 埋設土器遺構 は調査区 中 央 と 北側 の 竪穴住居 社内 に 分布 し て い る 。

住居 に 伴 っ て い る 掘 り 方 を 有す る 合せ 口 の埋設土器 は 、 本遺跡群 で も あ ま り 例 が な い た め 、 埋設土器 の あ り

方 を 考 え る う え で重要 な 事例 と 言 え る 。 遺構検 出 面 は ill a 層 で あ る 。 出 土遺物 は縄文土器 、 石 器の 他 に 玉類 、

土製品 、 燐成粘土塊が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は深鉢、 浅鉢の 他 に 鉢 が あ り 、 遺構 内遺物の 中 に は残 り の 良

L ミ 資 料 が比較的 多 く 見 ら れ る 。 石器 は打製石 斧 、 石鍛、 二次加工の あ る 剥 片 、 敵石 ・ 磨 石 が 多 く 、 磨製石斧 、

石匙、 模形石 器 、 石 錘 、 石皿等 も 見 ら れ る 。 玉類は小玉 、 丸玉 が あ り 、 石 製 と 土 製 が あ る 。 土製品 は 円 盤形

土製品 が 出 て い る 。

( 1 ) 竪穴住居祉

39-01号住居祉

【遺構 ・ 埋土1 ( 第60図 ・ 図版35)

調査区西側 に位置す る 。 南 か ら 西側 に か け て 住居の壁面 を 後世の 土擦 に 削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は

円形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 長径 は6.5 m 、 短径 は6.1 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で15cmで あ る 。 柱

穴は 8 個確認 さ れた 。 こ の他 中 央 に 2 個 ピ ッ ト を 検出 し た が 、 柱穴に

伴 う か ど う か は疑問 で あ る 。 炉跡 と お ぼ し き 焼土の落 ち 込み は確認 さ

れ な か っ た 。 ま た硬化面 も 確認 さ れ な か っ た 。 な お 、 住居祉の南端に

は埋設土器 (39- 12号埋設土器) が埋め ら れて お り 、 遺構の切 り 合い

関係か ら 39- 12号埋設土器は本住居祉 に伴 う と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 し ま り の な い暗褐色土 (埋土 1 層) と 粘質 を 持 ち

し ま り の あ る 暗褐色土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分層で き る 。 埋土 1 層 と

2 層 は 、 色調 で は 同 じ 埋土 で あ る が 、 埋土 2 層の方が粘質 を 持 ち 、 し

ま っ て い る 。

[遺物】 ( 第61-64図 ・ 図版 12 1 - 123)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 焼成粘土塊が 出土 し て い る 。

遺物量 と し て は 、 か な り ま と ま っ て 出土 し て お り 、 遺構内の 一括資料

と し て 扱 え る 。 縄文土器 は残 り の 良 い 資料 を 中 心 に 図示 し て い る 。 石

器 は打製石 斧 、 石銀、 石匙、 石庖丁形石器、 二次加工の あ る 剥片 、 敵

石 ・ 磨石 、 石皿等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て

い る 。 焼成粘土塊は 5 点 出 土 し て い る が 、 図示 し て い な い。
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39-02号住居祉

[遺構 ・ 埋土] ( 第65図 ・ 図版36)

調 査 区 の 南 側 に 位置す る 。 南 1JW を 樹痕 に よ っ て一部削平 さ れて い る が 、 東西方 向 に 伸び る 椅円 形 を 呈 す る 。

長径は6.6 m 、 短径 は5.3 m を 測 る 。 泊梢検 出面 か ら 床間 ま での深 さ は20cI11で、 あ る 。 柱穴は 3 個 確認 し て い る

が 、 部 分 的 に 削平 さ れて い る の で も っ と 多 か っ た 可能性 も あ る 。 柱穴 は お そ ら く 主柱穴で あ ろ う 。 中 央 に は

径 100cI11程の炉跡が確認 さ れ た 。 ま た 硬化 面 は 確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 樟色粒 子 を 含む 褐 色 シ ル 卜 (J盟土 1 層) と 燈色粒子 を 含 む暗褐色粘質土 (坦!土 2 層) の

2 層 に 分層 さ れ る 。 埋土 1 層 は非常に薄 く 、 上面は削平 さ れ た と 考 え ら れ る 。

[ ]立物] ( 第66図)

本住居担1:か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 共 に 1':1:'1 土量 が 少 な く 、 純文土器 は浅鉢の破片 を 2 点 の

み 図示 し て い る 。 石 器 は 石飯 、 石 庖 丁形 石 器 、 敵石 ・ !磐石 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 ん で図示 し

て い る 。

39-06号住居枇

[逃椛 ・ 理士] ( 第67図 ・ 図版37)

調 査 区 の 南側 に 位置 し 、 39一02号住居祉の 東側 に 近接す る よ う に 造 ら れ て い る o 平 面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 し

て い る 。 長径は5. 1 m 、 短径 は4.7111 を ìf!ll る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は20cmで、 あ る 。 柱穴は 6 個確認 し

た 。 炉跡、 硬 化 面 は調査時 に は確認 さ れな か っ た 。

住居祉のだII土 は 、 1 層 の み で黒褐 色 シ )1-- 卜 混 じ り の 明褐色 シ ル 卜 で あ る 。
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第64図 39-01号住居社出土遺物実測図 4
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[迫物1 ( 第 68図)

本住居枇 か ら は 、 純文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 た だ し 、 ほ と ん ど 皆無 と 言 っ て も 差 し 支 え な い 程度の

量 で あ る 。 浅鉢の 破片が 1 点 と 1ï鍬 1 点 を 図示 し て お く 。

39-23号住居祉

[i立構 ・ 型I!土1 (第691z1 ・ 図版38)

調査 区 の 東側 に 位置す る 。 住居)11:南 西 部 に 撹乱城 が あ る も の の 、 平而 プ ラ ン は や や 不 挫 形 な 円 11予 を 呈 し て

い る 。 長径は5.2 111 、 短径は5.0 111 を 1\l11 る 。 i邑桝検 出 面か ら 床面 ま での深 さ は20cmで、 あ る 。 複数の ピ ッ ト を 昨認

な お 、 住居j1l: 内 の 中 央 よ り やし 、 柱穴は 5 個臨認 さ れ た 。 ま た 炉跡、 l硬化 面 に つ い て も 確認 さ れ な か っ た 。

や iLy寄 り の地点 に埋設土器 (39- 09号埋設土器) が検出 さ れ た が 、 掘 り 方 は な く 、 床面 と 埋設土器の底部の

レ ウー ェ ル が ほぼ一致 し て お り 、 住居枇 に 伴 う と 推測 さ れ る 。

と や や 粘質 を 持 ち 、 樺色の 粒子 を 含む黒(埋土 1 層 )住居J:I1:の埋土 は 、 黒褐色 シ jレ ト 混 じ り の 褐 色 シ ル ト

(埋土 2 用 ) の 2 )習 に 分層 さ れ る 。褐 色 シ ル ト

[迫物1 ( 第70図 )

本住居j]1:か ら は 、 純文土器 と 石 器 が 出 土 し て い る 。 39一06号 同 様 、 出 土量 は 少 な く 、 打 製石 斧 を 1 点図 示
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( 2  ) 埋設土器遺構

39-09号埋設土器

[遺構 ・ 埋土] ( 第71図 ・ 図版39)

A' 
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第 皿 章 調査の成果

E
go -
gu」

|出

調査区 の 東側 に 位置す る 。 39-23号住居社 内 に あ り 、 掘 り 方 は検 出 さ れ な か っ た 。 深鉢の胴部以下 を 打 ち

欠 い た 状態 で 検 出 さ れ た 。 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れて い た 。 多 少 土器片 が 散逸 し て い た が 、 比較的良

ぼ一致 し て い た こ と か ら 、 本埋設土器 は住居枇に 伴 う も の と 推測 さ れ る 。

く 埋設 当 時の姿 を 留 め て い た 。 39 -23号住居祉の項 で述べ た よ う に 、 床面 と 埋設土器 の 底 部 の レ ヴ ェ ル が ほ

[遺物] (第72図 ・ 図版 139)

3 は胴部以下 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 外面 は横 ミ ガ キ を 施 し て あ る が 、 内 面 は 口 縁 に 横 ミ ガ キ の 後横 ナ デ

を 施 し て い る 。 口 縁帯 に は 4 条 の 沈線が巡 り 、 頭 部 は や や 外湾 し な が ら 立 ち 上 が っ て い る 。 胴部以下 を 完全

設土器 と は そ の機能や役割 が 異 な る の か も し れ な い 。

に 欠損 し て い る が 、 本遺跡群 で は こ う し た 埋設土器が数基確認 さ れ て い る 。 詳細 は 第 V 章 に 譲 る が 、 他 の 埋
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第 3 節 各調査区の成果

39- 12号埋設土器

【遺構 ・ 理士] (第73図 ・ 図版40)

調 査 区 の 西側 に 位置す る 。 39ー01号住居社内 の 南端 に あ り 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方の

平面 プ ラ ン は不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径は70cm、 短径 は65cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は

30cmで、 あ る 。 掘 り 方内 に は 、 合せ 口 状 に 深鉢 と 浅鉢が セ ッ ト で埋設 さ れて い た 。 検 出 時 、 浅鉢は深鉢 内 に 破

損 し た 状態 で落 ち 込 ん で い た 。 主体 と な る 深鉢 は 、 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れ て い た 。 浅鉢は半分以上

欠損 し て い た が 、 深鉢は土器 片 の 散逸 は少 な く 、 埋設 当 時の姿 を 留 め て い る と 考 え ら れ る 。 39-01号住居枇

の項で述べ た よ う に埋土の切 り 合い か ら 、 本埋設土器 は住居祉 に伴 う も の と 推測 さ れ る 。

埋設土器 遺 構 の 埋土 は 、 住居 祉の 埋土 が流 入 し て い る が 、 深鉢 内 の 埋土 と 掘 り 方 内 の 埋土 に 分 け ら れ る 。

深鉢内の埋土 は 、 住居祉の埋土 (埋土 1 層) と 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い黄褐色土 (埋土 2 層 ) 、 や や

粘質 を 持つ暗黄褐色土 (埋土 3 層) の 3 層 に 分 け ら れ る 。 ま た掘 り 方内の埋土 は 、 し ま り の な い黄褐色砂質

土 (埋土 4 層) の み で あ る 。 埋土の状況か ら 住居 が営 ま れて い た 当 時 、 埋設土器の 口縁 は床面の 上 に 出 て い

た こ と に な る 。

[遺物] (第74図 ・ 図版140)

4 は全体の約 2 / 3 欠損 し た 浅鉢 で 、 底部は小片 と 化 し て お り 復元不可能で、 あ る 。 内外面 と も ミ ガ キ が施

さ れて お り 、 精製土器で あ る こ と が分 か る 。 口縁帯 は か な り 退化 し て お り 、 か ろ う じ て 1 条 の 沈線 が 確認 さ

れ る の み で あ る 。 頭部か ら 胴部 に か け て も 直線 的 で 、 各部位の 区 別 がつ き に く く な っ て い る 。 5 は ほ ぼ完形

の深鉢で あ る 。 口縁帯 に は沈線の 代 わ り に 二枚貝条痕が施 さ れて お り 、 口縁帯 は ラ ッ パ状 に 開 い て い る 。 最

終器面 調整 に は一応 ミ ガ キ が施 さ れて い る も の の 、 粗雑 な ミ ガ キ で あ り 、 貝殻条痕 が ミ ガ キ の 隙 聞 か ら 確認

で き る 。 頭部 か ら 胴部 、 底部 に か け て は ほ と ん ど 直線的 で、 、 底部 は 円盤貼 り 付 け で あ る 。 全 体的 に 造 り は し

っ か り し て い る が 、 口縁か ら 胴部 に か け て 歪 ん で、い る 。

( 3  ) そ の他
39-08号円形周溝

[遺構 ・ 埋土] (第75図 ・ 図版41)

調 査 区南側 に 位置す る 。 平 面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る 。 長径は5.6 m 、 短径 は4.2 m を 測 り 、 周溝の 幅 は0.8m、

遺構検出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は40cmで、 あ る 。 周溝の 内側 に は 、 2 個の ピ ッ ト が確認 さ れた が 、 ど の よ う

な 形で こ れ ら の ピ ッ ト が伴 う の か不 明 で あ る 。 こ の他 に 、 周 囲 に は本 円 形周溝 に 伴 う よ う な 遺構 は 確認 さ れ

な っ た 。

円 形周溝遺構の 埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る 。 暗褐色 シ ル ト (埋土 1 層 ) と 樺色土混 じ り の 黒褐色粘質土

(埋土 2 層 ) 、 樺色土混 じ り の 暗黒褐色粘質土 (埋土 3 層) の 3 つ で あ る が 、 部分的 に 樹痕 が 入 り 込ん で い る

箇所が あ る 。

【遺物】

本円形周溝遺構か ら は 、 縄文土器片 が 出土 し て い る が 、 小片の た め 図示 し て い な い 。
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第 皿 章 調査の成果

10 40区

[概要1 (第76 ・ 77図 ・ 図版10)

石 の 本遺跡群の 中 央 よ り や や 北側 に 位置す る 調査 区 で あ る 。 39区 の 南西 に 近接 し て い る た め か 、 立地 は39
区 と よ く 似 て い る 。 た だ39区以上 に 上面 を 削平 さ れて お り 、 よ り 平坦 な 印象 を 受 け る 。 本 調 査 区 以南 に は し

ば ら く 調査区 が な く 、 当 該時期 に お け る 本遺跡群の 中 心地域の 南限 と 言 え る 。 な お 、 本調 査 区 か ら 南東方向

に は 、 遺跡群の 中 心 を 通 る 丘陵の先端部 が あ る o

遺構 と し て は 、 竪穴住居社 1 軒、 埋設土器遺構 1 基 が検出 さ れて い る 。 前述 し た よ う に 、 上面 を 削平 さ れ

て い る こ と も 遺構数 が 少 な い 要 因 と 考 え ら れ る 。 竪穴住居祉 と 埋設土器遺構 は 10 m 程離れて い る 。 竪穴住居

士止 は床面の み の 検 出 で あ る が 、 埋設土器遺構 は ほ ぼ完形 を 保 っ て お り 、 小型の 浅鉢 を 伴 う も の で あ る 。 遺構

検 出 面 は 困 層 で あ る 。 な お 同 じ E 層 か ら 集石遺構 も l 基確認 さ れて お り 、 屋外炉の 可能性 も あ る が 、 不 明 な

点 も あ る の で本 書 で は 掲載 し て い な い 。 出土遺物は縄文土器 、 石器の他土偶 、 土器片 錘 が 出 土 し て い る 。 縄

文土器 は破片 が ほ と ん ど で あ る が比較的残 り の 良 い深鉢が 1 点 あ る 。 石器 は打製石 斧 、 石鍛、 二次加工の あ

る 剥片 、 敵石 ・ 磨石 、 石皿が 多 く 、 磨製石斧 、 石庖丁形石器、 石錘等 も 見 ら れ る 。

( 1 ) 竪穴住居祉

40-01号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第78図 ・ 図版42)

調査区の東側 に 位置 し 、 壁面 を す べ て 削平 さ れ 、 平面 プ ラ ン は不 明 で あ る 。 当 然規模 も 不 明 だ が 、 遺物 が

炉跡 を 中 心 に 4 - 5 m の 範囲 で散乱 し て お り 、 住居祉の規模 も こ の 範鴎 に 収 ま る と 考 え ら れ る 。 柱穴 は確認

さ れ な か っ た 。 前述 し た よ う に 中 心 部 に 100 X 80cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土 の 落 ち 込 み が 検 出 さ れ た 。 炉跡 を 中

心 に 2.7 X 1.7 m の 範 囲 で硬 化 面 が 確認 さ れ た 。 住居祉 と 認定す る に は

やや疑問 が あ る も の の 、 一応 こ こ で は 本遺構 を 住居祉 と し て 報告 し て

お く 。

[遺物1 ( 第79図)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 いずれ も 破片 が

主で出土量 も 多 く な い が 、 縄文土器 は浅鉢 1 点 と 深鉢 1 点 、 石器 は二

次加工の あ る 剥片 を 1 点図示 し て お く 。

間山

lV 

V b  

( 2  ) 埋設土器遺構

40-03号埋設土器

[遺構 ・ 埋土1 (第80図 ・ 図版43)

調査区の北側 に 位置す る 。 上面 は 多 少削平 さ れて い る が 、 掘 り 方 を

持つ埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方 は や や不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径

は72cm、 短径は60cmで、遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での深 さ は34cmで、 あ

る 。 掘 り 方 内 に は 、 深鉢 の 他 に 浅鉢 が セ ッ ト で検 出 さ れ た 。 検 出 時 、

V c  

第76図 40区基本層序図
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40-01号住居社出土遺物実測図第79図

浅鉢 は深鉢 内 に 据 え ら れ た 状態で見つ か っ て い る 。 主体 と な る 深鉢 は 、 口縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れて い

た 。 浅鉢、 深鉢共 に 残 り は 良 く 、 埋設 当 時の姿 を 留 め て い る と 考 え ら れ る 。 周 囲 に は伴 う よ う な 遺構 は確認

さ れ な か っ た 。

埋設土器の埋土 は 、 深鉢内の埋土 と 深鉢 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 軟 ら か い暗黄褐色土 (埋土 1 層)

が深鉢 と 掘 り 方 を 覆 う よ う に 堆積 し て い る 。 そ の 下 に深鉢の埋土 と し て 、 埋土 1 層 よ り や や し ま り が あ り 明

る め の暗黄褐色土 (埋土 2 層) 、 埋土 2 層 よ り し ま り が あ り 明 る め の暗黄褐色土 (埋土 3 層 ) 、 粘質 を 持 ち し

ま り の あ る 明褐色土 (埋土 4 層 ) 、 埋土 4 層 よ り さ ら に し ま り の あ る 明褐色土 (埋土 5 層) 、 そ し て 底部 に は

粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の弱い暗褐色土 (埋土 6 層) が あ る 。 埋土 1 層 は埋土 2 - 6 層 を 覆 う よ う に 堆積

し て い る よ う に 見 え る が 、 実際 は深鉢の 内 と 外で分層 さ れ る 可能性 も あ る 。

[遺物] (第80図 ・ 図版141)

6 は ほ ぼ完形の 浅鉢 で あ る 。 小型の 精製浅鉢で器面 は黒 く 焼 き 上 げ ら れ 、 内 外 面 は 丁寧 に 磨 か れ て い る 。

口縁帯 に は 山形突起がつ い て い る が形骸化 し て お り 、 ほ と ん ど 段差は な い 。 ま た 凹点 が 口 縁 に 2 点 、 肩 部 に

1 点施 さ れて お り 、 底部 は 上 げ底 に な っ て い る 。 完形 に近 い浅鉢 は意外 と 少 な く 、 浅鉢の形態 を 把握す る た

7 は口縁の 1 / 2 と 胴部の一部 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 か な り 大型で供伴す るめ に 欠 かせ な い 資料で あ る 。

浅鉢が ゆ と り を 持 っ て 出 し 入れで き る ほ ど で あ る 。 頭部以上は横 ミ ガ キ を 基調 と し て い る が 、 胴部 は へ ラ ナ

デや横ナ デ等 が施 さ れて い る 。 底部 は高台状の 上げ底で わずか に挟れて い る 。 全体的 に 長胴気味 で 、 胴部下

半は上部の重量 のせ い か 、 や や下膨れ気昧 で あ る 。 口縁帯 に は 1 条の沈線 が施 さ れて い る 。 通常、 沈線が 1

条の み と い う の は あ り 得 な い た め 、 他 に 数条巡 ら すつ も り だ っ た の か 、 あ る い は ナ デ消 さ れて い る の か ど ち
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第 皿 章 調査の成果

1 1  41区

[概要1 (第77 ・ 81図 )

石の 本遺跡群の 中 央 よ り や や北側 に 位置す る 調査区で あ る 。 北東 か ら 南西 に 向 か つ て わ ず か に傾斜 し て い
る 。 40区 の 北側 に 近接 し て お り 、 40区程で は な い が や や平坦 な 感 が あ る 。 本調査区以降 、 後述す る 調査 区 は 、
遺跡群の 中 央 を 通 る 丘陵上か ら そ の 西縁 に か け て 立地 し て お り 、 今後立地 に つ い て は 省 略 し て L ぺ 。 標高88.6
m か ら 89.2 m に か け て位置 し て い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居祉 2 軒、 埋設土器遺構 3 基が検出 さ れて い る 。 遺構の 分布 は 、 竪穴住居士止 が南北
に そ れ ぞれ偏 っ て お り 、 そ の 聞 に 埋設土器遺構 が点在 し て い る 。 遺構検 出 面 は 皿 層 で あ る 。 出 土遺物 は縄文

土器 、 石器の 他 に 玉類 、 土偶 、 そ の他土製品 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は深鉢 、 浅鉢の 他 に 鉢や 注 目 土器 が

あ る 。 遺構 内遺物の 中 に は残 り の 良 い 資料 が比較的 多 く 見 ら れ る 。 注 目 土器 は 注 目 部 の み で あ る が 、 注 目 土

器 自 体 、 本 遺跡群の 出 土例 が 少 な い た め 注 口 部 と は い え 、 そ の 重 要性 は 高 い 。 石 器 は 打製 石 斧 、 石 鍛 、 敵

石 ・ 磨石 が 多 く 、 磨製石 斧 、 二次加工の あ る 剥 片 が そ れ に 次 い で 多 く 、 そ の 他 石 匙 、 模形石器 、 石皿 、 砥石

等 も 見 ら れ る 。

( 1 ) 竪穴住居祉

41 -03号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第82図 ・ 図版44)

調査区北東 部 に位置す る 。 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る O 長径は7.2 m 、 短径は6.3 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら

床面 ま での 深 さ は20cmで、 あ る 。 柱穴は計17個確認 さ れ た が 、 柱穴 と そ の他の住居祉 に 伴 う ピ ッ ト と の 区別 は

難 し い 。 中 央 よ り 南東寄 り の場所 に 70 X 60cmの炉跡が 1 基検出 さ れ た 。 南西の 壁際付近や炉跡の 周 囲 で部分

的 に硬化面が確認 さ れた 。 ま た 住居祉の 中 央 に は2.1 X 1.85 m の 土嬢状

の 落 ち 込 み が検 出 さ れた 。

住居祉の埋土 は 、 3 層 に 分層 さ れ る 。 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の

な い褐色 シ ル ト (埋土 1 層) と 、 粘質 を 持 ち し ま り の あ る 暗褐色 シ ル

卜 (埋土 2 層) 、 埋土 2 層 に比べて粘質 を 持 ち し ま り の あ る 晴褐色 シ

ル ト (埋土 3 層) で あ る が 、 埋土 2 層 は北西 と 南東側で厚 く 堆積 し て
町山

い る 感 が あ る 。 ま た埋土 1 層 に は 多 量 の 土器片が混 じ っ て い た 。
N 

[遺物1 ( 第83-85図 ・ 図版 124- 127)

本住居士止か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 、 特 に

粗製の深鉢が 多 く 出 土 し て い る O 全体の形状が復元で き る も の が 多 く 、

遺構内の 一括資料 と し て 扱 え そ う で あ る 。 深鉢の他浅鉢や鉢 も あ る が 、

破片資料の み で あ る 。 こ れ ら の 深鉢 を 中 心 に 図示 し て い る 。 石器 は打

製石斧、 石鍛、 二次加工の あ る 剥 片 、 敵石 ・ 磨石 、 石皿等 が 出 て お り 、

そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選 ん で図示 し て い る 。

V 

VI 

第81図 41区基本層序図
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第 3 百í'i 各調査区の成果

41-04号住居枇

[遺構 ・ 埋土1 ( 第86図 ・ 図版45)

調 査 区 の 南西側 に 位 置す る 。 平面 プ ラ ン は やや不謹形 な が ら 円 形 を 呈す る 。 長 径 は6.7 111 、 短径 は6.0 111 を 測

る o 遺構検出聞 か ら 床面 ま での 深 さ は最大40cmで あ る 。 柱穴は計15個確認 さ れ た が41 -03号 同様 、 柱穴 と そ

の 他 の 住居i止 に 伴 う ピ ッ ト と の 区 別 は 難 し い 。 炉跡、 は 見 当 た ら ず 、 硬 化 面 も 確認 さ れ な か っ た 。 西側 を 除 き 、

壁 面 に 沿 う よ う に 満状の 落 ち 込み が 見 ら れ 、 中 央 に は 大 き な土成が検出 さ れ 、 そ の 中 心 に は も う 一つ 土�墳 が

検 出 さ れ た 。

住居枇の埋土 は 、 基本的 に 7 - 10層 に 分層 さ れ る 。 組i質 を あ ま り 持 た ず し ま り の や や 弱 い 、 焼土 を 多 く 含

む 褐 色 シ jレ 卜 (埋土 1 層 ) と tllI土 1 層 の 土 質 で、焼土 を 少量含む褐色 シ ル |、 (j盟土 2 層 ) は 分 層 し て い る が 、

同 一層 と 考 え ら れ る 。 そ の 下 に は粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の 強 い 、 焼土 ・ 炭化物 を わ ず か に 含 む褐 色 シ ル

卜 (埋土 3 層) が あ り 、 住居社内 に 広 く 堆積す る 。 そ れ以下の埋土 は 、 床面や壁面 付 近 に 部 分 的 に堆積す る

も の で 、 粘 質 を あ ま り 持 た ず し ま り の弱 L ミ暗褐色 シ jレ ト (埋土 4 層) 、 埋土 3 層 よ り や や 明 る い 褐 色 シ ル ト

(埋土 5 層) 、 埋土 4 層 と 同質 で あ る が し ま り の 強い暗褐 色 シ ル ト (埋土 6 層 ) は 主 に 壁面 付 近 で、確認 さ れて

い る 。 ま た 粘 質 を 持 ち し ま り の 強 い 暗褐 色 シ )L- 卜 (j盟土 7 層 ) は 中 央の 土吸 を 中 心 に 床 面 か ら 壁面 に か け て

堆積 し て い る 。 粘 質 を 持 ち し ま り の あ る 暗褐 色 シ ル ト (埋土 8 層 ) と 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の 強 い 暗褐

色 シ ル 卜 (埋土 9 層 ) は埋土 7 層 に 連続 し て 堆積 し て お り 、 特 に埋土 9 層 は埋土 7 層 と ほ ぼ同質 と 考 え ら れ

る 。 な お 粘 質 を 持 ち し ま り の 強 い黄褐色 シ ル ト (埋土10層) は V . VI 層 相 当 土 を 含 ん で お り 、 風倒木 の 可能

性 が あ る の で図 示 し て い な い 。
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第83図 41-03号住居社出土遺物実測図 1

[遺物1 (第87図)

本住居士止か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 t し て い る o 41 -03号住居tJ1: に 比 べ 、 出 土 量 が 少 な く 、 残 り も 良 く

な い 。 縄文土器 は深鉢、 浅鉢の他小型の 土器 ら し き も の も 出 て い る 。 破 片 資 料 が 大半 で あ る が 、 比較的残 り

の 良 い浅鉢 と 深鉢が 1 点ずつ あ り 、 そ れ ら を 中 心 に 図示 し て い る 。 石器 は打製石斧 、 石鍛、 石 匙 、 二次加工

の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 ん で 図示 し て い る 。
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第 3 節 各調査区の成果

( 2  ) 埋設土器遺構

41 -02号埋設土器

[遺構 ・ 理士] ( 第 88図 ・ 図版46)

調査区東側 に位置す る 。 m1\'l!検 出時に掘 り す ぎ た た め 、 上 部 を やや削平 さ れ た が掘 り 方 を 持つ埋設土器遺

構であ る 。 掘 り 方 は 後 世の 撹乱等 で削 平 さ れて い る が 、 円形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 検 出 11寺の規模は 、 長径

が35cm以上、 短径 が45cm を 測 り 、 遺構検出面 か ら 最深部 ま での深 さ は 17cmで、 あ る 。 掘 り 方内 に は 、 深鉢が

t半分 を 破損 し た 状態で検出 さ れ た 。 浅鉢等伴 う 遺物 は 見つ か ら な か っ た 。 残存状況か ら 、 埋 設 当 時 は 口 縁

を 上に し て垂直に据 え ら れて い た と 考 え ら れ る 。 周 囲 に 木埋設土器 に 伴 う よ う な遺構は検出 さ れ な か っ た 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 3 用 に 分 け ら れ る 。 掘 り 方 と 深鉢内に流入 し た や や 黄 色い暗褐色土 (埋土 1 層)

と 深鉢 内 に推積 し た 埋土 1 層 よ り 粘質 、 し ま り の あ る H音 褐 色土 (埋土 2 層) 、 掘 り 方の底に l引責 し た あ ま り

し ま り の な い暗褐色土 (埋土 3 層) で あ る 。

[遺物] ( 第88図 ・ 図版142)

8 は 口縁部 1 / 3 と そ の 他 を 部分 的 に 欠損 し た深鉢であ る 。 埋設土器遺構 に 用 い ら れ た深鉢では珍 し く 口

縁帯 を 持 た な い。 器面調整 は ナ デ調整が 主 に 用 い ら れ、 ミ ガ キ は皆無で あ る 。 1阿部 に は ナ デの 前 に へ ラ ナ デ

を 施 し て い る 。 器形 も や や い び つ で、 あ り 、 典型的 な粗製l深鉢の特徴を 備 え て い る と 言 え よ う 。 全体的 な プ ロ

ポ ー シ ョ ン と し て は胴部がや や長胴化 し て お り 、 や や 新 し い様相 も 見 ら れ る が 、 肩 部 に は界線 を 巡 ら し 、 底

音1) は一応 上 げ底気昧 に 仕 上 げ る 等 、 そ れ な り に古い様相 を 呈 し て い る 。

弘、へ

主ー L=89.500m A' 
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第 田章 調査の成果

41- 05号埋設土器

[遺構・埋土] (第89図 ・ 図版47)

調 査 区 中 央 よ り や や 西側 に 位置す る 。 西側を 一部削 平 さ れ て い る が 、 掘 り 方 を 持つ 埋 設土器遺構で あ る 。

掘 り 方は削平 さ れて い る が 、 やや不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径 は5 8cm以上、 短径 は61cm を 測 り 、 遺構検出 面

か ら 最深部 ま での 深 さ は5 3cmで、あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が口縁 を 上 に し て 、 垂直 に 据 え ら れて い た 。 胴部が

土圧に よ っ て 多 少変形 し て い た が 、 遺物の散逸は少な く 、 埋設当時の姿 を 留 め て い る と 考え ら れ る 。

埋設土器遺構 の 埋土 は 、 深鉢 内 の 埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢 内 の 埋土 は 、 現代の流入 土

(埋土 1 ・ 2 層) の下 に暗褐色 を 基調 と し つ つ 、 よ り 粘質 ・ し ま り の あ る も の (埋土 3 層) と そ う で な い も の

(理土 4 層) が堆積す る 。 土庄で割れた 際の流入土 (埋土 5 層) は 、 粘質を あ ま り 持 た ず し ま り の あ ま り な い

黒褐色 シ ル ト で あ る 。 ま た 掘 り 方内の埋土 は、 若干の焼土 を含む暗褐色 シ ル ト (埋土 6 層) の み で あ る 。

[遺物] (第89図 ・ 図版143)

9 は 口縁部か ら 頭部 に か け て の 1 / 2 と そ の他 を 部分 的 に 欠損 し た深鉢で あ る 。 器面調整 は横 ミ ガ キ 又は

ミ ガ キ が主で、 大型の深鉢で あ り な が ら 精錬 さ れた印象が強 い 。 口縁帯 に は 3 - 4 条の沈線が巡 り 、 頭部 は

弓形 に 外湾 し 、 肩 部 は や や強 く 張 り 出 し 、 胴部 はやや丸み を 帯 びな が ら 底部へ と 伸びて い る 。 底部 は 上 げ底

で 、 半球状 を 呈す る 。 こ の よ う に や や古 い様相を 呈 し て は い る が 、 全体の プ ロ ポ ー ショ ン と し て は や や丸み

が あ り 、 新 し い要素 も 持っ て い る 。

41-06号埋設土器

[遺構・埋土] (第90図 ・ 図版48)

調査区東側 、 41- 02号埋設土器の 北側 に 位置す る O 掘 り 方を 持つ埋設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方は 、 南側 が

土圧に よ っ て 多少変形 し て い た が 、 円形 を 呈す る 。 長径 は5 0cm、 短径 は45 cm を 測 り 、 遺構検 出面 か ら 最深部

ま での深 さ は30cmで あ る 。 掘 り 方内 に は 、 深鉢が上半分 を 破損 し た 状態で検出 さ れ た 。 残存状況か ら 、 埋設

当時 は 口 縁 を 上 に し て 垂 直 に 据 え ら れて い た と 考え ら れ る 。 周 囲 に 本埋設土器 に 伴 う よ う な 遺構 は検 出 さ れ

な か っ た 。

埋設土器遺構の埋土は 、 深鉢内の 埋土 と 掘 り 方内 の埋土に 分 け ら れ る 。 深鉢内の 埋土は 、 粘質を 持 ち 、 や

や し ま り の あ る 明褐色 シ ル ト (埋土 1 層 ) と 粘質を あ ま り 持 た ず 、 し ま り の あ る 暗褐色 シ ル ト (埋土 2 層 )

で あ る が 、 埋土 1 層 は 皿 層の 流入土 で あ ろ う o 掘 り 方内の埋土 は 、 粘質を あ ま り 持た ず 、 や や し ま り の あ る

暗褐色 シ ル ト (埋土 3 層) で あ る 。

[遺物] (第90図 ・ 図版144)

10 は ほ ぼ完形の深鉢で あ る 。 器面調整 は主 に 横 ミ ガキ 又は横 ナ デで、 大型の深鉢で あ り な が ら 精錬 さ れ た

印象が強 い 。 胴部外側 に はへ ラ ナ デが施 さ れて お り 、 やや粗雑 な 感 も あ る が 器面 は 凹凸 も 少 な く 、 良 く 整 え

ら れて い る 。 口縁帯に は 4 条の沈線が巡 り 、 頭部はやや弓形 に 外湾 し 、 肩部 は や や強 く 張 り 出 し 、 胴部 は や

や丸み を 帯 びな が ら 底部へ と 伸びて い る 。 底部 は上げ底気味で あ る 。
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第 3 節 各調査区の成果

12 42 ・ 43区

[概要】 (第77 ・ 91図)

石の 本遺跡群の 中 央 よ り やや北側 に 位置す る 調 査 区 で あ る 。 北東 か ら 南西 に 向 か つ て傾斜 し て お り 、 北 に

行くに し た が っ て傾斜が き っくな っ て い る 。 標高88.6 m か ら 90.6 m に か け て 位置 し て い る 。 43区は、 北半分が

廃棄物の投棄等で撹乱が激 し く、 調 査 で き る 状態ではな か っ た こ と と 、 遺構の連続性 か ら 42 区 と 同 時 に 調 査

し た 方 が効率的 で あ る こ と か ら 、 42区 と 併せ て 報告 し て い る 。

遺構 と し て は、 竪穴住居社18軒、 埋設土器遺構17基の他 に 円形周溝遺構 1 基、 土績多 数 が検 出 さ れて い る 。

遺構が最 も 集 中 し て い る 調 査 区 で あ り 、 当 該時期の遺跡の 中 心部 と 言 え る 。 遺構の 分布 と し て は、 42区 と 43

区 で そ れぞれ遺構の集 中 域が確認 さ れて い る 。 遺構検出面は II c 層 か ら 皿 層 に か け て で あ る 。 出土遺物は縄文

土器、 石器の 他 に 玉類 、 土偶、 そ の他土製品 が 出 土 し て い る 。 遺構内外 を 問 わず大量に 出 土 し て お り 、 質量

と も 本遺跡群 内 では群 を 抜い て い る 。 縄文土器は深鉢、 浅鉢の 他 に 鉢や注目土器が あ る 。 遺構内遺物は、 本

来 も っ と 復元で き る 遺物 が あ っ た と 考 え ら れ る が 、 整理作業の 都合上 、 復元途 中 で終 わ っ た 遺物 が 多 か っ た

た め 、 破片資料が大半 を 占 め る 結果 と な っ た 。 ま た包含層遺物 な が ら 、 注目土器が 1 点 出 土 し て い る 。 注目

部 が 欠損 し て い る も の の 、 注目か ら 胴部の形態が分 か る 資料は本遺跡群唯一の も の で あ る 。 石器は打製石斧 、

磨 製 石 斧 、 敵石 ・ 磨 石 、 二次加工の あ る 剥 片 が 多く、 石銀、 石皿が そ れ に 次 い で 多 く、 そ の 他石匙 、 石錘 、

石庖丁形石器 、 砥石等 も 見 ら れ る 。 玉類は勾玉 、 管玉、 丸玉 が あ り 、 石製 と 土製 が あ る 。 土偶は 1 点の み だ

が 、 土製品は形状不明 な も の が 多 い 。 ま た焼成粘土塊の 出土 も 確認 さ れて い る 。

( 1 ) 竪穴住居祉

42-05号住居祉

[遺構・埋土1 (第92図 ・ 図版49)

42区 と 43区の 聞の 中 央 に 位置す る 。 中 央 と 南端 を 後世の溝に よ っ て

削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は円形 を 呈す る 。 長径は5.6m、 短径は

5.4 m を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は30cmで あ る 。 柱穴は

計 6 個確認 さ れた が撹乱 さ れて い る 箇所 が あ り 、 本来は も っ と 多か っ

た と 考 え ら れ る 。 中 央 よ り や や東寄 り の場所 に 炉跡 と お ぼ し き 焼土の

落 ち 込み が 1 基検出 さ れた 。 溝 に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 径は80-

100cm程で あ ろ う 。 この 他 に 住居 祉 に 伴 う 遺構は検 出 さ れ な か っ た 。

硬化面は確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土は、 2 層 に 分 け ら れ る 。 焼土 ・ 皿 層相 当 土 を 含む褐色

土 (埋土 1 層) と 町層 に類似 した暗褐色土 (埋土 2 層) で あ る 。 埋土

の大半 を 占 め る のは埋土 1 層で 、 埋土 2 層は壁際 に 三角堆積す る だ け

で あ る 。

c nH

 
皿

N 

【遺物】 (第93図)

本住居社か ら は、 縄文土器 と 石器の他に土製品 と 焼成粘土塊が出土

し て い る 。 縄文土器は破片のみ で 、 良 好 な 資料はほ と ん ど 見 ら れ な い 。
第91図 42区基本層序図
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わ ず か に 浅 鉢 を 1 点図示 し て い る 。 石 器は 打製石 斧 、 磨製石斧 、 二次加工の あ る 剥片 、 敵 石 . J.藷石 が 出 て お

り 、 そ れ ら の中か ら 幾つ か選 ん で図示 し て い る 。 土製品 は 1 点 出土 し た も の を 図示 し て い る 。

42-06号住居批

[迫構 ・ 理士1 (第94図 ・ 図版50)

42区 と 43 区 の 聞の 1=1=1 央 に 位置す る 。 42-05号の 東 側 に あ る 。 上面 を か な り 削平 さ れ た う え 、 中 央 と 南端 を

後 世 の 溝 と 別 の 土 成に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 平 面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 す る 。 径 は6.8m を 測 り 、 遺構検 出 面

か ら 床面 ま で の 深 さ は20cmで、 あ る 。 柱穴は確認 さ れ て い る も の で 4 個 を 数 え 、 削 平 さ れて い る こ と を 考慮す

こ の 他 に 住 居 J止る な ら 本来 は も っ と 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 中 央 に は 径110cm 程の 炉跡が 1 基検 出 さ れ た 。

に 伴 う 遺 構は検出 さ れ な か った 。 硬 化 面 は確認 さ れ な か っ た 。

住居 i止の埋土 は 、 粘 質 を 持iた ず し ま り の な い 明褐色土の 1 層 の み で あ っ た 。

[遺物1 ( 第95図)

本住居 士11:か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 土偶が 1':1:'1土 し て い る 。 遺物の 出 土 量自 体 多 く な く 、 Tl8l 片 資 料 が 主

で あ る 。 縄文土 器 は 破 片 の み で あ る が 、 深鉢 1 点 、 浅鉢 2 点 、 鉢 1 点 を 図示 し て い る 。 石 器 は 打製 石斧 、 石

そ れ ら の 中か ら 3 点 を 図示 し て い る 。 土偶は 1 点 、の み だ が図示 し て い る 。

EDDNDmu」lJ副
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錘、 石 刃、 石皿等 が 出て お り 、
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第95図 42-06号住居社出土遺物実測図

42-08号住居枇

[遺構・埋土1 (第96図 ・ 図版51)

42区北側 に 位置す る 。 42 -06号の南側 に あ る 。 北東部 を 別 の 土嫌に よ っ て 削 平 さ れ て い る が 、 平面 プ ラ ン

はや や楕円気昧の 円形 を 呈す る 。 長径は7.1m、 短径は5.8m を 測 り 、 遺構検出面 か ら 床面 ま での 深 さ は15cmで、

あ る 。 柱穴は計 6 個確認 さ れ た 。 ま た 壁際 に は計10個支柱穴が確認 さ れ た 。 他 に も 幾つ か ピ ッ ト が検 出 さ れ

た が 、 柱穴や支柱穴の可能性 も あ る 。 炉開、は検 出 さ れ な か っ た 。 住居士止 内 に は計 3 基の 埋設土器 (42 ー 18

号.19号.34号埋設土器) が確認 さ れて い る が 、 いずれ も 住居祉の埋土 に 掘 り 込 ん で、埋納 さ れ て お り 、 伴 う

も の ではな い 。

住居祉の埋土は、 や や し ま り の な い に ぶい黄褐色土の 1 層 の み で あ っ た 。 わ ず か に 焼土 を 含み 、 土器片 を

多 く 含む。

[遺物] (第97-99図 ・ 図版128 ・ 129)

本住居祉か ら は、 縄文土器 と 石器 の 他 に 玉類、 土製品 、 焼成粘土塊が 出 土 し て い る 。 遺物の 出 土量は比較

的 ま と ま っ て い る 。 縄文土器は破片 な が ら 深鉢、 鉢、 浅鉢が あ り 、 そ れ ら の 中 か ら 浅鉢 1 点 、 鉢 2 点 、 深鉢

5 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製石斧 、 磨製石斧、 石錘、 二次加工の あ る 剥片 、 使用痕の あ る 剥 片 、 厳石 ・

磨石、 石皿等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て い る 。 玉類は 2 点 、 士製品は 1 点 出土 し て

Lミる が 3 点 と も 図示 し て い る 。 焼成粘土塊 に つ い て 今回は図示 し て い な い 。
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第 m 章 調査の成果

42-12号住居祉

[遺構・理士] (第 100図 ・ 図版52)

42区西側 に 位置す る 。 42 - 14号住居祉 に よ っ て 南側 を 削平 さ れて い る が平面 プ ラ ン は円形 を 呈す る 。 長径

は4.6 m 以上、 短径は5.5m を 測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は15cmで、あ る 。 柱穴は計 3 個確認 さ れた が

削平 さ れた箇所に も あ っ た 可能性はあ る 。 東側の壁際 に は130 X 70cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土の落 ち 込みが検出

さ れ た 。 本住居祉は42 - 13号 、 42 - 14号住居祉 と 切 り 合 い 関係に あ り 、 新旧関係は古い順 に42 - 13号住居社 、

42- 12号住居社 、 46- 14号住居祉 と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土は、 焼土 を 僅か に 含む褐色土の 1層の みで あ る 。

[遺物] (第101 ・ 102図)

本住居枇か ら は、 縄文土器 と 石器 の 他 に 土製品 と 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る o 出 土量はそ れ ほ ど 多 く はな

く 、 破片資料ばか り で あ る 。 縄文土器は、 これ ら の 中 か ら 深鉢 2 点 、 浅鉢 2 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製

石斧、 磨製石 斧 、 石銀、 石匙、 石錘、 敵石 ・ 磨石 、 砥石等 が 出 て い る 。 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選 ん で図示 し

て い る 。 土製品 と 焼成粘土塊 に つ い て 今回は図示 し て い な い 。

42-13号住居祉

[遺構・埋土] ( 第103図 ・ 図版52)

42区西端 に 位置す る 。 他の住居士止や ト レ ン チ坑に よ っ て 東西 を 削平 さ れ 、 さ ら に 南側は調査 区外の た め未

検 出 と い う 状態で 、 平面 プ ラ ン の 確認は困難で あ る が 、 残存部 か ら 推測す る と 円形又は楕円形 を 呈 し て い た

と 考 え ら れ る O そ の規模 も はっ き り し な い が 、 遺構検出面か ら 床面 ま での 深 さ は15cmで あ る 。 柱穴は計 3 個

確認 さ れ た が 、 削平部分 が 大 き く 本来 も っ と 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 炉跡は検 出 さ れ な か っ た 。 そ の他住居

士止 に 伴 う 遺構 も 見つ か ら な か っ た 。 42- 12号 、 42 - 14号住居枇 と 切 り 合 い 関係に あ る が 、 本住居士止 が 最 も 古

L 、 と 考 え ら れ る 。

住居祉の 埋土は、 基本的 に42 - 12号の も の と 同 質 で あ る 。 た だ 本住居祉の埋士に は暗褐色土が混 じ っ て お

り 、 42- 12号の埋土 と 区別 で き る 。

[遺物] (第104図)

本住居士止 か ら は、 縄文土器 と 石器の他 に 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 削平の せ い か 、 遺物の 出 土量は少な

い 。 縄文土器は小破片の み だ が 、 浅鉢 1 点 、 深鉢 2 点 を 図示 し て お く 。 石器は打製石斧、 石匙、 敵石 ・ 磨石、

凹石、 砥石 が 出 て お り 、 そ の 中 か ら 5 点 を 図示 し て い る 。 焼成粘土塊 に つ い て 今回は図示 し て い な い 。

42-14号住居祉

[遺構・埋土] (第 100図 ・ 図版52)

42 区西端 に 位置す る 。 南側の約半 分 が調査区外 に あ っ て 未検 出 の た め 、 平 面 プ ラ ン はは っ き り し な い が 、

円形 を 呈 す る と 考 え ら れ る 。 長径は5.6m 、 短径は2.8m以上 を 測 る が 、 未確認 の 部 分 が 大 き い の で長 ・ 短径の

区別は絶対的 な も の ではな い 。 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は20cmで、あ る 。 柱穴は 1 個確認 さ れ た が 、 本

来 も っ と 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 中 央 に は100X 60cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土の 落 ち 込み が 1 基検出 さ れた 。 南

端 が調査 区外に か か っ て い る た め 、 長径は若干伸び る 。 この 他に本住居祉に伴うような 遺構は確 認で き な か

95 



に0

同図震鰍曇剖品川一川号ぎ田川君hHNHlq一回HCH肺結

千-
1O寸N

「寸刊四円N
、グ《

、

図一一馬州脈事判明討尚一川宮市叩2・NHlq図。。同様

同川If--t

ED884ld 

EDD田町田"」
山000'06 =18 

一O\

i
，

 

V〉二一一
\
/
，

一一一U]一二一
九九υ

。
い

一
訟のFN寸

一一一 一一「。 ー
グ@一一一 メン一一一一

dpL二ーパ一

/ ---
-7/ 

___J I 

判}耐叩寸FPN寸

z 『守ムチ~

白日

時〔MZQ凶網羅持混同綜



第 皿 章 調査の成果
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d�京二ミ三玄通

248 

くこ〉 245 

247 

第102図 42- 12号住居祉出土遺物実測図 2

っ た 。

住居祉の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 IIc 層 に 相当す る 暗灰褐色土 (埋土 1 層 ) と 皿 層 に 相当 す る 褐色土

(埋土 2 層) で あ る 。

[遺物】 ( 第105図 )

本住居枇 か ら は 、 石 器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は ほ と ん ど 出 土 し て お ら ず 、 皆無 に 等 し い 。 石器 も 打製

石斧、 石銀、 剥片の み で 、 剥片以外 を 図示 し て い る 。 42- 13号住居社以上に 遺物が 見 ら れ な い 。
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42-25号住居枇遺構実測図第106図

42-25号住居祉

【遺構・埋士】(第106図・図版53)

43区東側 に 位置す る 。 東端 を撹乱 に よ っ て 削平 さ れて い る う え 、 上部 も か な り 削平 さ れ て い る が平面 プ ラ

ン は楕 円形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長径は6.4m以上、 短径は5，3m を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ は

12cmで、 あ る 。 柱穴は竪穴内 に そ れ ら し き ピ ッ ト を幾っか確認 し た が 、 本住居 祉 に 伴 う も の か ど う か は っ き り

し な い。 他の住居祉 に 伴 っ た 可能性 も あ る 。 炉跡は検出 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 焼土 を含ん だ褐色土の 1 層の み で あ っ た 。
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第 3 節 各調査区の成果

[遺物] (第107図)

本住居士止 から は 、 縄文土器 と 石器の他に 土偶、 玉類、 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は破片の み で

深鉢、 浅鉢が 見られ る 。 そ の 中 から浅鉢 3 点 、 深鉢 3 点の計 6 点 を 図示 し て い る 。 こ の 中 に は当該時期 の も

の で は な い深鉢 (265) が あ る が 、 参考資料 と し て 特別 に 図示 し て い る o 石器 は打製石斧、 石銀、 ス ク レ イ パ

一 、 二次加工の あ る 剥 片 、 敵石 ・ 磨石 が 出 て い る が 、 そ の 中 から幾っ か 選 ん で 図 示 し て い る 。 土偶、 玉類は

破片で、 そ れぞれ 1 点ずつ 出 土 し て い る が 、 2 点 と も 図 示 し て い る 。 焼成粘土塊に つ い て 今回 は 図示 し て い

な い 。

，、、.

jE三zf警守�^^f
E主主i( 、凶f

267 

〈二二〉 266 く〉

269 

-qsb 
271 

O 
第 107図 42-25号住居祉出土遺物実測図

- 100 一

等書夢P

傘�A
268 

ζ〉

270 

272 



第 皿 章 調査の成果

42-27号住居祉

[遺構 ・埋土】 (第108図 ・ 図版54)

42区西側 に 位置す る 。 平面 プ ラ ン は円形 を 呈す る 。 長径は6.9m、 短径は6.8m を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 床面

ま での深 さ は15cmで あ る 。 柱穴は計4 個確認 さ れ た 。 他にも竪穴内 に は被数の ピ ッ ト ら し き もの が 点在す る

もの の 、 柱穴 と 呼べ る もの は他 に な い 。 炉跡は検出 さ れ な か っ た 。 中央付近で埋設土器 (42-26号埋設土器)

が確認 さ れて い る が 、 い ずれも住居祉の埋土 に 掘 り 込ん で埋納 さ れて お り 、 伴 う もの ではな い 。 ま た 本住居

祉は42-31号住居祉 と 切 り 合 い 関係 に あ る が 、 そ の新旧関係は42-31号の 方 が古 い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土は、 や や し ま り の あ る 黄褐色土の 1 層の み で あ っ た 。

[遺物] (第109 ・ 110図)

本住居枇 か ら は、 縄文土器 と 石器 の 他 に 玉類、 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 比較的 ま と ま っ た量の 出 土 が

確認 さ れて い る 。 縄文土器 は深鉢 、 鉢、 浅鉢 が 見 ら れ 、 破片が ほ と ん ど で あ る が反転復元 で き る もの も あ る 。

そ の 中 か ら 浅鉢 2 点 、 鉢 2 点 、 深鉢 4 点の計8 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製石斧 、 磨製石斧、 石鍛、 石錘、

二次加工の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石、 砥石 が 出 て い る が 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選 ん で 図示 し て い る 。 玉類は 1

点 の み の 出 土 で あ る が 、 図示 し て い る 。 焼成粘土塊は今回図示 し て い な い 。

42-28号住居祉

[遺構 ・埋土】 (第111図 ・ 図版55)

42区 中 央 に 位置す る 。 42 ー08号 の 南西側 に あ る 。 上面は削平 さ れ て い る 箇所も あ る が 、 平面 プ ラ ン は円形

を呈す る 。 長径は6.0m、 短径は5.4m を 測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は20cmで あ る 。 柱穴は 6 個確認

さ れ た が 、 南東側 の 壁際 に あ る ピ ッ ト も柱穴 と し て 考 え る な ら 7 個 と な る 。 た だ他の遺構 に 伴 う 可能性もあ
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第 109図 42ー27号住居祉出土遺物実測図 1

り 、 ここでは 6 個 と し て お く 。 炉跡は検 出 さ れず、 硬化面等 も 確認 さ れな か っ た。

住居祉の埋土は、 ど ち ら も褐色 を 基調 と し て い る が 、 轍密で し ま り の な い土 (埋土 1 層 ) と 埋土 1 層 に 比

べ粒子の組 く 、 わずか に 黄檀色土 を含み し ま り の あ る 土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分 け ら れ る 。

【遺物】 (第112 ・ 113図 )

本住居祉か ら は、 縄文土器 と 石器 の 他 に 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 縄文土器は破片資料 が大半 で あ る が 、

反転復元 で き る も の も 幾つ か 見 ら れ る 。 深鉢 、 浅鉢 が あ る が 、 器種がはっ き り し な い も の もあ る 。 そ の 中 か
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ス ク レイパ一、 二次加
ら 浅鉢 3 点 、 深鉢 5 点の計8 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製石斧 、 磨製石斧、 石鎖、

工の あ る 剥片 、 敵石・磨石、 石皿 が 出 て い る が 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選 ん で 図示 し て い る 。 焼成粘土塊は

今回図 示 し て い な い 。
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第 3 節 各調査区の成果

42-30号住居祉

[遺構 ・ ;埋!土1 ( 第11 4医|・図版56)

42区西 側 に 位置す る 。 42区 の 住居 j止の中で最 も荷 に 位置す る 住居 I止 で あ る 。 西半 分 を 削 平 さ れ て 、 平 面 プ

ラ ン の 確認 は 困難で、 あ る が 、 残存部 か ら 推測す る と 円 形又 は 楕円 形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る 。 長 、 短 径 は

は っ き り し な い が 南北径 は 6.0m 、 東 西 径 は 3.8 m 以上 を 測 り 、 遺桝検 出 面 か ら 床 面ま で の 深 さ は26cmで、 あ る 。

柱穴は 5 個 確認 さ れ た が 、 削 平 さ れて い る こ と か ら木来 も っ と 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 壁際 に は 計18個

の支柱穴が 確認 さ れ た 。 炉閥、は検 出 さ れ な か っ た が 、 自IJ平 部 分 に あ っ た 可能性 も あ る 。

住居祉 の 埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 焼土 混じ り の や や粘質 を持つ H音灰 褐色土 (埋土 1 層) と 焼土 、 炭化

物 混 じ り の 砂質土気味 の褐色土 ( 埋土 2 層) で あ る 。

[ 遺物1 ( 第115 ・ 116図)

本住居枇か ら は 、 縄文土器と 石 器 の 他 に 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は 深 鉢 、 鉢 、 浅 鉢 が 見 ら れ 、

幾つ か 反転復元で き る 資料 も あ る が 、 多 く は破片 資料で あ る 。 そ の1:ll か ら 浅鉢 2 点 、 鉢 1 点 、 深鉢 2 点、 の計 5

点、 を 図示 し て い る 。 石 器は 打製石 斧 、 )謹製石斧 、 石鍬、 石 錘、 二次加工の あ る 剥 片 、 敵 石 ・ 磨 石 、 石 核等 が

出 て い る が 、 そ れ ら の中か ら 幾つ か 選 ん で図示 し て い る 。 焼成粘土塊は特徴の あ る 1 )誌 を 図示 し て い る 。
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， ， 

32J 

321 

弓診

第116図 42-30号住居社出土遺物実測図 2

42-31号住居祉

[遺構・埋土1 (第117図 ・ 図版57)

覇。
くフ 324 

323 

42区西側 に 位置す る 。 南端 を 42-27号住居祉に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン はや や不整形 な 円形

を 呈す る 。 長径は5.6 m 、 短径は5.3 m を 測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は14cmで、あ る 。 柱穴は計 4 個

確認 さ れ た o 中 央 よ り や や 北寄 り の 場所に 1 10 X 90cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土 の 落 ち 込み が 1 基検 出 さ れ た 。

炉跡で あ る と すれば地床炉 と 考 え ら れ る 。 竪穴内 に は他 に も 幾っ か ピ ッ ト を 検 出 し た が 、 本住居祉 に 伴 う も

の ではな い 。

住居祉の埋土は、 焼土混 じ り の褐色土の 1 層の み で あ る 。 困 層相 当 土で あ る 。

[遺物1 (第118 ・ 119図)

本住居士止 か ら は、 縄文土器 と 石器 の 他 に 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は深 鉢 、 浅鉢 が 出 て お り 、

破片資料が 多 い 中 で、 反転復元で き る も の も あ る 。 そ の 中 か ら 浅鉢 3 点 、 深鉢 5 点の 計 8 点 を 図示 し て い る 。

石器は打製石斧 、 磨製石斧 、 石錘、 二次加工の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石、 砥石等 が 出 て い る が 、 そ れ ら の 中 か

ら 幾っ か選 ん で、図示 し て い る 。 焼成粘土塊は今回図示 し て い な い 。

42-32号住居枇

[遺構・埋土1 (第120図 ・ 図版58)

43区 中央に位置す る 。 42 -38号住居祉に接す る よ う に造 ら れて い る 。 北側 を 後世の撹乱に よ っ て 削平 さ れ

て い る が 、 平面 プ ラ ン は楕 円 気味の 円形 を 呈す る 。 長径は7.0 m 、 短径は5.9 m を 測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま

での深 さ は15cmで、 あ る 。 柱穴は計 4 個確認 さ れ た が 、 削平 さ れて い る 箇所 も あ り 、 本来 も っ と 多 か っ た 可能

性 も あ る 。 中 央 よ り や や北寄 り の場所に 120 X 110cmの炉跡が 1 基検出 さ れ た 。 住居祉内 に は計 3 基の埋設土

器 (42-03号 ・ 04号 ・ 16号埋設土器) が確認 さ れて い る が 、 いずれ も 住居祉の埋土 に 掘 り 込 ん で埋納 さ れて

お り 、 伴 う も の ではな い 。
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[遺物] (第 122 ・ 123図 ・ 図版130)

本住居社か ら は、 縄文土器 と 石器 の 他 に 土製品 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は深鉢、 鉢 、 浅鉢 が あ る が 、 出

土量は多 く な い 。 反 転復元 で き る ものもあ る が 、 や は り 破片資料 が 多 い 。 そ の 中 か ら 浅鉢 、 鉢 、 深鉢 と も 1

点ずつ の 計3 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製石斧 、 磨製石斧、 石銀、 二次加工も あ る 剥片 、 敵石・磨石、 石

皿等 が 出 て い る が 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て い る 。 土製品は 2 点 出 て い る が 、 2 点 と も図示 し

て い る 。

42-35号住居祉

[遺構・埋土] (第121図 ・ 図版56)

42区西端 に 位置す る 。 遺構の大半 が調査区外 に伸びて お り 、 平面 プ ラ ン の 確定は困難で あ る 。 た だ 残存部

か ら 推測す る と 円形又は楕円形 を 呈す る よ う にも見 え る 。 長径は4.6 m 、 短径は1.5m以上 を 測 る が 、 残存状況

が悪い た め 本来の規模 を 表し た 数値 と は考 え に く い 。 遺構検出面か ら 床面 ま での 深 さ は14cmで あ る 。 柱穴は

1 個確認 し た が 、 半分 し か検 出 で き ず本 当 に柱穴か疑問も残 る 。 炉跡や そ の他の遺構は確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土は、 3 層 に 分 け ら れ る 。 3 層 と も暗褐色 を 基調 と す る が 、 粒子が粗 く し ま り の あ る もの (埋

土 1 層) と 焼土、 炭化物混 じ り の さ ら に し ま り の あ る もの (埋土 2 層 ) 、 そ し て 炭化物が わず か に 混 じ る し ま

り の あ る もの (埋土 3 層 ) で あ る 。 埋土 3 層は壁際 に三角堆積 し て お り 、 主 な埋土は埋土 1 層 と 2 層 で あ る 。

E08 ・g"」|凶

丘一L=B9.9∞m A' 

第117図 42-31号住居枇遺構実測図
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[ 遺物] ( 第124図)

本住居 J止 か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 して い る 。 住居 担1: そ の も の が 半 分 も 検 出 さ れ て い な い た めか 、 遺

物の 出 土 量は あ ま り 多 く な い 。 縄文土器 は深鉢 、 浅鉢 が 出 て い る が 、 図示で き た の は深 鉢 3 点 の み で あ る 。

石 器 は 打製 石 斧 、 磨 製石 斧 、 石錘、 i散石 ・磨 石 、 石皿等 が 出 て い る が 、 そ れ ら の 中か ら 幾つ か選 ん で図示 し

て い る 。
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42 -38号住居枇

[遺構 ・ 埋土 ] ( 第125匡1.lzl版59)

43区 南側 に 位置す る 。 42-25号 住居枇と 42- 32号住居 力1:の 南 側 に あ る 。 1::.面 を 削 平 さ れ て い る が 、 平 面 プ

ラ ン は 円形 を 呈 す る o 長径 は 4.8m以 上、 短 径 は 4.5m を 11W り 、 辿椛検 出面 か ら 床面ま で の 深 さ は12cmで、あ る 。

う ち 8 11 li1 は 対に な っ て い る よ う に も 見 え 、 別 の 遺構 に 1�1�う 可能性も あ る 。 ま た は柱穴 は 計 9 個 確認 し た が 、

辿て 替 え を 行な っ た こ と も 考 え ら れ る 。 炉跡やそ の他の 過f'l'iは 確認さ れ な か っ た 。

住居 J止の埋土 は 、 粘 質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い 明黄褐色土の 1 層の み で あ る 。 焼土 を 含み 最 下 層 が 硬

化 し て お り 、 そ れが 床面 と 考 え ら れ る 。

[遺物] ( 第126図)

本住居 祉 か ら は 、 縄文土器 と 石器の 他 に 土製品 が 出土 し て い る 。 辿物の 出 土 塁は そ れ ほ ど 多 く な い 。 制文

そ の 中か ら 浅鉢 2 点 、 深鉢 2点の 言l' 4 点 、を 図 示 し て い る 。 石 器 は 打製石斧、土器 は 深 鉢 、 浅 鉢 が 出 て お り 、

二次加工の あ る 剥片 、 敵 石 . J.葱石、 石 Jm等 が 出 て お り 、 そ れ ら の中か ら 幾つ か 選 ん で図示 し て い る 。 土製 品

は 1 点の み 出 土 し て い る が 、 図示し て い る 。
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第 3 節 各調査区の成果

42-39号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第127図)

43 区 南 側 に 位 置 す る o 42一 06号・25号・38号住居祉に固ま れ る よ う に 造 ら れ て い る 。 南北 を 42 - 06号 、

42ー25号住居祉に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長径 は4.0 m 以上 、 短

径 は4.8 m を 測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は 12cmで あ る 。 柱穴は計6 個確認 さ れた が 、 削平 さ れて い

る た め 、 本来はもっ と 多 か っ た と 考 え ら え る 。 いずれも対に な っ て い る よ う に も見 え 、 別 の 遺 構 に 伴 う 可能

性もあ る 。 ま た は建て替 え を 行な っ た こ と も考 え ら れ る 。 炉跡や そ の 他の遺構は確認 さ れ な か っ た 。 前述 し

た よ う に 本住居枇 は42-06号 、 42 - 25号住居祉 と 切 り 合 い 関係 に あ る が 、 そ の 新旧関係 は 本住居:f:ll::の 方 が 他

の 2 住居士止 よ り 古い と 考 え ら え る 。

住居祉の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 し ま り の な い暗褐色土 (埋土 1 層) と 粘性 、 し ま り の 強 い 暗黄褐色

土 (埋土 2 層) で あ る 。

[遺物】 ( 第 128図 )

本住居士止 か ら は 、 縄文土器、 石器の 他 に 玉類 、 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は破片 の み の 出 土 で 、

深鉢、 鉢 、 浅鉢の他小型の土器 ( ミ ニチュア土器か) が あ る 。 図示で き た の は鉢 1 点 、 小型の土器 1 点 、 深

鉢 3 点 の 計5 点 で あ る 。 石器 は打製石斧、 磨製石斧、 石錘、 二次加工の あ る 剥片 、 石皿等 が 出 て い る が 、 そ

れ ら の 中 か ら 幾つ か選 ん で 図示 し て い る 。 玉類 は 1 点のみ出土 し て お り 、 そ の 1 点 を 図示 し て い る 。 焼成粘

土塊は今回図示 し て い な い 。

42-42号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第129図・図版60)

43区南側 に 位置す る 。 42 -05号住居枇の北西側 に接す る よ う に 造 ら れて い る 。 西側 か ら 南側 に か け て 少 な

か ら ず削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は円形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長径 は6.0 m 、 短径 は5.8 m を 測 り 、 遺構

検出面か ら 床面 ま での深 さ は 15cmで あ る 。 柱穴は計8 個確認 さ れ た が 、 う ち 2 個 は対に な っ て い る よ う にも

見 え る 。 中 央 よ り やや西寄 り の場所 に 100X 90cmの炉跡が 1 基検出 さ れ た 。 住居社内 に は埋設土器 (42-22号

埋設土器) が あ る が 、 住居祉の埋土 に掘 り 込んで埋納 さ れて お り 、 伴 う もの で は な い 。

住居祉の埋土 は 、 黄褐色 シ ル ト の 1 層のみで あ る 。

[遺物] (第130・131図)

本住居 社 か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 遺物の 出 土量は 多 く な い 。 縄文土器

は破片の み で 、 深鉢、 浅鉢が あ る 。 そ の 中 か ら 浅鉢 3 点 、 深鉢 2 点の計5 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製石

斧 、 石鎖、 石 錘 、 二次加工の あ る 剥片 、 使用痕の あ る 剥片 、 蔽石・磨石、 砥石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か

ら 幾っ か選 んで図示してい る 。 焼成粘土塊は今回図示してい な い 。

42-51号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第132図・図版61)

42区西側 に 位置す る 。 42 -27号 、 42-28号住居祉に接す る よ う に 造 ら れて い る 。 平面 プ ラ ン は や や不整形

な 円形 を 呈す る 。 長径 は6.7 m 、 短径 は5.9m を 測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は 10cmで あ る 。 柱穴は計
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ま た は 建て 替 え を12個 昨認 さ れ 、 い ずれ も 近接 す る 柱穴と 対 に な っ て お り 、 別 の 迎桝 に 伴 う 可能性 も あ る 。

行な っ た こ と も 考 え ら れ る 。 東 側の 壁際 に は径 が120cmの 炉跡が 1基検出さ れ た 。 掘り 方 の 中に は焼土が集中
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住居 :l:Jl:の埋土 は 、 や や し ま り の あ る 暗褐色土の 1層の み で あ る 。 焼土や炭化物が混じ っ て い る 。
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[遺物1 ( 第133図)

本住居i止か ら は 、 縄文 土 器 と 石 器 の 他 に 焼成粘土塊が 出土 し て い る 。 遺物の 出土量は そ れ ほ ど 多 く な い 。

縄文土 器 は 破 片 資本|の み で あ る が 、 そ の 中 か ら 深鉢 3点を 図示 し て い る 。 石 器は 打製 石 斧 、 謄製石 斧 、 石鍬、

石 匙 、 石 錘、 二次加 工 の あ る 剥 片 、 敵石 ・ 磨石等 が 出て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選 ん で図 示 し て い る 。

焼成粘土塊は 今回図示 し て い な い 。

42-54号住居祉

[ 遺構 ・ 埋土1 ( 第13 4匡1 . 図版62)

42区中 央 に 位置す る 。 42-08号住 居 祉の 南側 、 42-28号住居 祉の 東側 に 造 ら れ て い る 。 平面プ ラ ン は や や

不 整 形な 円形 を 呈す る 。 長 径 は5.1m、 短伎は 4.6111を 1WI り 、 辿構検 出面 か ら 床 面ま で の 深 さ は12cI11で、 あ る 。 柱

穴 は 計7 個確認 さ れ 、 う ち 4個は そ れ ぞれ対 に な っ て い る 。 他の住居祉同様 、 別 の 遺 構に 伴 う 可能性 も あ る o

ま た は建て 替 え を 行な っ た と と も 考 え ら れ る 。 竪穴内に は炉跡や そ の他 の 遺 構は確認 さ れな か っ た 。

住居 枇の i盟土は 、 1&土混じ り の 褐色土の 1 層の み で あ る 。 こ の J盟土 は 田 層 に 相当 す る も の で あ る 。

[遺物1 ( 第135図)

本住居 祉 か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 玉 類 が 出土 し て い る 。 遺物の 出 土量は少 な い 。 縄文土器 は 破 片 資

料 が大 半 で あ る が 、 わ ず か に 反転復元で、 き る も の も あ る 。 そ の 中 か ら 浅鉢 1 点 、 深鉢 2点、 を 図 示 し て い る 。

石 器 は 打製 石斧 、 二次加 工の あ る 剥片 、 敵石. )密石等 が 出て い る が 、 そ の 中 か ら 幾っ か 選 ん で、図示 し て い る 。

玉類 は 1点、の み 出土 し て お り 、 そ の 1 点 を 図示 し て お く 。
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第 皿 章 調査の成果

( 2  ) 埋設土器遺構

42-01号埋設土器

[遺構・埋土] (第136図・図版63)

43区北側 に 位置す る 。 周 囲 はか な り 削平 さ れて い る が掘 り 方 を 持つ 埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方の 平 面 プ

ラ ン は南側 を 削 平 さ れ て い る の では っ き り し な い が 、 残存部 か ら 円 形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る 。 長径は

45cm以上 、 短径は45cm を 測 り 、 遺構検出面か ら 最深部 ま での 深 さ は20cmで、あ る 。 掘 り 方 内 に は、 合せ 口状

に 深鉢 と 浅鉢 が セ ッ ト で埋設 さ れ て い た 。 主体 と な る 深鉢は、 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れて い た 。 浅鉢

は破損 し て 深鉢の外側 に 落 ち 込ん で い た 。 浅鉢は削平に よ っ て 半分以上欠損 し て い た が 、 深鉢は比較的土器

片の散逸は少 な く 、 埋設 当 時の 姿 を 留め て い る と 考 え ら れ る 。

埋設土器遺構の 埋土は、 深鉢内の埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢内の埋土は、 粒子の 粗 く し ま

り の あ る 暗褐色土 (埋土 1 層) と 埋土 1 層 よ り 粒子の細 か く し ま り の あ る 黒褐色土 (埋土 2 層) に 分 け ら れ

る 。 掘 り 方内の埋土は、 あ ま り し ま り の な い暗褐色土 (埋土 3 層 ) の み で あ る 。 埋土1 ・ 2 層 に は焼土 を わ

ずか に含んで、い る 。

[遺物] (第136図・図版145)

11は口縁部 か ら 頭部の一部 と 胴部の1/ 2 、 底部 を 欠損 し た 浅鉢で あ る 。 器面調整は横 ミ ガキ と 斜め ミ ガ

キで 、 肩部以上 と 胴部 で そ れ ぞれ調整方法が異な る 。 口縁帯 に は山形突起 と 凹点 が あ る が 、 い ずれもか な り

退化 し て お り 、 沈線も 1 条 し か巡 っ て い な い 。 頭部か ら 胴部への カ ー ブも緩や か な もの で 、 底部は欠 け て い

る が形態的 に は鉢 に 近 いもの と 推測 さ れ る 。 1 2は底部 が や や 欠損 し て い る もの の 、 そ れ以外はほぼ完形の深

鉢 で あ る 。 器面調整は横 ミ ガキ と 縦 ミ ガキで胴部外面 に は縦 ミ ガキの 前に員殻条 痕 が 施 さ れて い る 。 口縁帯

はほ ぼ直立 し て お り 、 3 - 4 条の沈線 を巡 ら すが横 ミ ガキに よ っ て消 え か か っ て い る 。 頭部か ら 肩部の張 り

出 し は非常に 緩 や か で 、 胴部の 張 り 出 し も緩や か な もの で あ る 。 底部はほ と ん ど 平底 に 近 く 、 わ ず か に 挟れ

て い る よ う にも見 え る 。

42-02号埋設土器

[遺構・埋土] (第137図・図版64)

43区南側 に 位置す る 。 42 ー25号・32号・38号住居士止に挟ま れ る よ う に 造 ら れて い る 。 掘 り 方 を 持つ埋設土

器遺構 で あ る が 、 全体的 に か な り 削平 さ れて お り 、 そ の た め掘 り 方の平面 プ ラ ン もは っ き り し な い 。 敢 え て

推定す る な ら 円形 と 考 え ら れ る 。 そ の規模も径 が50cm程、 遺構検 出面 か ら 最深部 ま での深 さ は 5 - 10cm と 土

嬢 と い う よ り 窪み の 様 な 印象 さ え 受け る 。 掘 り 方内 に は浅鉢 が 1 個埋設 さ れ て い た 。 浅鉢は口 縁 を 下 に 据 え

ら れて い た と 考 え ら れ る が 、 削平の た め はっ き り し な い 。 掘 り 方の 東側 に 向 かつて 土器片が広 が っ て い た が 、

別個体で あ る た め 、 本埋設土器遺構 に 伴 う か ど う か 不 明 で あ る 。 ま た 土器片 に 混 じ っ て 離も見 ら れ る が 、 土

器片岡様、 伴 う か ど う か不 明 で あ る 。

埋設土器遺構の 埋土は、 そ の ほ と ん ど が後世の撹乱に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 鉢 内 の 埋土 と 掘 り 方 内の

埋土 に 分 け ら れ る 。 ど ち ら も暗褐色 を 基調 と し て い る が 、 掘 り 方内の理土は し ま っ て お り (理土 1 層) 、 鉢内

の埋土はや や し ま り が な い (埋土 2 層) 。

[遺物] (第 137図・図版146)

13は口縁部の 一部 と 胴部の1/2 、 底部 を 欠損した浅鉢で あ る 。 器面調整は主に 横 ミ ガキで あ る が 、 胴部

-1 25 -
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第皿主主 調査の成果

cコ

外面 に は横 ミ ガキの 前に へ ラ ナデ を 施 し て い る 。 口 縁帯 に はわ ず か に 山形突起 が あ る が 、 凹 点 は施 さ れ て い

な い 。 ま た 口 縁帯はや や外反 し 、 沈線が 2 条巡 っ て い る 。 頭部はや や弓形 に 外湾 し な が ら 肩部へ続 き 、 胴部

は丸み を 持っ て い る 。 口 径 に 比べ器高が高 く 、 器形的 には鉢 に 近いが一応浅鉢の部類 に 入れて お く 。
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第 3 節 各調査区の成果

42-03号埋設土器

[遺構 ・ 埋土】 ( 第138図 ・ 図版65)

43区 中 央 に 位置 す る 。 42 ー32号住居社内の北側 に あ り 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構で あ る 。 42-02号埋設

土器同様、 か な り 削平 さ れて い る 。 掘 り 方も半分程 し か検 出 で き な か っ た が 、 残存状況か ら 平面 プラ ン は円

形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る 。 そ の規模も不確定な 部分もあ る が 、 長径は60cm、 短径は50cm以上 を 測 り 、 遺

構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は15cmで あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 深鉢は口縁 を 下 に

し て 据 え ら れて い た 。 掘 り 方 内 は深鉢 に 、沿っ て や や 落 ち 込 ん で お り 、 よ り 安定 さ せ る た め に掘 り 込 ん だ 可能

性もあ る 。 深鉢は胴部以下 を 欠損 し て お り 、 半載 さ れ た形 と な っ て い た 。 本埋設土器は前述 し た よ う に 42 -

32号住居社内 に あ る が 、 伴 う もの ではな い。

埋設土器遺構の埋土は、 そ の ほ と ん ど が後世の撹乱に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 か ろ う じ て 2 層 に 分 け ら

れ る 。 し ま り の あ ま り な い暗褐色土 (埋土 1 層) と 焼土 ・ 炭化物混 じ り で し ま り の あ る 暗褐色土 (埋土 2 層 )

で あ る が 、 同 じ 暗褐色土でも埋土 2 層 の 方 が 明 る め で あ る 。 ま た埋土 2 層は42-32号住居祉の埋土の 可能性

もあ る 。

[遺物】 (第138図 ・ 図版 147)

14は口縁部 と 頭部の一部 と 肩部以下 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 口縁部 に は横 ナ デ 、 頭部 に はヘラナ デの 後 ミ

ガキを 施 し て い る 。 口縁帯はや や外反 し 、 6 - 8 条の沈線が巡 っ て い る 。 沈線は多条化 し て い る もの の 、 ま

だ 貝殻条痕 を 用い て はい な い 。 頭部は直線的で口縁付近 に は補修孔 が穿た れ て い る 。 補修孔 な ら ば対に な っ

て い る はず だ が 、 欠損 し て お り 1 個 し か な い 。

42-04号埋設土器

[遺構 ・ 埋士】 (第139図 ・ 図版66)

43区南側 に 位置す る 。 42-32号住居社内の南側 に あ り 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構で あ る 。 42-03号埋設

土器ほ ど ではな い が 、 上部 を 削平 さ れて い る 。 掘 り 方の平面 プラ ン は不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径は80cm以

上、 短径は70cm を 測 り 、 遺構検出面か ら 最深部 ま での深 さ は10cm以上で あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設

さ れて い た 。 深鉢は口 縁 を 上 に し て 据 え ら れて い た 。 掘 り 方 内は深鉢に沿 っ て や や 落 ち 込 ん で お り 、 よ り 安

定さ せ る た め に 掘 り 込 ん だ 可能性も あ る 。 深鉢は口縁帯 と 胴部以下 を 欠損 し て お り 、 半哉 さ れ た 形 と な っ て

い た 。 本埋設土器は前述 し た よ う に42-32号住居社内 に あ る が 、 42-03号埋設土器同様、 伴 う もの ではな い。

埋設土器遺構の埋土は、 2 層 に 分 け ら れ る 。 ど ち ら も暗黒褐色 を 基調 と し て い る が 、 き め が 細か く あ ま り

し ま り の な いもの (埋土 1 層) と し ま り の あ る もの (埋土 2 層) に 分 け ら れ る 。

[遺物) (第139図 ・ 図版148)

15は口 縁部 と 頭部の一部 、 胴部以下を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 器面調整は横 ミ ガキで あ る 。 口 縁部 と 胴部以

下 が 欠損 し て い る た め 、 全体の プ ロ ポ ー ショ ン が 明 ら かで な い が 、 顕部は口 縁付近で強 く 外反 し て い る 。 界

線は施 さ れて お ら ず、 肩部はや や張 り 出 し て い る よ う だ が 、 胴部 が ほ と ん ど な い た めはっ き り し な い 。
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第 3 節 各調査区の成果

42-16号埋設土器

[遺構 ・埋土】 ( 第 140図・図版67)

43区南側 に 位置す る 。 42 -32号住居社内の南西端 に あ り 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構 で あ る 。 42一03号・

04号埋設土器同様、 上部 を 削平 さ れて い る 。 掘 り 方の平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 径 は 50cm程で遺構検 出 面

か ら 最深部 ま での 深 さ は20cm以上で あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 深鉢 は 口 縁 を 上 に し て

据 え ら れて い た 。 深鉢は胴部以下 を 欠損 し て お り 、 半載 さ れ た形 と な っ て い た 。 本埋設土 器 は 前述 し た よ う

に42-32号住居社内 に あ る が 、 42ー03号・04号埋設土器同様、 伴 う もの で は な い 。

42- 16号埋設土器遺構の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 ど ち ら も暗褐色 を 基調 と し て い る が 、 し ま り の な い

もの (埋土 1 層) と し ま り の あ る もの (埋土 2 層) で区分で き る 。 埋土 2 層 は深鉢内 に の み堆積 し て い る が 、

理土 1 層 は深鉢内 だ け で な く 掘 り 方 内 に も堆積 し て い る 。

[遺物】 (第140図・図版 1(9)

16 は 口縁部か ら 頭部の 1/ 3 と 肩部以下 を 欠損 し た深鉢で あ る 。 器面調整 は横 ミ ガキが主で頭部 内 面 は へ

ラ ナデの み で あ る 。 口縁帯 は ほ ぼ直立 し て お り 、 6 条の沈線が巡っ て い る 。 頭部 は や や弓形 に 外湾 し て い る

が 、 下 に行 く に従っ て 直線的 に な っ て い る 。

42-17号埋設土器

[遺構 ・埋土1 (第141図・図版68)

42区北側 に 位置す る 。 上部 を 削平 さ れて お り 、 本来の形状 を ど の 程度留め て い る か不 明 だ が 、 一応掘 り 方

を 持つ 埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方の平面 プ ラ ン は不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径は55cm、 短径は45cm を 測 り 、

遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での深 さ は 、 12cm以上であ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 深鉢 は 口

縁 を 下 に し て 据 え ら れて い た 。 深鉢は胴部以下 を ほ と ん ど 欠損 し て お り 、 一 見 半哉 さ れ て い る よ う にも見 え

る が 、 あ く ま で削 平 に よ る もの で あ る 。 掘 り 方の 西側の肩部付近か ら 、 円離 が深鉢 を 支 え る よ う な 形 で 見 つ

か っ て い る 。 本埋設土器 に 伴 う もの か ど う か は 、 上部 を 削平 さ れて い る こ と を 考 え る と 疑問も残 る 。 ま た 周

囲 か ら は台石や焼土の 分布も確認 さ れて お り 、 本埋設土器が住居社内 に あ っ た 可能性も否定で き な い 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 そ の ほ と ん ど が 後世の撹乱 に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 深鉢内の埋土 と 掘 り 方内

の埋土 に 分 け ら れ る 。 ど ち ら も黒褐色 を 基調 と し て い る が 、 掘 り 方内の埋土 は し ま っ て お り (埋土 1 層) 、 深

鉢内の埋土 は や や し ま り が な い (埋土 2 層) 。

[遺物1 (第141図・図版150)

17は口縁部 か ら 頭部の一部 と 胴部以下 の 大半 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 器面調整 は 外面 で は 貝殻条痕 と ミ ガ

キ、 内 面 で は 横 ミ ガキで あ る 。 口 縁帯 は 直立気味 に立ち 上が り 、 口縁帯の沈線 は 貝殻条痕 に よ っ て表現 さ れ

て い る 。 頭部は緩や か に外湾 し て お り 、 胴部の形態 は は っ き り し な い が残存部 か ら 推測す る と 、 緩や か に 張

り 出 し な が ら 底部 に 繋 が る と 考 え ら れ る 。

42-18号埋設土器

[遺構 ・埋土1 (第142図・図版69)

42区北側 に 位置す る 。 42ー08号住居社内の西側 に あ り 、 後述す る 42- 19号埋設土器の 東側 に 近接 し て い る 。
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第3 節 各調査区の成果

上 部 を 削平 さ れ て い る が 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器辿梢で、 あ る 。 掘 り 方 の 平 面 プ ラ ン は楕 円 形 を 呈す る 。 長 径

は50cm 、 短 径 は 40cm を 剖1/ り 、 辿梢検 出 面 か ら 最深 部 ま での深 さ は20cmで、あ る 。 掘 り 方 内 に は深 鉢 が 1 個埋

設 さ れ て い た 。 深鉢 は 口縁を 下に し て 据 え ら れ て い た 。 深鉢 は 同省1 \以 下を 欠損 し て お り 、 半賊さ れ た jlヲ と な

っ て い た 。 本埋設土器は 前述 し た よ う に 42 -08号住居 祉内 に あ る が 、 遺構の 切 り 合 い 関係 か ら 伴 う も の で は

な い。

埋 設 土 器遺構のj盟土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 粒子が 綱か く し ま り の あ る 明 黒褐色土 (埋土 1 府) と 粒子が

利11か く し ま り の な い 黒褐色土 ( 坦土 2 層) で あ る が 、 掘 り 方のj盟土 は 記さ れ て お ら ず 、 本 来 的に は 3 層 に 分

け ら れ る と 考 え ら れ る 。
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第凹章 調査の成果

[遺物] (第142図 ・ 図版151)

18は口縁部か ら 頭部の一部 と 肩部以下 を 欠損 し た深鉢で あ る 。 器面調整は横ミガキ が 主 で 、 頭部外面 は縦

ミガキ で あ る 。 口縁帯 は直立気味 に 立 ち 上 が り 、 3 条の沈線が巡っ て い る 。 頭部 は 口 縁付近で は強 く 外反 し

て い る が 、 そ れ以下 はわずか に 外湾 し て い る 。 頭部途 中 か ら 欠損 し て い る た め 、 全体の様相は不明で、あ る 。
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第3 節 各調査区の成果

42-19号埋設土器

【遺構 ・ 埋土] ( 第 143図 ・ 図版69)

42区北側 に 位置す る 。 4 2ー08号住居枇内の西側 に あ り 、 前述す る 42- 19号埋設土器の 西側 に 近接 し て い る 。

上部 を 削平 さ れ て い る が 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構 だ と 分 か る 。 掘 り 方 の 東側 に 突 出 し た 箇 所 が あ る が 、

平面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る 。 長径は65cm、 短径は60cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は 15cmで、

あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れ て い た 。 深鉢は口縁 を 下 に し て 据 え ら れて い た 。 深鉢は肩部以下 を

か な り 欠損 し て い た 。 本埋設土器 は前述 し た よ う に 42-08号住居社 内 に あ る が 、 遺構の 切 り 合 い 関 係 か ら

42- 18号埋設土器同様、 伴 う も の で は な い 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 粒子 が細か く わずか に し ま り の あ る 黒褐色土 (埋土 1 層 ) と

粒子 が粗 く し ま り の あ る 明黒褐色土 (埋土 2 層) で あ る が 、 埋土の大半 は 1 層 で あ っ て 、 2 層 は掘 り 方の底

部 に薄 く 堆積す る の み で あ る 。

[遺物] (第143図 ・ 図版152)

19 は 口 縁部 か ら 肩部の一部 と 胴部以下の大半 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 器面調整 は 主 に 横ミガキ で横ミガキ

の 前 に へ ラ ナ デや 貝殻条痕 を 施 し て い る 。 口縁帯はわずかに外傾 し 、 3 - 4 条の沈線が巡っ て い る 。 頭部 は

緩 や か に 外湾 し 、 胴部 も わずか に 張 り 出 し て い る 。 界線は 1 条巡っ て い る が 、 所々へ ラ 描 き の沈線が途切れ

て お り 、 か な り 組雑 な 印象を 受 け る 。

42-20号埋設土器

I遺構 ・ 埋土] (第 144図 ・ 図版70)

42区西側 に 位置す る 。 上部 を か な り 削平 さ れて い る ら し く 、 掘 り 方の ほ と ん ど を 失 っ て い る が一応、 掘 り

方 を 持つ埋設土器遺構 と し て お く 。 掘 り 方の 平面 プ ラ ン は不整形 な 楕円形 を 呈す る 。 長径は95cm、 短径 は

70cm を 測 り 、 遺構検出面か ら 最深部 ま での深 さ は10cm以上で あ る 。 掘 り 方内 に は浅鉢 が 1 個埋設 さ れて い た 。

浅鉢 は 口 縁 を 下 に 据 え ら れて い た と 考 え ら れ る が 、 削平の た め は っ き り し な い 。 掘 り 方内 に は土器片 が広が

っ て い た が 、 別個体で あ る た め 、 本埋設土器遺構に伴 う か ど う か不明で あ る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 そ の ほ と ん ど が 後世の撹乱に よ っ て 削平 さ れて い る が 、 か ろ う じ て 2 層 に 分 け ら

れ る 。 ど ち ら も 褐色 を 基調 と し て い る が 、 き め が細か く し ま り の あ ま り な い も の (埋土 1 層) と 粘質 を 持 ち

し ま り の あ る も の (埋土 2 層) に 分 け ら れ る 。 埋土 2 層 に はわずか に焼土、 炭化物が混 じ っ て い る 。

[遺物】 ( 第 144図 ・ 図版153)

20 は 口 縁部 か ら 肩部の一部 と 胴部以下の大半 を 欠損 し た 浅鉢で あ る 。 器面調整 は横ミガキ で あ る 。 口縁帯

はやや外反 し 、 山形突起 が つ い て い る 。 ま た 凹点が 2 点施 さ れて い る が 、 山形突起共々、 形骸化 が進ん で い

る 。 凹 点 の聞を 通 る よ う に 1 条の沈線が巡ってい る 。 頭部 はやや弓形 に 外反 し 、 肩 部 は や や張 り 出 し てい る 。

界線は か ろ う じ て 1 条確認で き る 。

42-21号埋設土器

[遺構 ・ 埋土】 (第 145図 ・ 図版71)

42区北東側 に 位置す る 。 後述す る 42 -43号埋設土器の西側 に 近接 し て い る 。 か な り 後世の撹乱等 で削平 さ
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1;p; ul :1:1: 調査の成架

れ て い た が 、 一応掘 り 方を 持 つ 埋設 土器遺桝 で あ る 。 掘 り 方の 平面 プ ラ ン は 削 平の た め は っ き り し な い 。 検

出11寺 の 形 態は 不 整 形 な 円形 を 呈す る が 、 本来の 形態か ど う か 疑問で あ る 。 i島村t検 出 面 か ら 最 深音1 1ま で の 深 さ

は20cm以上 で、あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 1匝|埋設 さ れて い た 。 深 鉢は 口縁を 下に 据 え ら れ て い た と 考 え ら れ

る 。 や や東側に 傾斜 し て い る が 、 掘 り 方 の 底の 形 か ら 考 え る と 本来は 垂直 で あ っ た と 推測 さ れ る 。 一見土器

片の 散逸が 激 し い よ う に 見 え る が 、 仁l縁か ら 底音1 1ま で一通 り 残 っ て お り 、 深鉢の 残存状態は 削平 さ れ た 剖に

は比較的良 好 と 言 え る 。

埋設土器遺構の j型土は 、 し ま り の あ る 黄褐色土の 1 層の みで あ っ た 。

[lli物1 (第145図・図版154)

2 1 は 口縁部 か ら 肩部の 一部 と 胴部の 1/3 を 欠損 し た 深 鉢で あ る 。 器面調整は 横 ミ ガ キと 縦 ミ ガ キが 主で 、
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第 3 節 各調査区の成果

外面 は縦 ミ ガ キ 、 口縁部、 肩部 と 内面は横 ミ ガ キ 、 と い う 風 に使い分 け さ れて い る 。 口縁帯 は 内傾 し 、 3 条

の 沈線 が巡 っ て い る 。 頭部 は 口縁付近 で は や や強 く 外反 し て い る が 、 そ れ以 下 は直線 的 で 、 胴部 も 緩や か に

張 り 出 す程度 で底部へ と 繋 が る 。 底部 は わ ず か に 上 げ底状 に挟れて い る が 、 平底 に 近 い形状 で あ る 。 界線は

見 ら れな い 。

42-22号埋設土器

[遺構 ・ 埋土】 (第 146図 ・ 図版72)

43区南側 に 位置す る 。 42 -42号住居祉の西側 に あ り 、 周 囲 は か な り 削平 さ れて い る 。 上部 を や や 削 平 さ れ

て い る が 、 一応掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方の 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 径 は45cm を 測 り 、

遺構検出面 か ら 最深部 ま での 深 さ は25cm以上で あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 深鉢 は 口 縁

を 上 に 据 え ら れて い た と 考 え ら れ る 。 上部の削平に よ り 口縁の大半 が 欠損 し て い る も の の 、 そ の他 の 部 分 は

比較的 良 く 残 っ て い た 。 た だ 、 胴部 と 底部の 聞の部分が欠損 し て お り 、 埋設 当 時か ら 欠損 し て い た 可能性 も

あ る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る 。 灰褐色砂質土 (埋土 1 層) と 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の あ

る 茶褐色土 (埋土 2 層) 、 そ し て か な り し ま り の あ る 暗褐色土 (埋土 3 層) で あ る 。

[遺物】 ( 第146図 ・ 図版155)

22は 口縁部の大半 と 胴部 か ら 底部の 1 / 2 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 胴部上半以上 と 底部 は 直接接合 し な い

が 、 同一掘 り 方 内 か ら 出土 し て い る た め 、 同一個体 と 判断 、 図面上で復元 し て い る 。 器面調整 は横 ミ ガ キ が

主で胴部 は縦 ミ ガ キ が施 さ れて い る 。 口縁帯 は わ ず か に 外傾 し 、 4 - 5 条の 沈線 が巡 っ て い る 。 頭部 は わ ず

か に 弓形 に 外湾 し て お り 、 胴部 も 緩や か に 張 り 出 す程度で底部へ と 繋 が る 。 底部は平底でやや胴部 か ら 突 出

し て い る 。

42-26号埋設土器

[遺構 ・ 埋土】 (第 147図 ・ 図版73)

42区西側 に 位置す る 。 42 -27号住居社内の 中 央 に あ り 、 上部 を 削平 さ れて い る が掘 り 方 を 持つ 埋設土器遺

構 で あ る 。 掘 り 方の平面 プ ラ ン は上部 を 削平 さ れて い る も の の 、 やや不整形 な 円形 を 呈す る 。 径 は50cm を 測

り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は30cm以上で あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 深鉢 は

口 縁 を 上 に し て ほ ぼ垂直 に 据 え ら れて い た と 考 え ら れ る 。 上部の削平 に よ り 口 縁 が 欠損 し て い る も の の 、 そ

の他の部分 は比較的良 く 残 っ て い た 。 本埋設土器 は土圧等 で 多 少 変形 し て い る が 、 口 縁 を 除 け ば埋設当 時の

姿 を 留 め て い る と 言 え る 。 な お42 ー27号住居祉の項で述べ た よ う に埋土の切 り 合p か ら 、 本埋設土器 は住居

祉 に 伴わ な い と 推測 さ れ る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 深鉢内の埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢内の埋土 は暗褐色 を 基調 と す

る が 、 焼土混 じ り の や や し ま り の あ る も の (埋土 1 層) と し ま り の な い も の (埋土 2 層) に 分 け ら れ る 。 一

方、 掘 り 方内の埋土 は し ま り の な い暗褐色土 (埋土 3 層) で あ る 。
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第 3 節 各調査区の成果

[遺物] ( 第147図 ・ 図版 156)

23 は 口 縁 部 と 頭部 、 底部の大半 、 そ し て 胴部の一部 を 欠損 し た深鉢で あ る 。 口縁部 を 欠損 し て い る に も か

か わ ら ず、 器高が50cm以上 あ り 、 か な り 大型の深鉢 だ っ た こ と が分 か る 。 器面調整 は頭部外面で は縦ミ ガ キ 、

内面 は ナ デ、 胴部 は へ ラ ナ デで あ る が 、 頭部内面に は土器製作時の接合痕 が残 っ て お り 、 器面調整 は不十分

と 言 え る 。 頭部か ら 胴部 は 直線 的 で、、 弓形の外湾や膨 ら み の あ る 張 り 出 し は 見 ら れ な い。 底部は平底 で 円 盤

貼 り 付け で あ る 。

42-29号埋設土器

[遺構 ・ 埋土] (第148図 ・ 図版74)

42区北側 に 位置す る 。 42- 17号埋設土器の南側 に あ り 、 周 囲 に は住居祉の存在 も 確認 さ れて い る 。 掘 り 方

を 持つ埋設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方の 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る 。 径 は60cm を 測 り 、 遺構検出面 か ら 最深部

ま での 深 さ は50cmで あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た。 深鉢 は 口縁 を 上 に し て ほ ぼ垂直 に 据 え

ら れて い た と 考 え ら れ る 。 口 縁 と 底部 が 多 少 欠損 し て い る も の の 、 そ の 他 の 部 分 は比較 的 良 く 残 っ て い た 。

な お 西側 に 台石や磨石 と お ぼ し き 円離が点在 し て い た が 、 本埋設土器に 伴 う か ど う か は定 か で は な い。 た だ 、

こ れ ら の離 は深鉢の 口 縁 を 押 し 潰す よ う に し て 出土 し て お り 、 石蓋 と し て 用 い ら れて い た 可能性 も あ る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 深鉢内の埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢内の埋土 は 、 し ま り の な い暗

褐色土 (埋土 1 層) 、 し ま り の あ る 暗褐色土 (埋土 2 層) 、 やや し ま り の あ る 黒褐色土 (埋土 3 層) 、 焼土 と 炭

化物 を 含み し ま り の あ る 暗褐色土 (埋土 4 層) 、 そ し て わずか に焼土 を 含んで少 し 粘質 を 持 ち 、 し ま り の あ る

黒褐色土 (埋土 5 層) に 分 け ら れ る 。 掘 り 方内の埋土 に つ い て は 、 注記 が 見 当 た ら ず不明 で あ る 。

【遺物】 ( 第148図 ・ 図版157)

24は 口 縁部 1 / 3 と そ の他一部 を 欠損 し た深鉢で あ る 。 深鉢 と し て は大型の 部類 に 入 る 。 器面調整 は横ミ

ガキ が 主 で 、 胴部 は縦又 は斜めミ ガ キ で あ る 。 口縁帯 は ほ ぼ直立気味 に 立 ち 上が り 、 4 条の沈線 を 巡 ら せて

い る 。 頭 部 は 口縁付近 で や や 強 く 外反 し て い る が 、 肩部 に 近づ く に つ れ て 直線的 に な る 。 胴部 は や や膨 ら み

を 持 っ て張 り 出 し て い る 。 底部 は あ ま り 残 っ て い な い が 、 わずか に上げ底の よ う で あ る 。

42-33号埋設土器

[遺構 ・ 埋土] (第149図 ・ 図版75)

42区南端 に 位置す る 。 南西方向 に41ー03号住居祉が あ る 他 は 、 特 に 目 立 っ た遺構は確認 さ れ な か っ た。 あ

ま り 削平 さ れて お ら ず 、 残存状況 は 良 好 で あ っ た。 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方の 平面 プ ラ ン

はや や不整形 な 円形 を 呈す る 。 た だ掘 り 方 の 西側 の ラ イ ン が や や は っ き り し な い た め 、 本来の平面 プ ラ ン か

ど う か は不明 で あ る 。 長 径 は 50cm 、 短径 は45cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は30cmで あ る 。

掘 り 方 内 に は 、 深鉢 と 浅鉢 が そ れぞれ上 を 向 い た形で埋設 さ れて い た。 主体 と な る 深鉢 は 、 口縁 を 上 に ほ ぼ

垂直に 据 え ら れて い た。 浅鉢 は破損 し て 深鉢 の 内側 と 外側 に 落 ち 込 ん で い た 。 破損 と 言 っ て も 散逸 し た 土 器

片 は あ ま り な く 、 そ の ま ま 押 し 潰 さ れ た 形で検出 さ れ た 。 埋設 当 時の 姿 を 留 め て い る と 考 え ら れ る 。 な お 、

周 囲 に は ピ ッ ト が数基確認 さ れて お り 、 何 ら か の遺構が存在 し た 可能性 も あ る 。

埋設土器遺構の 埋土 は 、 深鉢内の埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢内の埋土 は暗褐色 を 基調 と す

る が 、 あ ま り し ま り の な い も の (埋土 1 層 ) と や や黄色昧 を 帯びて お り 、 粘質 を 持 ち し ま り の あ る も の (埋
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土 2 府) 、 そ し て し ま り の な い も の (埋 土 4 層) に 分 け ら れ る 。 一方、 掘 り 方内 の 埋 土 は 、 黒昧が強い し ま り

の な いH音褐色土 (埋土 3 層) で あ る 。 埋 土 1 層 と 2 層の 聞 に 浅鉢が埋没 し て お り 浅鉢崩落後 、 埋土 1 貯が縦

秘 し た と 推測 さ れ る 。 或 い は埋土 l 層の脈拍に よ っ て 浅鉢が押 し 、潰 さ れ た の か も し れ な い 。
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第 田 章 調査の成果

[遺物] ( 第 150図 ・ 図版158)

25は全体の 1 / 4 を 欠損 し た 浅鉢で あ る 。 器面調整 は主に 粗いミガキ を 施 し て お り 、 粗製土器の範鴎に 入

る こ と か ら 、 深鉢の ー形式 と す る 考 え も あ る が 、 本書で は そ の形態 か ら 敢 え て 浅鉢 と し て 取 り 扱 う こ と に す

る 。 特 に こ れ と 言 っ た 装飾 も 文様 も な く 、 口縁部か ら 胴部 、 そ し て 底部へ と 中 華鍋 の 如 き 形態 を し て い る 。

か な り 大型の 浅鉢で、 口 径 は50cm と 本遺跡群の 当 該時期の土器 と し て は最大級の 大 き さ を 誇 る 。 な お 、 底部外

面 は 熱 を 受 け た の か赤変 し て い る 。 26 は ほ ぼ完形の深鉢で あ る 。 器面調整 は 主 に 横ミ ガ キ で 、 胴部外 面 は縦

ミガキ を 施 し て い る o 口 縁帯は な く 、 特 に 施文 さ れた跡 は な い。 口 縁部か ら 頭部 は弓形 に 外湾 し 、 肩 部 は や

や強 く 張 り 出 し 、 胴部 は直線的 に底部へ と 繋 が っ て い る 。 底部 は わ ず か に 上 げ底 に な っ て い る 。 界 線は な い

も の の 、 口唇部 は比較的 き ち ん と 仕上げ ら れて お り 、 全体の形態 か ら も 古い様相 を 呈す る 土器で あ る 。

一戸 て三ラデ ー J 二三

、将
\ミごと

25 

第150図 42-33号埋設土器出 土遺物実測図
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42-34号埋設土器

[遺構 ・ 埋土】 ( 第 151図 ・ 図版76)

42区北側 に 位置す る 。 42- 08号住居祉内の南側 に あ る 。 上部 を 削平 さ れて い る が 、 一応掘 り 方 を 持つ埋設

土器遺構で あ る 。 掘 り 方の平面 プ ラ ン は 楕円形 を 呈す る 。 長径 は55cm、 短径 は35cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら

最深部 ま での 深 さ は 15cm以上で、 あ る 。 掘 り 方内 に は浅鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 浅鉢 は 口 縁 を 上 に 据 え ら れ

て い た と 考 え ら れ る が 、 削平の た め は っ き り し な い 。 削平の た め 土器片 が か な り 散逸 し て い た が 、 そ れで も

あ る 程度 は埋設 当 時の姿 を 留 め て い る 。 本埋設土器 は前述 し た よ う に42-08号住居社 内 に あ る が 、 住居枇埋

土 を掘 り 込 ん で お り 、 42- 18号 、 19号埋設土器同様、 住居祉 に伴 う も の で は な い 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る 。 浅鉢内 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ、 いずれ も 暗褐色 を 基調

と す る が 、 浅鉢内 に は や や黄色昧 を 帯 び た や や し ま り の あ る も の (埋土 1 層 ) と や や暗 く し ま り の な い も の

(埋土 2 層) 、 そ し て掘 り 方 内 に は埋土 2 層 に類似 し た も の (埋土 2 ' 層) が あ る 。

[遺物1 (第152図 ・ 図版159)

27は口縁部 1 / 2 と そ の他 2 / 3 を 欠損 し た浅鉢であ る 。 器面調整 はミガキ を 施 し て お り 、 横ミガキ と 斜

めミガキ が主 で あ る 。 口縁帯 は ほ ぼ直立気味 に 立 ち 上が り 、 欠損部 が 多 い た め は っ き り し な い が 、 山形突起

を 有 し 、 凹 点 を 2 点施文 し て い た と 考 え ら れ る 。 ま た 2 条 の 沈線が巡 っ て い る 。 頭部 は や や 弓形 に 外湾 し 、

肩部 は や や張 り 出 し て い る 。 そ し て 胴部 は や や丸み を 持 っ て張 り 出 し な が ら 底部へ繋が っ て い る 。 底部は平

底で あ る 。 界線は巡 っ て い る が 、 明瞭な段 を 形成 し て い る わ け で は な い 。

42-43号埋設土器

【遺構 ・ 埋土1 ( 第 151図 ・ 図版77)

42区北東側 に 位置す る 。 前述 し た42-21号埋設土器の東側 に 近接 し て い る 。 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構で

あ る 。 ト レ ン チ坑 に よ っ て 掘 り 方 を 削平 さ れて い た た め 、 掘 り 方の 平面 プ ラ ン は は っ き り し な い が 、 円 形 か

楕円 に 近 い 円形 を 呈 し て い た と 考 え ら れ る 。 長径は45cm、 短径は は っ き り し な い が 、 30-45cm程 を 測 り 、 遺

構検出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は20cmで あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 深鉢 は 口 縁 を 横 に

し た 状態で検出 さ れ た 。 こ の よ う な姿勢で見つ か っ た埋設土器 は 、 本遺跡群 に お い て は ほ と ん ど 確認 さ れて

お ら ず、 遺構の性格 を 判断す る う え で重要 な要素 と な ろ う 。 底部付近 は完全 に 欠損 し て い る も の の 、 そ の他

の 部分 は比較的 良 く 残 っ て い た 。 ト レ ン チ坑や後世の 撹乱等 は あ る が 、 全体的 に は埋設 当 時の姿 を 留 め て い

る と 言 え る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 し ま り の あ る 灰褐色土の 1 層の み で あ る 。

[遺物1 ( 第 152図 ・ 図版160)

28 は胴部の一部 と 底部 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 器面調整 は 主 に 横 ナ デ と へ ラ ナ デで 、 ミガキ は施 さ れて い

な い 。 口縁帯 は ほ ぼ直立気味 に 立 ち 上 が り 、 4 条の沈線が巡 っ て い る 。 頭部は緩や か に 外湾 し 、 胴部 は や や

丸み を帯びな が ら 底部へ と 伸びて い る が 、 底部が欠損 し て い る た め最終的 な形態 は は っ き り し な い 。
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42-57号埋設土器

[遺構・埋土] (第153図 ・ 図版78)

43区南側 に 位置す る 。 周 囲 に は住居祉や他の埋設土器 等 は 確認 さ れ て い な い 。 上部 を 削 平 さ れ て い る が 、

一応掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方の平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 径 は40cm を 測 り 、 遺構検 出 面

か ら 最深部 ま での深 さ は 10cm以上で、 あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢が 1 個埋設 さ れて い た 。 削平 さ れて い る が 、 深

鉢 は 口 縁 を 上 に し て 据 え ら れて い た と 考 え ら れ る 。 深鉢は胴部以下 を 欠損 し て お り 、 半載 さ れ た 形 と な っ て
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第 3 節 各調査区の成果

チーご1一一!

. ‘ 、、‘ 、‘ ‘ 、. 、. . ‘ 
第 152図 42-34 ・ 43号埋設土器出土遺物実測図

い た 。 か な り 残存状況が悪 く 、 口縁はほ と ん ど 散逸 し て い る 。

- j\/ { ー /'
しj

埋設土器遺構の埋土 は 、 焼土 、 炭化物 を含み あ ま り し ま り の な い黒褐色土の 1 層の み で あ る 。

I遺物】

掘 り 方内 に は 、 深鉢が 1 点埋設 さ れて い た が 、 小片の た め 図示 し て い な い 。

( 3  ) そ の他

42-07号 土横

[遺構 ・ 埋土] (第154図 ・ 図版79)

28 

42区北端 に 位置す る 。 42 -06号住居祉 と 42 -08号住居祉 に 間 に あ り 、 両者の掘削 時 に 検 出 さ れ た 。 平面 プ

ラ ン は不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径 は3.5m、 短径 は3.2m を 測 り 、 遺構検出面か ら 最深部 ま での 深 さ は40cmで

あ る 。 土嬢 内 か ら 大量の土器片や石器が確認 さ れて い る 。 そ の性格 に つ い て は 当 初、 そ の 土器片の 多 さ か ら

土器 (遺物) 捨て 場 と 考 え ら れ た 。 し か し 本土嬢 自 体 、 明確な掘 り 込み と は言 い き れず 、 自 然の 落 ち 込み に

遺物 が流入 し た 可能性 が あ る た め 、 用途不明の土横 と し て お く 。 な お前述 し た よ う に 本土墳 は 、 42-06号 と

42-08号住居祉の 聞 に 位置す る が 、 こ の う ち 42ー06号住居祉は本土墳の 上 に あ る た め 、 本土墳の 方 が 古 い と

考 え ら れ る 。

土墳の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 い ずれ も 暗褐色 を 基調 と す る が 、 焼土 、 炭化物 を 均一 に 含 み 、 し ま り

の あ る も の (埋土 1 層 ) と やや黒め の 焼土 、 炭化物 を 均一に含み 、 し ま り の あ る も の (埋土 2 層 ) に 分 け ら

れ る 。 遺物 は埋土 1 層 に 多 く 含 ま れて い る 。

【遺物】 (第156 ・ 157図)

本土嬢 か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 玉類 が 出土 し て い る 。 前述 し た よ う に縄文土器 を 始め 多 く の 遺物 が

出土 し て い る 。 破片資料 が 大半 で あ る が 、 中 に は完形 に 近 い も の も あ り 、 あ る 程度一括 し た 資料 と し て 扱 え

る 可能性 が あ る 。 今回 は そ れ ら の 中 か ら 縄文土器 を 中 心 に 図示 し て い る 。
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42-47号円形周溝

[遺構・埋士] (第155図 ・ 図版80)

42区南東端 に 位置す る 。 周 囲 は削平 さ れ て い る が 、 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 長径 は4.2m、 短径 は4.0m

を 測 り 、 周溝の幅 は0.6 m 、 遺構検 出面か ら 最深部 ま での深 さ は50cmで、 あ る 。 焼土や炭化物は検出 さ れず、 ピ

ッ ト 等の伴 う 遺構 も 見 ら れ な か っ た 。

円形周溝遺構の 埋土 は 、 基本的 に 2 層 に 分 け ら れ る o ど の埋土 も 暗褐色 を 基調 と す る が 、 黒昧が強 く 粘質 、

し ま り の な い も の (埋土 1 層 ) と や や 明 る め の 粘質 を 持 ち し ま り の あ る も の (埋土 2 層) で区別 さ れ る 。 さ

ら に埋土 2 層 は 、 特 に 粘質 を 持 ち し ま り の あ る 部分 (埋土 2 ' 層) で細分 で き る 。

[遺物]

本円形周溝か ら は 、 縄文土器 と 石器が出土 し て い る が 、 いずれ も 小破片 で あ り 、 図示 し て い な L 、 。
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13 45区

I概要】 (第158 ・ 159図 ・ 図版11)

石 の 本遺跡群の北側 に 位置す る 調査区 で あ る 。 北西か ら 南東 に 向 か つ て傾斜 し て お り 、 遺跡群の 中 心 を 通

る 丘陵の頂部 に 近 い せ い か 、 や や傾斜が急 に な っ て い る 。 た だ調査区の北西部 は削平 さ れ、 本来の傾斜 に 比

べて緩や か に な っ て い る 。 地形的 に は東 に 隣接す る 38区北に似て い る 。 標高92.6 m か ら 94.0 m に か け て位置 し

て い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居祉 5 軒、 埋設土器遺構 2 基が確認 さ れて い る 。 いずれ も 調査区南側 に ー列 に 並ぶ

よ う に 分布 し て い る が 、 こ の 遺構配置 そ の も の に 特 に 意味 は な い と 考 え ら れ る 。 方形 プ ラ ン の住居祉 が 多 い

の が特徴的 で あ る 。 ま た 住居 に 伴 っ て い る 掘 り 方 を 有す る 合せ 口 の埋設土器 が あ る 。 39区 で も 類似 し た 事例

が確認 さ れて お り 、 埋設土器の あ り 方 を 考 え る う え で重要 な 事例 と 言 え る 。 ま た使用頻度 の 高 い 炉跡が住居

祉 に 伴 っ て 検 出 さ れて い る 。 本遺跡群 で は 、 明確な掘 り 込み を 持つ炉跡が少 な い た め 、 炉の あ り 方等 を 考 え

る 上で 欠 か せ な い 事例で あ る 。 遺構検出面は 皿 a 層 か ら 皿 b 層 に か け て で 、 主 に 皿 b 層で あ る 。 出土遺物 は縄文

土器、 石 器 、 玉類、 土製品 が 出 土 し て い る 。 全体的 に 出土量 は さ ほ ど 多 い と は言 え ず、 地形的 な 問題 が そ の

原 因 と 考 え ら れ る 。 縄文土器 は深鉢、 浅鉢 が主でほ と ん ど が破片資料で あ る 。 石器 は打製石斧 、 二次加工の

あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石が 多 く 、 磨製石斧、 石銀、 石匙、 模形石器、 石錘、 石皿等 も 見 ら れ る 。 玉類 は勾玉、 管

玉が あ り 、 石製 と 土製 が あ る 。 土製品 は形状不 明 な も の が 多 い 。 ま た焼成粘土塊の 出土 も 確認 さ れて い る 。

( 1 ) 竪穴住居祉

45-05号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 (第160図 ・ 図版81)

調査区の南端 に 位置 し 、 南へ傾斜す る 斜面上に造 ら れて い る 。 南東

部 を 削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は方形 を 呈 し て い る 。 本遺跡群 に

お い て 方形 を 呈す る 住居祉 は あ ま り 例 が な く 、 本調査区に方形住居祉

が 多 く 存在す る こ と は重要 な 意味 を も っ と 考 え ら れ る 。 長辺 は5.0 m 、

短辺 は4.9 m を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ は30cmで あ る 。

柱穴は計12個検出 し た が 、 削平 さ れて い る こ と を 考 え る と 、 本来 も っ

と 多 か っ た と 推測 さ れ る 。 ま た 柱穴 は 円 を 描 く よ う に 配 さ れて お り 、

住居の平面 プ ラ ン と 形態 を 異 と す る 。 中 央 に は80X 60cmの 炉跡が1基

確認 さ れた 。 硬化面 は 見つ か ら な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 4 層 に 分 け ら れ る 。 粘質 を あ ま り 持た ず し ま り の

な い黒褐色 シ ル ト (埋土 1 層) と 粘質 を 持 ち し ま り の な い黄褐色 シ ル

ト (埋土 2 層) は遺構内全面 に堆積 し て い る が 、 粘質 を 強 く 持ち し ま

り の あ る 黒褐色 シ ル ト (埋土 3 層) と 粘質 を あ ま り 持た ず し ま り の あ

る 黄褐色 シ ル ト (埋土 4 層) は住居祉の闘 に 三角堆積 し て い る 。

な お 、 本住居祉の埋土 か ら 多量の炭化物 を 選別 し て い る 。 そ れ ら の

中 に は種子 と お ぼ し き も の が含 ま れて い た 。 詳細 は 「第 百章 自 然化

学分析J の 項 に譲 る 。
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[ 遺物1 (第161図)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 玉類 と 土製品 、 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は 破 片 の み

で 、 良 好 な 資料 は ほ と ん ど な い 。 そ の 中 か ら 浅鉢 2 点 、 深鉢 3 点 を 図示 し て い る 。 玉類 ・ 土 製 品 ・ 焼成 粘 土

塊 は そ れ ぞれ 1 点 ずつ 図 示 し て い る 。
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45-07号住居祉

[ 遺構 ・ 型Il士1 (第162図 ・ 図版82)

調査区南 側 に 位 置す る 。 平 面 プ ラ ン は 方形 を 呈 し て い る 。 長辺 は3.8 m 、 短辺 は3.6 m を 測 る 。 遺構検 出 面 か

ま た 硬 化 面 も 見つ か ら な か っ た 。ら 床面 ま での 深 さ は30cmで、 あ る 。 柱穴、 炉跡等 は確認 さ れな か っ た 。

と(埋土 1 層)3 層 に 分 け ら れ る 。 粘質 を あ ま り 持 た ず や や し ま り の あ る 暗褐 色 シ ル ト住居祉の立R土 は 、

で あ る が 、(埋土 3 層 )(埋土 2 層 ) 、 埋土 2 層 よ り 鈍 い 明 褐 色 シ ル ト粘 質 を 持 ち し ま り の あ る 明褐 色 シ ル |、

埋土 3 層 は壁|療 に 三角堆積 し た 層 で あ る 。

[ 遺物]

本住居i止 か ら は 、 縄文土 器 が 出土 し て い る 。 た だ し 小破片の み で あ り 、 図示 し て い な い 。
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45-09号住居祉

[遺構 ・ 埋土] ( 第162図 ・ 図版83)

調査区の南東部 に 位置す る 。 南側 を 削平 さ れて い る が 、 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 し て い る 。 長径 は3.5 m 、 短

径 は3.4 m を 測 る 。 遺構検出面 か ら 床面 ま での深 さ は24cmで あ る 。 複数の ピ ッ ト が確認 さ れて い る が 、 柱穴は

14個 あ っ た と 考 え ら れ る 。 中 央 に は80 X 60cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土 の 落 ち 込 み が 検 出 さ れ た 。 硬化面 は確認

さ れ な か っ た 。 後述す る 45 - 10号住居祉 と は切 り 合 っ て お り 、 そ の 新 旧 関係 は 土層断面等 か ら 45ー09号 の 方

が古い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る 。 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り が あ る 黒褐色 シ ル ト (埋土 1 層) と 粘質

を 持 ち し ま り の あ る 黄褐色 シ ル ト (埋土 2 層) 、 そ し て埋土 2 層 よ り 粘質 を 持つ黄褐色 シ ル ト (埋土 3 層) で

あ る が 、 埋土 3 層 は壁際 に 三角堆積 し て い る 。

【遺物】 ( 第163図)

本住居 社 か ら は 、 縄文土器 が 出 土 し て い る 。 住居の南側で深鉢 が 口 縁 を 下 に し て 1 個体見つ か っ て い る 。

胴部以下 を 欠損 し て い る が 、 他 は小破片のみであ る た め こ の 1 点 を 図示 し て お く 。

45-10号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 ( 第 162図 ・ 図版83)

調査区南東端部 に 位置 し 、 約 2 / 3 が調査区外 に伸びて い る 。 そ の た め平面 プ ラ ン も い ま い ち は っ き り し

な い が 、 残存状況か ら 方形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 規模 に つ い て も 45ー09号住居祉 に面す る 部分 で3.6 m

を 数 え る 他 は不明 で あ る 。 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は26cmで あ る 。 柱穴は北側 の 壁 に 沿 っ て 5 個確認

で き た 。 炉跡等の存在 は 不明 で あ る 。 前述 し た よ う に45-09号住居祉 を 切 っ て い る 。

住居祉の埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る 。 粘質 を 持 た ず し ま り の な い黒褐色 シ ル ト (埋土 1 層) と 粘質 を 少 し

持 ち し ま り の な い暗褐色 シ ル ト (埋土 2 層) 、 粘質 を 持 ち し ま り の あ る 暗褐色土 (埋土 3 層) で あ る が 、 埋土

3 層 は壁際 に 三角堆積 し て い る 。

I遺物]

本住居社か ら は 、 遺物 は 出 土 し て い な い。

45-13号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 ( 第164図 ・ 図版84)

調査区南西端部 に 位置す る 。 約 1 / 3 が調査区外 に伸びて い る 。 そ の た め 平面 プ ラ ン も い ま い ち は っ き り

し な い が 、 残存状況か ら 円形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 長径 は4.6 m 、 短径 は3.2 m 以上 を 測 り 、 遺構検 出 面

か ら 床面 ま での 深 さ は40cmで あ る 。 すべて を検出 で き て い な い が 、 調査時に は 5 個の柱穴 を 確認 し た 。 他 に

も 複数 ピ ッ ト を 検 出 し た が 、 住居祉に 伴 う か ど う か不明 で あ る 。 調査区南側 の 断面 に 半載 さ れ た 形 で炉跡が

検出 さ れた 。 長 さ は約80cmで多量の 焼土 が 見 ら れ、 炉跡壁面 は熱に よ り 硬化 し て い た 。 本遺跡群 に お い て 数

少 な い 、 し っ か り し た 炉跡 と 言 え る 。 ま た住居主Jl:内の北端 に は埋設土器 (45 - 13号埋設土器) が埋め ら れて

お り 、 遺構の切 り 合い関係か ら 45- 13号埋設土器 は本住居祉に伴 う と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 基本的 に 3 層 に 分 け ら れ る 。 や や黒昧 を 帯 び 、 粘 質 を 持 た ず 、 し ま り の な い暗褐色土
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45-09号住居:I:Jl:出土遺物実測図第163図

し ま り の強 い暗褐色土 (埋土 2 層) 、 埋土 2 層 よ り 暗 く ニ ガ土 を 多 量 にと 埋土 1 層 よ り 明 る く 、(埋土 1 層)

で あ る が 、 埋土 2 層 は焼土 ・ 炭化物の含み具合で埋土 2 a 層 、 埋土 2 b 層 に 分層 で含 む暗褐色土 (埋土 3 層)

き る 。 ち な み に埋土 2 a 層 は炭化物 を 含み 、 焼土 を 若干含むの に 対 し 、 埋土 2 b 層 は焼土 を 多 量 に 含 ん で い る 。

ま た埋土 1 層 に は炭化物が 多 く 含 ま れ る 。

な お 、 本住居担J:か ら 45- 05号 住 居 祉 同 様 、 多 量の 炭 化 物 を 選 別 し て い る 。 そ の 数 は 、 45-05号 住 居祉 よ り

自 然化 学分析」 の 項 に 譲は る か に 多 く 、 大半は埋土 1 ・ 2 層 中 よ り 出土 し た も の で あ る 。 詳細 は 「 第 百 章

る 。

[逃物1 ( 第165図 ・ 図版131 . 132) 

本住居枇か ら は 、 縄文土 器 と 石 器 の 他 に 玉類 、 土 製 品 、 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 縄文土 器 は 破 片 資料

の み で量 的 に も あ ま り 多 く な い 。 そ の 中 か ら 浅鉢 3 点 、 深鉢 2 点 を 図示 し て い る 。 石 器 は 打 製石 斧 、 石 匙 、

二次加工の あ る 剥 片 、 敵石 - 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て い る 。 玉類は管玉が 4

点 出 て お り 、 石 製 と 土製 が あ る 。 土製品 は形状不 明 で、焼成粘土塊か も し れ な い 。 焼成粘土塊は 多 数 出 土 し て
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( 2 )  埋設土器遺構

45- 13号埋設土器

[ 遺構 ・ 埋土 1 (第166図 ・ 図版85)

調 査 区 西 側 に 位置 す る 。 45-13 号 住 居 祉 内 の 北端 に あ り 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方 は 、

や や不整形 な 台71ヲ を 呈す る 。 長4iill は55cm 、 短中IJI は 43cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は35cmで、

あ る 。 掘 り 方内 に は 、 合 せ 口 状 に 深鉢 と 浅鉢 が セ ッ ト で検 出 さ れ た 。 検 出 11寺 、 浅 鉢 は 深鉢 内 に 破 損 し た 状態

で落 ち 込 ん で い た 。 主体 と な る 深鉢 は 、 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れ て い た 。 浅鉢は破損 し 、 深鉢は底部

を 欠損 し て い る が 、 基本 的 に 土器片 の |散逸は少 な く 、 埋設 当 時の姿 を 留 め て い る と 考 え ら れ る 。 45-13号 住

居祉の項で述べ た よ う に 埋 土 の 切 り 合 い か ら 、 本埋設土器が住居jJ1: に f�'. う も の と 推 測 さ れ る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 深 鉢 内 の 埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 浅 鉢 が 落 ち 込 ん だ 箇所 か ら 、 後 世

の 撹 乱 に 伴 う 流 入 土 が 入 り 込 ん で お り 、 残存状況が良 く な い が 、 4 層 に 分層 で き た 。 あ ま り 粘質 を 持 た ず し

ま り の あ る 埋土 1 層 、 埋土 1 層 よ り 軟 ら か い明l土 2 層 、 !Æ土 1 ・ 2 層 よ り し ま り の な い埋土 3 層 、 そ し て 粘

質 を 持 ち し ま り の あ る 埋土 4 層 で あ る 。 掘 り 方内の埋土 は 、 粘質 を 持 た ず や や し ま り の あ る 埋土 5 層 と 埋土 5

層 に 比べ し ま り の な い埋土 6 層の 2 層 に 分 け ら れ 、 埋土 6 層 は深 鉢 を 安定 さ せ る た め に 貼 り 付 け ら れ た と 考

え ら れ る 。

z ---= / |  \---.! 

， / 
L=93.000m 

第166図 45-13号埋設土器遺構実測図
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[遺物] ( 第167図 ・ 図版161)

29は口縁部 1 / 2 と そ の他 1 / 3 を 欠損 し た浅鉢であ る 。 か な り 大型の 浅鉢で合せ口状の埋設土器遺構の

中 で は最大で あ る 。 口 縁帯 は ほ と ん ど 退化 し 消失 し て い る も の の 、 か ろ う じ て そ の 名 残 が 見 ら れ る 。 大型 な

が ら も 器面調整 は 内 外面 と も 横 ミ ガ キ が主で、 一応精製浅鉢 と し て の 体裁 は保 っ て い る 。 し か し 横 ミ ガ キ と

言 っ て も や は り 組雑 な 感 は 免れ な い 。 30 は深鉢で胴部の一部 と 底部の大半 を 欠損 し て い る が 、 そ れ以 外 は 良

く 残 っ て い る 。 器面調 整 は 横 ミ ガ キ と 横 ナ デが主で、 内外面 と も よ く 整 え ら れて い る 。 口 縁帯 は や や外反 し

て お り 、 横 ナ デ に よ っ て 沈線 が部分的 に消 え て い る 。 頭部か ら 肩部 に か け て は直線的 に な っ て お り 、 そ れ に

相反す る よ う に胴部 は下膨れ気味 に丸み を 帯 びて い る 。 底部 は欠損 し て い る が 、 破損面の 状態 か ら 埋設時に

は欠損 し て い た と 考 え ら れ る 。

ー
29 

一一一
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第 167図 45- 13号埋設土器出土遺物実測図
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努1 3 節 各調査区の成果

45- 14号埋設土器

[J立構 ・ 樫士1 ( 第168図 ・図版86)

調 査区 中 央 に 位 置す る 。 調査H寺 、 掘 り 方 を {確認 さ れず 、 土器周辺 を 半 分掘削 し て 精査後 、 掘 り 方 ら し き 土

臓 を 確認 し た 。 結 果 と し て 掘 り 方 を 半献 し て し ま っ た た め 、 掘 り 方 の 平面 プ ラ ン は 定 か で、 は な い が 、 残存状

況か ら 円 �r� を 呈す る と 推測 さ れ る 。 そ の規模 も 長径は100cm以 上 、 短 径が100cm を 測 り 、 J!d構検 出 面 か ら 最深

部 ま での 深 さ は 40cmで、 あ る 。 掘 り 方内 に は 、 深鉢が口縁 を 多 少 欠損 し た 形で検出 さ れ た 。 や や出れ た よ う な

形 で は あ る が 、 口 縁 を 上 に ほ ぼ丑直 に 据 え ら れて い た 。 周 囲 に は 伴 う よ う な遺構は1確認 さ れ な か っ た 。

L=93. 800m 

/ / 

第168図 45-14号埋設土器迫桝実測図
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第 四 章 調査の成果

埋設土器遺構の埋土 は 、 深鉢内 の 埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢内の埋土 は 、 細 か な 土質変化

を 考慮す る と 10層近 く に 分 け ら れ る が 、 大 ま か に 分 け る と 4 層 に 分 け ら れ る 。 全体的 に 粘質 を あ ま り 持 た ず

し ま り の あ ま り な い暗褐色 シ ル ト (埋土 1 層) 、 粘質 を や や持 ち し ま り の あ る 、 明褐色 シ ル ト の ブ ロ ッ ク を 含

む褐色 シ ル ト (埋土 2 層) 、 粘質 を あ ま り 持 たずやや し ま り の あ る 暗褐色 シ ル ト (埋土 3 層) と 粘質 を あ ま り

持 た ず し ま り の な い暗褐色 シ ル ト (埋土 4 層 ) で あ る 。 一方、 掘 り 方内 の 埋土 は 、 粘 質 を 持 ち し ま り の あ る

褐色 シ ル ト (埋土 5 層) で あ る 。 埋土 1 ・ 2 層 は 3 層 に 、 埋土 3 層 は 2 層 に 細分 さ れ る 。

[遺物1 ( 第169図 ・ 図版162)

31は部分的 に 欠損 し て い る 深鉢 で あ る 。 特 に 胴部下半 の損壊が 激 し く 、 本 来 の 半分 も 残 っ て い な い 。 胴部

下半への 過剰 な 圧 力 が そ の 原 因 で は な い か 。 器面調整は ミ ガ キ が主 で 、 胴部は事前 に へ ラ ナ デ を 施 し て い る 。

ま た 貝殻条痕 ら し き 痕跡 も あ り 、 こ う し た 器面調整 も 施 し て い た と 考 え ら れ る 。 口縁帯 は直立気昧で、 沈線

は ミ ガ キ に よ っ て消 え て い る 部分 も あ る が一応 3 条巡 っ て い る 。 頭部か ら 肩部 は部分的 に や や 外湾 し て い る

も の の 、 全体的 に は起伏 は 少 な い 。 肩部に は界線 は な く 、 底部 は平底でや や 胴 部 か ら 突出 し て お り 、 肉厚 に

な っ て い る 。

\ 
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第 3 節 各調査区の成果

14 46区

[概要】 (第 170 ・ 171図)

石 の 本遺跡群の 中 央 よ り や や北西側 に 位置す る 調査区で あ る 。 北か ら 南 に 向 か つ て傾斜 し て い る 。 北側 は

造成 に よ っ て 削平 さ れて お り 、 やや平坦に な っ て い る が全体的 に傾斜は き つ い 。 標高88.4 m か ら 90.0 m に か け

て位置 し て い る 。 谷部のつ け根付近 に あ り 、 西側 に は小山山の 山麓が広が っ て い る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居祉14軒、 埋設土器遺構 4 基の他に 円形周溝遺構 1 基が検出 さ れて い る 。 42区程で

は な い が 、 当 該時期の 遺構 が 集 中 し て お り 、 遺跡の 中 心部のーっ と 言 え る 。 遺構の 分布は調査区 の 中 央 に 集

中 し て お り 、 一部東側 に も 伸 びて い る 。 遺構検 出面 は II c 層 か ら illa 層 に か け て で あ る 。 出 土遺物 は縄文土器 、

石 器の 他 に 玉類 、 土 製 品 が 出 土 し て い る 。 遺構が集 中 し て い る せ い か 、 あ る い は 谷 部 の つ け根付近に あ り 、

包含層遺物が 多 いせ い か定 か で は な い が 、 遺物の 出土量 は42区 に次 ぐ量 で あ る 。 縄文土器 は浅鉢、 深鉢、 鉢

の 他 に 注 口 土器 も あ り 、 そ の ほ と ん ど が破片資料で あ る 。 遺構内遺物 は比較的接合 し て い る が 、 包含層遺物

は 量の 割 に あ ま り 接合 し て い な い 。 石器 は打製石斧 、 敵石 ・ 磨 石 、 二次加工 の あ る 剥 片 が 多 く 、 磨製石斧 、

石鍛が そ れ に 次 い で 多 く 、 そ の 他十字形石器、 石匙、 ス ク レ イ パ 一 、 模形石器、 石錘、 石底丁形石器、 石皿、

砥石等 も 見 ら れ る 。 玉類 は勾玉、 管玉、 丸玉が あ り 、 石製 と 土製 が あ る 。 土製品 は 円柱形土製品 ゃ し ゃ も じ

形の土製品 が あ り 、 遺構内 出土 が 目 立つ 。 ま た焼成粘土塊の 出土 も 確認 さ れて い る 。

( 1 )  竪穴住居祉

46-02号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 (第172図 ・ 図版87)

調査区北側 に 位置す る 。 平面 プ ラ ン はやや楕円形 に 近 い が 円形 を 呈 し て い る 。 長径は6.4 m 、 短径 は5.5 m を

測 り 、 遺構検出面 か ら 床面 ま での 深 さ は 15cmで あ る 。 柱穴は 5 個確

認 さ れ た 。 炉跡は な く 、 住居祉 に 伴 う よ う な 他の ピ ッ ト も 検出 さ れな

か っ た 。 ま た硬化面 も 確認 さ れ な か っ た 。 本住居祉は後述す る 46-03

号住居祉 と 切 り 合 っ て お り 、 そ の新旧関係 は土層断面等か ら 46-03号

住居祉の方が古い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 基本的 に は粘質 を あ ま り 持 た な い 明黄褐色弱粘質

土のみで あ る 。 た だ上面 に は わず か に 流入土 と おぼ し き 土が見 ら れ る 。

[遺物】 (第 173図)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 玉類、 焼成粘土塊が 出土 し

て い る 。 縄文土器 は破片資料の み で あ る が 、 反転復元で き る も の も 幾

つ か あ る 。 深鉢 4 点 、 浅鉢 2 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石斧、 磨

製石斧 、 敵石 ・ 磨石 、 二次加工の あ る 剥片 、 石皿、 凹石等 が 出 て お り 、

そ れ ら の 中 か ら 幾つ か 選んで図示 し て い る 。 玉類 は土製勾玉が 2 点 出

て お り 、 2 点共図示 し て い る 。 焼成粘土塊 に つ い て今回 は図示 し て い

な い 。
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46一03号住居枇

[ 遺構 ・ 樫土1 ( 第174図 ・図版87)

CCαE コココσα-1J 3 3 1 

調 査 区北側 、 46-02号 住居 祉 の 東 側 に 位置す る 。 南西部 を 46 -02号住居祉 に 削 平 さ れ て い る が 、 平 面 プ ラ

ン は橋 円 形 を 呈 し て い る 。 長径 は5，5 m 、 短径 は 4，5 111 を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 床面 ま で の 深 さ は10cmで、 あ る 。

柱穴は 計 5 個確認 さ れた 。 炉問、 は な く 、 硬化面 も 確認 さ れ な か っ た 。

住居祉のj盟土は 、 1 層の みで粘質 を 持 た な い暗黄褐色砂質土で、 あ る 。

[造物1 (第175図)

本住居 tJl: か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 焼成粘土燐 が 出 土 し て い る 。 縄文土器は浅鉢 、 深 鉢 が 主 で すべ て

破 片 資料 で あ る 。 そ れ ら の 中 か ら 浅鉢 、 深鉢 1 点ずつ 図示 し て い る 。 石器は打製石 斧 、 ス ク レ イ パ 一 、 異形

石 器 、 二次加工の あ る 利 片 、 石 皿l等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か 選 ん で図示 し て い る 。 焼成粘土塊に

つ い て 今回 は図示 し て い な い 。

46-04号住居枇

[i立構 ・ 型II土1 ( 第176図 ・ 図版88)

調査区北 側 、 46-03号住居祉の 東側 に 位置す る 。 南半 分 を 削平 さ れ て お り 、 平面 プ ラ ン は 明 ら か で な い が 、

残存状況か ら 円 形 又 は 楠円 形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長径 は7，0 111 、 短径 は 最 大 4， 4 111 で本 来 は そ れ以 上 あ っ た

よ う で あ る 。 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は 8 cmで、 あ る 。 柱穴は 3 個確認 し た が 、 他 に も 幾つ か ピ ッ ト を

検 出 し た も の の 本住居j止 に 伴 う か は不明 で あ る 。 中央付 近 に は150X 85cmの炉跡 を 1 基検 出 し た 。 硬 化 面 は 確

認 さ れ な か っ た。

住居祉の 埋土 は 、 1 1習 の み で粘質 を や や持つ暗黄褐色土で あ る 。
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46-02号住居社出土遺物実測図第173図

[遺物] (第 177図)

本住居土tI:か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出土 し て い る 。 削平 さ れて い る た め 遺物量 は 多 く な く 、 破片資料の み

で あ る 。 縄文土器 は深鉢 、 浅鉢が主で浅鉢 1 点 、 深鉢 3 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石 斧 、 磨製石斧 、 石

錘、 敵石 ・ 磨石 、 石皿等 が 出 て い る が 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選 ん で図示 し て い る 。

46-06号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第 178図 ・ 図版89)

調査区 中 央 に 位置す る 。 本調査区の住居t止 は 、 そ の 多 く は切 り 合 い 関係 に あ る も の の 、 本住居祉 だ け は切
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り 合 う こ と な く 、 単独で存在 し て い る 。 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈 し て い る 。 長径 は6.0m 、 短径 は 5.6 m を 測 り 、

遺構検 出 面 か ら 床面 ま での 深 さ は 15cmで あ る 。 複数の ピ ッ ト が確認 さ れて い る が 、 柱穴は計 7 個確認 さ れ た 。

中 央 よ り や や東寄 り の場所 に 100X 100cmの炉跡が 1 基検出 さ れ た 。 硬化面は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 複数 に 分層 で き る が 、 基本 は粘質 を ほ と ん ど 持 た な い暗茶褐色砂質土 (埋土 5 層) で あ

る 。 部分的 に 堆積 し て い る 土層 と し て 、 粘質 を ほ と ん ど 持た な い明茶褐色砂質土 (埋土 1 層) と 所謂 「黒 ボ

ク 土」 に近い黒褐色砂質土 (埋土 2 層) と 粘質 を ほ と ん ど 持 た ず焼土 を 含む茶褐色砂質土 (埋土 3 層) と 埋

土 3 層 に 焼土 を 含 ま な い茶褐色土 (埋土 4 層) 、 そ し て粘質 を 持つ暗茶褐色粘質土 (理土 6 層) が あ る 。

[遺物1 (第179図)

本住居社か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 土製品 と 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 縄文土器 は破片の み で量的

に も 少 な い 。 浅鉢 1 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石斧 、 磨製石斧、 石銀、 融石 ・ 磨石、 石皿、 二次加工の

あ る 剥片等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選んで図示 し て い る 。 土製品 、 焼成粘土塊 に つ い て 今 回 は 図

示 し て い な い 。

46-07号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第180図 ・ 図版90)

調 査 区 中 央 に 位置 す る 。 調 査 区 中 央部 は 、 遺構が 最 も 集 中 し た 箇 所 で遺構の切 り 合 い 関 係 が複雑 で あ る 。

平面 プ ラ ン は や や楕 円 気味 の 円 形 を 呈す る 。 長径 は5.0 m 、 短径 は4.1 m で 、 遺構検出面か ら 床面 ま での深 さ は 、

17cmで あ る 。 柱穴は計 6 個確認 さ れ た 。 炉跡、 硬化面 は検出 さ れ な か っ た 。 本住居祉 は46 - 08号住居祉 と

46-09号住居祉の 2 軒 と 切 り 合い関係 に あ り 、 そ の新旧関係は前述の 2 軒 よ り 新 し い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 粘質 を 持 た な い暗茶褐色砂質土 (埋土 1 層 ) と 粘質 を 持 た な い 明 茶褐色土 (埋土 2 層 )

の 2 層 に 分層で き る 。

[遺物1 ( 第 181図)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 縄文土器 は破片 の み で 、 量 的 に も 多

く な い 。 そ の 中 か ら 浅鉢 2 点 、 深鉢 1 点 を 図示 し て お く 。 石器 は磨製石斧、 二次加工の あ る 剥片 、 融石 ・ 磨

石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 ん で図示 し て い る 。 焼成粘土塊 に つ い て 今回 は図示 し て い な い 。

46-08号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第182図 ・ 図版91)

調査区 中 央 に 位置す る 。 北側 を 46-07号住居祉で、 南側 を46- 10号住居祉 と 46ー20号住居祉 に 切 ら れて い

る が 、 残存状況か ら 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 長径 は5.4 m 、 短径 は4.6 m で 、 遺構検出面

か ら 床面 ま での深 さ は 、 17cmで あ る 。 複数の ピ ッ ト を検出 し た が 、 柱穴は計 6 個確認 さ れた 。 炉跡、 硬化面

は検出 さ れ な か っ た 。 前述 し た よ う に 本住居祉 は計 3 軒の住居祉 と 切 り 合 い 関係 に あ る わ け だ が 、 そ れ ら す

べ て に 切 ら れて お り 、 調査時の 見解が正 し い な ら こ れ ら の住居祉の 中 で最 も 古い遺構 と 言 え る 。

住居祉の埋土 は 、 他の住居祉の埋土 に切 ら れな が ら も 粘質 を やや持つ暗茶褐色粘質土 (埋土 1 層 ) と 粘質

を 持 ち ゃや し ま り の あ る 暗黄褐色粘質土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分層 さ れ る 。
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調査の成果第 皿 章

E8F ・guJ
14

E口口町田曲目J
Ill剛

面 I

Eog .gnJl凶

G \ 
o e j i  

d &F

 

l.-心\ |/4・内14e

￡
/一，f
L
qf ffl) ，
4
0

ヘ 、JJ0 .
7、、ヨム可
..

 

h

 

i--，

 

a 
g 

、 。 、

o� \，j \・ ;-... ..
。 �

・ 8
0 

全_ L=89.300m 

.
知、A 

46-06号住居枇遺構実測図

品

471 

一命r � 
ζ二〉
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46-06号住居社出土遺物実測図第179図

I遺物】 ( 第183図)

本住居枇か ら は 、 縄文土器 と 石器の他に 玉類、 土製品 が 出 土 し て い る 。 比較的 ま と ま っ た 遺物量 が あ る が 、

や は り 破片資料が大半 で あ る 。 縄文土器 は浅鉢、 深鉢、 鉢が あ り 、 そ の 中 か ら 浅鉢 1 点 、 深鉢 2 点 、 鉢 l 点

を 図示 し て い る 。 石器は打製石 斧 、 磨製石斧 、 石銀、 石錘、 二次加工の あ る 剥 片 、 敵石 ・ 磨 石 、 砥石等 が 出

て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て い る 。 玉類は土製管玉 、 土製品 は 円柱形土製品 が 1 点ずつ 出
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46-09号住居祉

[ 遺構 ・ 樫土] ( 第184図 ・ 図版92)

調査区 中 央 に 位 置す る 。 南端 を 46 -07号住居祉に よ っ て 切 ら れて い る が 、 平 面 プ ラ ン は や や 不整 形 な 円 形

を 呈す る 。 長 径 は6，O m 、 短 径 は 46 -07号住居祉に よ っ て 削平 さ れて い る が5，5 m 以上 を 測 る 。 遺構検 出 面 か ら

床面 ま での深 さ は12cm で、 あ る 。 柱穴は計 6 個 1確認 さ れ た 。 住居枇 内 に は 、 焼土 を 含む土城状 の 落 ち 込み が 3

基検出 さ れた が 、 本住居士止 に 伴 う も の で は な い 。 し た が っ て 炉跡の有無 に つ い て は 不 明 で、 あ る 。

住居担lの埋土 は 、 基本的 に 2 層 に 分層 さ れ る 。 や や 粘 質 を 持つ暗茶褐色粘質土 (埋土 1 層) と 粘質 を 持 た

ず し ま り の あ ま り な いH古黄褐色砂質土 (埋土 2 層 ) で あ る が 、 部分的 に焼土含みの埋土 が 入 り 込ん で い る 。
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[ 遺物1 ( 第186図)

本住居i止 か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 玉類 と 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 比îll交的 多 く の 遺物 が 出 て い る

が 、 破 片 資 料 が 大 半 で あ る 。 縄文土器は浅鉢 、 深鉢 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 浅鉢 5 点 、 深鉢 2 点 を 図示

し て い る 。 石 器 は打 製 石 斧 、 石 匙 、 石 鎌 、 棋)1ヲ石器、 二次加工 の あ る 剥 片 、 敵 石 ・ !磐 石 、 石 皿 等 が 出 て お り 、

そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 ん で図 示 し て い る 。 玉類は土製丸玉が 1 点、 出 て お り 、 そ れ を 図示 し て い る 。 焼成粘

土塊に つ い て 今 回 は図示 し て い な い 。

46- 10号住居祉

[遺構 ・ 型Jr土 1 ( 第1851� ・ 図版93)

調査区南側 に位置す る 。 平 面 プ ラ ン は や や 不整形 な 円 形 を 呈す る 。 長 径 は6.0m 、 短径 は5.4 m を 測 り 、 遺構

検 出面 か ら 床面 ま で の 深 さ は36cm と 本調査区 内 の 住居枇 と し て は 深 い 方 で あ る 。 複数の ピ ッ ト を 検 出 し た が 、

柱穴 と 確認で き た の は 6 個 の み で あ っ た 。 炉跡、 硬 化 面 は1丸山 さ れ な か っ た 。 46 -08号住 居 祉 と 46 -20号住

居祉 と は切 り 合 い 関係 に あ り 、 そ の新 旧 関係 は両者 よ り 新 し い と 考 え ら れ る 。

住居j止 の 埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る 。 主 な 埋土 は 、 所調 「 黒 ボ ク 土」 を 基調 と す る 粘質 を あ ま り 持 た な い

黒褐色粘質土 (埋土 1 層 ) と 粘質 を 持 た な い淡茶褐色砂質土 (埋土 2 層 ) で 、 壁面付近 に 粘質 を あ ま り 持 た

な い茶褐色粘質土 (埋土 3 層 ) が 三 角堆積 し て い る 。

[造物1 ( 第187図)

本住居担lか ら は 、 縄文土 器 と 石 器の 他 に 玉類 と 焼成粘土塊 が 出 土 し て い る 。 遺物量 は比較的 多 く 、 本調査

区 に お い て は平均的 な 量で あ る 。 縄 文 土 器は浅鉢 、 深 鉢 、 鉢 が あ り 、 仁I� に は残 り の 良 い も の も 見 ら れ る 。 そ

れ ら の 中 か ら 浅鉢 2 点 、 鉢 1 点 、 深鉢 3 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石 斧 、 磨製石 斧 、 石 鍬 、 石 匙 、 二次
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加工の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 ん で 図示 し て い る 。 玉類 は石製管玉 と

土製勾玉が 1 点ずつ 出 て お り 、 2 点 と も 図示 し て い る 。 焼成粘土塊に つ い て今回 は図示 し て い な い 。
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46- 11号住居祉

[遺構 ・ 埋土】 ( 第 188図 ・ 図版94)

調査区東側 に 位置す る 。 全体の約 1 / 3 程 を 46- 12号住居祉 に削平 さ れて い る が 、 残存状況か ら 平面 プ ラ

ン は 円形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 長径 は6.3 m 、 短径 は4.0 m 以上 を 測 り 、 遺構検出面 か ら 床面 ま での 深 さ

は20cmで あ る 。 46- 12号住居祉 に よ っ て 削平 さ れて い る た め は っ き り し な い が 、 柱 穴 は 計 5 個確認で き た 。

ま た 炉跡、 硬化面 は調査時 に は検 出 で き な か っ た 。 本住居祉 は46- 12号住居祉 と 46- 13号住居祉 と 切 り 合 い

関係 に あ り 、 新旧関係は古い順に46- 13号住居祉、 46- 11号住居社、 46- 12号住居社 と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 2 層 に 分 か れ て い る が 、 ど ち ら も 暗茶褐色 を 基調 と し て い る 。 粘質 を ほ と ん ど 持 た な い

も の (埋土 1 層) と 埋土 1 層 よ り やや粘質 を 持 ち 、 色調 がやや明 る い も の (埋土 2 層) で あ る 。 埋土 2 層 は

西側 に 部分的 に堆積 し た も の と 考 え ら れ る 。

【遺物1 (第189図)

本住居祉 か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 削平 さ れて い る た め 遺物量 は少 な く 、

縄文土器 は小片 の み の た め 、 図示 し て い な い 。 石器 は打製石斧 、 ス ク レ イ パ 一 、 二次加工 の あ る 剥 片 、 敵

石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示 し て い る 。 焼成粘土塊 に つ い て 今 回 は図示 し て い

な い。

46ー 12号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第188図 ・ 図版94)

調査区の東側 に 位置す る 。 平面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 長径は6.0 m 、 短径 は5.8 m を 測 り 、 遺構検出 面 か ら

床面 ま での 深 さ は 12cmで あ る 。 柱穴は計 6 個確認 さ れた が。 中 央 に 100X 100cmの炉跡 と お ぼ し き 焼土の落ち

込 み が 検 出 さ れ た 。 そ の南側 に も 焼土 の 落 ち 込 み が あ っ た が 、 こ れ は後世の 遺構で あ り 、 本住居祉 に 伴 う も

の で は な い 。 硬化面 は確認 さ れ な か っ た 。 な お 、 前述 し た よ う に 本住居祉 は 、 46- 1 1号住居祉 を 切 っ て お り 、

近接す る 住居祉の 中 で最 も 新 し い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 部分的 に 樹痕 や焼土の 落 ち 込み が 入 り 込 ん で い る も の の 、 基本的 に は 3 層 に 分 け ら れ る 。

粘質 を 持 た な い 黒褐色砂質土 (埋土 1 層 ) と 粘質 を あ ま り 持 た な い暗黄褐色砂質土 (埋土 3 層) が主 な 埋土

で、 壁際 に粘質 を 持つ 明黒褐色粘質土 (埋土 2 層) が プ ロ ッ ク 状に堆積 し て い る 。

[遺物1 (第190図 ・ 図版133)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 玉類 と 焼成粘土塊が 出土 し て い る 。 遺物量は平均 的 で 、 や は り 破

片資料が 目 立つ 。 縄文土器 は深鉢、 鉢 、 浅鉢の他に 注目土器が 出 て い る が 、 住居社内 か ら の 出 土 は本遺跡群

で唯一の例で あ る 。 注 目 部 の み の 出 土で あ る が 、 貴重 な 事例 と 言 え よ う 。 浅鉢 3 点 、 鉢 1 点 、 深鉢 1 点 、 注

目 土器 1 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石 斧 、 磨製石斧、 二次加工 の あ る 剥 片 、 敵石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、

そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選 ん で図示 し て い る 。 玉類は土製勾玉が 1 点 出 て お り 、 そ れ を 図示 し て い る 。 焼成粘

土塊に つ い て 今回 は図示 し て い な い 。

46- 13号住居祉

【遺構 ・ 埋土1 (第188図 ・ 図版94)
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調 査 区 東 側 に 位 置す る 。 全体の 半 分近 く を 46-11号住居�II: に 削 平 さ れ て い る が 、 残存状況か ら 平田 プ ラ ン は

円 形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 )�械 も 半 分近 く 削平 さ れ て い る た め は っ き り し な い が 、 長 径 は7. 1 m 、 短径

は 5 - 6 m あ っ た と 見 ら れ 、 泊梢検 出 面か ら 床面 ま での 深 さ は16cmで、 あ る 。 柱穴は 3 個確認 さ れ た が 、 削 平

さ れ て い る こ と を 考慮す る な ら 、 本来 も っ と 多 く の柱穴が あ っ た と 考 え ら れ る 。 中 央 よ り や や 南寄 り の場所

に 120X 90cmの 炉跡 が 1 基検 出 さ れ た 。 硬化 面 は 確認 さ れ な か っ た 。

177 



第 3 節 各調査区の成果

514 

515 

第 189図 46- 11号住居社出土遺物実測図

住居祉の埋土 は 、 粘質 を 持 た な い暗茶褐色砂質土 (埋土 1 層) と 埋土 1 層 よ り や や粘質 を 持つ暗茶褐色粘

質土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分 け ら れ る 。 埋土 2 層の上か ら 埋土 1 層 が部分的 に流入 し て い る 感が あ る 。

【遺物】 ( 第 191図)

本住居社か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出土 し て い る 。 削平 さ れて い る た め か遺物量 は や や 少 な め で あ る 。 縄

文土器 は深鉢、 浅鉢が 出 て お り 、 破片の み で あ る 。 そ の 中 か ら 浅鉢、 深鉢 と も 1 点ずつ 図示 し て お く 。 石器

は打製石斧 、 石匙、 石錘、 二次加工の あ る 剥 片 、 石核、 敵石 ・ 磨石、 台石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾

っ か選んで図示 し て い る 。

46-18号住居祉

I遺構 ・ 埋士] ( 第192図 ・ 図版95)

調査区 中 央 に 位置す る 。 46ー03号 、 46ー07号 、 46ー08号住居祉の 間 に あ り 、 南側 を 46- 19号住居祉 に 切 ら

れて い る 。 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る 。 長径 は5.7 m 以上、 短径 は5.8 m を 測 り 、 遺構検出面 か ら 床面 ま での深

さ は15cmで あ る 。 部分的 に 後世の撹乱 を 受 け て い る が 、 柱穴は計 6 個確認 さ れた 。 北側の壁際 に 焼土の 落 ち

込み が あ る が 、 乙 れ は後世の遺構で あ り 、 本住居祉 に 伴 う も の で は な い 。 こ の 他 に 焼土 が ま と ま っ て検 出 さ

れ た 箇所 は な く 、 炉跡は検出 さ れな か っ た 。 硬化面 は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 や や 明 る く 、 粘質 を 持つ 明黄褐色粘質土 (埋土 1 層) と や や暗 く 、 粘質 を 少 し 持つ 暗黄

褐色砂質土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分 け ら れ る 。 埋土 1 層 は東側 に 部分的 に 堆積 し て い る だ け で 、 主な埋土は

埋土 2 層 で あ る 。
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{遺物1 (第193 ・ 194図 )

本住居社か ら は 、 縄文土器 と 石器 の 他 に 土製品 と 焼成粘土塊が 出土 し て い る 。 比較的 多 く の遺物が 出 土 し

て お り 、 遺物量 は 多 い と 言 え る 。 縄文土器 は深鉢、 浅鉢が 出 て お り 、 反転復元 で き る も の も 幾つ か あ る 。 そ

れ ら も 含め て 浅鉢 3 点 、 深鉢 2 点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石斧 、 磨製石斧、 石鎖、 石匙、 石錘、 二次加

工 の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石、 石皿等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か 選 ん で図示 し て い る 。 土製品 は し ゃ

し ゃ も じ 形の土製品 を 図示 し て い る 。 焼成粘土塊に つ い て 今 回 は図示 し
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46-19号住居祉

[遺構 ・ 埋土1 (第195図 ・ 図版96)

調査区 中 央 に位置す る 。 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る 。 長径 は6.0 m 、 短径 は5.8 m を 測 り 、 遺構検 出面 か ら 床

面 ま での 深 さ は30cmで あ る 。 柱穴は計 8 個確認 さ れた 。 炉跡、 硬化面は確認 さ れな か っ た 。 本住居祉 は46-

18号住居社 と 46-20号住居祉の 2 軒 と 切 り 合 い関係に あ る 。 そ の 新旧関係 は 、 本住居祉が46 ー 18号 . 46-20

号住居士止 よ り 新 し い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 主 に 粘質 を 持 た な い暗茶褐色砂質土 (埋土 1 層) と 埋土 1 層 よ り や や粘質 を 持つ暗茶褐

色粘質土 (埋土 2 層) の 2 層 に 分 け ら れ る 。 北側 に や や粘質 を持つ暗黄褐色粘質土 (埋土 3 層) と 埋土 3 層

よ り やや粘質 を 持 た な い暗黄褐色砂質土 (埋土 4 層) が堆積 し て い る が 、 床面 と 壁際 に 部分 的 に 見 ら れ る だ

け で あ る 。

[遺物1 (第196 ・ 197図 ・ 図版134- 136)

本住居士止か ら は 、 縄文土器 と 石器の他 に 焼成粘土塊が出土 し て い る 。 遺物 は ま と ま っ て 出土 し て お り 、 本

調査区 に お い て は残 り が 良 い方で あ る 。 縄文土器は浅鉢、 深鉢、 鉢 が 出 て お り 、 完形品 や そ れ に 近 い も の も

あ り 、 量 的 に も 恵 ま れて い る 。 そ れ ら の 中 か ら 浅鉢 2 点 、 鉢 2 点 、 深鉢 4 点 を 図示 し て い る 。 石器は打製石

斧 、 石銀、 石錘、 二次加工の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石、 石皿等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選ん で図示

し て い る 。 焼成粘土塊 に つ い て 今回 は図示 し て い な い 。
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第195図 46- 19号住居祉遺構実測図

[遺構 ・ 埋土] ( 第198図 ・ 図版97)

4特件似6-臼幽ε2蛸住 i 
守

A・

第皿章 調査の成果

調査区南側 に 位置す る 。 調査の終盤 に 検 出 さ れた た め 、 他の遺構 に よ っ て 削平 さ れ た 形 に な っ た が 、 残存

状況か ら 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈 し て い た と 推測 さ れ る 。 そ の規模 も は っ き り し な い が 、 長径 は 6 - 7 m 、 短

径 は5.4 m を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は20cmで あ る 。 柱穴は調査時で 3 個 を 確認 し た が 、 総数 は

不明 で あ る 。 炉跡や硬化 面 は 検 出 さ れ な か っ た 。 周囲 の住居祉 と の 切 り 合 い 関係 は46-08号 ・ 46- 19号 が 最

も 古 く 、 次 い で本住居社、 最 も 新 し い の が46- 10号住居社 、 と 推測 さ れ る 。 な お 、 北側の 壁際 に は埋設土器

(46-06号埋設土器) が 1 基検 出 さ れて い る が 、 掘 り 方 は な く 、 床面 と 埋設土器の底部の レ ヴ ェ ル が ほ ぼ一致

し て お り 、 住居士Ii:に伴 う と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 3 層 に 分 け ら れ る が 、 主 な 埋土 は や や粘質 を 持 ち し ま り の な い暗黄褐色粘質土 (埋土 1

層) で あ る 。 埋土 1 層 に 比べ灰色が か り 粘質 を 持つ暗黄灰色粘質土 (埋土 2 層 ) は南側の 壁際 に 、 粘質 を 持

つ 明黄褐色粘質土 (埋土 3 層) は床面上 に の み堆積 し て い る 。

[遺物] (第199図)

本住居牡か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 削平の た め か遺物の 出 土量 は そ れ ほ ど 多 く な い 。 縄文

土器は深鉢、 浅鉢が 出 て お り 、 反転復元でほぼ全形 を 復元 で き る も の も あ る が 、 ほ と ん ど は破片で あ る 。 そ

れ ら の 中 か ら 浅鉢 1 点 、 深鉢 2 点 を 図示 し て お く 。 石器は打製石斧、 磨製石 斧 、 二次加工 の あ る 剥 片 、 敵

石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選ん で図示 し て い る 。
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�� 田 章 調査の成果

( 2  ) 埋設土器遺構

46-03号埋設土器

[遺構 ・ 埋土1 ( 第200図)

調査区北側 に 位置す る 。 削 平 に よ っ て か な り 原形 を 失 っ て い た が 、 一応掘 り 方 を 持 つ 埋設土器遺構 で あ る 。

掘 り 方 は 楕円 形 を 呈 す る 。 自Ij平 に よ っ て 本来 の 規 模 は 明 ら か で な い が 、 調査時の 規模 は 、 長 径 が85cm 、 短径

が60cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深自11 ま での 深 さ は20cmで、 あ る 。 掘 り 方内 に は深鉢の 胴 部 の 破片 が あ る だ け

で 、 浅鉢等供伴す る 遺物 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 埋設時の姿勢 も は っ き り し な い が 、 残存状況か ら 口 縁 を 上

に 垂直 に据 え ら れて い た 可能性 が あ る 。 周囲 に は伴 う よ う な遺構 は 確認 さ れ な か っ た 。

埋設土器遺構の坦!土 は 、 3 層 に 分層 さ れ る 。 さ ら に 、 深鉢 は ほ と ん ど 失 わ れ て い る が 、 埋 土の状況か ら 深

鉢 内 の 埋土 と 深鉢 と 掘 り 方 内 の 埋土 に 分 け ら れ る 。 深 鉢 内 の 埋 土 は 粘質 を 持 た ず し ま り の 弱 L ミ 黒 褐 色 砂 質 土

(埋土 1 層) と 粘質 を 持つ暗褐色粘質土 (埋土 2 層) 、 掘 り 方内 の 宅li 土 は 粘 質 を や や 持 ち し ま り の あ る 暗褐 色

砂 質土 (埋土 3 層) で あ る 。 こ の う ち 埋土 1 層 は 、 遺構撹乱後 に 流 入 し た も の と 考 え ら れ る 。

[遺物]

掘 り 方 内 に は深鉢の 破 片 が あ っ た も の の 、 小破片の た め 図示 し て い な い。

Z """"ミミブピ

L=89.500m 

第200図 46一03号埋設土器迫梢実測図
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46-04号埋設土器

[遺構 ・ 埋土1 ( 第201図 ・ 図版98)

調査区南側 に位置す る 。 上面 を 削平 さ れて い る が 、 掘 り 方 を 持つ埋設土器遺構で あ る 。 掘 り 方 は 不整形 な

楕円形 を 呈す る 。 長径は85cm、 短径は65cmで 、 遺構検 出面か ら 最深部 ま での 深 さ は30cmで あ る 。 掘 り 方 内

に は 、 深鉢 が 口 縁 の 大半 を 欠損 し た形で検出 さ れ た 。 ま た底部 も 欠損 し て い た が 、 こ れ は埋設 当 時 か ら 欠損

し て い た と 考 え ら れ る 。 や や傾斜 し て い る も の の 、 深鉢 は 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れて い た 。 上面 を 削

平 さ れて い る た め 、 浅鉢等 セ ッ ト と な る 土器の有無 に つ い て は不 明 で あ る 。 周 囲 に は伴 う よ う な 遺構 は確認

さ れな か っ た 。

埋設土器遺構 の 埋土 は 、 深鉢 内 の 埋土 と 掘 り 方 内 の 埋土 に 分 け ら れ る 。 深 鉢 内 の 埋 土 は 、 黒褐色砂質土

(埋土 1 層) 、 暗黄褐色砂質土 (埋土 2 層) 、 暗褐色弱粘質土 (埋土 3 層) 、 そ し て 暗褐色粘質土 (埋土 4 層)

の 4 層で あ る 。 掘 り 方内の埋土 は 、 埋土 4 層 よ り 粘質 を 持た な い暗褐色粘質土 (埋土 5 層) で あ る が 、 埋土 1

層 は埋土 2 - 4 層堆積後 、 流入 し た も の と 考 え ら れ る 。

【遺物1 ( 第201図 ・ 図版163)

33 は 口 縁 部 の 大半 と 胴部 の 一 部 、 そ し て 底部 を 欠損 し た 深鉢 で あ る 。 最終器面調 整 は 横 ミ ガ キ で あ る が 、

胴部外面 は ミ ガ キ が 不十分の た め 、 貝殻条痕 が残 っ て い る 。 口縁帯 は や や 内傾 し て 、 3 条の沈線が巡 っ て い

る 。 頭部か ら 肩部 に か け て は緩 や か な カ ー ブ を 描 い て 外湾 し 、 そ し て 胴部 も 緩や か に張 り 出 し て い る 。 頭部

に は補修孔 が 2 個 あ る 。 底部の 欠損 に つ い て は前述 し た よ う に埋設時 に は既 に 欠損 し て い た と 考 え ら れ、 埋

設姿勢か ら し て埋葬用 の 可能性 が高い 。

46-05号埋設土器

[遺構 ・ 埋土】 (第202図 ・ 図版99)

調査区南側 に位置す る 。 掘 り 方 を 持つ 埋設土器遺構 で あ り 、 多少上面 を 削平 さ れて い た が 、 遺構の 残 り は

良好で あ る 。 掘 り 方 は や や不整形 な 円形 を 呈す る 。 長径は65cm、 短径 は55cm を 測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部

ま での 深 さ は35cmで あ る 。 掘 り 方内 に は浅鉢 と 深鉢 が セ ッ ト で検 出 さ れ た 。 お そ ら く 合せ 口状 に 埋設 さ れて

い た と 考 え ら れ る が 、 検 出 時 、 浅鉢 は深鉢 内 に 破損 し た 状態で落 ち 込 ん で お り 、 は っ き り し な い 。 主体 と な

る 深鉢 は 、 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂直 に 据 え ら れて い た 。 浅鉢の破損 が激 し く 、 埋設 当 時の姿 を あ ま り 留 め て い な

い が 、 破損の 割 に 土器片の散逸 は少 な く 、 遺物の復元率 は比較的高 い と 言 え る 。 周 囲 に は伴 う よ う な 遺構 は

確認 さ れな か っ た 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 4 層 に 分層で き る 。 粘質 を持た な い黄褐色砂質土 (埋土 1 層) 、 粘質 を 持 た な い暗

褐色砂質土 (埋土 2 層) 、 埋土 2 層 よ り し ま り の な い暗褐色砂質土 (埋土 3 層) 、 そ し て粘質 を 持 ち し ま り の

あ る 暗褐色粘質土 (埋土 4 層) で あ る が 、 埋土 1 - 3 層 は浅鉢破損後 に流入 し た も の で あ る 。

【遺物1 (第202図 ・ 図版164)

34は 口縁部 3 / 4 と 胴部の一部 を 欠損 し た 浅鉢 で あ る 。 口縁 に は 山形突起が付 さ れて お り 、 口縁帯 に は 2

条 の 沈線 が巡 っ て い る 。 器面調整 は 主 に 横 ナ デ と ミ ガ キ で あ る が 、 横 ナ デ は 口縁帯 に の み施 さ れて い る 。 口

縁帯 は や や外反 し 、 頭部か ら 肩部 に か け て はつの字状 に 外湾 し て い る 。 胴部 は あ ま り 張 り 出 さ ず、 一気 に 底

部へ と 繋 が っ て い る 。 35は 口縁部 3 / 4 と 桐部の一部 を 欠損 し た深鉢で あ る 。 大型の深鉢で あ る が 、 器高 に

占 め る 胴部高の割合 が 、 同時期の深鉢の 中 で も か な り 高 く 、 胴部高 が そ れ以外の 部位高の 2 倍以上 あ る 。 器
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第203図 46-06号埋設土器実測図

第 皿 章 調査の成果

36 

面調整 は ミ ガ キ が主 で 、 各部位で ミ ガ キ の方向が異 な る 。 口縁帯は直立 し て お り 、 4 条 の 沈線 が巡 っ て い る 。

短 め の 顕 部 は や や 弓形 に 外湾 し 、 胴部は緩や か に 張 り 出 し て い る 。 底部 は わ ず か に 高台状の 上 げ底 に な っ て

い る 。

46-06号埋設土器

[遺構・埋土] ( 第203図 ・ 図版100)

調査区南側 に 位置す る 。 46-20号住居祉の北側の壁際 に あ り 、 掘 り 方 は確認 さ れ な か っ た 。 深鉢の胴部以

下 を 打 ち 欠 い た 状 態 で 検 出 さ れ た 。 口 縁 を 上 に ほ ぼ垂 直 に 据 え ら れ て い た 。 多 少 土器片 が散逸 し て い た が 、

比較的良 く 埋設 当 時の姿 を 留 め て い た 。 46ー20号住居枇の 項で述 べ た よ う に 、 床面 と 埋設土器の底部の レ ヴ

ェ ル が ほ ぼ一致 し て い た こ と か ら 、 本埋設土器が住居祉 に 伴 う も の と 推測 さ れ る 。

埋設土器遺構の埋土 は 、 掘 り 方 が な い た め深鉢内の埋土の み と な る 。 2 層 に 分 け ら れ 、 粘質 を 持 た な い黒

褐色砂質土 (埋土 1 層) と 淡黒褐色砂質土 (埋土 2 層) で あ る が 、 理土 1 層 は後世の流入土の可能性 が あ る 。
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[遺物] (第203図 ・ 図版165)

36 は 口 縁 部 か ら 頭 部 の 半 分 と 胴 部以 下 を 欠損 し た 深鉢で あ る 。 器面 は や や風化 し て い る が 、 調 整痕 が 確認

で き る 。 器 面 調 整 は 横 ミ ガ キ が主 で 、 頭部外国に は斜め方向の ミ ガ キ が施 さ れ て い る 。 口 縁者j; は 直立気味 に

立 ち 上が り 、 頭 部 は 口 縁 付 近 が や や強 く 開 く も の の 、 肩部 に 至 る 部 分 は緩や か に 外湾 し て い る 。 か ろ う じ て

界線が残 っ て い る が 、 肩 音ríの 上 に あ る わずか な段 と し て 表現 さ れ て い る に 過 ぎ な い 。

( 3  ) そ の{也
46 -01号円形周溝

D立構 ・ 埋土] ( 第204医| ・ 図版101)

調 査 区北 側 に 位置す る 。 平 面 プ ラ ン は 円 形 を 呈す る 。 長 径 は 3.0m 、 短径 は2 . 9m を 測 り 、 周溝の 幅 は 0.5 m 、

遺構検 出 面 か ら 床面 ま での深 さ は30cmで、 あ る 。 本)i'J跡群で、検 出 さ れ た 円形周満遺1悼の 中 で最 も 小 さ い 。 周 囲

に は本円形周溝に 伴 う よ う な 遺 構 は li在認 さ れ な か っ た 。

円 形周溝遺構のj旦土は 、 1 }曹の み確認 さ れ た 。 黒褐色砂質土で あ る 。

{遺物]

本 円 形周溝か ら は 、 縄文土 器 と 石 器 が 出 土 し て い る が 、 いずれ も 小破 片 で あ り 、 図示 し て い な い 。

N

A札lT
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EDDUg"」1凶
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第2041Z1 46-01号 円形周満治梢実測図
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15 47区

I概要】 (第171 ・ 205図 ・ 図版 12)

第皿章 調査の成果

石の 本遺跡群の 中 央 よ り や や 西側 に 位置す る 調査区 で あ る 。 北 か ら 南 に 向 かつ て 中 央 にす り 鉢状 に 傾斜 し

て い る 。 当該時期の遺構が密集す る 42区 を 中 心 と し た 区域で は 、 最 も 低 い 所 に 立地 し て お り 、 本遺跡群の 中

央 を 通 る 丘陵の 西縁の つ け根 に あ た る 。 ま た28区 、 23区 を 通 っ て 南 に 走 る 谷部の始 ま り で も あ る 。 標高87.0 m

か ら 88.4m'こ か け て 位置 し て い る 。 な お47区 は東西 2 つ に 分 かれて い る が 、 こ れ は工事の 都合上 、 本来 1 つ の

調査区 が 2 つ に 分断 さ れ た も の で 、 ど ち ら も 47区 と し て扱 っ て い る 。

遺構 と し て は竪穴住居社 2 軒 と 円形周溝遺構 1 基が検出 さ れて い る 。 竪穴住居祉 は北側 に 、 円形周溝遺構

は南側 に 分布 し て い る 。 遺構の 分布 は希薄 で あ る が 、 北側 に隣接す る 46区 で は 多 く の 住居 祉 が 検 出 さ れて お

り 、 本調査区の 2 軒の住居社 も そ の流れで捉 え た方が理解 し やす い 。 遺構検 出面 は IIc 層 か ら 皿 層 で あ る 。 出

土遺物 は縄文土 器 、 石器の他玉類、 土器片錘が 出 土 し てい る 。 縄文土器 は深鉢、 浅鉢が あ り 、 破片資料 が ほ

と ん ど で あ る が 、 遺物量 は比較的 多 い 。 46区 か ら の流れ込み が あ る た め と 考 え ら れ る 。 石器 は 打製石斧、 石

銀 、 二次加工の あ る 剥片 、 敵石 ・ 磨石 が 多 く 、 磨製石 斧 、 石匙、 ス ク レ イ パ一 、 石鎌 、 石錘 、 石皿等 も 見 ら

れ る 。 玉類は勾玉、 管玉 が あ り 、 石製 と 土製 が あ る 。

(1) 竪穴住居祉

47-01号住居枇

[遺構・埋土] (第206図 ・ 図版 102)

調査区の北端 に 位置す る 。 遺構の約 1 / 3 が 調査区外に あ り 、 さ ら に 後世の 撹乱 に よ っ て削平 さ れて い る

が 、 平面 プ ラ ン は 、 円形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長径 は5.8m 、 短径 は4.2m以 上 を測 り 、 遺構検出面か ら 床面

ま での 深 さ は 14cm で あ る 。 柱穴 は 、 後世の 撹乱 が激 し く 検 出 で き な

か っ た 。 中 央 に 炉跡 と お ぼ し き 焼土 の 落 ち 込 みが 1 基検 出 さ れ た 。

47-02号住居祉の炉跡 と 重視 し て お り 、 そ の規模は は っ き り し な い が 、

150-200XI 00cm程 と 推測 さ れ る 。 硬化面は確認 さ れ な か っ た 。 な お 、

本住居:1:11: は後述す る 47ー02号 と 切 り 合い関係 に あ り 、 土層断面等 か ら

本住居祉の方が新 し い と 考 え ら れ る 。

住居祉の埋土 は 、 大 き く 2 層 に 分層 で き る 。 あ ま り 粘質 を 持 た ず し

ま り の な い暗褐色土 (埋土 1 層) と 粘質 を 持 ちゃや し ま り の あ る 暗黄

褐色土 (埋土 2 層) で あ る 。 こ の他 に 埋土 2 層の 中 で、 炉跡付近の 土

に焼土が混 じ っ て い る 箇所 (埋土 3 層) が あ る 。

[遺物】 (第207図)

本住居祉か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は破片

資料の み で 、 量 的 も 少 な い 。 そ の 中 か ら 深鉢片 を 3 点 図示 し て い る 。

石器 は二次加工 の あ る 剥片 と 石皿で、 こ こ で は石皿のみ図示 し て い る 。
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第皿章 調査の成果

47-02号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第206図 ・ 図版 102)

調査区 の 北端 に 位置す る 。 遺構の ほ と ん ど が47-01号住居祉 に よ っ て削平 さ れ て お り 、 そ の 平面 プ ラ ン や

規模 は不明 で あ る 。 た だ 遺構検 出面か ら 床面 ま での深 さ は 10cmで あ る 。 47ー01号住居祉同様 、 柱穴は検 出 で

き な か っ た 。 炉跡は47-01号住居祉の炉跡 に 切 ら れ る 形で 1 基見 つ か っ た が 、 そ の規模 は 明 ら か で な い 。 硬

化面は確認 さ れな か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 3 層 に 分層 さ れ る 。 粘質 を あ ま り 持 た ず 、 あ ま り し ま り の な い暗褐色土 (埋土 1 層) と

や や し ま り の あ る 、 ア カ ホ ヤ 火山灰の二次堆積土混 じ り の暗褐色土 (埋土 2 層) 、 そ し て ア カ ホ ヤ 火山灰の二

次堆積土 (埋土 3 層) の 3 層 で あ る 。

本住居祉 は 、 そ の ほ と ん ど が失 わ れ た 状態で検出 さ れて お り 、 住居祉 と 認定す る こ と に疑 問 な 点 も あ る が 、

一応住居祉 と し て報告す る 。

I遺物] (第207図)

本住居祉か ら は 、 縄文土器が 出 土 し て い る 。 深鉢の底部 1 点 の み だ が 、 図示 し て お く 。

( 2  ) その他

47-06号円形周溝

[遺構 ・ 埋土] (第208図)

調査区南側 に 位置す る 。 平面 プ ラ ン は円形 を 呈す る 。 長径 ・ 短径共 に4.1 m を測 り 、 周溝の 幅 は0.9m 、 遺構

検 出面か ら 最深部 ま での 深 さ は40cmで、 あ る 。 上面が削平 さ れて い る 可能性 も あ る が 、 周 囲 に は 本円形周溝 に

伴 う よ う な遺構は確認 さ れな か っ た 。

円形周溝遺構 の 埋土 は 、 1 層 の み確認 さ れ た 。 粘質 を あ ま り 持 た ず し ま り の な い暗褐色土 で 、 細 か い 明褐

色土の斑点 を 含む 。

[遺物]

本円形周溝遺構か ら は 、 縄文土器片が出土 し て い る が 、 小片の た め 図示 し て い な い 。
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第3節 各調査区の成果

16 49区

【概要】 (第171 ・ 209図)

石 の 本遺跡群 の 北側 に 位 置す る 調査 区 で あ る 。 北西か ら 南東 に 向 かつて傾斜 し て お り 、 傾斜 は や や き つ く

な っ て い る 。 そ の傾斜 は 、 北 に 行 く に し た が っ て さ ら に き つ く な っ て い る が 、 調査区北側 は か な り 削平 さ れ

て い る た め 、 や や 平坦気昧 に な っ て い る 。 標高90.0 m か ら 91.5 m に か け て 位置 し て い る 。 本遺跡群 の 当 該時期

の集落では最 も 西側 に 位置 し て い る 調査 区 で あ る 。

遺構 と し て は 、 竪穴住居社10軒 、 埋設土器遺構 2 基の他 に円形周講遺構 1 基が検出 さ れて い る 。 遺構の 分

布 は東側 に 集 中 し て お り 、 南 側 に も 広 が っ て い る よ う で あ る 。 調査時 も っ と 多 く の 遺構 を 検 出 し て い た が 、

住居祉 と し て 認定 で き た も の の み掲載す る こ と に し た 。 遺構検 出面 は II b層 か ら 皿 層 に か け て で あ る 。 出土遺

物 は縄文土器 、 石器の他 に 玉類 、 土製品 が 出 土 し て い る 。 遺構 が 多 い 分遺物 も 多 く 、 比較的 ま と ま っ た 量 の

遺物 が 出 て い る 。 縄文土器 は 浅鉢、 深鉢、 鉢が 出 て お り 、 そ の ほ と ん ど が破 片 資料 で あ る 。 石 器 は打製石 斧 、

敵石 ・ 磨石 、 二次加工 の あ る 剥片 が 多 く 、 磨製石 斧 、 石鍛が そ れ に次ぎ、 十字形石 器 、 石匙、 石錘 、 ス ク レ

イ パ一 、 石 皿 、 砥石等 も 見 ら れ る 。 玉類 は勾玉、 管玉 が あ り 、 石製 と 土製 が あ る 。 土製品 は円柱形土製 品 が

出 て い る 。

( 1  ) 竪穴住居祉

49-01号住居祉

【遺構・埋土1 (第210図)

調査区東側 に 位置す る 。 東側 の 遺構 ラ イ ン が は っ き り し な い が 、 平面 プ ラ ン は楕円形 を 呈す る 。 上面 は削

平 さ れて い る よ う だ が長径 は6.6 m 、 短径 は5.2 m を測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での 深 さ は20cm で あ る 。 柱穴

は計 4 個確認 さ れ た 。 中 央 よ り や や西寄 り の地点lこ 110X 100cmの 炉

跡が 1 基検 出 さ れ た ほ か 、 竪穴内 に は計 4 個のピ ッ ト が検 出 さ れ た 。

こ れ ら の性格 に つ い て は は っ き り し な い が 、 柱穴の 可能性 も 否定で き

な い 。 な お硬化面 は確認で き な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 黒褐色 シ ル ト 混 じ り の暗褐色 シ ル ト の 1 層のみで

あ る 。

[遺物1 (第211図)

本住居社か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は小破

片 の み で 、 図示 し て い な い 。 石器 は打製石 斧 、 敵石 ・ 磨石が 出 て お り 、

それ ら 2 点を図示して い る 。

49-05号住居祉

【遺構・埋土1 (第212図 ・ 図版 103)

調査区 中 央 に 位置す る 。 東西方向 に や や歪んでい る が平面プ ラ ン は

円形 を 呈す る 。 長径 は5.6 m 、 短径 は4.6 m を測 り 、 遺構検出面か ら 床
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面までの深さは16cmで、ある。柱穴は計 8 個椛認された。炉跡は検出されなかった。 柱穴と柱穴の聞にピット

を 2(11\'/検出したが、 本来は柱穴であった可能性もある。硬化而はl確認で、きなかった。

住居祉の立rr土は、 3 )習に分け ら れる。黒褐色シルト混じりの褐色シルト ( 埋土 1層) が主な足Il土であり、

その下に黒褐色シル卜とニ ガ 土混じりの黄褐色シル卜Uill土2 J胃) と黄褐色シル卜 混じりの褐色シルトUill

土 3層) が 壁際に三角縦和している。
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[ill物]

本住居tll:か ら は、 遺物は出土していない。

N

A川下十

全一L=91.400m

第212図 的ー05号住居祉遺桝実測図

A' 

EDロマ
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A' 

49-67号住居祉

[遺構・埋土1 (第213図 ・ 図版104)

調査区東側に位置する。部分的に撹乱によって削平されているが、 平面プ ラ ンは円形を呈する。径は7，Om

を浪11り、 遺構検出面か ら 床面までの 深さは30cmで、ある。柱穴は言1- 6刊l'!1確認された。炉跡はなく、 住居J}l:に伴

うような他の ピットも検出されなかった。ま た硬化面も確認されなかった。 中央やや東 寄りの 地点に埋設土

器 (49-84号埋設土器) がl基検出されているが、 住居祉の 埋土を掘りFげており、 本住居祉には伴わない

と考え ら れる。

住居祉の 域土は、 3 層に分け ら れる。黄褐色砂質土 (埋土 1 層) と茶褐色、ンjレト (埋土 2 層) 、 そして灰褐

色シルト (埋土 3 層) であるが、 埋土l 層は南側に行くにつれて削平されており、 南壁付-近で、は確認で、きな

かった。

[遺物1 (第214・215図・|玄|版 137)

本住居担1: か ら は、 縄文土器と石器 の 他玉類が出土している。縄文土器は破片資料の みで、 その 中か ら浅鉢 1

y�、 深鉢3点を図示している。石 器は打 製石斧、 磨製石斧、 石鍬、 石匙、 二次加工のある剥片、 敵石 ・ 踏石、

石皿、 砥石等が出ており、 それ ら の 中 か ら 幾っか選んで図示している。 玉類は土製 丸玉 とおぼしきもの が 1

点出ているが、 今回は図示していない。
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第皿章 調査の成果

49-68号住居枇

[遺構・埋土1 (第216図 ・ 図版 105)

調査区南側 に 位置す る 。 南側 を 49 - 69号住居祉 に よ っ て削平 さ れ て い る が 平面 プ ラ ン は 楕 円 形 を 呈す る 。

長径 は4.7 m 以上 、 短径は6.0 m を測 り 、 遺構検 出面か ら 床面 ま での深 さ は 15cmで あ る 。 本調査区の住居祉は比

較的大 き い も の が 多 い が 、 本住居社 も 例外で は な い 。 柱穴は計 7 個確認 さ れ た 。 ま た こ れ ら の ほ か に 、 2 個

の住居祉に伴 う ピ ッ ト を 検 出 し た が 、 柱穴か ど う か は は っ き り し な い 。 中 央付近か ら 径 が 110cmの炉跡 と お ぼ

し き 土嬢 を 検 出 し た 。 硬化面は確認 さ れ な か っ た 。 前述 し た よ う に 本住居祉 は49 - 69号住居祉 と 切 り 合 い 関

係 に あ り 、 そ の新旧 関係 は土層断面等 か ら 本住居祉の 方が古い と 考 え ら れ る 。

住居枇の埋土 は 、 黒褐色 シ ル ト 混 じ り の灰黄褐色 シ ル ト の 1 層の み で あ る 。

[遺物1 (第217 ・ 218図)

本住居 祉 か ら は 、 縄文土 器 と 石 器 の 他 に玉類 が 出 土 し て い る o 縄文土 器 は 破片の み で 、 そ の 中 か ら 浅鉢 1

点 、 鉢 1 点 、 深鉢 3 点 を 図示 し て い る 。 石器 は 打製石斧 、 磨製石 斧 、 石鎖、 石匙、 二次加工の あ る 剥片、 敵

石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ か選んで図示 し て い る 。 玉類は土製勾玉が 2 点 出 て お り 、 2 点

と も 図示 し て い る 。

49-69号住居祉

[遺構・埋土1 ( 第216図 ・ 図版 105)

調査区南端 に 位置す る 。 約 1 / 4 が 調査区外 に の びて い る が 、 平面 プ ラ ン は や や 隅丸気味の 方形 を 呈す る

と 考 え ら れ る 。 長軸 は7.6 m 、 短軸 は4.8 m 以上 を測 り 、 遺構検出面か ら 床面 ま での 深 さ は28cmで、 あ る o 柱穴は

4 個確認 さ れて い る が 、 未検出 の 部 分 に も あ っ た と 考 え ら れ る た め 、 4 個以上 と し て お く 。 調査区南壁 に掛か

る よ う に径が 100cm前後の炉跡 と お ぼ し き 焼土の落ち込みが 1基検 出 さ れた 。 硬化面 は確認 さ れ な か っ た 。

住居祉の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 淡褐色 シ ル ト (埋土 1 層) と 淡灰黄色 シ ル ト (埋土 2 層 ) で あ る 。

[遺物1 (第219図)

本住居士止 か ら は 、 縄文土器 と 石 器 の 他 に玉類 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は小破片の み で あ る が 、 そ の 中 か

ら 浅鉢 1 点 、 深鉢 3 点 を 図示 し て い る 。 石器は 打製石斧、 磨製石 斧 、 石錘、 使用痕の あ る 剥片、 敵石 ・ 磨石

等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選ん で図示 し て い る 。 玉類は土製勾玉が 1 点 出 て お り 、 そ の 1 点 を 図

示 し て い る 。

49一77号住居祉

[遺構・埋土】 (第220図 ・ 図版 107)

調査区東側 に 位置す る 。 49-67号住居おl と 49ー83号住居祉の 間 に あ る 。 南側 を 後世の 撹乱 に よ っ て削平 さ

れ て い る が 、 平面 プ ラ ン は 円形 を 呈す る 。 径 は6.0 m を測 り 、 遺構検 出面か ら 床面 ま で の 深 さ は32cm で あ る 。

柱 穴 は 5 個確認 さ れ て い る が 、 撹乱 に よ っ て削平 さ れ て い る こ と も 考 え ら れ る た め 、 5 個以 上 と し て お く 。

炉跡 は 検 出 さ れず 、 伴 う よ う な遺構 も 確認 さ れ な か っ た 。 た だ 中 央付近 に は 撹乱 が 及 ん で い る た め 、 既 に削

平 さ れて い る 可能性 も あ る 。
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第皿章 調資の成果

住居tJl:の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 焼土混 じ り の黒褐色粘質土 (埋土 1 層 ) と 暗褐色粘質土 (埋土 2 層)

で あ る 。 埋土 1 層 に は ニガ土 も 少量混 じ っ て い る 。

[遺物1 (第221図)

本住居tJl: か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は 小破片 が ほ と ん ど で そ の 中 か ら 浅鉢 2 点 、

深鉢 3 点 を 図示 し て い る 。 石 器 は 打製石斧、 磨製石斧、 石 鍬 、 石匙 、 異形石器 、 二次加工 の あ る 剥片 、 敵

石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾っ か選 んで図示 し て い る 。

49-81号住居祉

[遺構 ・ 埋士1 (第222図 ・ 図版 106)

調査区南端 に位置す る 。 49-69号住居枇 と 49-82号住居祉の 間 に あ る 。 約 1 / 5 が 調査区外 に の びて い る

が 、 平面 プ ラ ン は楕円形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長径 は5.2 m 、 短径 は3.6 m を測 り 、 遺構検 出面か ら 床面 ま で

の 深 さ は20cm で、 あ る 。 柱穴は計 6 個確認 さ れ た 。 未検 出 の 部分 も あ る が 、 柱穴 に 関 し て は位置的 に み て 、 す

べて検出 さ れ た と 考 え ら れ る 。 炉跡や ピ ッ ト の類は検出 さ れ な か っ た 。

住居士止の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 褐色 シ ル ト を基調 と し 、 焼土が混 じ ら な い も の (埋土 1 層 ) と 焼土

が混 じ る も の (埋土 2 層) に 分層 さ れ る 。

[遺物1 (第223図)

本住居枇か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は小破片の み で図示 し て い な い 。 石器 は 二次

}J[I工の あ る 剥片、 敵石 ・ 磨石の み 出 て お り 、 そ の 2 点 を 図示 し て い る o
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49-82号住居祉

[遺構 ・ 埋土] (第224図 ・ 図版 107)

調査区南端 に 位置す る 。 49-81号住居枇の東側 に接す る よ う に造 ら れ た 。 約 1 / 4 が調査区外 に の びて い

る が 、 平面 プ ラ ン は や や間丸気昧の方形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 長軸 は7.8 m 、 短軸 は5.0以上 を測 り 、 遺構検

出面か ら 床面 ま での 深 さ は20cm で あ る 。 柱穴は計 9 個確認 さ れ た 。 未検出 の 部分 に も 柱穴 は 巡 っ て い た と 考

え ら れ 、 本来 は も っ と 多 か っ た よ う で あ る 。 炉跡 は検出 さ れ な か っ た が 、 未検 出 の 部 分 に あ っ た 可能性 も あ

る 。 硬化面 は確認 さ れな か っ た 。 残存部 か ら 考 え て も 本遺跡群で は最大級の住居枇 と 言 え る 。

[遺物] (第225図)

本住居牡か ら は 、 縄文土器 と 石器 が 出 土 し て い る 。 縄文土器 は小破片の み で 、 そ の 中 か ら 浅鉢 2 点 、 深鉢 2

点 を 図示 し て い る 。 石器 は打製石斧 、 二次加工の あ る 剥片 、 磁石 ・ 磨石等 が 出 て お り 、 そ れ ら の 中 か ら 幾つ
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第3節 各調査区の成果

49-83号住居祉

D邑構・埋土1 (第226図・図版 107)

調査区 東側に位置する。49一77号住居祉の東側に接するように建て ら れた。平面プラ ンは楕円気味の 円形

プラ ンを呈する。長径は6.8m、 短径は5.6mを測り、 遺構検，:I�，商か ら 床而までの深さは22cmで、ある。柱穴は計

12個Mi認された。ま た南東部の 壁面には支柱穴と見 ら れるピットが 2 @Il確認された。東西の 壁際に径80cm前

後の ピットが 1基ずつ検出されたが、 西側の ピット か ら 焼土が確認されており、 炉跡の 可能性もある。硬化

面は確認されなかった。

住居祉の埋土は、 2 層に分け ら れる。黒褐色砂質土混じりの黄褐色粘質土 (埋土 1 層) と暗黄褐色粘質土

u虫土 2 層) である。 2 層とも慌色砂!燦を含 み、 埋土 1 層の 方が多く含 んでいる。

[造物1 (第228図)

本住居J.ú:か ら は、 縄文土器と石器が出土している。縄文土器は小破片の みで図示していない。 石 器は打 製

石斧、 磨製石斧、 敵石・磨石、 石皿等が出ており、 それ ら の 中か ら 幾つか選んで図示している。

49-99号住居刷:

[遺構・埋土1 (第227図・図版 108)

調査区 中 央に位置する。西側の 壁面を所々後世の 撹乱によって削平されているが、 平面プラ ンはやや不整

気味の 円形を呈する。径は5.2mを測り、 遺構検出而か ら 床面までの深さは、 12cmで、ある。柱穴は計 101回確認

された。炉跡、や硬化面等は検出されなかった。

住居祉の埋土は 1 層の みで、 黒褐色シJ[...卜混じりの黄褐色シルトであった。

[造物1 (第229図)

本住居J.ú:か ら は、 縄文土器と石器が出土している。縄文土器は小破片の みであり図示していない。石 器は

打 製石斧が 2点出ており、 その 2点、を図示している。
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第3節 各調査区の成果

_Jと二二三コ c\ 1こ〉
637 638 

第229図 49-99号住居社出土遺物実測図

( 2  ) 埋設土器遺構

49-52号埋設土器

[遺構 ・ 埋土] (第230図 ・ 図版 109)

調査区南側 に 位置す る 。 49- 05号住居祉の西側 に あ る 。 上面 は や や削平 さ れて い た が 、 掘 り 方 を 有す る 埋

設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方 は 、 や や不整形 な 円形 を 呈す る 。 規模 は長径が 155cm 、 短径が140cm で遺構検出面

か ら 最深部 ま での深 さ は 、 50cmで あ る 。 掘 り 方内 に は 、 深鉢が胴部 を破損 し た 状態 で検出 さ れた 。 浅鉢等伴

う 遺物 は 見 つ か ら な か っ た 。 残存状況か ら 、 埋設当 時は口縁 を 下 に し て斜め に据 え ら れて い た と 考 え ら れ る 。

こ う し た 埋設方法 は 、 本遺跡群 で は本例 の み で あ る 。 周 囲 に 本埋設土器 に伴 う よ う な 遺構 は 検 出 さ れ な か っ

。た

埋設土器遺構の埋土 は 、 2 層 に 分 け ら れ る 。 ど ち ら も 粘質 を持 た な い黒褐色土混 じ り の黄褐色砂質土 (埋

土 1 層) と 茶褐色砂質土 (埋土 2 層) で あ る 。 掘 り 方の底の 方 に は 、 若干の 黒褐色砂質土が堆積 し て い た が 、

掘 り 方 と は無関係の よ う で あ る 。

I遺物] (第231図 ・ 図版 166)

37 は胴部 1 / 4 を欠損 し た 深鉢で あ る 。 か な り 大型の深鉢で 、 埋設土器遺構の 中 で も 最大級の大 き さ で あ

る 。 器面調整 は 主 に 横 ミ ガ キ と ミ ガ キ で あ る が 、 胴部 は ミ ガ キ の 前 に へ ラ ナ デ を施 し て い る 。 口縁帯 は わず

か に 内傾 し 、 4 条 の 沈線 が 巡 っ て い る 。 頭部か ら 肩部 は直線的 で緩や か に 外湾 し て い る 。 胴部 も そ の張 り 出

し は緩や か で 、 下膨れ し な が ら 底部へ と 繋 が っ て い る 。 底部 は高台状の 上 げ底 だ が 、 わ ず か に扶れて い る の

み で あ る 。 全体的 に や や歪 ん で い る が 、 土器自体の重量 に よ る も の か も し れ な い 。

49-84号埋設土器

【遺構 ・ 埋土】(第232図・図版110)

調査区東側 に 位置す る 。 上部 を や や削平 さ れて い る が 、 掘 り 方 を 有す る 埋設土器遺構 で あ る 。 掘 り 方 は 円

形 を 呈す る 。 長径 は85cm 、 短径 は80cm を測 り 、 遺構検 出 面 か ら 最深部 ま での 深 さ は25cm で あ る 。 掘 り 方内

に は 、 深鉢が 上か ら 潰 さ れ た よ う な 状態 で検 出 さ れ た 。 浅鉢等伴 う 遺物 は 見 つ か ら な か っ た 。 残存状況か ら 、

埋設当 時 は口縁 を 上 に し て垂直 に据 え ら れて い た と 考 え ら れ る 。 49-67号住居祉の項で述べ た よ う に住居社

内 よ り 検出 さ れた も の の 、 埋土 を 掘 り 込 ん で埋設 さ れて い る た め 、 住居祉に伴わ な い と 推測 さ れ る 。
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第231図 49-52号埋設土器出土遺物実測図

37 

埋設土器遺構の埋土 は 、 深鉢内の埋土 と 掘 り 方内の埋土 に 分 け ら れ る 。 深鉢内の埋土 は 、 褐色 シ ル ト (埋

土 1 層) と 黄褐色 シ ル ト を プ ロ ッ ク 状 に 含 ん だ暗褐色 シ ル ト (埋土 2 層) で あ る 。 一方、 掘 り 方 内 の 埋土 は 、

淡褐色 シ ル ト (埋土 3 層) と 黒褐色 シ ル ト (埋土 4 層) で あ る 。

【遺物1 (第232図 ・ 図版 167)

38 は深鉢で口縁部か ら 肩部 の 1 / 2 と 胴部 を欠損 し て い る 。 胴部 が欠損 し て い る た め 、 肩部以上 と 底部 が

分かれて し ま い 、 直接接合 は し な い が 同一掘 り 方内か ら 出土 し て い る た め 、 同一個体 と し て扱 っ て い る 。 器

面調整 は主 に ミ ガ キ で 、 肩部 の 下 と 底部の上の わずか な胴部 に は へ ラ ナ デが施 さ れて い る 。 口縁帯 は直立気

昧 に 立 ち 上 が り 、 3 - 4 条 の 沈線 が巡 っ て い る 。 顕部か ら 肩部 は直線的で緩やか に 外湾 し て い る 。 界線は な

く 、 底部 は平底で あ る 。
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第3節 各調脊区の成果

(3 ) その他

49-66号円形周溝

[遺構・樫土] (第233図 - 図版 111 )

調査区 北1Jl11に位置する。平田プラ ンは円形を呈する。 長径は4.0m 、 短径が3.0mを測り、 周満の11I自は0.8mで、

辿格検出面か ら 床面までの深さは60cmで・ある。fflJ前の内外には 、 10個以上の ピットが検出された。 それ ら の

中には円形周溝遺構を巡るように並んでいるものもあり、 何 ら かの建造物が一位っていた可能性も否定できな

い。 しかし調査H寺点においてそれ ら ピット群の性絡を特定するには至 ら なかった。

円形周溝迎梢の埋土は、 3層に分け ら れる。腕土混じりのH音褐色シルトUllI土1 層 ) と暗褐色シjレ|、 u盟

土 2 層) 、 そして黒褐色シル卜 ( 1型土 3 層 ) である。

[遺物]

本 円形周満か ら は 、 石器が出土しているが、 小破片のため図示していない。

N

A札ーT <Ð 

@ 

、
、 ，、 ，、，

L=91.500m 生ー a' b b' 

第233図 的-66号円形周梢泊構実測図
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第4節 出土遺物

石の 本遺跡群 で は 、 前述 し た よ う に 遺構内外 、 遺物の種類 を 問 わ ず数 多 く の 遺物 が 出 土 し て い る 。 遺構出

土の遺物の紹介 は 、 各遺構の項で述べ て い る が 出土遺物自体の概要 ま で は触れて い な い 。 本節 で は 、 本遺跡

群出土の縄文時代後 ・ 晩期 の 遺物 に つ い て概要 を 述べて Lミ く 。 な お 、 図示 し た 遺物 に つ い て は 、 巻末 に 遺物

観察表 を 掲載 し て い る の で 、 そ ち ら を参照 し て い た だ き た い 。

1 土器

本遺跡群で最 も 出 土点数の 多 い遺物で あ る 。 正確 な 点 数 は把握 し て い な い が 、 相 当 数 に 上 る も の と 考 え ら

れ る 。 そ の 中 で も 本書 で取上 げた 、 当 該時期の遺構が検出 さ れた調査区の遺物 を 中 心 に 見 て い き た い 。

器種 は深鉢、 鉢、 浅鉢が 主 で 、 わ ずか だ が注口土器や小型の土器 (ミニチュ ア 土器 や手担土器) が存在す

る 。 器種分類に つ い て は こ れ ま で に も 様 々 な 研究 に お い て 行 な わ れて い る が 、 基本的 な 分類 は 同 じ で あ る の

で そ れ ら を 参考 に し て い る o 当 該時 期 の 土 器 は口縁又 は口縁帯 (口縁 部 で く の字状 に屈折 し た 部 分 ) 、 頭 部 、

胴 部 、 そ し て 底部 と い っ た 部位 に 分 け ら れ 、 基本 的 に は そ れ ら の 部位 の 組 み 合 わせ に よ っ て 構成 さ れ て い る

の で 、 各部位の有無や そ の プ ロ ポー ションで大別 し て い る 。 具体的 に は以下の と お り で あ る 。

深鉢

A 1 類……口縁帯、 頭部、 胴部、 底部で構成 さ れ る 。 口縁帯 に凹線 ( 又 は沈線) を施す も の 。

A 2 類……口縁帯 、 頭部、 胴部、 底部で構成 さ れ る 。 口縁帯 に凹線 ( 又 は沈線) を 施 さ な い も の 。

B 類. . .・H・ . .口縁部 、 頭部、 胴部 、 底部で構成 さ れ る 。 頭部の 上 に 素口縁が く る も の 。

C 類. . .・H・ . .口縁部 、 胴部、 底部で構成 さ れ る 。 口縁の 下 に胴部 が く る も の 。

浅鉢

A 1 類……口縁帯 、 頭部、 胴部、 底部で構成 さ れ る 。 口縁帯 に凹線 ( 又 は沈線) を 施す も の 。

A 2 類……口縁帯 、 頭部、 胴部、 底部で構成 さ れ る 。 口縁帯 に回線 ( 又 は沈線) を 施 さ な い も のO

B 類. . .・H・ . .口縁部 、 頭部、 胴部、 底部で構成 さ れ る o 頭部の 上 に 素口縁が く る も の 。

C 類. . .・H・ . .口縁部 、 胴 部 、 底部で構成 さ れ る 。 口縁の 下 に胴部 が く る も の 。

D 1 類……口縁帯 、 胴部、 底部で構成 さ れ る 。 口縁帯 が直線的 に 立 ち 上が る も の 。

D 2 類……口縁帯 、 胴部、 底部 で構成 さ れ る 。 口縁帯が内湾気味 に 立 ち 上が る も の 。

鉢

A 類. . .・H・ . .深鉢A 類が小型化 し た も の 。

B 類………深鉢B 類が小型化 し た も の 。

C 類. . .・H・ . .深鉢C 類が小型化 し た も の 。

細部で判別 に苦慮す る 事例 も あ る が 、 基本的 に 上記の分類 に収 ま る も の と 考 え ら れ る 。 以 上 の 分 類 を踏 ま

え た 上 で 、 各時期の そ の様相 を 見 て い き た い 。 な お 、 注目土器 は そ の 特殊性 か ら 時期別で は な く 、 一括 し て

掲載 し て い る 。
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第4節 出土遺物

御領式以前 (第234図 1 -12 )

本来 な ら 各 型式毎 に項 目 を分 け て紹介す る べ き だ が 、 点 数 が 少 な い う え 、 縄文時代 後 期 に 位置付 け ら れ る

御領式 以 前 の 遺 構 は 確認 さ れ て い な い た め 、 こ れ ら の遺物が直接本遺跡群 の 生活祉 に 関 わ る 可能性 は低 い 。

遺構 と そ こ か ら 出土 し た 遺物を重視す る 本書の方針か ら 確実 に伴 う と 考 え ら れ る 御領式 か ら 項 目 と し て 取上

げ、 そ れ以前の も の に つ い て は一括 し て報告す る こ と と し た 。

すべて破片資料で あ り 、 そ の ほ と ん ど が小破片 で あ る 。 し た が っ て 型式名 が 異 な る も の が あ る か も し れ な

い が 、 特徴的 な も のを選んで図示 し て い る 。 大別す る と 磨消縄文系 (I - 3 ) と 黒色磨研系 ( 4 -12 ) に 分 け

ら れ る 。 第234図 に 図示 し た も の は包含層遺物で あ る が 、 42ー25号住居枇か ら も 1 点 出 土 し て お り 、 そ れ に つ

い て は42区の項で既 に 図示 し て い る 。

遺物の 分布 は 、 平成 7 年度の調査 区 に 散発 的 に 見 ら れ る 程度 で 、 目 立つ た 集 中 箇所 は な い 。 し い て 言 う な

ら 15区でや や ま と ま っ て 出土 し て い る 程度で あ る 。

御領式土器 (第234図1 3-1 6)

下益城郡城南町所在の 御領貝塚を標識遺跡 と す る 土器型式 で 、 黒 く 丁寧 に 磨 き 上 げ た 器面 は 「黒色磨研土

器J と 呼ぶ にふ さ わ し く 、 黒色磨研土器様式の 中 で最 も 完成 さ れ た 型式で あ る と 言 え る 。 く の字状 に屈折 し

た口縁 、 や や強 く 張 り 出 し た胴部 、 半球状 に削 り 込 む よ う に し た 上 げ底等 が特徴で 、 前 出 の鳥井原 式 に 比べ

て 全体的 に や や丸みを帯びて き て い る が 、 そ れで も 洗練 さ れた プ ロ ポ ー シ ョ ン を保 っ て い る 。

包含層遺物 で は破片資料が 多 か っ た が 、 中 に は形態の 明 ら か な 資料 も 幾つ か あ る 。 形態的 に 住 居社出土の

も の と 重 な る も の が 多 い た め 、 特徴的 な も のを 4 点図示 し て い る 。 器種 は深鉢で はA 1 類、 B 類 が確認 さ れ

て お り 、 浅鉢で はA 1 類、 D 1 類が 、 鉢で は B 類が そ れぞれ確認 さ れて い る 。 た だ全体の形態 が 明 ら か な も

の が 少 な い た め 、 他 に も 器種 が存在 し た 可能性 は あ る 。

遺物の分布 は 、 遺構が検出 さ れ た 15区 . 38区南 に 多 く 分布 し て お り 、 他 に も 30 ・ 35 ・ 36 ・ 40区等で少量確

認 さ れて お り 、 そ れ以外の調査区では散発的 な 出方 し か し て い な い 。

天城式土器 (第235 ・ 236図17 -30 )

菊池市大字赤星所在の 天城遺跡を標識遺跡 と す る 土器型式で 、 御領式 に 続 く 土器型式 と さ れて い る 。 御領

式 で完成 さ れ た 黒色磨研土器様式 が次第 に簡略化 、 粗雑化 し て p く 。 口縁帯の施文が沈線化 し 、 多 条 化 し て

い く 。 胴部の張 り 出 し も 緩や か に な り 、 高台状の上げ底や平底 に 近 い も の も 出 て く る 。 精製土器で あ る 浅鉢

も 大型化す る も の と そ う で な い も の の二極化 が進む 。 2 - 3 型式 に 細分 さ れ る こ と が 多 く 、 研究者 に よ っ て

細部に相違 が あ る 。 な お 、 本書では天城式土器の細分 は行な わず、 あ え て 一括 し て掲載 し て い る 。

本遺跡群で最 も 多 く 出 土 し て い る 土器 で あ ろ う 。 遺構出土の遺物で十分 そ の 特徴 は表せ る が 、 包含層遺物

の 中 に も 比較 的 良好 な 遺物 が 多 く 、 参考の た め に も 掲載 し て お く 。 器種 は深鉢で はA - C 類のすべて が確認

さ れて お り 、 同様 に 浅鉢 ・ 鉢で も A - C 類のすべ て が確認 さ れて お り 、 器種のヴァ リ エ ー シ ョ ン が豊富 に な

っ て い る 。

遺物の 分布 は 、 遺跡群全体か ら 出土 し て い る が や は り 遺構 が 集 中 し て い る 42区 と そ の 周辺 が最 も 多 い よ う

で あ る 。 他 に も 当該時期の遺構 が確認 さ れて い る 調査区では少 な か ら ぬ量 が 出 土 し て い る 。

古閑式土器 (第237図31 -(0 )

上益城郡益城町古関所在の 古閑遺跡を標識遺跡 と す る 土器型式 で 、 天城式 に 後続す る 土器型式 と さ れ て い

る 。 震終器面調整 に 磨 き が施 さ れ な か っ た り 、 大雑把 な 磨 き の み で あ っ た り と 天城式 か ら さ ら に 粗雑化 が進
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ん で い る 。 深鉢は口縁帯の施文 が 条痕化 し て い っ て 、 ラ ッ パ状 に聞 い て 立 ち 上 が る よ う に な る 。 頭 部 か ら 胴

部 、 そ し て 底部の ラ イ ン は直線気味 に な り 、 全体的 に 角張 っ た印象 を 受 け る 。 浅鉢 も 口縁 か ら 頭部 が大 き く

外反 し 、 口縁帯 の退化 が進む 。 ま た 本型式の大 き な 特徴 と し て 、 畿 内地方 を 中 心 に 分布す る 所謂「滋賀里式

土器」 を伴 う こ と で あ る 。 た だ し 本遺跡群で は滋賀里式土器 そ の も の で は な く 、 そ れ を模倣 し た 土器 が 出土

し て お り 、 在地の土器製作技術 と の折衷 品 と 考 え ら れ る も の も あ る 。

包含層遺物で は 、 深鉢は比較的良好 な 資料 が 多 い も の の 、 浅鉢は破片資料が 多 い た め 器種 に よ っ て ば ら つ

き が あ る が 、 遺 構 出 土遺物で補完 で き る た め 、 浅鉢は破片 、 深鉢は 残 り の 良 い 資 料 を 中 心 に 図示 し て い る 。

器種 は深鉢で はA 類 、 B 類 が確認 さ れて お り 、 浅鉢で はA 類 、 D 2 類が 、 鉢で は C 類 が そ れ ぞれ確認 さ れて

い る 。 も う 少 し 多様 な 器種構成 を想定 し て い た が 、 出土 し た土器 を 見 る と や やヴァ リ エー ショ ン に乏 し い感

が あ る 。

当 該時期の遺構 自 体 が ほ と ん ど な い た め か 、 住居祉 が検出 さ れ た 38区北 と 39区 、 そ れ に 30区で や や ま と ま

っ て 出土 し て い る 他は散漫 な 出 方 し か し て い な い 。

注目土器 (第237図41 -45 ・ 図版 168)

本来 な ら 各型式の項 で掲載す る べ き も の で あ る が 、 完形品 が皆無 で ほ と ん ど が 断片 的 な 資料 で あ る こ と 、

注目土器 と い う 遺物の持つ特異性等か ら あ え て独立 し て 掲載す る こ と に し た 。 出土 し た調査区 は 15区 と 41区 、

42区 、 そ し て46区 で あ り 、 半 分 は 15区 か ら の 出 土 で あ る 。 ま た 出 土 し た 部位 は口縁部 と 胴部 、 そ し て 注目部

に 分 け ら れ、 口縁部 は 15区 か ら 、 胴部 は42区 、 注口部 は41区 と 46区 か ら 出土 し て い る 。

な お 、 注目部 に つ い て は天地の あ り 方 に若干疑 問 が 残 る も の の 、 そ の ま ま 掲載 し て い る 。

その他 (第238図46-56)

こ れ ま で各型式 と 注目土器 を 紹介 し て き た が 、 こ こ で は型式名 が は っ き り し な い も の 、 特徴的 な も の 等 を

ま と め て 掲載 し て い る 。

2 石器

本遺跡群 に お け る 石器の総点数 は 15000点 を超 え て お り 、 剥片等 を 除 く 道具類 (1001 ) で は 7000点 余 り に 上

る 。 無論、 すべて に つ い て 報告す る に 越 し た こ と は な い が 、 本書の容量 で は そ れ が不可能 な の で各器種の概

要 を 述べ る に留め て お く 。 ま た 必要 に 応 じ て包含層 出 土の も の も 図示 し て い る 。 な お 、 図示で き な か っ た 包

含層 出土の石器 は 、 一部器種毎 に ま と め て写真図版 に掲載 し て い る 。

打製石斧 ( 図版1 69-171 )

900点近 く 出土 し て お り 、 出土 し た 石器の 中 で も か な り 多 い方 で あ る 。 一口 に打製石斧 と 言 っ て も そ の形態

や大 き さ は様々で あ る 。 大別す る と 以下の よ う な 分類に な る 。

I 類 短冊形 を 呈 す る も の 。 15cm を超 え る よ う な 長大 な も の と 10-15cmの 中 型の も の が あ る 。 打製石斧

の 中 で は最 も 多 い 。 石材は安 山岩が 多 い 。

E 類 擁形 を 呈す る も の 。 こ れ も 長大 な も の と 中型の も の が あ る 。 石材 は安山岩の他粘板岩等 が あ る 。

皿 類 分銅形 を 呈す る も の 。 中 型 か ら 小型の も の が 多 い 。 1 . II 類 に 比べ少数 で あ る 。 石材 は片岩 質 の

も の を 多 用 し て い る 。

百 類 円盤形を呈す る も の 。 正円形 と 楕円形の も の が あ る 。 ま た円礁の 周 縁 を 加工 し た も の と 、 大型の
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第四車 調査の成果

剥片 を 加工 し た も の が あ る 。 そ の厚 さ か ら 刃部 が鋭 角 な も の と 鈍 角 な も の に 分 け ら れ 、 用途 が 異

な る 可能性 も あ る 。 安山岩 を 多 用す る が 、 砂岩や片岩質の 石 を 用 い る こ と も あ る 。

V 類 楕円形~柳葉形 を 呈す る も の 。 比較的小型の も の が 多 く 、 半月形 に 近 い も の も あ り 、 石庖丁形石

器 を 含む可能性 が 高 い 。

VI 類 上記の 器形以外の も の 。

以 上 、 そ の形態 か ら 分類 し て み た が 、 完形で出土 し た打製石 斧 は 少 な く 、 そ の 多 く は破損 し て い る 。 特 に

刃部や基部 の み と い っ た 破片で形態不明 な も の が 多 い 。 な か に は粉砕 し 、 部位 さ え 判別 で き な い も の も あ り 、

使用頻度 が か な り 高 く 、 消耗品 で あ っ た こ と が窺 え る 。

磨製石斧 ( 図版 172)

350点近 く 出 土 し て い る 。 比較的 ま と ま っ た 量出土 し て い る が 、 打製石斧同様、 欠損品 が 多 い 。 分類す る と

以下の よ う に な る 。

I 類 断面が肉厚の 楕円形 を 呈す る も の 。 一般 に細長 く 、 乳棒状 を 呈す る 。 刃部 は 両刃が 多 く 、 中 に は

片刃気昧の も の も あ る 。 10cm未満の小型の 石斧 も あ る が 、 大型の 石斧 も あ る よ う だ 。 石材 は や は

り 緑泥片岩や粘板岩 、 頁岩 と い っ た片岩質の石 が 多 い 。

H 類 断面 が扇平 又 は横長の楠円形 を 呈す る も の 。 平面形 は 、 短問形 や接形 と い っ た打製石斧の 形態 と

類似す る 。 両刃 よ り も 片刃の も の が 多 く 、 ほ と ん ど片刃 と い っ て も 良 い 。 側縁や頭部 を丁寧 に 研

磨 し た も の が あ り 、 小型の も の は儀器 と し て の性格 を 持 っ て い た 可能性 も あ る 。 石材 は I 類で挙

げ た も の の他 に 蛇紋岩が 目 立つ 。

大 き く 分 け る と 上記の よ う に な る が 、 他 に も 刃部の み研磨 を 施 し て い る も の も あ る が 、 こ れ は H 類の範鴎

に人 る も の で あ る 。 打製石 斧 同 様 、 磨製石斧 も 欠損品 が 多 い 。 基部や刃部 と い っ た 各部位の み の 他 、 刃縁 が

潰れ た も の も あ る 。 ま た刃部の潰れ た も の を 敵石等 に転用 し た も の も あ り 、 こ の よ う な 石器 の再利 用 は器種

を問 わ ず 多 く 見受 け ら れ る 。

石餓 (図版 173)

700点余 り 出土 し て お り 、 打製石 斧 に 次ぐ出土量で あ る 。 基部の形態や平面形等で大別 で き る 。 ま ず基部の

形態で分類す る と 以下の よ う に な る 。

I 類 平基式。 基部 に快 り は 入 っ て い な い。

H 類 凹基式 。 基部 に挟 り が 入 る 。 そ の 形態か ら わず か な扶 り が あ る も の 、 弧形又 は 山形の扶 り が 入 る

も の 、 U字形の扶 り が 入 る も の が あ る 。

ま た 平面形で分類す る と 以下の よ う に な る 。

a 類 正三角形 を 呈す る 。

b 類 二等辺三 角形 を 呈す る 。

c 類 五角形 を 呈す る 。

d 類 そ の他 (雁股形、 側縁に扶 り の あ る も の等) 。

上記 2 つ の 分類の 組み合わせ に よ っ て 、 あ る 程度の大別が可能 で あ る 。 ま た 側 縁 に鋸歯状の凹凸が 見 ら れ

る も の も あ る が 、 数量 と し て は 多 く な い 。 石材 は黒曜石 、 安 山岩 ( サヌ カ イ ト 質 を 含む ) 、 チャ ー ト を 用 い て

い る 。 黒曜石 は姫島産の も の も 含 ま れて お り 、 チャ ー ト は灰色の も の が 大半 だ が 、 緑色の も の が あ る 。 緑川

産の チャ ー ト で は な い か と 考 え ら れ る 。
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石匙 (図版174)

100点余 り 出土 し て い る 。 刃部のつ き 方で以下の よ う に 分類 さ れ る o

I 類 刃部が縦方 向 に つ い て い る (縦型) 。 ー側縁の み刃部 を持つ も の と 両側縁 に刃部 を持つ も の が あ る 。

E 類 刃部 が 横方 向 に つ い て い る (横型) 。 刃縁の形態 に よ っ て 直線 的 な も の と 円 弧 を描 く も の が あ る 。

ま た つ ま み部 が あ る も の と な い も の が あ る 。

ど ち ら も 5 cm未、満の小型の も の と 10cm前後の 中 ・ 大型の も の が あ り 、 時期差が あ る も の と 考 え ら れ る o ま

た は 用途 に よ る 違 い な のか も し れ な い 。 石材 は石雄 と 同様、 黒曜石 、 安山岩 ( サヌ カ イ ト 質 を 含 む) 、 チ ャ ー

卜 を 用 い て い る 。

スクレイパー (図版174)

60点余 り 出土 し て い る 。 急角度 に 調整 さ れ た刃部 を持つ石器 を 総称 し て い る 。 機能的 に 石匙 と 類 し て お り 、

厳密 な 区 分 は難 し いか も し れ な い が 、 敢 え て 区分 し て い る 。 形態的 に は縦長 、 横長 、 円形等 が あ り 、 調整部

位 に は側縁、 端部等が あ る 。 石材は石匙 と 同様 、 黒曜石 、 安山岩 ( サヌ カ イ ト 質 を 含む ) 、 チ ャ ー ト を 用 い て

Lミ る 。

石庖丁形石器 ( 穂摘具) (図版175)

30点余 り 出土 し て い る 。 弥生時代 の 石底丁 に 類似 し た打製の石器で 、 機能的 に も 同様の機能 を 有 し て い た

と 考 え ら れ る 。 打製石斧 と し て い た も のか ら 器種変更 し た も の も あ り 、 特 に V 類 は そ の 可能性 が あ る 。 半月

形か ら 楕円形 を 呈 し て お り 、 1O- 15cmの大 き さ の も の が 多 い 。 石材は緑泥片岩や粘板岩の他 、 安山 岩 を 使用

し て い る 。

石鎌 ( 図版175)

10点 余 り 出土 し て い る 。 石庖丁形石器 に 類似 し た機能 を 有 し て い た と 考 え ら れ る 。 た だ石底丁形石器 が収

穫用 と さ れ て い る のに対 し 、 石鎌 は除草用 と さ れて お り 、 そ の 用途 は異 な る よ う で あ る 。 平面形 は 長方形か

ら 長楕円形 を 呈 し て い る 。 大 き さ や石材は石庖丁形石器 と 同様 で あ る 。

棋形石器

60点余 り 出土 し て い る 。 剥片の両 端 に 細かい調整が施 し た も の で 、 なか に は二次加工の あ る 剥片 に な る 可

能性の あ る も の も 含 ま れて い る 。 5 cm未満の も の が大半で あ る 。 石材 は黒曜石が 多 い。

石錐 (第239図57 ・ 図版175)

10点余 り 出土 し て い る 。 そ の形態か ら 以下の よ う に 分類で き る 。

I 類 つ ま み状の頭部 と 細長 い錐部で構成 さ れ る も の 。

H 類 明瞭 な頭部 を 持 たず 、 細長い錐部 を一端 に 持つ も の 。

皿 類 明瞭 な頭部 を持た ず 、 細長い錐部 を両端に持つ も の 。

頭部や錐部 を欠損 し た も の も あ り 、 分類が難 し い も の も あ る が 、 概ね上記の 分 類 に収 ま る も の と 考 え ら れ

る 。 遺構内出土の も の が な い た め 、 本項で掲載 し て お く 。

石錘 ( 図版176)

100点程出土 し て い る o 漁携具のー っ と 考 え ら れ る が、 縄を掛け る 部分の加工方法で大別 で き る 。
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I 類 円磯の両端 に 切 り 目 を 入れた も の 。 「切 目 石錘」 と 呼 ばれ る も の で あ る 。

E 類 円離 に 溝 を 巡 ら せ た も の 。 「有溝石錘」 と 呼 ばれ る も の で あ る 。

皿 類 円離の両端 を 打 ち 欠い た だ け の も の 。 「磯石錘」 と 呼 ばれ る も の で あ る 。

こ の う ち 田 類 が圧倒的 に 多 く 、 1 . n 類 は わずか で あ る 。 ま た 使用 し て い る 円礁の 中 に は 、 磨 り 痕 や 敵打

痕が残っ て い る も の も あ り 、 磨石 を転用 し た り 、 逆 に磨石 に転用 し て い た よ う で あ る 。

二次加工のある剥片

1300点程 出土 し て お り 、 廃石 ・ 敵石 に 次ぐ 多 さ で あ る 。 剥片 に 二次調整 を施 し た も の の 総称で あ り 、 そ の

形態 は実に様々 で あ る 。 ま た 石器の未製品 を こ れ ら に 含 ん で い る 場合 も あ り 、 分類 は容易で は な い 。 た だ そ

の機能 に つ い て は 、 鋭 角 の 縁辺 を持つ も の が 多 い こ と か ら 、 石匙や ス ク レ イ パー と し て 使 用 し て い た 可能性

が高い。 石材 も 安 山岩 か ら 粘板岩、 黒曜石 、 チャー ト 等 多岐 に わ た る 。

使用痕のある剥片

70点程 出 土 し て い る 。 剥 片 の 縁辺 を 使用 し て い る も の で 、 二次加工 の あ る 剥片岡様、 そ の形態 は定形化 し

て い な い 。 剥片 を そ の ま ま 使用 し て い る の が持徴で あ る が 、 そ の 用途 は二次加 工 の あ る 剥片 と 重 な る 部分 が

多 か っ た と 考 え ら れ る 。 な お 同 じ 剥片 を 用 い た 石器 と し て 、 研磨痕の あ る 剥片 が挙げ ら れ る 。 剥片の 一 部 に

研磨痕が あ る も の で 、 そ の 多 く は磨製石斧の小破片で あ る 。

醸器

30点程出土 し て い る 。 離の一部 を 加工 し た も の で あ る 。 10cm を超 え る よ う な比較的大型の も の が 多 く 、 打

製石斧の よ う な機能 を 有 し て い た と 考 え ら れ る 。

敵石 ・ 磨石 ・ 凹石

石器 と し て は最 も 多 く 、 そ の 点 数 は3000点 を 超 え る 。 河原石 を そ の ま ま 使用 し 、 使 用痕 と し て 磨 り 痕や 敵

打痕 、 そ れ に揺 り 鉢状の窪み が残 っ て い る 。 磨 り 痕や敵打痕等 の み残 る も の が 多 い も の の 、 中 に は数種類残

る も の も 少 な く な く 、 磨石 と 敵石 、 凹石の厳密 な 区 分 は 難 し い 。 ま た 器面 が赤 く 変色 し て い る も の や磨製石

斧 を転 用 し て い る も の も あ り 、 臨機応変 な使用 ・ 転用 が 行 な わ れて い た こ と が 分 か る 。 石材 は安 山 岩 が 多 く 、

次 い で砂岩や凝灰岩が 多 用 さ れて い る 。 少数では あ る が緑色片岩や花闘岩 も 使用 し て い る 。

石皿

250点程出土 し て い る 。 磨石 ・ 敵石 と 対 を なす石器であ る 。 1 -複数面 に 使用痕 が 見 ら れ、 使用頻度 が 高 い

も の は 中 央部 が窪ん で い る 。 多 く が20cm を超 え る 大型の磯 を 使用 し て お り 、 中 に は大 き さ が40cm近い も の や

重 さ が20kg を超 え る も の も あ る 。 そ の 一方で、20cm以下 の や や小型の石皿 も あ る 。 使用時又 は廃棄後 に 破損 し

た も の が 多 く 、 完形の も の は ほ と ん ど な い 。 石材は安山岩の他、 凝灰岩や砂岩 も 使用 し て い る 。

台石

10点 余 り 出 土 し て い る 。 石器製作等の 作業台の役 目 を 果 たす。 前述 し た 石皿 に 見 ら れ る よ う な 使用痕の あ

る も の も あ り 、 本来石皿で あ っ た も の を台石 と し て利用 し て い る 可能性 も あ る 。 石材 は安 山 岩 、 砂岩 を 多 用

し て い る 。
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砥石 (図版 177)

60点 ほ ど 出 土 し て い る 。 研磨の た め の石器で、 石器 だ け で な く 骨 角 器等 の 加工 に も 使用 さ れて い た と 見 ら

れ る 。 円 離 を そ の ま ま 使用 し た も の か ら 、 石皿や台石片 を転用 し た も の ま で様々で あ る 。 ま た 面 的 な 研磨痕

の 他 に 溝状 に伸び る 研磨痕 も あ り 、 中 に は 同 じ 面 に両方見 ら れ る も の も あ る 。 石材 は砂岩 が ほ と ん ど で 、 軽

石 を 使用 し た も の も あ る 。

石核

50点 ほ ど 出 土 し て い る 。 剥片が剥離 さ れ た 石塊で、 そ れ そ の も の が道具で は な い 。 遺構内 の 出 土 は少 な く

多 く は包含層 出 土 で あ る 。 ま た そ の 多 く が剥片 を ほ と ん ど 取 り 終 わ っ た 残核 で あ る 。 し た が っ て拳大 よ り 小

さ い も の が 多 い 。

その他 (第239図58-62 ・ 図版 176 ・ 178)

こ れ ま で述べて き た 石器 の 他 に 、 そ の 用途や形態 が特殊 な 石器 が幾つ か 出土 し て い る 。 こ こ で は そ れ ら の

中 か ら 持徴 的 な も の を選 ん で紹介 し て Lぺ。

58-61 は 、 形態 が 特徴的 な 石器で異形石器 と し て扱 っ て い る 。 本遺跡群 か ら 出土 し た 異形石器 は 、 そ の形

態 か ら 4 つ に 大別 で き る 。

I 類 断面三角形 ( 又 は菱形) の棒状 を 呈す る も の 。 石錐の一形態 か 。

E 類 石匙に 類す る も の 。 つ ま み部が 2 つ あ っ た り 、 刃部が異様 に長大な も の で 、 石匙のー形態か 。

皿 類 多足状 に 突起 が被数 あ る も の 。 突起の数 は 4 - 5 個で何かの 未製品 か 。

町 類 そ の他器種の特定 が 困難 な も の 。

異形石器 は 10点程 出 土 し て い る が 、 い ずれ も 上記 の 分類 に 当 て は ま る 。 た だ そ の 用途 も は っ き り し な い し 、

こ れ ら に共通す る 特徴 も 、 形態 が 変わ っ て い る こ と 以外 に は特 に な い 。 石材 も 安 山岩 ( サ ヌ カ イ ト 質 を 含む ) 、

黒曜石 、 チャー ト 等 多岐 に わ た っ て お り 、 大 き さ も ま ち ま ち で あ る 。

62 は 石 万 で あ る 。 本遺跡群 で は 石 万 の 出 土 は こ れ 1 点の み で あ る 。 頭部 に は特 に こ れ と い っ た装飾 は な く 、

平 ら に な る よ う 面取 り を 行 い 、 研磨 し て い る の み で あ る 。 刃部 は 1 側縁 に の み あ り 、 や や 内反 り に な っ て い

る 。 断面 は楕円形 を 呈す る が 、 刃部側 は わ ず か に 細 く な っ て お り 、 整形の際 に刃部 を 作 り 出 し て い る こ と が

分 か る 。 全面 に 研磨 が施 さ れて い る が 、 そ の 下 に は整形剥離 が部分 的 に 残 っ て い る 。 緑泥片岩 を 使用 し て い

る 。

用途 に つ い て は 、 異形石器 と 同様 に不明 で あ る 。 た だ 出土 当 時 、 重機 に よ る 表土掘削の た め 石 万 は横転 し

て い た が 、 本来 は 、 頭部 を 上 に し て 直立 し た状態で据 え ら れて い た こ と が 、 担 当 者 の話か ら 明 ら か に な っ て

L 、 る 。 石 万 の性格や用途 を 考 え る 上で重要 な 手 が か り と な ろ う 。

ま た 十字形石器 も 6 点 出 土 し て い る o 完形品 も あ る が 多 く は欠損品 で あ る 。 十字形 と い っ て も 形態 的 に は

f xJ に 近 く 、 や や縦長 を 呈 し て い る 。 突起部のつ け根は丁寧 に 加工 し て お り 、 こ の形態 に 何 ら か の 意味 が あ

っ たの かも し れ な い 。 住居社内 か ら は 出 土 し て い な い が 、 42一 07号土墳か ら 1 点 出 土 し て お り 、 本遺跡群 に

お け る 遺構出土の唯一の例で あ る 。

3 その他

本遺跡群 か ら 出 土 し て い る の は 土 器 、 石 器 だ け で は な い 。 土 偶 、 玉 類 、 土 製 品 等 も 数 多 く 出 土 し て い る 。

次 に こ れ ら の特殊遺物 に つ い て 見 て い き た い 。 な お 出土量 と し て は土器、 石器ほ ど で は な い の で極力 図示す
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る よ う 努め た が 、 諸般の事情で特徴的 な も の 以外 は割愛 し た も の も あ る 。

土偶 (第240図)

10点程 出 土 し て い る 。 多 く は包含層遺物で あ る が 、 住居祉出土の も の も 2 点 あ る 。 すべて破片で あ り 、 そ

の 部位 も 頭部 、 胸 部 、 腕 部 、 脚部 と 様々で あ る 。 ま た破片岡士で接合 し た も の や赤色顔料 を塗 布 し た も の も

あ り 、 興味深 い 。

玉類 (第241-243図 )

70点程出 土 し て い る 。 そ の形態か ら 勾玉 、 管 玉 、 丸玉、 そ の他 に 、 材質 か ら 石製 と 土製 に 分類で き る 。 石

製の も の に つ い て は 、 素人 目 に判別 で き る も の に つ い て は言及 し て い る が 、 は っ き り し な い も の に つ い て は

触れて い な い 。 ほ と ん ど 図示 し て い る が 、 い く つ か図示 し て い な い も の も あ る 。

土製品 (第244 ・ 245図1 12 -12 8 ・ 図版 179 ・ 180)

50点程 出 土 し て い る 。 土偶や玉類以外の土製品 を ま と め て い る 。 形態や大 き さ は様々 で 、 用途が比較的特

定で き る も の か ら 、 用途 は お ろ か形態 さ え 特定で き な い も の ま で あ る 。

焼成粘土塊 (第245図12 9-1 34 ・ 図版 181)

130点程 出 土 し て い る 。 土器製作時 に 生 じ た不要 な粘土塊 が 、 熱 を 受 け て 変質 し た も の で あ る 。 特 に 決 ま っ

た 形態 は な い が 、 土器製作 時 に 生 じ る た め 各工程で類似 し た も の が あ る 。 そ の 大 き さ も 1 cm程の も の か ら 5

cm を 超 え る も の ま で あ る 。
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第IV章 自然化学分析

第N章 自然化学分析

第1節 縄文時代後・晩期

1 石の本遺跡群から出土した土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科 中 野益男

(梼ズ コ ー シャ総合科学研究所 中 野寛子， 長田正宏

動植物 を 構成し て い る 主要 な 生 体成分に タ ンパ ク 質 、 核酸 、 糖質 (炭水化物) お よ び脂質 ( 脂肪 ・ 油脂)

が あ る 。 こ れ ら の生体成分 は環境の 変化に対し て 不安定で、 圧力 ・ 水分な ど の物理的作用 を 受 け て崩壊し て

ゆ く だ け で な く 、 土 の 中に住ん で い る 微生物に よ る 生物的作用に よ っ て も 分解し てゆ く 。 こ れ ま で生体成分

を 構成し て い る 有機質 が完全 な状態で遺存す る の は 、 地下水位の高 い低地遺跡 、 泥炭遺跡 、 貝塚 な どご く 限

ら れた場所にすぎ な い と 考 え ら れて き た 。

最近、 ド イ ツ新石器時代後期にバ タ ー脂肪が存在して い た こ と ( 11 、 古代遺跡か ら 出土し た 約2千年前の ト ウ

モロ コ シ 種子( 2 1 、 約5千年前 の ハ ーゼルナ ッ ツ種子(3 1に残存す る脂肪の脂肪酸 は安定し た 状態に保持 さ れて

い る こ と が わ か っ た 。 こ の よ う に脂肪 は微量 な が ら 比較的安定し た 状態で千年 ・ 万年と い う 長 い 年月 を経過

しで も 変化し な い で遺存す る こ と が判明し た 。 (41

脂質 は有機溶媒に溶 け て 、 水に溶 け な い成分 を指して い る 。 脂質 は さ ら に構造的 な 違 いに よ っ て誘導脂質 、

単純脂質 お よ び被合脂質に大別 さ れ る 。 こ れ ら の 脂質 を 構成し て い る 主 要 な ク ラ ス ( 種 ) が 脂肪酸 で あ り 、

そ の種類、 含 量 と も に脂質 中 で は最 も 多 い 。 そ の脂肪酸に は炭素の鎖が ま っ すぐに延び た飽和型 と 鎖の途 中

に二重結合 を も っ 不飽和型 が あ る 。 動物 は炭素数の 多 い飽和型の 脂肪酸 、 植物 は 不飽和型の脂肪酸 を 多 く 持

つと い う よ う に 、 動植物の種ご と に固有の 脂肪酸 を 持 っ て い る 。 ス テロ ー ルにつ い て も 、 動物性の も の は コ

レ ス テロ ー ル 、 植物性の も の は シ ト ス テロ ー ル 、 微生物 は エ ルゴ ス テロ ー ル と い う よ う に動植物に固有の特

徴が あ る 。 従 っ て 、 出 土遺物の脂質の種類お よ び そ れ ら を 構成し て い る脂肪酸組成 と 現生動植物の そ れ と を

比較す る こ と に よ っ て 、 目 に見 え る 形で は遺存しな い原始古代の動植物 を判定す る こ と が可能で あ る o

こ の よ う な 出土遺物 ・ 遺構に残存す る脂肪 を 分析す る 方法 を 「残存脂肪分析法」 と い う 。 こ の 「残存脂肪

分析法」 を 用 い て 石の本遺跡群 か ら 出土し た埋設土器の性格 を 解 明し よ う と し た 。

(1) 土壌お よ び土器試料

熊本 県熊本市平 山 町に所在す る 石の 本遺跡群 か ら 出 土し た 土器 と 土器 内 外 の 土壌 を 分析し た 。 こ の遺跡は

丘陵南側に位置し 、 丘 陵に は浸食 谷 が形成 さ れ て お り 、 こ の 谷 部 の 底 か ら 単独 で埋 設 土 器遺構 が 出 土し た 。

土器 は上鉢と下鉢の 2 個体 か ら 成 り 、 と も に縄文時代晩期初頭の も のと推定 さ れて い る 。 遺跡内 での埋設土

器遺構の 出 土地点と遺構内外での 土壌試料採取地点、 を 図1に示す。 試料No. l は土器下鉢内 l 層 か ら 、 No. 2 は

同 じ 下鉢内の 3 層 か ら 、 そ れ ぞれ採取し た土填試料で あ る 。 No. 3 は土器 そ の も の で下鉢の底部破片試料 で あ

る 。 No. 4 は埋設土器遺構土坑の埋土 4 層 か ら 、 No. 5は同 じ遺構付近の 皿 層 か ら 、 No. 6 は 同 じ遺構か ら 離れた

調査区東壁の 皿 層 か ら 、 そ れ ぞれ採取し た 土壌試料であ る 。 こ の う ち 試料No. 5 と No. 6は対照土壌試料で あ る 。
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( 2 ) 残存脂肪の抽 出

土壌試料82-211g と 土器試料163gに 3 倍量の ク ロロ ホ ル ム ー メ タ ノ ー ル (2 : 1 ) 混液 を 加 え 、 超音波浴槽

中 で3 0分間処理 し 残存脂肪 を 抽 出 し た 。 処理液 を浦、過後 、 残漬 に再度 ク ロロ ホ ル ム ー メ タ ノ ー ル混液 を 加 え 、

再び3 0分 間超音波処理 を す る 。 こ の操作 を さ ら に 2 回繰 り 返 し て 残存脂肪 を 抽 出 し た 。 得 ら れ た 全抽 出溶媒

に 1 %塩化バ リ ウ ム を 全抽 出溶媒の 4 分の 1 容量加 え 、 ク ロロ ホ ル ム 層 と 水層 に分配 し 、 下層の ク ロロ ホ ル

ム層 を濃縮 し て残存脂肪 を分離 し た 。

残存脂 肪 の 抽 出 量 を 表 1 に 示す 。 抽 出 率 は土壌試料 が 0. 0092 - 0. 0268 % 、 平均 0. 0186% 、 土器 試 料 が

0. 002 0% で あ っ た 。 こ の値 は 全 国 各地 の遺跡か ら 出 土 し た 土壌 、 石 器 、 土器等の試料の平均 抽 出 率 0. 001 0-

0. 01 00% と 比べ る と 、 土壌試料 が若干高 く 、 土器試料は平均抽出率の範囲 内の も の で あ っ た 。 ま た 、 埋設土器

内土壌試料No. 1 、 No. 2 と 遺構土坑埋土試料No. 4 と では前者の方が抽出率が 2 - 3 倍高 か っ た 。

残存脂肪 を ケ イ 酸薄層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で分析 し た結果、 脂肪 は単純脂質 か ら 構成 さ れて い た 。 こ の う

ち 遊離脂肪酸 が 最 も 多 く 、 次 い で、グ リ セ ロ ー ル と 脂肪酸の結合 し た ト リ ア シ ルグ リ セ ロール ( ト リ グ リ セ リ

ド) 、 ス テロ ー ル エ ス テ ル 、 ス テロ ー ルの順 に 多 く 、 微量の長鎖炭化水素 も 存在 し て い た 。

( 3 ) 残存脂肪の脂肪酸組成

分離 し た残存脂肪の遊離脂肪酸 と ト リ ア シ ルグ リ セロ ー ル に 5% メ タ ノ ー ル性塩酸 を 加 え 、 125 'C封 管 中 で 2

時間分解 し 、 メ タ ノ ー ル分解 に よ っ て 生成 し た 脂肪酸 メ チ ル エ ス テ ル を ク ロ ロ ホ ル ム で分 離 し 、 さ ら に ジ ア

ゾ メ タ ン で遊離脂肪酸 を完全 に メ チ ル 化 し て か ら 、 ヘキ サ ン ー エ チ ル エ ー テ ル ー酢酸 (8 0 : 3 0  : 1 ) ま た はヘ

キ サ ン ー エ ー テ ル (85 : 15) を展開溶媒 と す る ケ イ 酸薄層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で精製後 、 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ

フ ィ ー で分析 し た 。( 51 

残存脂肪の脂肪酸組成 を 図 2 に 示 す 。 残存脂肪か ら 1 1種類の脂肪酸 を 検 出 し た 。 こ の う ち パ ル ミ チ ン 酸

(C16 : 0) 、 ス テ ア リ ン 酸 (C18 : 0) 、 オ レ イ ン 酸 (C18 : 1 ) 、 リ ノ ー ル酸 (C18 : 2) 、 ア ラ キ ジ ン酸 (C2 0: 0) 、

エ イ コ サ モ ノ エ ン 酸 (C2 0 : 1 ) 、 べへ ン 酸 (C22 : 0) 、 エ ル シ ン 酸 (C22 : 1 ) 、 リ グ ノ セ リ ン 酸 (C24 : 0) の9

種類の脂肪酸 を ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ一一質量分析 に よ り 同定 し た 。

各試料 中 の 脂肪酸組成 を 見 る と 、 試料No. 2 と No. 3 が ほ ぼ同ーの組成パ タ ー ン を 示 し 、 試料No. 4 -No. 6 

も ほぼ‘同ーの 組成ノf タ ー ン を 示 し て い た 。 試料No. 1 はNo. 2 、 No. 3 と はパル ミ チ ン酸 を 除 けば全体的 に は似

て い る が 、 や や 異 な る 傾向 を 示 し て い た 。 こ の う ち炭素数18 ま での 中級脂肪酸の分布割合 を 見 る と 、 試料No.

1 で は炭素数2 0以上の高級脂肪酸の割合が高い た め に 、 中級脂肪酸 に は主要 な も の が な く 、 試料No. 2 と No. 6

で、 はパル ミ チ ン 酸 と オ レ イ ン 酸 が ほ ぼ同量分布 し て い て そ れ ら が主要 な 脂肪酸 で 、 他 の 試料 中 で は パ ルミチ

ン 酸 が主要 な 脂肪酸 で あ っ た 。 一般 に 考古遺物 に はパル ミ チ ン 酸 が 多 く 含 ま れて い る 。 こ れ は 長 い 年月の聞

にオ レ イ ン 酸 、 リ ノ ー ル 酸 と い った不飽和脂肪酸の一部 が分解 し パルミチ ン 酸が生成 す る た め で 、 主 と し て

植物遺体の 土壌化 に伴 う 腐植物か ら 来 て い る と 推定 さ れ る 。 オ レ イ ン 酸の分布割合の高 い も の と し て は 、 動

物性脂肪 と 植物性脂肪の両方が考 え ら れ 、 植物性脂肪で は 特 に 根 、 茎 、 種子 に 多 く 分布す る が 、 動物脂肪の

方 が分布割合 は高い。 リ ノ ー ル酸 は主 と し て 植物種子 ・ 葉 に 多 く 分布す る 。

一方、 高等動物 、 特 に高等動物の臓器、 脳 、 神経組織、 血液、 胎盤 に 特徴的 に み ら れ る 炭素数2 0以上の ア

ラ キ ジ ン 酸 、 ベ へ ン 酸 、 リ グ ノ セ リ ン 酸 な ど の高級脂肪酸 は そ れ ら 3 つ の 合計含有率 が試料No. 1 で約65% 、

他の試料 中 で約32 -47 % で あ った。 通常の遺跡出 土土壌 中 での高級脂肪酸含有率 は ア ラ キ ジ ン 酸 、 べ へ ン 酸 、
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リ グ ノ セ リ ン酸 3 つ の 合計で 4 - 1 0% く ら い で あ る の で 、 すべて の 試料 中 で、の高級脂肪酸含有量 は非常に 多

い と い え る 。 特に 、 試料No. 1 での リ グ ノ セ リ ン酸の含有率は約36% 、 No. 2 で は 約28% と 、 非常に高 い も の

で あ っ た 。 高級指肪酸含有量 が 多 い場合 と して は 、 試料 中に高等動物の 血液 、 脳 、 神経組織 、 臓器等の 特殊

な 部分 が 含 ま れて い る 場合 と 、 植物の種子 ・ 葉 な ど の 植物体の表面 を覆 う ワッ ク ス の構成分 と し て 含 ま れて

Lゆ場合 と が あ る 。

以上、 石の本遺跡群の 試料 中 で は 、 試料No. 2 と No. 3 、 No. 4 -No. 6 が そ れぞれ ほぽ 同ーの組成パ タ ーン

を示し、 試料No. 1 はNo. 2 、 No. 3 と パル ミ チン酸 を除 けば似て は い る が や や 異 な る 傾向 を 示す こ と が わ か っ

た 。 中級脂肪酸の 中 で、 は 主要 な 脂肪酸 はパル ミ チン酸 で あ る も の が 多 く 、 試料No. 2 と No. 6 で は オ レ イ ン酸

も 多 い こ と が わ か っ た 。 高級脂肪酸はすべての試料中に多 か っ た が 、 試料No. 1 には特に非常に 多 く 含 ま れて

い る こ と も わ か っ た 。 通常ヒ ト 遺体の埋葬が推測 さ れ る 場合に は高級脂肪酸含有量 が 特に 多 い 地 点に はヒ卜

の頭部が存在し て い た と 推定す る こ と が 多 い 。

( 4 ) 残存脂肪の ス テロ ー ル組成

残存脂肪の ス テロ ー ル をヘキ サンー エ チ ル エ ー テ ル ー酢酸 (8 0 : 3 0  : 1 ) を展開溶媒 と す る ケ イ 酸薄層 ク ロ

マ ト グ ラ フ ィ ー で分離 ・ 精製後 、 ピ リ ジン ー 無水酢酸 (1 : 1 ) を窒素気流下で反応 さ せ て ア セ テ ー ト 誘導体

にし て か ら 、 も う 一度 同 じ展開溶媒 で精製し 、 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 分析し た 。 残存脂肪 の 主 な ス

テロ ー ル組成 を 図 3 に示す。 残存脂肪か ら 2 0種類前後の ス テロ ー ル を 検出し た 。 こ の う ち コ プロ ス タ ノ ー ル 、

コ レ ス テロ ー ル 、 エ ルゴ ス テロ ー ル 、 カ ンペ ス テロ ー ル 、 ス チグマ ス テロ ー ル 、 シ ト ス テ ロ ー ル な ど 8 種類

の ス テロ ー ル をガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ一一質量分析に よ り 同定 し た 。

試料 中 の ス テロ ー ル組成 を 見 て み る と 、 動物由来の コ レ ス テロ ー ル は試料No. 1 -No. 3 に約 7 - 13% 、 No.

4 -No. 6 に約 4 - 6 %分布し て い た 。 通常一般的 な植物腐植土 中には コ レ ス テロ ー ル は 2 - 6 % 含 ま れて い

る 。 従 っ て 、 土器 と 土器内土壕試料 中に は コ レ ス テロ ー ル が や や 多 めに含 ま れ て お り 、 土器外や遺構外 の 試

料 中に は通常の遺跡出土土壌 中 の 植物腐植土並みに含 ま れて い る と い え る 。 特に 、 土器 内 で も 下鉢底部の 土

器破片試料に は コ レ ス テロ ー ル が約13% と 他 よ り も 多 く 含 ま れて い た 。

植物由来 の シ ト ス テロ ー ル はすべて の 試料 中に約 5 - 12%分布し て い た 。 通常の遺跡出土土壌 中に は シ ト

ス テロ ー ル は3 0-4 0% 、 も し く は そ れ以上に分布して い る 。 従 っ て 、 試料 中 の シ ト ス テロ ー ル 含有量 は 通常

の 遺跡出土土湊 中 の 植物腐植土 中 で よ り も 少 な め で あ っ た 。 さ ら に 、 少 な め の シ ト ス テロ ー ル 含有量の 中 で

も 土器や土器内土壌試料 中 で は土器外試料 中 で よ り も そ の 含有量は少 な か っ た 。

ク リ 、 ク ル ミ 等の 堅果植物由来の カ ンペ ス テロ ー ル や ス チグマ ス テロ ー ル は 、 カ ンペ ス テロ ー ル が試料No.

2 に約18% 、 他 の すべ て の 試料 中に約2-4% 、 ス チグマ ス テロ ー ル が試料No. 2 に約14% 、 他の すべ て の 試料

中に約7 - 1 0%分布 し て い た 。 通常の 遺跡出土土壊 中に は カ ンペ ス テロ ー ル 、 ス チグ マ ス テロ ー ル は 1 - 1 0%

分布して い る 。 従 っ て 、 試料No. 2 での カ ンペ ス テロ ー ル 、 ス チグマ ス テロ ー ル 含有量 は や や 多 く 、 他のすべ

て の試料 中 での そ れは通常の遺跡出土土壌 中 での植物腐植土並み で あ っ た 。

微生物由来の エ ルゴ ス テロ ー ル はすべて の 試料 中に約 1 - 4 %分布し て い た 。 通常人為的に酵母等の微生

物 を添加し て 積極的に何 か を醗酵 さ せ た 場合に は 、 エ ルゴ ス テロ ー ル は 1 0% 以 上分布し て い る 。( 6 ) 従 っ て 、

今 回 の 含有量は単に土壌微生物が増殖し た も の と 考 え ら れ る 。

哨乳動物の腸 お よ び糞便 中に特異的に分布す る コ プロ ス タ ノ ー ル は試料No. 2 に約 8 % 、 他の す べ て の 試料

中に約 1 - 3 %分布して い た 。 コ プロ ス タ ノ ー ル は通常の遺跡出土土壌 中には分布し て い な い が 、 1 %程度の

量 は検出され る こ と が あ る 。 ま た 、 コ プロ ス タ ノ ー ル の分布に よ り 試料 中 での哨乳動物の存在 を確認す る こ
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と が で き る 他 に 、 コ プロ ス タ ノ ー ル が 1 0%以上含 ま れて い る と 、 試料 中 に 残存 し て い る脂肪の動物種や 性別 、

ま た遺体の配置状況 な ど が特定で き る 場合 が あ る 。( 7) 今 回 の 分析で は コ プロ ス タ ノ ー ル含有量 が 少 な い た め

に 、 コ プロ ス タ ノ ー ル の 分布割合か ら 動物種 を判定す る こ と はで き な か っ た が 、 試料No. 2 に は約 8 % と 、 他

よ り は か な り 多 く 含 ま れて い る の で 、 試料No. 2 採取地点付近 に は晴乳動物の腸や糞便由来の脂肪が残存 し て

い た可能'性 が あ る 。

一般 に 動物遺体の存在 を 示唆 す る コ レ ス テロ ー ル と シ ト ス テロ ー ル の 分布比 の 指標値 は土壌で、 0.6以上( 8 ) 、

土器 ・ 石器 ・ 石製品で 0.8-23.5( 9 叩) を と る 。 土壌お よび土器試料の コ レ ス テロ ー ル と シ ト ス テロ ー ル の分布

比 を 表 2 に示す。 表 か ら わ か る よ う に 、 土器 と 土器内土嬢試料 は分布比 が すべ て 0.6以上 を 示 し 、 土器外試料

は試料NO. 6 が 0.7 と 、 0.6以上 を 示 し た が 、 他の試料No. 4 と NO. 5 は 0.6以下 を 示 し た 。 こ の こ と は土器内試料

中 に は動物遺体 も し く は動物由来の脂肪 が残存して い た こ と を 示唆 し 、 土器外 に は そ れ が 残存 し て い な か っ

た こ と を 示唆 し て い る 。 遺構か ら 離れた地点か ら 採取した対照試料であ る 試料NO. 6 も 分布比が 0.6以上 を 示 し

た の は 、 試料No. 6 の採取地点付近 に も高等動物の脂肪が残存し て い た 可能性 が あ る が 、 日雨乳動物の存在 を 示

す コ プロ ス タ ノ ー ル が ほ と ん ど 検出 さ れな い こ と か ら 、 動物遺体 そ の も の が存在 し て い た 可能性 は少 な い 。

以 上 、 石 の 本遺跡群 の 試料 中 に含 ま れて い る 各種 ス テロ ー ル類 は 、 動物性 コ レ ス テロ ー ル が 土器底部破片

試料NO. 3 で や や 多 く 、 植物性 カ ン ペ ス テロ ー ル と ス チグマ ステロ ー ル が土器内土壊試料NO. 2 でや や 多 く 、

目前乳動物の腸 ま た は糞便由来の コ プロ ス タ ノ ー ル が試料NO. 2 でや や 多 い他 は 、 すべて 通常の遺跡出土土壌中

の 植物腐植土並 み に含 ま れて い る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 コ レ ス テロ ー ル と シ ト ス テロ ー ル の 分布比 は土器

と 土器 内 土壌試料 は すべ て 0.6以上 を 示 し 、 試料 中 に 動物遺体 も し く は動物由来の脂肪 が残存して い る こ と を

示唆 し て い た 。 埋設土器遺構 か ら 離れた地点、か ら 採取 し た 対照土壊試料 で あ る NO. 6 も 分布比 が 0.6以上 を 示 し

た の は 、 こ の 試料 の 採取地点付近 に も 高等動物の脂肪 が残存して い た 可能性 が あ る 。 し か し 、 動物遺体 そ の

も の の存在 を 示す コ プロ ス タ ノ ー ル が ほ と ん ど 検 出 さ れ な い こ と か ら 、 動物遺 体 そ の も の が存在 し て い た 可

能性 は 少 な く 、 単 に 動物脂肪 に よ る 汚染が あ っ た と 考 え ら れ る 。 対照土壌試料 中 の コ レ ス テロ ー ル含有量が

あ ま り 多 く な い に も か か わ ら ず 、 先の脂肪酸分析で対照土壌試料 中 の高級脂肪酸含有量 が 多 か っ た の は 、 こ

の高級脂肪酸 が 植物体の 表面 を 覆 う ワッ ク ス の 構成分由来の も の と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 土器内 の 内容物の

特徴 を 示 す高級脂肪酸 は大部分が植物腐植土由来の高級脂肪酸 で 、 そ の 上 に高等動物由来の高級脂肪酸 が 混

合 し た も の と 考 え ら れ る 。

( 5 ) 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成 を パ タ ー ン 化 し 、 重 回帰分析 に よ り 各試料聞 の 相 関係数 を 求 め 、 こ の相関係数 を 基

礎 に し て ク ラ ス タ ー 分析 を 行 っ て 各試料の類似度 を 調べ た 。 同 時 に 出土土壌 を 土墳墓 と 判定 し た 福岡 県太宰

府条妨跡遺跡、 前田遺跡お よ び 出 土土壌 を再葬墓 と 判定 し た 石穴遺跡011 、 出 土土壌 を 再葬墓 と 判定 し た 同 じ

福岡県諸国仮塚遺跡(ω 、 出土 し た 配石遺構 にヒ ト 男性遺体 が埋葬 さ れて お り 、 遺構内での遺体配置状況 を 推

測 し た鹿児島 県西丸尾遺跡( 削 、 出土土嬢を 土嬢墓 と 判定 し た兵庫県寺田遺跡0') 、 出 土土器 を幼児埋葬用禁棺

と 判定 し た静岡県原川遺跡側 、 ヒ ト の体脂肪 、 出土土壌 を再葬墓 と 判定 し た 宮城県摺萩遺跡( 凧出土土器に

ヒ ト の 骨 の み を埋葬 し た と 判定 し た 青森県上蛇沢 ( 1 ) 遺跡( 問 、 秋田 県片野 I 遺跡( 削 、 ヒ ト の 骨油 、 ヒ ト の 胎

盤 、 イ ノ シ シ 、 ニ ホ ン ジ カ の よ う な 現生動物試料 な ど 、 各種遺跡試料の脂肪酸 と の 類似度 も 比較 し た 。 予 め

デ ー タ ベ ー ス の脂肪酸組成 と 試料 中 の そ れ と で ク ラ ス タ ー 分析 を 行 い 、 そ の 中 か ら 類似度の高い試料 を選び

出 し 、 再び ク ラ ス タ ー 分析 に よ り パ タ ー ン 間距離に して表 し た の が図 4 で あ る 。

図 か ら わ か る よ う に 、 石 の 本遺跡群の 試料NO. 1 は単独でA群 を 形成 し た 。 石 の 本遺跡群の他の すべて の 試
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料 は相 関 行列距離 0.15以 内 で、B群 を 形成し た 。 対照試料 で あ る 他遺跡の 試料の う ち 、 ヒ ト 遺体 を 直接埋葬し た

こ と に 関 わ る 遺跡 の 試料やヒ ト の 体脂肪 、 ヒ ト の胎盤試料 、 イ ノ シ シ 、 ニ ホン ジ カ の よ う な 動物試料 は 相 関

行列距離 0.15以 内 でC群 を 形成し、 互 いに類似して い た 。 ヒ ト の骨のみ を 埋葬し た こ と に 関 わ る 遺跡の試料や

ヒ ト の 骨油試料 は相 関 0.1以 内 で‘D群 を 形成し 、 互いに類似し て い た 。 こ れ ら の 群の う ちA群 と B群 は相 関行列

距離 0.3以 内 の所に あ り 、 樹状図全体か ら すれば若干類似し て い る と い え る o A群 、 B群 はC群 、 D群 と は相関

行列距離で 0.5の所に あ り 、 類似して い る と は い え な か っ た 。

以上、 石 の 本遺跡群 の 試料 中に残存す る 脂肪 と 類似 の 脂肪特定す る こ と は で き な か っ た が 、 石 の 本遺跡群

の試料の 中 で、 は試料NO. 2 -No. 6 は よ く 似 た傾向 を示す こ と が わ か っ た 。 ま た 、 試料NO. 1 も 他の 石 の 本遺跡

群の 試料 と 若干 は 類似し て い る こ と も わ か っ た 。 石の本遺跡群 の 試料 と 類似す る 他遺跡の 試料が特定で き な

か っ た の は 、 石 の 本遺跡群 の 試料 中 に は非常に 多 く の高級脂肪酸 が 含 ま れ る と い う 、 通常 と は異 な る 脂肪酸

組成パ タ ーン を 持つ シ ル ト 土擦の 特質の た めに 、 相関行列距離的に近 い 対照試料が な か っ た と 考 え ら れ る 。

( 6 ) 脂肪酸組成に よ る 種特異性相関

残存脂肪の 脂肪酸組成 か ら 種 を 特定す る た めに 、 中級脂肪酸 (炭素数16のパルミチン酸 か ら 炭素数18の ス

テ ア リ ン酸 、 オ レ イ ン酸 、 リ ノ ー ル酸 ま で ) と 高級脂肪酸 (炭素数2 0の ア ラ キ ジ ン酸以上) と の 比 をX軸に 、

飽和脂肪酸 と 不飽和脂肪酸 と の比 をY軸に と り 種特異性相聞 を求め た 。 こ の比例配分に よ り 第 1 象限の原点 か

ら 離れ た 位置に高等動物の 血液 、 脳 、 神経組織、 臓器等に由来す る 脂肪 、 第 1 象限 か ら 第 2 象限の 原 点 か ら

離れた 位置にヒ ト 胎盤 、 第 2 象限の 原点 か ら 離れた位置に高等動物の体脂肪 、 骨油に由来す る 脂肪 が そ れ ぞ

れ分布す る 。 第 2 象限 か ら 第 3 象限に か け て の 原点付近に植物 と 微生物 、 原 点 か ら 離れ た 位置に植物腐植 、

第 3 象限か ら 第 4 象限にか け て の 原点、 か ら 離れた位置に海産動物に由来す る 脂肪が分布す る 。

試料の残存脂肪か ら 求め た相関図 を 図 5 に示す。 試料NO. 1 は第 1 象限内の原点、か ら 非常に離れ た 位置で単

独でA群 を 形成し た 。 他 の す べ て の 試料 は 同 じ 第 1 象限内のY軸に近い位置でB群 を 形成し た 。 こ れ ら の 分布

位置 は通常は試料中に残存す る 脂肪 が高等動物の血液 、 脳 、 神経組織、 臓器等 の 特 殊 な 部 分に 由来 す る こ と

を 示唆し て い る が 、 今 回 は ス テ ロ ー ル 分析で コ レステ ロ ー ル が 少 な い こ と か ら 、 植物体 の 表面 を 覆 う ワ ッ ク

ス の構成分由来の高級脂肪酸 を 含 む シ ル卜土壌の特質の た めに 、 第 1 象限内に分布し た も の と 考 え ら れ る 。

( 7 ) 総括

石 の 本遺跡群 か ら 出 土し た埋設土器の性格 を判定す る た めに 、 土 器 内 外 の 土壌 と 土器破片試料の残存脂肪

分析 を 行 っ た 。 残存す る 脂肪酸分析の結果 、 土器下鉢 3 層試料NO. 2 と 土器下鉢底部破片試料No. 3 は ほぼ同

ーの組成パ タ ーン を 示し 、 土器外の 試料NO. 4 -No. 6 も ほ ぼ同ーの組成パ タ ー ン を 示す こ と が わ か っ た 。 殆

ど、 の 試料 中 で、 中級脂肪酸の 中 で、 は 主要 な 脂肪酸 はパ ルミチン酸で あ っ た 。 高級脂肪酸 は す べ て の 試料 中 で非

常に 多 か っ た が 、 土壌試料の ス テ ロ ー ル 分析 で コ レ ステ ロ ー ル が あ ま り 多 く な い こ と か ら 、 こ の高級指肪酸

は植物体の表面 を覆 う ワ ッ ク ス の 構成分由来の も の も 混合して い る と 考 え ら れ る 。

残存す る 脂肪酸組成の 分布に基づ く 数理解析の結果 ク ラ ス タ ー 分折 か ら は 、 試料 中 に残存す る 脂肪 と 類似

の 脂肪 を 特定す る こ と は で き な か っ た が 、 試料No. 2 -No. 6 は よく似 た傾向 を 示す こ と が わ か っ た o ま た 、

土器下鉢 1 層試料NO. 1 も 他の石の本遺跡群の試料 と 若干 は類似して い る こ と も わ か っ た 。 種特異性相 関 か ら

は 、 す べ て の 試料 が 第 1 象限内に分布す る こ と が わ か っ た が 、 ス テ ロ ー ル 分析で コ レ ス テ ロ ー ル が あ ま り 多

く含 ま れて い な いこ と を 考 え る と 、 植物体の表面 を覆 う ワ ッ ク ス の構成分由来の高級脂肪酸 を 多く含む シ ル
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ト 土壌の特質の た め に 、 第 1 象限内 に 分布 し た も の と 考 え ら れ る 。

残存す る ス テロ ー ル分析の 結 果 、 試料 中 に 含 ま れて い る 各種 ス テロ ー ル類 は 、 動物性 コ レ ス テロ ー ル が 土

器下鉢底部破片試料No. 3 でや や 多 く 、 植物性 カ ンペ ス テロ ー ル 、 ス チグ マ ス テロ ー ル と 晴乳動物の腸 ま た は

糞便由来の コ プロ ス タ ノ ー ル が 土器下鉢 3 層試料No. 2 でや や 多 い他 は 、 すべ て 通常の遺跡出土土壌中 の 植物

腐植土並み に 含 ま れて い る こ と が わ か っ た 。 コ レ ス テロ ー ル と シ ト ス テロ ー ル の 分布比 も 土器下鉢破片試料

と 土器下鉢内土壌試料 は す べ て 0.6以上 を 示 し 、 試料 中 に 動物遺体 も し く は動物由来 の 脂肪が残存 し て い る こ

と を 示唆 し て い た 。 埋設土器遺構か ら 離れ た 地点 か ら 採取 し た 対照土壌試料 で あ る 試料No. 6 も 分布比が 0.6以

上 を 示 し た が 、 こ れはNo. 6 採取位置付近 に も高等動物の脂肪が残存 し て い た 可能性 が あ る 。 し か し 、 動物遺

体 そ の も の の 存在 を 示す コ プロ ス タ ノ ー ル が ほ と ん ど 検出 さ れ な い こ と か ら 、 動物遺体 そ の も の が存在 し て

い た 可能性 は少 な く 、 単 に 動物脂肪の汚染が あ っ た と 考 え ら れ る 。

以上の成績か ら 、 石 の本遺跡群 の 試料 中 特 に土器下鉢試料 は流入土の 影響 を か な り 受 け て お り 、 土 器 内 の

内容物が示す特徴的 な 脂肪 が単独で は検出 さ れな か っ た が 、 土器下鉢 1 層試料No. 1 に高級脂肪酸 が 、 下鉢 3

層試料No. 2 に コ プロ ス タ ノ ー ル が 、 下鉢底部破片試料No. 3 に コ レ ス テロ ー ル が 、 そ れぞれ特 に 多 い こ と を

考 え 合 わす と 、 試料No. 1 採取地点付近 を頭部、 No. 2 を 腹部、 No. 3 を足部 と し て 屈葬の形式で こ の土器内 に

ヒ ト 遺体が埋葬 さ れて い た場合 と 類似の脂肪が残存 し て い た 可能性が考 え ら れ る 。
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表 1 土器 お よ び土壌試料の残存脂肪抽 出量

試料No. 採 取 地 点 湿重量 (g) 全脂質 (mg) 抽 出率 ( %)

1 S - 1 埋設土器下鉢 1 層 144.1 38.6 0.0268 

2 S-2 埋設土器下鉢 3 層 81.6 16.0 0.0196 

3 S-3 埋設土器下鉢底部破片 163.0 3.3 0.002 

4 S-4 埋設土器遺構土坑埋土 211.2 19.5 0.0092 

5 S-5 埋設土器遺構付近 皿 層 121.2 29.8 0.0246 

6 S-6 埋設土器 よ り 離れた 所 158.0 20.6 0.013 

表 2 試料 中 に 分布す る コ レ ス テ ロ ー ル と シ ト ス テ ロ ー ル の割合

試料No. コ レ ス テ ロ ー ル ( % ) シ ト ス テ ロ ー ル (% ) コ レ ス テ ロ ー ル/ シ ト ス テ ロ ー ル

1 8.91 5.44 1 .64 

2 6.89 9.79 0.70 

3 13.28 5.76 2.31  

4 5.38 12.20 0.44 

5 3.68 12.02 0.31 

6 6.22 8.86 0.70 
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図 1 試料採集位置図
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2 石の本遺跡群の植物珪酸体分析

( 1 )  は じ め に

第 町 章 自然化学分析

株式会社 古環境研究所

植物珪酸体 は 、 植物の 細胞 内 に ガ ラ ス の主成分で あ る 珪酸 (SiO 2 ) が蓄積 し た も の で あ り 、 植物 が 枯 れ た

あ と も 微化 石 ( プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル ) と な っ て 土壊 中 に 半永久的 に 残 っ て い る 。 植物珪酸体分析 は 、 こ の 微

化石 を 遺跡土壌 な ど か ら 検 出 す る 方法で あ り 、 イ ネ を は じ め と す る イ ネ 科栽培植物の 同定 お よ び古植生 ・ 古

環境の推定 な ど に応用 さ れて い る (杉山 . 1987) 。

( 2 ) 試料

調査地点 は 、 38南調査区深堀 ト レ ン チ の 第 1 地点 と 第 2 地点、 46区SB04住居跡、 お よ び46区 A ラ イ ン で あ

る 。 試料 は 、 38南調査区深堀 ト レ ン チ の 第 1 地点では 皿 層 か ら VIb層 の 下層 ま での層準か ら 19点 、 第 2 地点で

は I 層 か ら 町 a層 ま で の 層 準 か ら 10点 が採取 さ れ た 。 試料採取箇 所 を 分析結果の柱状 図 に 示す 。 ま た 、 46区

SB04住居跡では焼土 お よ び比較試料 に つ い て 5 点 が採取 さ れた 。 46区 A ラ イ ン で は 、 II c層検出面 に つ い て 1

m 間隔で、採取 さ れ た 試料の う ち 、 奇数番号の31点 に つ い て 分析 を 行 っ た 。

( 3 ) 分析法

植物珪酸体の抽出 と 定量 は 、 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル定量分析法 (藤原 . 1976) を も と に 、 次 の 手順 で行 っ た 。

1 ) 試料の絶乾 (1050C ・ 24時間)

2 ) 試料約 1 9 を 秤量 、 ガ ラ ス ビ ー ズ添加 (直径約40 μ m ・ 約0.02g)

※ 電子分析天秤 に よ り 1 万分 の 1 9の 精度で秤量

3 ) 電気炉灰化法 (5500C ・ 6 時間) に よ る 脱有機物処理

4 ) 超音波 に よ る 分散 (300W ・ 42阻Iz ・ 10分間)

5 ) 沈底法 に よ る 微粒子 (20 μ m以下) 除去 、 乾燥

6 ) 封入剤 ( オ イ キ ッ ト ) 中 に 分散 、 プ レ パ ラ ー ト 作成

7 ) 検鏡 ・ 計数

同定 は 、 イ ネ 科植物の機動細胞 に 由来 す る 植物珪酸体 を お も な 対象 と し 、 400倍 の偏光顕微鏡下 で行 っ た 。

計数 は 、 ガ ラ ス ビ ー ズ個 数 が400以上 に な る ま で行 っ た 。 こ れ は ほ ぼ プ レ パ ラ ー ト 1 枚 分 の 精査 に 相 当 す る 。

試料 1 9 あ た り の ガ ラ ス ビ ー ズ個数 に 、 計数 さ れた 植物珪酸体 と ガ ラ ス ビ ー ズ個数 の 比率 を か け て 、 試料 1 9

中 の 植物珪酸体個数 を 求 め た 。

ま た 、 お も な 分類群 に つ い て は こ の 値 に 試料の仮比重 と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1 個 あ た り の

植物体乾重、 単位 : lO- Sg) を か け て 、 単位面積で層厚 1 cmあ た り の 植物体生産量 を 算 出 し た 。 イ ネ (赤米)

の換算係数 は2.94、 ヨ シ 属 ( ヨ シ ) は6.31 、 ス ス キ属型 ( ス ス キ ) は 1.24 、 ネ ザサ 節 は0.48、 ク マ ザサ 属 は0.75

で あ る 。

( 4 )  分析結果

分析試料 か ら 検 出 さ れ た 植物珪酸体の 分類群 は以下の と お り で あ る 。 こ れ ら の 分類群 に つ い て 定量 を 行 い 、

そ の結果 を 表 1 お よ び図 1 - 図 4 に示 し た 。 主要 な 分類群 に つ い て顕微鏡写真 を示す。

〔 イ ネ 科〕

機動細胞由来 : イ ネ 、 キ ビ族型、 ジ ュ ズ ダ マ属 、 ヨ シ 属 、 ス ス キ属型 ( ス ス キ 属 な ど ) 、 ウ シ ク サ族 、 ウ

シ ク サ 族 (大型) 、 シ パ属 、 A タ イ プ ( く さ び型) 、 B タ イ プ 、 C タ イ プ、 D タ イ プ 、 ネ ザ サ節型 ( お も に メ
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ダ ケ 属 ネ ザ サ 節) 、 ク マ ザ サ 属型 ( お も に ク マ ザサ属) 、 マ ダ ケ 属型 ( マ ダ ケ 属 、 ホ ウ ラ イ チ ク 属) 、 タ ケ 亜科

(未分類等)

穎の表皮細胞由来 : オ オ ム ギ族 ( ム ギ類)

そ の他 : 表 皮毛起源、 棒状珪酸体 ( お も に結合組織細胞由来) 、 茎部起源、 未分類等

〔樹木〕

ブ ナ 科 ( シ イ 属 ) 、 ブ ナ 科 ( ア カ ガ シ 亜属 ? ) 、 ク ス ノ キ 科 、 マ ン サ ク 科 ( イ ス ノ キ 属 ) 、 は め 絵パ ズル状

( ブナ 科 ブ ナ 属 な ど ) 、 そ の他

① 38南調査区深堀 ト レ ン チ 第 1 地点 (図 1 )

皿 層 (試料 1 ) か ら VIb層の下層 (試料19) ま での層準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の 結果、 最下位層 (試料

19) か ら VI b層 (石器包含層 、 試料17) に か け て は 、 ネ ザサ節型や棒状珪酸体 な ど が検 出 さ れた が 、 い ず れ も

少量で あ る 。 町 a層 (石器包含層 、 試料16) で は 、 ウ シ ク サ族型や ク マ サーサ 属型、 棒状珪酸体が比較的 多 く 検

出 さ れ、 キ ビ族型、 B タ イ プ、 C タ イ プ、 D タ イ プ な ど も 検 出 さ れた 。 V c層下部 (試料15) か ら 町b層 (試

料 5 ) に か け て も お お むね 同様の結果で あ る が 、 V a層 (A1'j混、 試料 9 ) か ら V O層 (試料 7 ) に か け て は B

タ イ プお よ び C タ イ プは検出 さ れな か っ た 。

Na層 (試料 2 - 4 ) で は ク マ ザサ属型が増加 し て お り 、 Na層上部 (試料 2 ) で は ク ス ノ キ科が出現 し て い

る 。 樹木 は イ ネ 科 と 比較 し て 一般 に 植物珪酸体の 生産量が低 い こ と か ら 、 植物珪酸体分析の 結 果 か ら 古植生

を復原す る 際 に は 、 他 の 分類群 よ り も 過大 に 評価す る 必要 が あ る 。 皿 層 (長Ah混、 試料 1 ) で は ク マ ザサ属

型が減少 し 、 ス ス キ属型、 ネ ザサ節型、 ク ス ノ キ科が増加傾向 を示 し て い る 。

お も な 分類群の推定生産量 (図の右側) に よ る と 、 全体的 に ク マ ザサ属型が優勢で、 あ る こ と が分 か る 。

② 38南調査区深堀 ト レ ン チ第 2 地点 (図 2 )

I 層 (試料 1 ) か ら Na層 (試料10) ま での層準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 最下位の N a層 (試料10)

で は ク マ ザ サ 属型や棒状珪酸体 が 多 量 に 検 出 さ れ、 ウ シ ク サ族 も 比較的 多 く 検 出 さ れた 。 ま た 、 ス ス キ 属型、

ネ ザサ節型、 ク ス ノ キ 科な ど も 検出 さ れ た 。 皿 b層 (K-Ah混、 試料 8 、 9 ) で は ウ シ ク サ族や ク ス ノ キ科が増

加 し て い る 。 ill a層 (試料 7 ) か ら II a層 (試料 3 ) に か け て も お お むね同様の結果で あ る が 、 ク マ ザサ属型は

減少傾向 を 示 し 、 II b層 (試料 4 ) と II a層 (試料 3 ) で は ス ス キ属型が比較的多 く 検 出 さ れ た 。

I 層 (試料 1 、 2 ) で は 、 イ ネ 、 オ オ ム ギ族 (穎の表皮細胞) 、 マ ダ ケ属型が出現 し 、 ス ス キ属型や ク ス ノ

キ 科 は減少 し て い る 。 イ ネ の 密度 は6，000個/ g 前後 と 高い値で あ り 、 稲作跡の検証や探査 を 行 う 場合の判断

基準 と し て い る 5，000個/ g を 上回 っ て い る 。 オ オ ム ギ族 (穎の表皮細胞) は 、 ム ギ類 ( コ ム ギ や オ オ ム ギ な

ど ) と 見 ら れ る 形態の も の (杉山 ・ 石井 ， 1989) で あ る 。 密度 は700個/ g と 低 p値で あ る が 、 穎 (籾殻) は

栽培地 に 残 さ れ る こ と が ま れで あ る こ と か ら 、 少量が検出 さ れた場合で も か な り 過大 に 評価す る 必要 が あ る 。

お も な 分類群の 推定生産量 ( 図 の 右側 ) に よ る と 、 ill a層 よ り 下位で は ク マ ザサ属型が卓越 し て お り 、 次 い

で ス ス キ 属型 が 多 く な っ て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、 II b層 と II a層 で、 は ス ス キ属型、 I 層 で は イ ネ が優勢 と

な っ て い る 。

③ 46区SB04住居跡 (図 3 )

縄文時代晩期 と さ れ る 住居跡の覆土 (試料 1 ) と 焼土 (試料 2 - 4 ) お よ び床面 (試料 5 ) に つ い て 分析

を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 全体的 に 棒状珪酸体 が 多 量 に 検 出 さ れ、 ウ シ ク サ族や ク マ ザサ属型、 ク ス ノ キ 科 も 比
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較 的 多 く 検 出 さ れ た 。 植物珪酸体組成 や密度 は 、 試料間で特 に 大 き な 差違 は 認 め ら れ な か っ た が 、 焼土 ( 試

料 3 、 4 ) で は ク ス ノ キ科が他の試料 よ り も 多 く 検出 さ れ た 。

お も な 分類群の推定生産量 ( 図 の 右側 ) に よ る と 、 全体的 に ク マ ザ サ 属 型 が 卓越 し て お り 、 次 い で ス ス キ

属型が 多 く な っ て い る こ と が分 か る 。

④ 46区 A ラ イ ン ( 図 4 ) 

縄文時代晩期 と さ れ る II c層検出面の A ラ イ ン で は 、 1 m 間隔で採取 さ れ た 試料の う ち 奇数番号の31点 (試

料 3 -65) に つ い て 分析 を 行 っ た (採取地点図参照) 。

そ の結 果 、 全体的 に 棒状珪酸体 が 多 量 に 検 出 さ れ 、 ス ス キ属型、 ウ シ ク サ 族型 、 ク マ ザ サ 属型 、 ク ス ノ キ

科 も 比較的 多 く 検 出 さ れ た 。 ま た 、 部分的 に キ ビ族型、 ヨ シ 属 、 ネ ザ サ 節 型 、 樹木起源 ( そ の 他 ) な ど も 検

出 さ れ た 。 調査区東側 (試料 1 - 試料21) で は ヨ シ 属 が 少 量 な が ら 比較的 ま と ま っ て 検 出 さ れ 、 ス ス キ 属型

は他の地点 よ り も 比較的低い値 と な っ て い る 。 試料23では イ ネ が検 出 さ れ た が 、 密度 は1，400個/ g と 低 い値

で あ る 。

お も な 分類群の推定生産量 ( 図 の 右側) に よ る と 、 全体的 に ク マ ザサ属型が優勢で あ る が 、 調 査 区 中 部 か

ら 西部 に か け て は ス ス キ属型 も 多 く な っ て い る 。

( 5 ) 植物珪酸体分析か ら 推定 さ れ る 植生 と 環境

以上の結果か ら 、 石 の 本遺跡 に お け る 堆積 当 時の 植生 と 環境 に つ い て 推定す る と 次の よ う で あ る 。

① 38南調査区深堀 ト レ ン チ ( 第 1 地点 ・ 第 2 地点)

町b層 (石器包含層 ) お よ びそ の 下層の堆積 当 時 は 、 少量 な が ら メ ダ ケ 属 ネ ザサ 節 な ど が生育す る イ ネ 科植

生 で あ っ た も の と 推定 さ れ る 。 タ ケ 亜科の う ち 、 ネ ザ サ 節 と ク マ ザ サ 属 は 一般 に 相 反 す る 出 現傾 向 を 示 し 、

前者 は温暖の 、 後 者 は 寒 冷 の 指標 と な っ て い る 。 ま た 、 ネ ザ サ 節 と ク マ ザ サ 属 の 推定生産 量 の 比 率 で あ る

「 ネ ザサ率J の 変遷 は 、 地球規模 の 氷期 一 間氷期サ イ ク ル の 変動 と よ く 一致す る こ と が 分 か っ て い る (杉山 ・

早田 . 1996) 。 こ こ で は 、 ネ ザサ節型が優勢で あ る こ と か ら 、 当 時 は比較的温暖 な 気候 で あ っ た も の と 推定 さ

れ る 。 こ の温暖期 は 、 姶良Tn火 山 灰 と の層位関係 な ど か ら 、 約 3 万年前 と さ れ る 最終氷期の 亜寒氷期 (酸素

同位体 ス テ ー ジ 3 ) に 対比 さ れ る 可能性 が考 え ら れ る 。

そ の 後 、 町 a層 (石器包含層) の 時期 に は 、 ウ シ ク サ 族や ク マ ザサ属 を 主体 と し て 、 キ ビ族 、 B タ イ プ 、 C

タ イ プ な ど も 見 ら れ る イ ネ 科植生が成立 し た も の と 考 え ら れ 、 こ の よ う な 状況 は お お むね 町 a層 の 時期 ま で継

続 さ れ た も の と 推定 さ れ る 。 ク マ ザ サ 属 は比較的寒冷 な と こ ろ に 生育 し て い る こ と か ら 、 当 時 は寒冷 な 気候

条件下で推移 し た も の と 推定 さ れ る 。 ク マ ザサ属 は氷点下 5 0C程度 で も 光合成活動 を し て お り 、 雪の 中 で も

緑 を 保 っ て い る こ と か ら 、 大半 の 植物が落葉 ま た は枯死す る 秋 か ら 冬 に か け て は シ カ な ど の 草食動物の重要

な 食物 と な っ て い る (高槻 1992) 。 気候条件の厳 し い氷期 に ク マ ザ サ 属 が 豊富 に 存在 し た こ と は 、 当 時の動

物相 を 考 え る 上で も 重要 で あ る 。 な お 、 姶良Tn火山灰 (AT . 約2.4・2.5万年前) 混の V a層 よ り 上位 で は 一時的

に B タ イ プや C タ イ プが 見 ら れ な く な っ て い る が 、 こ れはA司l�灰の影響 に よ る も の と 考 え ら れ る 。

西 日 本一帯の太平洋側で は 、 約 1 万年前 を境 に ク マ ザサ属主体の イ ネ 科植生か ら ネ ザサ 節 ・ ス ス キ 属 を 主体

と す る 草原植生 に移行 し て い る が 、 本遺跡で は鬼界 ア カ ホ ヤ 火 山灰 (K-Ah . 約6，300年前) の 前後 ま で ク マ ザ

サ 属 が 優勢の ま ま で あ り 、 ネ ザ サ 節 が ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 こ れ は 、 イ ネ 科植生 の 変化 が気候の寒暖以外の

影響 を 受 け て い る こ と を 示唆 し て お り 、 当 時の植生環境の地域的 な 変遷 を 考 え る 上で注 目 さ れ る 。
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そ の後 、 鬼界 ア カ ホ ヤ 火山灰 よ り 下位の N a層の時期 に は 、 遺跡周辺で ク ス ノ キ を 主体 と し た 照葉樹林が成

立 し た も の と 推定 さ れ る 。 花粉分析の結果に よ る と 、 九州の太平洋沿岸部では約6，300年前 と さ れ る 鬼界 ア カ

ホ ヤ 火 山 灰の堆積以前 に は 、 シ イ 林 を 中 心 と す る 照葉樹林が成立 し て い た と さ れて い る (松下 ， 1992) 。 今回

の 結果 は 、 熊本県 内 で も 同様の時期 に 照葉樹林が成立 し て い た こ と を 示す も の と し て 注 目 さ れ る 。 今後、 周

辺地域で同様の検討 を 行 う こ と に よ り 、 照葉樹林の存在や分布拡大の様相 が解明 さ れ る も の と 期待 さ れ る 。

II b層 か ら II a層 に か け て は 、 ク マ ザサ属型が減少 し 、 ス ス キ属や チ ガ ヤ属 を 主体 と し た イ ネ 科植生が継続 さ

れ た も の と 推定 さ れ る 。 ク マ ザ サ 属 は森林の林床で、 も 生育 が可能で、 あ る が 、 ス ス キ 属や チ ガ ヤ 属 は 日 当 り の

悪 い 林床で は生育 が 困 難 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 当 時の遺跡周辺 は森林で覆われた よ う な 状況で は な く 、 比

較的聞かれた環境で あ っ た も の と 推定 さ れ る 。

I 層の 時期 に は 、 調査地点 も し く は そ の近辺で イ ネ や ム ギ類の栽培が行われて い た と 考 え ら れ る 。 遺跡の立

地や周辺の植生 か ら こ こ で 行 わ れ た 稲作 は畑作の系統 (陸稲) で あ っ た も の と 推定 さ れ る 。 タ ケ 亜科植物の

う ち 、 マ ダ ケ 属 に は マ ダ ケ や モ ウ ソ ウ チ ク な ど 有用 な も の が 多 く 、 建築材や生活用 具 、 食用 な ど と し て の利

用価値が高い が 、 こ れ ら の 植物が現れ る の は比較的最近の こ と と 考 え ら れ る 。

② 46区SB04住居跡

縄文時代晩期 と さ れ る 住居跡の周辺 は 、 ス ス キ属や チ ガ ヤ 属 、 ク マ ザ サ属 な ど を 主体 と し た イ ネ 科植生 で

あ り 、 周 囲 に は ク ス ノ キ 科 を 主体 と し た 照葉樹林が分布 し て い た も の と 推定 さ れ る 。 焼土で は ク ス ノ キ 科 が

多 量 に 検 出 さ れ る こ と か ら 、 ク ス ノ キ科の葉な ど が燃料の一部 と し て利用 さ れて い た 可能性が考 え ら れ る 。

③ 46区 A ラ イ ン

縄文時代晩期 と さ れ る II c層 の 堆積 当 時 は 、 調査区一帯 は ス ス キ 属や チ ガ ヤ属 、 ク マ ザ サ属 な ど が比較的 多

く 生育す る イ ネ 科植生で あ り 、 周辺 に は ク ス ノ キ 科 を 主体 と し た 照葉樹林が分布 し て い た も の と 推定 さ れ る 。

ス ス キ属 や チ ガ ヤ 属 は 日 当 り の 悪 い林床で は生育が困難で あ る こ と か ら 、 当 時の 調査区周辺 は 森林で覆われ

た よ う な 状況で は な く 、 比較的 聞 か れ た 環境で あ っ た も の と 推定 さ れ る 。 ま た 、 調査区東部周 辺 で は ヨ シ 属

が生育す る よ う な湿地 的 な と こ ろ も 見 ら れた も の と 推定 さ れ る 。

試料23で は イ ネ が検 出 さ れた が 、 密度 が1，400個/ g と 低 い こ と や 、 他の地点で は ま っ た く 検出 さ れな い こ と

か ら 、 上層 か ら 後代の も の が混入 し た も の と 考 え ら れ る 。 植物珪酸体分析で 同定 さ れ る 分類群の う ち 栽培植

物が含 ま れ る も の に は 、 イ ネ 以外 に も オ オ ム ギ族 ( ム ギ類 が含 ま れ る ) 、 ヒ エ属型 ( ヒ エ が含 ま れ る ) 、 キ ビ

族型 A ( ア ワ が含 ま れ る ) 、 ジ ュ ズ ダ マ 属 (ハ ト ム ギ が含 ま れ る ) 、 オ ヒ シ パ属 ( シ コ ク ピエ が含 ま れ る ) 、 モ

ロ コ シ 属 な ど が あ る が 、 こ れ ら の分類群 は い ずれの試料か ら も 検 出 さ れな か っ た 。

群馬県子持村の 白井遺跡群で は 、 古墳時代の火山灰直下検出面 に つ い て 20cm間隔で植物珪酸体分析が行われ、

ス ス キ の株跡や 畠跡の 分布状況 を 詳細 に 捉 え る こ と に成功 し て い る 。 今回 は分析試料の 間隔 が 2 m と 広 い こ

と な ど か ら 詳細 な 植生分布 を 捉 え る に は至 ら な か っ た が 、 縄文時代晩期 に お け る 遺跡周辺の様相 が 明 ら か に

な っ た 。
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第 1 節 縄文時代後 ・ 晩期

3 石の本遺跡群 に お け る 種実同定

( 1 ) は じ め に

株式会社 古環境研究所

植物の種子や 果 実 は比較的強靭な も の が 多 く 、 堆積物 中 に残存す る 。 堆積物か ら 種実 を 検 出 し そ の群集の

構成や組成 を 調 べ 、 過去の植生 や群落の構成要素 を 明 ら か に し 古環境の推定 を 行 う こ と が 可能で あ る 。 ま た

出土 し た 単体試料等 を 同定 し 、 栽培植物や 固有の植生環境 を 調べ る こ と が で き る 。

( 2 ) 試料

試料 は 、 石 の本遺跡45区SB-05 内 出土の炭化物57点 、 SB-13内出土の炭化物383点で あ る 。 埋土 を 現場 で フ ロ

ー テ ー シ ョ ン 法 (水 中 浮遊選別法) に よ っ て 水洗 ・ 選別 し 、 1 mmメ ッ シ ュ の簡で、炭化物及び小遺物 を 採取後 、

種実 と お ぼ し き も の を 抽 出 し た 。

前者 は埋土 1 層 、 埋土 2 層 、 上面清掃土 よ り 、 後者は埋土、 埋土 1 層 、 埋土 2 層 、 屋内炉、 埋設土器堀方

内 、 柱穴内埋士、 流土 (床上 ? ) よ り 検 出 さ れた も の で あ り 、 いずれ も 選別済みの試料で あ る 。 な お 、 流土

(床上 ? ) と は雨 に よ っ て床面検出 し た 住居祉内 に流れ込ん だ土で、 上面清掃土 と ほ ぼ同質 と 考 え て よ い 。 床

面清掃時 に採取 し た 土 を 他の埋土同様 、 水洗 し た も の で あ る 。

( 3 ) 方法

試料 を 肉眼及 び双眼実体顕微鏡で観察 し 、 形態的特徴お よ び現生標本 と の 対比に よ っ て 同定 を 行 っ た 。 結

果 は 同定 レ ベル に よ っ て科、 属 、 種の階級で示 し た 。

( 4 ) 結果

① 分類群

樹木 3 、 草本 5 の 計 8 が 同定 さ れた 。 学名 、 和名 お よ び粒数 を 表 1 に示 し 、 主要 な 分類群 を 写真 に示す。

以下に 同定の根拠 と な る 形態 的特徴 を 記す。

〔樹木〕

コ ナ ラ 属 Quercus 種子 ブナ科

炭化 し て い て 黒色で 、 楕円形 を 呈す る 。 表面は な め ら かで 、 縦方向 に一条の回線が入 る 。

キ ハ ダ Phellodendron amurense Rupr. 種子 ミ カ ン 科

黒色で半円形 を 呈 し 、 一側面 に細長いへそ が あ る 。 表面に は微細 な網 目 模様が あ る 。

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ zanめoxylw刀 ailanthoides Sieb. et Zucc. 種子 ミ カ ン 科

黒色で楕円形 を 呈 し 、 側面 に 長 く 深いへそ が あ る 。 表面 に は大 き い網 目 模様 が あ る 。

〔草本〕

イ ネ 0ηrza sativa L. 果実 イ ネ 科

果実は黒色で長楕円形 を呈す。 眠の部分が く ぼみ 、 表面に は数本の筋が走 る 。

穀類 ( イ ネ ・オ オ ム ギーコ ム ギ oηrza-Hordeum-Tn・ticum 果実 イ ネ 科

イ ネ も し く はオ オ ム ギ と 思 われ る が 、 発砲 し て い る た め穀類 と し た 。

オ オ ム ギ Hordeum vulgare L. 果実 イ ネ 科

炭化 し て い る た め 黒色で、 楕 円 形 を 呈す 。 腹部の 端 に は眠が あ る 。 背面 に は縦に 一本の溝が あ る 。 側面の

形 は 曲率が大 き く 、 臨 と 眠乳 と の接す る 輪郭線は山形で あ る 。
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サ サ ゲ属 Vigna 種子 マ メ 科

黒色で楕円形 を呈す。 へ そ は縦 に細長い。

サ サ ゲ属 に は リ ョ ク ト ウ 、 ア ズキ 、 サ サ ゲ な ど の栽培植物が含 ま れ る が 、 現時点 で は識別 は困難で、 あ る 。

ス イ カ ci，的I11us ba出'ch 種子 ウ リ 科

種子は黒色で倒卵形 を 呈す る 。 扇平で、 種皮 は粗面。 へそ はI賞状の突起の先 に あ る 。

② 同定結果

1 )  45区SB・05内炭化物

埋土 1 層 の 試料 は カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 埋土 2 層 は コ ナ ラ 属種子 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 穀類、 上面清掃土の

試料 は オ オ ム ギ と ス イ カ と 同定 さ れ た 。

2 )  SB・13内炭化物

埋土か ら 出土の試料 は 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ お よ び穀類 と 同定 さ れ た 。

埋土 1 層 の 試料 は コ ナ ラ 属種子 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 サ サ ゲ属 、 埋土 2 層 は コ ナ ラ 属種子 、 キ ハ ダ 、 カ ラ

ス ザ ン シ ョ ウ 、 サ サ ゲ属 と 同定 さ れた 。 な お 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ と サ サ ゲ属 は 多量で あ る 。

屋内炉、 埋設土器堀方内 、 柱穴内埋土 よ り 出土の試料 は カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ で あ っ た 。

流土 (床上 ? ) で は イ ネ 果実 に 同定 さ れた 。

45区SB-05内炭化物 、 SB・13内炭化物 に は植物遺体 と 考 え ら れ る 炭化 物 が 数 多 く み ら れ 、 同 定 が 困 難 で、 あ っ

た た め 未同定種実 と し た 。

( 5 ) 考察

イ ネ 、 オ オ ム ギ 、 穀類 、 サ サ ゲ属 、 ス イ カ は いずれ も 栽培植物 で あ る 。 こ れ ら の 栽培植物 の 出土 が 石 の 本

遺跡に お け る 種実群集 の 特徴 と い え る 。 イ ネ 、 サ サ ゲ属 は 、 日 本で は概ね弥生時代以降 よ り 出土 し 、 サ サ ゲ

属 は特 に 中 世 に お い て よ く 検 出 さ れ る 。 ス イ カ は他の栽培植物 よ り 伝来時期 が 新 し く 、 中 世 な い し 江戸時代

で あ る 。 一般的 に 栽培 さ れ る よ う に な っ た の は江戸時代 で あ る 。 ま た 、 樹木 で は カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ が 多 い 。

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ は集落周辺の人為環境 に 多 い樹木で あ る 。

参考文献
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分類群

表 l 石の本遺跡群における種実同定結果

45-05号住居祉 45-1 3号住居祉

学名 和名 部位 1 1望土 1 1画 壇土 2 層 上面清掃土 1 埋土 埋土 1 11 埋土 2 眉 屋内炉 埋股土器銅込内 柱穴内埋土 流土 (床上 ? )

Arbor 樹木

Quercus コナラ属

P刷

種子 l

破片 ;

1 1  

+ 

Zan川，吋t的'h加伽、切ox押刷y戸川仰h如um a拘n川11附田ωSie曲b 副et Zuc∞c カ ラ スザンシ ヨ ウ 種子 41 44 

Herb 革本 l 

Oryza sativa L.. * イ ネ 果実

Hordeum νulgare L.. * オ オムギ 果実 l

Oriza - Hordeum - T riticum * 般類 果実 l

Vigna 本 ササゲ属 種子 (
破片 l

Citrullus battich * * ス イ カ 種子 l
7 

Unknown 未同定種子

Total 合計

1 

1 6  1 9  1 6  

1 7  22 1 8  

* 栽培植物 本 * ス イ カ は 中世か近世に伝来

石の本遺跡の種実

i 1 

37 91 

++ 

I 2 18  28 

I 4 107+ 173++ 

1 3  

1 5  

1 コ ナ ラ 属種子 2 キハ ダ種子 3 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 種子 4 イ ネ 果実

10 

- l .Omm 一一 l .Omm -- l .Omm 一一 l .Omm

5 オ オ ム ギ果実 6 同左
ーーー l .Omm

7 サ サ ゲ、属種子 8 サ サ ゲ属種子
一一 l .Omm 一一 l .Omm 一一 l .Omm
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4 石の本遺跡群にお ける放射性炭素年代測定 ( 1 ) 
株式会社 古環境研究所

1 . 試料 と 方法

試料名 地点 ・ 層準 種類 前処理 ・ 調整 測定法

NO. 1 45区 SB・13 埋土 1 層 炭化物 酸・アルカリー酸洗浄 ， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

NO. 2 45区 SB・13 埋土 2 層 炭化物 酸・アルカリ・酸洗浄 ， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

NO. 3 45区 SB・13 床面直上 炭化物 酸・アルカリー酸洗浄 ， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

NO. 4 45区 SB-13 屋内炉跡 炭化物 酸ーアルカリ・酸洗浄 ， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

NO. 5 45区 SB・13 埋設土器 炭化物 酸・アルカリー酸洗浄 ， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

掘込み 内

2 . 測定結果

試料名 1 4 C年代 Ò 1 3 C 補正 1 4 C年代 暦年代 ( 西暦) 測定No.

(年BP) (%0)  (年BP) Beta一

NO. 1 3100:t40 -26.1 3080土40 突点 : cal BC1380 140963 

1 σ : cal BC1405- 1300 

2 (] : cal BC1425- 1260 

NO. 2 3090:t 30 -25.6 3080:t30 交点 : cal BC1380 140964 

1 σ : cal BC1400- 1305 

2 (] : cal BC1415- 1280 

NO. 3 4270:t40 -26.1 4250:t40 交点 : cal BC2885 140965 

1 (] : cal BC2900-2875 

2 σ : cal BC2910-2865， 2800-2760 

NO. 4 2920:t30 -26.8 2890:t30 交点 : cal BC1040 140966 

1 σ : cal BC1115- 101O 

2 σ : cal BC1140-985 

No. 5 6890:t 80 -26.6 6860:t80 吏点 : cal BC5730 140967 

1 σ : cal BC5800-5670 

2 σ : cal BC5885-5630 

1 )  1 4  C 年代測定値

試料の 1 4 C / 1 2 C 比か ら 、 単純に現在 (1950年AD) か ら 何年前か を 計算 し た値。 1 4 C の 半減期 は5，568年 を

用 い た 。

2 )  Ò 1 3 C 測定値

試料の測定 1 4 C / 1 2 C 比 を 補正す る た め の炭素安定同位体比 ( 1 3 C / 1 2 C ) 。 こ の値は標準物質 (PDB) の 同

位体比か ら の千分偏差 (%0) で表す。
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3 ) 補正 1 4 C 年代値

8 1 3 C 測定値か ら 試料の炭素の 同位体分別 を 知 り 、 1 .1 C / 1 2 C の測定値に補正値 を 加 え た 上で算出 し た 年代 。

4 ) 暦年代

過去の宇宙線強度の変動に よ る 大気 中 1 4 C 濃度の変動 を 補正す る こ と に よ り 算出 し た 年代 (西暦) 。 補正 に

は 、 年代既知の 樹木年輪の 1 4 C の 詳細 な 測定値、 お よ びサ ン ゴのu:百1年代 と 1 4 C 年代の比較に よ り 作成 さ れ

た 補正曲線 を 使 用 し た 。 最新の デ ー タ ベ ー ス ("INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al， 1998， 

Radiocarbon 40 ( 3 ) ) に よ り 、 約 19，000年BP ま での換算が可能 と な っ て い る 。 た だ し 、 10，000年BP以前の デ ー

タ は ま だ 不完全で あ り 、 今後 も 改善 さ れ る 可能性が あ る 。

暦年代の交点 と は 、 補正 1 4 C 年代値 と 暦年代補正曲線 と の突点の暦年代値 を 意味す る 。 1 (J (68%確率)

2 (J (95%確率) は 、 補正 1 4 C 年代値の偏差の幅 を 補正曲線に投影 し た暦年代の幅 を 示す。 し た が っ て 、 複数

の突点 が表記 さ れ る 場合や、 複数の 1 σ ・ 2 σ 値が表記 さ れ る 場合 も あ る 。

- 274 -



第 N 重量 自 然化学分析

第 2 節 縄文時代 早 ・ 前期

本節で は縄文時代後 ・ 晩期以外の 自 然化学分析で、 こ れ ま で未掲載 だ っ た も の を 取上 げて い る 。 具体的 に

は 17区で検出 さ れ たsxー04 . 05 よ り 出土 し た 炭化材の 分析で あ る 。 ど ち ら も N 層 上面 で検 出 さ れた 炉穴 と 考

え ら れ る 土墳 で 、 細 長 い 楕 円形 を 呈 し 、 や や特異 な形態 と 言 え る 。 土墳の詳細 は 「石の 本遺跡群 皿 」 に 譲 る

が 、 以下炭化材の分析結果 に つ い て述べて p く 。

1 石の本遺跡群にお ける樹種同定

( 1 )  は じ め に

株式会社 古環境研究所

木材 は 、 セ ル ロ ー ス を 骨格 と す る 木部細胞の 集合体で あ り 、 解剖学的形質 の 特徴 か ら 概ね属 レ ベ ル の 同定

が可能で あ る 。 木材は花粉 な ど の 微化 石 と 比較 し て 移動性 が 少 な い こ と か ら 、 比較的近隣の 森林植生の推定

が可能 で あ り 、 遺跡か ら 出土 し た も の に つ い て は木材の利用状況や流通 を 探 る 手 が か り と な る 。

( 2 ) 試料

試料は 、 石 の 本遺跡群17区SX-04お よ びSX-05の埋土 中 よ り 出土 し た炭化材 2 点で あ る 。

( 3 ) 方法

炭化材 を 割折 し て 新鮮 な 基本的三断面 (木材の横断面 、 放射断面 、 接線断面) を 作製 し 、 落射顕微鏡 に よ

っ て75-750倍で観察 し た 。 同定は解副学的形質お よ び現生標本 と の対比 に よ っ て 行 っ た 。

( 4 ) 結果

結果 を 表 1 に示 し 、 主要 な 分類群の顕微鏡写真 を示す。 以下 に 同定の根拠 と な っ た 特徴 を 記す 。

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 Quercus subgen. CyclobaJanopsis プナ科 図版 1 ・ 2

横断面 : 中型 か ら 大型 の 道管 が 、 1 -数列幅で年輪界 に 関係 な く 放射方向 に 配列 す る 放射孔材 で あ る 。 道

管 は単独で複合 し な い。

放射断面 : 道管の穿孔は単穿孔で 、 放射組織は平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織は 向性放射組織型で 、 単列の も の と 大型の広放射組織か ら な る 複合放射組織で あ る 。

以 上 の 形質 よ り コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 に 同 定 さ れ る 。 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 に は ア カ ガ シ 、 イ チ イ ガ シ 、

ア ラ カ シ 、 シ ラ カ シ な ど が あ り 、 本州 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。 常緑高木で 、 高 さ 30m、 径1.5m以上 に 達す る 。

材は堅硬で強靭 、 弾力性 に優れ耐湿性 も 高い 。 特 に 農耕具 に 多 く 用 い ら れ る 。

( 5 ) 所見

同定の結果、 炭化材は 2 試料 と も コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ っ た 。 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 は 、 一般 に カ シ

と 総称 さ れ る が イ チ イ ガ シ や ア ラ カ シ な ど 多 く の種 が あ り 、 温帯下 部 の 暖温帯の 照葉樹林 を 形成 す る 主要高

木で あ る 。 イ チ イ ガ シ は 自 然度 が 高い が 、 ア ラ カ シ は二次林で も あ る 。
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2 石の本遺跡群 に お ける放射性炭素年代測定 (2)

株式会社 古環境研究所

1 . 試料 と 方法

試料名 地点 ・ 層準 種類 前処理 ・ 調整 測定法

NO. 1 S X - 0 4  炭化物 酸・7J'vhリー酸洗浄 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

No. 2 S X - 0 5  炭化物 酸-アルカリー酸洗浄 ， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

2 . 測定結果

試料名 1 4 C年代 8 1 3 C 

(年BP) (%0)  

NO. 1 3400:1:40 -26.2 

NO. 2 3310:1:40 -25.5 

1 ) 1 4  C 年代測定値

補正 1 4 C年代 暦年代 (西暦)

(年BP)

3380:1:40 交点 : Ca1 BC 1680 

1 (] : Ca1 BC 1720 - 1620 

2 (] : Ca1 BC 1750 - 1540 

3300:1:40 突点 : Cal BC 1540 

l σ : Cal BC 1620 - 1520 

2 (] : Ca1 BC 1680 - 1500 

測定No.

(Beta-) 

153702 

153701 

試料の 1 4 C / 1 2 C 比か ら 、 単純に 現在 (1950年AD) か ら 何年前か を 計算 し た値。 1 4 C の半減期 は 、 国際慣例

に 従 っ て 5，568年 を 用 い た 。

2 ) 8 1 3 C 測定値

試料の測定 1 4 C / 1 2 C 比 を 補正す る た め の炭素安定同位体比 ( ' 3 C / 1 2 C ) 。 こ の値は標準物質 (PDB) の 同

位体比か ら の千分偏差 (%0) で表す。

3 ) 補正 1 4 C 年代値

8 1 3 C 測定値か ら 試料の炭素の 同位体分別 を 知 り 、 1 4 C / 1 2 C の測定値 に 補正値 を 加 え た 上で算出 し た 年代。

4 ) 暦年代

過去の宇宙線強度の 変動 に よ る 大気 中 1 4 C 濃度の変動 を補正す る こ と に よ り 算出 し た 年代 (西暦) 。 補正 に

は 、 年代既知の 樹木年輪の 1 4 C の詳細 な 測定値、 お よ びサ ン ゴのU�百1年代 と 1 4 C 年代の比較 に よ り 作成 さ れ
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た 較正曲線 を 使用 し た 。 最新の デ ー タ ベ ー ス ("INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al， 1998， 

Radiocarbon 40 ( 3 ) ) に よ り 、 約19，000年BP ま での換算が可能 と な っ て い る 。 た だ し 、 10，000年BP以前の デ

ー タ は ま だ不完全 で あ り 、 今後 も 改善 さ れ る 可能性 が あ る 。

暦年代 の 突点 と は 、 較正 1 4 C 年代値 と 暦年代較正曲線 と の 交 点 の 暦年代値 を 意味 す る 。 1 (J ( 68 % 確

率 ) ・ 2 σ (95%確率) は 、 較正 1 4 C 年代値の偏差の 幅 を 較正曲線 に 投影 し た暦年代 の 幅 を 示す 。 し た が っ

て 、 被数の突点が表記 さ れ る 場合や 、 被数の 1 σ ・ 2 (J 値が表記 さ れ る 場合 も あ る 。

17区

17区

i
o-
daτ

EU
 

M川一nUAU
料一HH
試一回幻

表 1 石の本遺跡群 に お け る 樹種同定結果

結果 (和名/学名 )

埋土 中 炭化物

理土 中 炭化物

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

Quercus subgen.CycJobaJanopsis 

Quercus subgen.CycJobaJanopsis 
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石の本遺跡、の木材

横断面 : O.5mm 放射断面 : O.2mm 接線断面 : O.2mm 
1 .  17区 SX-04 埋土中炭化物 コ ナ ラ 属 ア カ ガシ並属

横断面 : O.5mm 放射断面 : O.2mm 接線断面 : O.2mm 
2 .  17区 SX-05 埋土中炭化物 コ ナ ラ 属 ア カ ガシ亜属
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第 V 章 総指

第V章 総 括

第1節 遺構

石の 本遺跡群の 中 で 、 最 も 大 き な 割 合 を 占 め る 縄文時代後 ・ 晩期 に つ い て 、 こ れ ま で報告 し て き た 。 今 回

取上 げ た 遺構の 多 く が 、 住居祉や埋設土器遺構 と い っ た比較的時期比定 し 易 い も の に 偏 っ た こ と は 、 既 に 第

皿 章 で述べ て い る 。 そ れ ら と 同 一 レ ウー ェ ル で検 出 さ れ た 多 く の ピ ッ ト や焼土混 じ り の 土績 も 、 当 該時期の遺

構 で あ る 可能性 も 否定 で き ず 、 本来 は こ れ ら を 含 め て 当該時期 の 集 落 の 様相 を 考 え な け れ ば な ら な い は ず で

あ る 。 し か し 結果 と し て そ れ が成 さ れ な か っ た こ と は 、 大 い に 反 省 すべ き 点 で あ る 。 こ の よ う に 総括 と し て

は や や物足 り な い点 も あ る が 、 本節で は各遺構及び当該時期の 集落の様相 に つ い て ま と め て p く 。

1 住居枇

今 回 、 紹介 し た 遺構数 は115基 を 数 え 、 そ の う ち 最終 的 に 住居祉 と し て 認知 し た 遺構 は 計76軒 に 上 る 。 こ れ

は全面調査 に よ っ て 検 出 さ れ た 当 該時期 の も の と し て は 、 県 内 で は 最 多 で あ る 。 近 年 九 州 内 に お い て も 縄文

時代の住居祉 が 多 く 検 出 さ れて お り 、 県 内 で も 熊本市鶴羽 田遺跡、 太郎迫遺跡 、 山 海道遺跡、 人吉市 中 堂遺

跡 、 須恵村沖松遺跡等 で住居祉 の 存 在 が 比較的 ま と ま っ て 確認 さ れ て い る 。 こ う し た 事例 の 構加 に よ っ て 、

今 後 当 該時期 の集落の様相 が よ り 明 ら か に な る と 考 え ら れ る が 、 残念 な が ら 本書 で は そ こ ま で言 及 す る こ と

はで き な い 。 し た が っ て 住居祉 に つ い て特徴的 な 事柄 を 幾っ か述べ る に 留 ま り た い 。

住居祉76軒の う ち 時期比定 が 可能 な も の は53軒 あ る 。 あ る 程度 の 時期 は わ か る も の の 、 時期幅が あ り 比定

困 難 な 5 軒 は 、 敢 え て 不明分の23軒 に 入れて お く 。 こ れ ら 53軒の住居枇 は 、 出 土遺物か ら 概ね 3 つ の 時期 に

分 け ら れ る 。 15区や38区南 に 多 く 分布す る 御領式段階の も の ( こ れ を f I 期」 と す る ) 、 42区 、 46区 、 49区 を

中 心 と す る 天城式段階の も の ( こ れ を f rr 期 J と す る ) 、 そ し て 38区 北 、 39区 に 点 在 す る 古閑式段階 の も の

( こ れ を 「 皿 期J と す る ) で あ る 。 時期 的 に は 第 皿 章で述べ た よ う に E 期 、 つ ま り 天城式段階の も の が圧倒 的

に 多 い 。 次 い で I 期 、 皿 期 の順で遺構数 は減少 す る 。 各時期 に お け る 住居 祉 の 分布 は 明 確 に 区 分 さ れ て い る 。

I 期 は 15区 、 38区 南 、 40区 、 つ ま り 遺跡群の北側 に 広 が る 舌状 に 伸 び た 丘陵上 と そ の 東側 に 走 る 谷部 に 分布

し て 、 E 期 は30 区 、 36区 、 39区 の 南 側 、 42区 、 45-49区、 つ ま り 遺跡群の 北側 に 広 が る 舌状 に 伸び た 丘陵上

と そ の 周縁部 に 分布 し て い る 。 田 期 は38区北、 39区の北側 、 つ ま り 遺跡群の 北側 に 広 が る 舌状 に 伸 び た 丘陵

上 に 分布 し て お り 、 分布域 を 異 と し な が ら も 北側 の 丘陵上 に 連続 し て 住 居 祉 が 営 ま れ て い た こ と が 分 か る 。

ま た 漫然 と 分布す る の で は な く 、 同時期の住居祉は数軒単位 で ま と ま る も の が 多 く 、 特 に H 期 の 集 中 箇 所 で

あ る 42 ・ 43 ・ 46 ・ 49区 で は そ れぞれ 5 - 10軒程度の ま と ま り が 見 ら れ る 。 E 期 の 細分化 を 示唆す る も の か も

し れ な い が 、 現時点 で は 明 言 は避 け た い 。

住居祉の平面 プ ラ ン は 円形 が 大 半 で 、 稀 に 楠 円形や方形 が あ る 。 楕 円 形 に つ い て は 、 円形住居 が 切 り 合 っ

て い る 可能性 も 否定 で き な い の で注意 を 要す る 。 方形 に つ い て は時期不 明 な も の も 含め 5 軒 し か な い 上 、 明

確 な 方形 を 呈 す る の が45区 に の み分布す る と 言 う や や持殊な状況で あ り 、 ま た 方形住居 が E 期 の も の し か な

い こ と か ら 、 単純に 円形→方形 と 言 う よ う な 平面 プ ラ ン の 変遷 は追 え な い の が現状で あ る 。
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第 l 節 遺構

住居祉の規模 は 3 m 程度 の も の か ら 7 m を 越 え る も の ま で あ る が 、 I 期 に 比べ E 期 の も の は 長 径 、 短 径 、

深 さ 共 に や や 大型化 し て い る 。 遺構数の増加 と 遺構規模の大型化 を 安 易 に 結 びつ け る 必要 は な い が 、 ひ と つ

の傾向 と し て捉 え て お き た い 。

屋 内 に 炉 を 持つ住居 は 時期不 明 分 を 含 め て40軒確認 さ れ、 持 た な い住居の30軒 よ り 多 い 。 た だ し 時期別 に

見 る と I 期 で は す べ て 炉 を 持つ の に 対 し 、 H 期以降 に な る と む し ろ 持 た な い も の の 方 が 多 く な る 。 本遺跡群

で検出 さ れた 炉跡 は す べ て 地床炉で 、 し か も 明確 な 掘 り 込み を 有す る も の は ほ と ん ど な い 。 大半 は焼土 を 含

む土の 落 ち 込み の よ う な も の で あ り 、 恒常的 に 使用 し て い た可能性 は低 い と 推測 さ れ る 。

2 埋設土器

従来、 「埋費J 、 「置鉢」 、 「土器埋納遺構」 と 称 さ れて い た も の を 、 本書で は 一括 し て 「埋設土器遺構」 と し

て 掲載 し て き た 。 従 っ て 一 口 に 埋設土器 と 言 っ て も 様 々 な 様相 を 呈 し て い る 。 以 下 に 幾つ か の 要素 に つ い て

特徴的 な 事柄 を 述べ て p く 。

土機 内 文 は平地 に 土器 を 設置す る と い う 性格上、 設置 さ れ る 土器の器種、 形状 、 姿勢等 は 、 埋設土器の性

格 を 考 え る 上で 、 重要 な 要素 に な る 。 従 っ て こ れ ら の要素 に つ い て順 に 見 て L ぺ 。 ま ず器種 に つ い て 見 て み

る と 全体の 2 / 3 が深鉢 で 、 浅鉢 を 伴 う 深鉢 を 入れ る と 9 割以上 に な り 、 深鉢 を 用 い る の が主流で あ っ た と

言 え よ う 。 た だ し 浅鉢 を 用 い た例 も あ り 、 深鉢の み と 言 う わ け で は な い 。 浅鉢 を 伴 う 深鉢が 7 例 あ る が 、 そ

の う ち 合せ口状 に 重ね た も の が 5 例で最 も 多 く 、 他 に深鉢内 に浅鉢が据 え ら れ た も の が 1 例 、 浅鉢の 口縁 を

上 に し て 深鉢 に 重 ね た も の が 1 例 あ る 。 合せ口状の も の は 、 そ の形状か ら 何 ら か の 埋葬施設 で あ る 可能性 が

高 い 。 他の 2 例 は や や特異 な 例 で あ る が 、 深鉢内 に 浅鉢が据 え ら れ た 方 は埋納品 と し て の様相 も な く は な い 。

一方、 浅鉢の 口縁 を 上 に し て深鉢に重ね た 方 は 、 今後の類例の増加 を 待 た ね ば な ら な い 。

形状 に つ い て は や は り 完形品 ( 口縁部等が破損 し て い る も の を 含む) が最 も 多 く 、 全体の 3 / 4 を 占 め る 。

そ の 一方で胴部以下 を 半載 し た も の も 7 例 あ り 、 様 々 な 形態 ・ 用 途が存在 し た こ と を 示 し て い る 。 特 に 半裁

品 は そ の形態の 特異性 か ら 完形品 に は な い 用 途 (器台) を 想定す る 必要 が あ る 。 住居 内 に あ る も の が 多 い が 、

伴 う も の は 少 な い 。 堀 り 方 を 有す る も の と そ う で な い も の が あ る が 、 堀 り 方 と 言 っ て も 深 さ 数cm程度の も の

で 、 土器 を 固定 さ せ る 役 目 を 持 っ て い た と 考 え ら れ る 。

埋設姿勢 に つ い て 口 縁部 を 上 に し た 「正位j が最 も 多 い 。 次 い で 口 縁部 を 下 に し た 「伏位J が 多 く 、 横 に

し た 「側位j や 口縁部 を 斜 め 下 に 向 け た 「斜伏位」 が 1 例ずつ確認 さ れて い る 。 時期 を 問 わ ず正位 と 伏位 は

あ り 、 埋設土器の 標準的 な 姿勢で あ っ た と 見 ら れ る 。 側位や斜伏位 は そ の姿勢か ら 弥生時代の費棺 を 連想 さ

せ る 。 埋葬施設の可能性 も あ ろ う か 。

時期 的 に は住居社同様 E 期 に 集 中 し て お り 、 皿 期 に も あ る が わずか に 見 ら れ る 程度 で あ る 。 I 期 に 該 当 す

る も の は な い 。 I 期 か ら E 期 に か け て の も の と お ぼ し き 例 が 1 例 あ る が 、 明 確 に I 期 と は断定で き な い 。 そ

の 分布 も 住居祉の分布 と 重複 し て お り 、 住居の造営 に 伴 っ て (文は前後 し て ) 造 ら れた と 考 え ら れ る 。

以 上 、 埋設土器 に つ い て 述べ て み た が 、 最 後 に 10-01号埋設土器で行 な っ た 脂肪酸分析 に つ い て 触れて お

く 。 前章の と お り 、 明確 な ヒ ト の存在 を 示 す デ ー タ は存在せず、 か と い っ て 全否定す る 程の根拠 も な い 、 と

い う 灰色の 分析結果で あ っ た 。 土壊の汚染が主 た る 原 因 で あ る が 、 今後類似 し た 土擦での 脂肪酸分析 に は細

心 の 注意 を 払 い 、 で き れば汚染の可能性の あ る 土壌で は 、 こ う し た 分析 を 行 な わ な い 方 が無難で あ る こ と を

付 け 加 え て 埋設土器の総括 と す る 。
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3 その他 ・ 集落

第 V 章 総括

住居祉 、 埋設土器以外の遺構に つ い て は 、 円形周溝 と 士墳 を 取 上 げ て い る 。 円形周溝 に つ い て は遺構 内 か

ら 時期 を 特定 で き る よ う な 遺物 が 出 土 し て お ら ず 、 明 確 な 時期 を 示す に は至 ら な か っ た 。 そ も そ も 遺構 の 性

格 さ え 定 か で、 は な く 、 謎 が 多 い 。 一 口 に 円形周溝 と 言 っ て も 径 3 m 程度の も の も あ れば、 5 m を 越 え る も の

ま で あ る し 、 周溝内外に ピ ッ ト を 伴 う も の や周溝の埋土 に 焼土 を 含 む も の ま で 、 実 に 様 々 な 様相 を 呈 し て い

る 。 た だ すべて に 共通す る 事 と し て 、 住居社群の周 囲 に あ る こ と が指摘で き る 。 住居祉 と の 関係 は 不 明 だ が 、

時期的 に 近 い も の な ら 、 興味深い こ と で あ る 。

土績 に つ い て は第 皿 章で述べた よ う に現時点 で は用途不明 と 言 わ ざ る を 得 な い 。 そ も そ も 遺構 か ど う か 疑

わ し い 部分 も あ り 、 明 言 は避 け た い 。 た だ か な り ま と ま っ た 量の遺物 が 出土 し て い る の も 事実 で あ り 、 無視

で き な い存在 と 言 え る 。

以上各遺構 に つ い て 述 べ て き た が 、 最後 に 本遺跡群の 当 該時期 に お け る 集落の動向 に つ い て 触れ て 、 本節

の総括 と し た い 。

ま ず I 期 に な っ て 15区 、 38区 北 、 40区 に 住居士止群 が現 れ る 。 15区 を 除 い て 同 じ 丘陵 上 に 位置 し て い る が 、

距離的 に 見 て 同 じ 集団 と は考 え に く い 。 ま た住居祉群 も 3 - 4 軒程度で構成 さ れて お り 、 建 て 替 え か 同時並

行で存在 し た か 、 いずれに し て も か な り 散漫な分布であ る 。

そ れが E 期 に な っ て 状況が 一変す る 。 42 ・ 43 ・ 46 ・ 49区 を 中 心 と し た 、 遺跡群 の 北側 に 広 が る 舌状 に 伸 び

た丘陵上に 多 く の住居祉 と 埋設土器 が現れ る 。 ま た 丘陵の周縁、 特 に 東側 に 走 る 谷部 に 面 し て 30区 、 36区 に

も 住居祉の存在 が確認 さ れ、 そ の 数百 m 南の 10区 で は埋設土器 が 見 ら れ る 。 た だ し 、 立地 的 に こ れ ら は丘陵

上の も の と は別集団 と 考 え る の が妥 当 で あ る 。 I 期 に は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た住居社同士の切 り 合 い も あ

り 、 頻繁 に 建 て 替 え が 行 な われて い た こ と を 示 し て い る 。 ま た 埋設土器 も 基本 的 に は住居祉の 周 囲 に 埋設 さ

れて い た よ う だ が 、 中 に は住居祉の あ っ た場所に埋設 さ れ る も の も あ り 、 集落の 最盛期 を 迎 え て い た の で は

な い か 。

皿 期 に 入 る と 遺構数 が極端 に 減少す る 。 I 期 . II 期 と 生活 が 営 ま れ て き た 丘 陵上 に 、 わ ず か に 住居 祉 が 点

在す る の み で あ る 。 埋設土器 も 同様で あ る 。 皿 期以降 、 遺構 ら し い遺構 も な く 、 本遺跡群の縄文集 落 は終罵

を 迎 え る こ と に な る 。

第 2 節 出土遺物

本書 で は 、 こ れ ま で膨大 な 量 の 出 土遺物の 中 か ら 一部 を 紹介 し て き た 。 各遺物 に つ い て は 第 E 章で既 に そ

の概要 を 報告 し て い る の で 、 本節で は そ れ ら に 対す る 補足等 を も っ て 総括 と し た い 。

1 土器
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第 2 節 出土遺物

本遺跡群 で は 、 磨消縄文系 の土器か ら 黒色磨研土器 ま で 多 く の 土器 が 出 土 し た 。 こ の 中 で御領式以前 と し

て 一括 し て 報告 し た 土器群 は遺構 に 伴 う も の で は な い た め 、 時期設定 に は 含め て い な い が 、 し い て 呼称す る

な ら r O 期J と な る 。 土器型式名 を 挙 げ る と 北久根山 式 、 西平式 、 太郎迫式 、 三 万 田 式 、 鳥井原式 で あ る 。

稀 に 遺構 内 か ら も 出土 し て い る が 、 数点程度 に 過 ぎず、 そ れ を も っ て 遺構 に 伴 う と は言い 難 い 。

前 節 で I 期 か ら 皿 期 に 時期 区 分 し た が 、 土器型式 も そ れ に 対応 さ せ て お り 、 そ れ に 基 づ い て 遺構 を 分類 し

て い る 。 し た が っ て こ こ で は そ れ ら の 土器型式毎 に述べて い き た い 。 ま ず I 期 の 御領式 は破片 が 多 い も の の 、

各器種で比較的 ま と ま っ て い る 。 完形品 が な い の は残念であ る が 、 時期比定 に は差 し 支 え な い 。

E 期 の 天城式は最 も 量的 に 充実 し て い る 。 遺構出土 は勿論、 包含層遺物の 量 も 本遺跡群 内 で か な り の割合

を 占 め て い る 。 完形品 も 多 く 、 器種 も 揃 っ て い る が そ の分課題 も あ る 。 つ ま り 細分 化 の 問 題 で あ る 。 天城式

は 2 - 3 型式 に 細分可能 で あ る と す る 考 え は 、 土器型式設定 当 時か ら あ り 、 近年 2 - 3 型式 に 細分す る の が

主流 と な っ て い る 。 本遺跡群の 整理 に 際 し 、 遺構内遺物か ら そ う し た 天城式の 細 分 が で き る か ど う か 考 え て

み た 。 し か し 各部 の 形態変還 は理解で き た が 、 そ れ ら を 集合体 と し て 型式分類 し よ う と し た 場合、 明 確 な 分

類 が 困難 で あ っ た 。 結局 、 「天城式」 と 従来 か ら 呼称 さ れて き た 土器型式名 を 用 い る こ と で 、 大雑把 な 分類 に

留 め て し ま っ た 。 消化不 良 の 感 も あ る が 、 天城式 に 対す る 所見 を 述べ る こ と で そ の代 わ り と し た い 。

天城式の特徴のーっ と し て 器形の 長大化 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は深鉢、 浅鉢共 に 言 え る こ と で 、 特 に 浅鉢 は

そ れ ま で小 ~ 中型の精製浅鉢 に 見 ら れたA 1 類の 中 に 、 口 径 が30-40cm ク ラ ス の 大型の浅鉢 が 出 現す る よ う

に な る 。 深鉢 も 器高が50cm を 越 え る も の も 珍 し く な い 。 そ し て 実際の 大 き さ 以 上 に 特徴的 な の が 、 各部位の

プ ロ ポ ー シ ョ ン が崩れ て く る こ と で あ る 。 そ れ ま で 口 縁 部 、 頭部、 胴部の割合が器種 を 問 わ ず比較的安定 し

て い た が 、 天城式段階 に な っ て次第 に そ の バ ラ ン ス を 失 っ て p く 。 特 に 胴部 は他の 部 位 に 比 べ 、 長大化 し て

L ぺ 傾 向 が あ り 、 こ れが全体的 に 長大化 し て い く 要 因 の ーっ と 考 え ら れ る 。 勿論すべて が長大化 し て い る わ

け で は な い が 、 従来の も の と 長大化 し た も の と い っ た 二極化 が進 ん だ こ と は確か で あ る 。 で は何故 こ の 時期

に そ う し た 現象 が発生 し た の だ ろ う か 。 残念 な が ら 明 確 な 答 え を 提示す る こ と は難 し い 。 た だ E 期 に な っ て

飛躍的 に 遺構数が増加 し て い る こ と は 、 こ の 間 い に 対 し て 一つの 仮説 を 提示 し て い る 。 つ ま り 増加 し た 人 口

に 対 し 、 よ り 多 く の 食料 を 供給す る 必要 に 迫 ら れ た 結 果 、 土器の容量 を 増加 さ せ て い っ た 。 そ の 際 、 御領式

以来の 土器製作技法 を 用 い た た め 、 大型化 に う ま く 対応で き ず、 プ ロ ポ ー シ ョ ン が崩 れ て い っ た 。 こ れ は あ

く ま で一 つ の 仮説 で あ り 、 他 に 明 確 な 根拠 が あ る わ け で は な い 。 し か し 土器の様相 は 、 当 時の ラ イ フ ス タ イ

ル を 反映 し て い る は ず な の で 、 こ う い っ た 見方 も あ る の で は な い か と 考 え て い る 。 い ず れ に し て も 今後十分

な検討 を 要す る 問題 で あ る 。

皿 期 の古閑式は量 こ そ 少 な い が 、 39-01号住居社内 か ら 一括資料 も 出 土 し て お り 、 良 好 な 資料 が揃 っ て い

る 。 基本的 に 天城式 を 踏襲す る も の だ が 、 器壁 が や や 肉厚 に な り 、 大型化 に 対応 し た 作 り と も 言 え る 。 ま た

外来系の 土器 (畿内系の土器) と の 関係や そ れ ら と の折衷品の位置付 け 等 、 幾つ か の 課題 も あ る 。

2 石器

各器種の概要 は 、 第 皿 章で述べ て い る の で 、 こ こ で は全体的 な 事柄 に つ い て 若干述べて お き た い 。 遺跡群

全体で15000点以上 、 住居社内 だ け で は2500点余 り の 石器 (剥片等 を 含 む ) が 出土 し て い る 。 ( 第 12表) こ の

中 で 、 剥 片 以 外 で突 出 し て 多 い の が磨石 ・ 敵石で、 504点 出土 し て お り 、 住居枇 内 出土石器の約 2 割 に 上 る 。

次 い で打製石斧で252点 、 二次加工の あ る 剥片の201点 が 目 立つ 。 後 は 5 -60点前後 で石皿 (65点 ) 、 磨製石斧
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(57点 ) 、 石鍛 (47点 ) が 目 に つ く 程度 で 、 そ れ以外 は20点以下の も の が大 半 で あ る 。 磨 石 ・ 敵 石 、 石 皿 は 調

理 具 、 打製石斧 は土堀具 と し て の機能 を 想定す る な ら 、 採集 に比重 を 置 い た 生活 を 営 ん で い た こ と は容易 に

想像 で き る 。 そ の 一 方 で狩猟具 で あ る 石鍬や漁携具 で あ る 石錘 (23点 ) は 少 な く 、 伐採具 で あ る 磨製石斧 も

そ れほ ど 多 く な い 。 も っ と も 遺跡群全体で見 る と 、 磨製石斧 は350点以上出 土 し て い る の で 、 小 山 山 の 麓 ま で

集落の広が り が確認 さ れ て い る こ と か ら 、 や は り あ る 程度 の 森林伐採 を 行 な っ た と 推測 さ れ る 。 二次加工 の

あ る 剥片 は加工具 の 他 、 石器の未製品 色 合 め て い る の で単純 に そ の機能 を 特定 で き な い 。 ま た 磯 が 136点 出 土

し て い る が 、 赤変 し た離 も あ り 、 煮炊 き な ど に使用 し て い た こ と も 考 え ら れ る 。

石材 に つ い て は 、 専門家 に よ る 石材鑑定 を 行 な っ た わ け で は な い の で 、 か な り 大雑把 な 鑑定 に な っ て い る 。

安山岩一つ取 っ て も 、 玄武岩質安山岩 、 輝石安山岩、 流紋岩質安山岩等様 々 な 種類 が あ る が 、 す べ て 安山 岩

と し て 一括 し て い る 。 こ れ ら 安 山 岩の 中 に は二子山産の所調 「二子石」 と お ぼ し き も の も 見 ら れ る 。 白 川 を

越 え て 二子石が搬入 し て い る こ と に な り 、 興味深 い 事例 と 言 え る 。 今 後 、 機会 が あ れ ば専門 的 な 石材鑑定 を

行 な う 必要 が あ ろ う 。

30区 で出土 し た 石万 に つ い て詳細 は既 に 第 田 章で述べ た が 、 周辺地域での 石 万 の 出 土例 は 、 上南部遺跡で 7

点 出 土 し て い る 他 、 太郎迫遺跡で も 出 土 し て い る 。 出土状況か ら 蛇立 し て い た こ と が推測 で き る 例 は他 に な

く 、 東 日 本で確認 さ れ る よ う な 立石 を 用 い た 祭杷の現場 を 佑御 と さ せ る 。

3 その他

土偶、 玉類、 土製品 、 焼成粘土塊等 が 出 土 し て い る が 、 個 々 に述べて L 、 く 。

土偶 は遺跡群全体で10点 出 土 し て い る が 、 点数 と し て は そ れ ほ ど 多 い と は言 え な い 。 た だ 頭部一脚部の 各

部が一通 り 揃 っ て お り 、 頭部か ら 腕部 に か け て接合す る も の (包 含層遺物No.65) や 器 面 に 赤色顔料 を 塗布 し

た も の (包含層遺物No.68) 等持徴的 な も の も あ る 。 細部の表現方法は 、 熊本地方 で 多 く 見 ら れ る 沈線 ( 又 は

細線) を 多 用 す る も の で 、 個体差 は あ る も の の 共通点 も 多 い 。 ま ず顔面 と 後頭部 の 境 に 数 条 の 沈線 を 巡 ら せ

て い る 点 で あ る 。 こ の 際 、 耳 の 付 近 か ら 上の部分 で施文 さ れて お り 、 耳 の 前 後 を 通 る こ と で 、 こ と さ ら 耳 を

強調 し て い る も の も あ る 。 次 に 後頭部 に 数条 の 沈線 を 用 い 、 i直線 又 は弧線 を 施 し た 後 、 中 央 を 数 条 の 沈線で

左右 に 区切 る 点 で あ る o 施文方法 に 個体差 が あ る が 、 結果 と し て 左右対称 を な し て い る 。 こ の よ う な 表現方

法 が 当 時の精神文化 を 反映 し た も の な の か は定かで、 は な い が 、 今後検討の余地 は あ ろ う 。

玉類 は 勾 玉 、 管 玉 、 丸玉 を 中 心 に 、 そ れ ぞれ石製、 土製の も の が 出 土 し た o 勾玉 は断面扇平で コ の 字形 を

呈 し て い る が 、 こ れ は 当 該時期の 九州地方で普遍 的 に 見 ら れ る タ イ プで あ る 。 擦切技法 に よ る 製作 過 程 が 明

確 に 分 か る 資料 は な い が 、 そ の 形態か ら 擦切技法 が 用 い ら れ た こ と は 明 ら か で あ る o 一 方 、 土製勾玉 は粘土

紐 を 加工 し て 作 っ た も の が大半で、 石製 と は そ の 形状 に 差 が あ る 。 た だ49-68号住居社出 土の勾玉 (No.593)

は例外 で 、 断面扇平の 半環状 を 呈 し て い る 。 器面 は丁寧 に 研磨 さ れて お り 、 明 瞭 に 角 を 作 り 出 し て い る 。 頭

部端の調整 が や や 粗い の で 、 欠 損 し た 可能性 も 否定 で き な い が 、 現時点 で は断定 で き な い 。 土製勾玉 が 石 製

勾玉の模倣品 と す る な ら 、 こ の よ う な 形状の 石製勾玉 が存在 し た こ と に な る が 、 遺跡群 内 か ら は 見 つ か っ て

い な い 。 特異 な形状 な の で 、 今後の類例の増加 を 待 ち た い 。

管玉 は 、 石 製 、 土 製 を 間 わ ず ほ と ん ど が 中 央でやや膨 ら み を 持つ 「 エ ン タ シ ス 状管玉」 で あ る 。 中 に は直

線的 な も の も あ る が 、 少 数 で あ る 。 両端部の 穿孔付近 が摩滅 し て い る も の (包 含層遺物No.95 ・ 96) も あ り 、

恒常 的 に 使用 し て い た と 考 え ら れ る 。 ほ と ん ど が無 文 だ が 、 土 製 に 沈線 を 施す も の が 1 点、 あ る 。 そ の他幾つ
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か玉類が あ る が 、 大珠の よ う な 石製品 (包含層遺物No. 104) や環状の土製品 (包含層遺物No.110 ・ 1 11 ) は特

徴的 な 事例 で あ る 。

土製品 は 土器 片錘 、 円 盤形土製品 、 円柱形 (有孔紡錘形) 土製品 等 出 土 し て い る 。 土器片錘 は漁携具 と し

て 考 え て よ い が 、 そ の他 の 土製品 は そ の形態や用途 が不明 な も の が 多 く 、 こ こ で 多 く を 語 る こ と は避 け た い 。

た だ そ の 多 く が 、 熊本地方 に お い て 当該時期の遺跡か ら 出 土す る 特殊遺物 と 類似 し て お り 、 当 該 時期 の 特徴

的 な 遺物 と 言 え よ う 。

第 3 節 環境

第 百 章で 自 然科学分析 に つ い て 掲載 し て い る が 、 個 々 の詳細 な 分析結果 は各項 に 譲 る こ と に し て 、 本節で

は 当 時の石の本遺跡群の 自 然環境 を 、 こ れ ら の分析結果 を 基に考 え て み た い 。

一 口 に 当 時の 自 然環境 と 言 っ て も I 期 か ら 皿 期 ま で あ り 、 遺跡群の様相 も 異 な る の で分析 を 行 な っ た46-

04号住居祉 の 時期 に 当 た る E 期 の 自 然環境 と し て 述べて p く 。 当 時の 植生 と し て 、 集落周辺 に ク ス ノ キ 科 を

主体 と す る 照葉樹林 が広 が っ て い た こ と が 、 植物珪酸体分析 に よ っ て 明 ら か に な っ て い る 。 ま た 住居社内 の

焼土 か ら も 同種の珪酸体 が 多 く 検 出 さ れて い る 。 I 期 に 比べ、 居住域 が西側 に 拡大 し て い る こ と を 考 え る と 、

こ れ ら の 森林 を 切 り 開 い た 可能性 が 高 い 。 こ れはすで に 前節で指摘 し た こ と だ が 、 自 然科学的 な 分析 か ら 同

様 な 結果 が 得 ら れ た こ と で 、 よ り 確実 な も の と な っ た と 言 え よ う 。 ま た 集落の 近 く に は ス ス キ 属 、 チ ガ ヤ 属 、

ク マ ザ サ 属 等 が 生 い 茂 り 、 と こ ろ に よ っ て は ヨ シ 属 も 生 え て い た と 推測 さ れ る 。 ヨ シ 属 は水辺や湿地 に 生息

す る 植物で あ る の で 、 も し か し た ら 湧水地の よ う な場所が近 く に あ っ た の か も し れ な い 。 ヨ シ 属 が比較的 ま

と ま っ て 確認 さ れ た の は46区東部周 辺 で あ り 、 ち ょ う ど 隣接す る 42区や46区 の 住居祉群 の 空 白 地帯 に 位置 し

て い る 。 住 ま い を 営 む に は不適 当 な場所 と 判断 さ れた の か も し れ な い 。

植物珪酸体の他 に も 大型植物遺体の 同 定 か ら 、 当 時の植生 を 見 て み た い 。 45区 の 住居社内 (45-05 ・ 13号

住居枇) か ら 採集 し た炭化物 が 、 樹木では コ ナ ラ 属 、 キ ハ ダ 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 草本 で は イ ネ 、 穀類 、 オ

オ ム ギ 、 サ サ ゲ属 、 ス イ カ 等 と 判 明 し た 。 こ の う ち イ ネ 、 オ オ ム ギ 、 ス イ カ は点数の 少 な さ と 採取 し た 土壊

の 不確 か さ か ら 当 時の も の と は考 え に く い 。 ま と ま っ た 点数 が 出 て い る の は樹木 で は コ ナ ラ 属 、 カ ラ ス ザ ン

シ ョ ウ 、 草本で は サ サ ゲ属 で あ る 。 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ を 除 い て ど ち ら も 食用 で あ る 。 コ ナ ラ 属 は ア ク 抜 き を

要 す る も の の 栄養価 が 高 く 、 主 食 の 一 つ で あ っ た と 考 え ら れ て い る 。 サ サ ゲ属 に は栽培植物 ( リ ョ ク ト ウ 、

ア ズ キ 等 ) も 含 ま れ て お り 当 時 、 単 な る 採集 だ け で な く こ れ ら の 栽培 も 行 な っ て い た こ と を 示唆 し て い る 。

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ は低地の二次林 に 多 く 見 ら れ、 植物珪酸体の分析 と ほぼ同様の 結果 を 示 し て い る 。

こ れ ら の 結果 を 総合す る と 次の よ う に な る 。 照葉樹林 を 切 り 開 い て 集落 を 営 ん で い た 人 々 は 、 丘陵上の 適

地 に 住 ま い を 設 け 、 周辺の 山林か ら コ ナ ラ 属等の種子 を 採集 し て い た 。 そ の 一 方 で サ サ ゲ属 を 栽培 し て 糧 と

し て い た 。 当 然狩猟や漁携 も 行 な っ て い た こ と は 、 出土遺物か ら 明 ら か な の で 、 当 時の 食生活 は か な り 安定

し た 、 豊鶴 と し た も の で あ っ た こ と が窺 え る 。

以上、 自 然化学分析 に つ い て ま と め て み た 。 近年、 多 く の 現場 で こ う し た 分析 を 行 な う よ う に な っ た の は 、

自 然科学的側面 か ら 当 時の様相 を 明 ら か に し よ う 、 と い う 担当 者 の 意識の 向上 を 示 し て い る と 言 え よ う 。 し

か し 実際の と こ ろ 、 そ れ ら を 調査成果 に 反 映 さ せ て い る も の は あ ま り 多 く な い 。 何 を 知 る た め に ど う い っ た

分析 を 行 な う の か 、 そ し て そ の 結果が何 を 物語 っ て い る の か を 担 当 者 は十分認識 し 、 調査成果 に 役 立 て て い

く 必要 が あ る 。
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第 6 表 遺構一覧表 (竪穴住居士止)
調査 遺構名 長軸 短軸 深さ 平面

区名 (報告書用) (m) (m) (m) プラン
15区 1 5.01 号住居 6.3 5.2 0.22 円 形
1 5区 15・02号住居 6.6 3.5+ 0 . 15  円形
1 5区 1 5.04号住居 5.9 5.5 0.2 円形
15区 1 5.05号住居 5.7 5.5 0.2 円形
30区 30.01 号住居 + + 円形か
30区 30.02号住居 6.2 6.0 0.1  円形
30区 30.03号住居 5.8+ 5.8 0.1 円形

30区 30・04号住居 + + 円形か

30区 30.05号住居 + + 円形か

3 1 区 31 .05号住居 5.4 5.2 0 . 16  円形

3 1 区 31 .09号住居 5.8 2.5+ 0.1 円形か

35区 35.01号住居 5.9 5.5 0.2 円 形

35区 35.02号住居 6.0 4. 1 +  0.1 円形か

36区 36・05号住居 5.8 4.0 0 . 15  楕円形

38区n 38引号住居 5.3 3.8+ 0.3 円形

38区n 38.02号住居 5.5 4.5+ 0.25 円 形

38区s 38・12号住居 4.0 3.5 0. 1 2  円 彫

38区s 38・13号住居 5.0 4.5 0.1 2  円 形

38区s 38.14号住居 5.5 4.8 0 . 12  円形

38区s 38.1 6号住居 3.6 1 .3+ 0.1  円形か

39区 39・01 号住居 6.5 6.1 0 . 15  円 形

39区 39.02号住居 6.6 5.3 0.2 円 形

39区 39.06号住居 5.1 4.7 0.2 円 形

39区 39.23号住居 5.2 5.0 0.2 円ßa

40区 40.01 号住居 十 + 不明

4 1 区 41 ・03号住居 7.2 6.3 0.2 円形

4 1 区 41 .04号住居 6.7 6.0 0.4 円形

42区 42・05号住居 5.6 5.4 0.3 円形

42区 42.06号住居 6.8 6.8 0.2 円形

42区 42.08号住居 7.1 5.8 0. 1 5  円形

42区 42・1 2号住居 4.6+ 5.5 。.1 5 円 形

42区 42・1 3号住居 + + 0.1 5  円形か

42区 42・14号住居 5.6 2.8+ 0.2 円形

42区 42・25号住居 6.4+ 5.3 0. 1 2  楕 円 形

42区 42.27号住居 6.9 6.8 0.1 5  円 形

42区 42.28号住居 6.0 5.4 0.2 円前

42区 42.30号住居 6.0 3.8+ 0.26 円ll�

42区 42引号住居 5.6 5.3 0 . 14  円 形

42区 42.32号住居 7.0 5.9 0 . 15  円形

42区 42.35号住居 4.6 1 .5+ 0 . 14  円形

42区 42・38号住居 4.8+ 4.5 0 . 12  円形

42区 42.39号住居 4.0+ 4.8 0 . 12  円形

42区 42.42号住居 6.0 5.8 0. 1 5  円形

42区 42.51号住居 6.7 5.9 0.1 円形

42区 42・54号住居 5.1 4.6 0. 1 2  円 形

45区 45・05号住居 5.0 4.9 0.3 方形

45区 45.07号住居 3.8 3.6 0.3 方形

45区 45・09号住居 3.5 3.4 0.24 同協
45区 45.10号住居 3.6 1 .7+ 0.26 方形

45区 45.1 3号住居 4.6 3.2+ 0.4 円 形

46区 46.02号住居 6.4 5.5 0 . 15  円形

46区 46.03号住居 5.5 4.5 0.1 円形

46区 46・04号住居 7.0 4.4+ 0.08 円形か

46区 46.06号住居 6.0 5.6 0. 1 5  円 形

46区 46.07号住居 5.0 4.1 0.17 円形

46区 46・08号住居 5.4 4.6 0.17 円形

46区 46.09号住居 6.0 5.5+ 0. 1 2  円 形

46区 46.1 0号住居 6.0 5.4 0.36 円 形

46区 46.1 1 号住居 6.3 4.0+ 0.2 円 形か

46区 46.12号住居 6.0 5.8 0.1 2 円m

46区 46・1 3号住居 7.1 +  + 0 . 16  円形か

46区 46.18号住居 5.7+ 5.8 0 . 15  円 形

46区 46.19号住居 6.0 5.8 0.3 円形

46区 46・20号住居 十 5.4 0.2 円形

47区 47.01 号住居 5.8 4.2+ 0 . 14  円 形

47区 47.02号住居 + + 0.1 不明

49区 49.01 号住居 6.6 5.2 0.2 楕 円 形

49区 49.05号住居 5.6 4.6 0 . 16  円 形

49区 49.67号住居 7.0 7.0 0.3 円形

49区 49・68号住居 4.7+ 6.3 0.15 楕円形

49区 49.69号住居 7.6 4.8+ 0.28 方彫

49区 49.n号住居 6.0 6.。 0.32 円形

49区 49 剖 号住居 5.2 3.6+ 0.2 摘円H�

49区 49.82号住居 7.8 5.0+ 0.2 方形

49区 49.83号住居 6.8 5.6 日 22 円形

49区 49.99号住居 5.2 5.2 0.1 2 円形

柱穴 1 
(有無) ・ (数)

有 1 5

有 8+

有

有 1 0

有

有 10

有

有

有

無 ー

無

有

有 3+

有

有

無 :

有 1 +

有

無 ， ー

不明

有

有 3+

有

有 田 5

無 ・
有 1 7

有 1 5

有 6+

有 4+

有

有 3+

有 3+

有 1 +

不明 ・ + 

有

有

有 5+

有

有 ・ 4+

不明 1+ 

有

有

有

有 1 2

有

有 I 1 2+ 

鍛 : 一
有 14+

有 白 5+

有 田 5+

有

有

有 3+

有

有 ・ 6

有

有

有

有 5+

有

有 3+

有

有

有 3+

不明 ・ + 

不明

有

有

有 。 6

有

有 4+

有 5+

有

有 9+

有 1 2

有 1 0

炉跡 硬化面

{有簸) (範国)
有 無

有 無

有 無

有 無

有 有 4.7*3.7

有 無

有 無

無 有 3.0ヰ2.4

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

不明 無

宥 鯨

有 婦
無 無

有 縞
有 無

有 無

無 無

有 無

無 練
無 無

有 有 2.7* 1 .7

有 有 1 .5キ0.5

無 無

有 無

有 無

無 無

有 錆
不明 無

有 無

無 無

無 無

無 儒
無 無

有 無

有 無

無 無

無 無

無 無

有 無

有 無

無 無

有 無

無 祭
有 無

不明 祭
有 無

無 無

無 無

有 無

有 無

無 無
無 無

不明 無

無 無
不明 無

有 無

有 無

無 無

無 無

無 無

有 祭
有 祭
有 構
無 無

無 無

有 鏑
有か 書量
祭 領
祭 無

無 無

有か 無

艶 揖
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出土迫物 時期 備考
(有録)

有

有 I 半骨近く 調査区舛、 1 5.01住に削平

有

有

有 上部を則平、規模1'6-6.5m、 支柱穴9個

有

有 ß 1  主柱穴 1 0個

有 m 1 上部を再IJ平.床面残る

有 ß 1  上部在自IJ平

有

無 主幹骨近く削平

無 全面的に削平され、 残存状況悪し

無 東側は償乱耳び踊査区タトで削平

有 E 床面中央に焼土有

有 ß -m 
有 E 
有

有 I ?  
有 I ?  焼土摘を持つ土繍と記載

有 I 約2/3を削平

有 E SX.1 3で削平、 住居内にj里位土器有

有 E フ
有 ß 1  
有 ß 1 住居内に埋段土器有

有 [ 1 床面のみ残存

有 [ - ß  中央に落ち込み有、 ピット多数有

有 [ - ß  壁際に，間有、 ピット多数有

有 ß ' 
有 E 
有 E 主柱穴10個、 住居内に埋設土器有 (3基)

有 E 42・ 14住により削平

有 ß 1  42.1 2 ・ 1 4住により削平をう吋る

有 西部調査区外

有 E 
有 E 
有 E 
有 E 函半分を削平、 貫性穴18個

有 E 
有 E 
有 E 西側削平

有 E 対に見える柱穴有

有 E 対に見える柱穴有

有 ß - m  対に見える柱穴有

有 E 対に見える柱穴有

有 E 対に見える柱穴有

有 E 部骨的に削平

有

有 ß 1  
無 約2/3を削平

有 n -m 住居内に埋設土器有

有 E 
有 ll 1  短軸方向は46.02t主に削平

有 E 短軸方向は. 半骨以上削平

有

有 E 
有 E 46.07 ・ 1 0 ・ 20住に削平

有 E 
有 E 支柱。3可能性はあるが、 断定で吉ず

有

有 E 
有 n 1 
有 E 短軸方向1'， 46.19住に再Ij平

有 E 
有 E 46.08 ・ 1 9住に削平、伴う柱穴も全て犠出できず。

有 n 1  イモ穴により削平

有 H 1  47引 住によりほとんど削平

有 部分的に削平、 住居に伴うピット4個有

無 住居に伴うヒ:";1ト2個有り

有 E 
有 z 49 団住に削平、 住居に伴うピット2個有

有 E 南側'"調査区外のため宋検出

有 E 部骨的に風倒木による削平有

有 約 1 13を削平

有 E 半升近く未検出

有 盤面に支柱穴2個有

有



第 7 表 遺構一覧表 (埋設土器)
調査 遺構名
区名 (報告信用)
10区 10-01 号埋殴土器
39区 39-09号埋殴土器
39区 39-12号埋設土器
40区 40-03号埋設土器
4 1 区 41-02号塑肢土器
4 1 区 41 -05号埋設土器
4 1 区 41-06号埋設土器
42区 42-01号埋殴土器
42区 42-02号理院土器
42区 42-03号埋設土器
42区 42-口4号埋設土器
42区 42・16号堪霞土器
42区 42-17号理設土器
42区 42-18号埋設土器
42区 42・叩号埋設土器
42区 42-20号埋設土器
42区 42・21号埋設土器
42区 42-22号埋設土器
42区 42-26号纏設土器
42区 42-29号埋設土器
42区 42-33奇埋段土器
42区 42・34号埋怯土器
42区 42-43号埋設土器
42区 42-57号埋設土器
45区 45-13号埋陵土器
45区 45・14号埋設土器
46区 46-03号埋設土器
46区 46-04号埋設土器
46区 46-05号埋設土器
46区 46-06号埋霞土器
49区 49-52号埋股土器
49区 49・84号堪設土器

* 検出状況につ い て

検出状況
形状 ( 姿勢 : 掘込み
完形 ' iE位 l 宥
半能 : 正位 : 無
完形 : 正位 : 有
完形 J 正位 ( 有
破損 ; iE位 s 有
完形 ! 正位 : 有
完形 � iE位 t 有
完形 : 正位 : 有

破損 ; 伏位 ; 有
半哉 ; 伏位 ; 有
半鵠 : 正位 ; 有
半銭 : 正位 : 有
磁損 : 伏位 ; 有
半裁 J 伏位 : 有
磁調 : 伏位 : 有
破損 : 伏位か ( 有
完形 ; 伏位 ; 有
破損 ; 正位 ; 有
破損 iE位 ( 有
完形 : 正位 ; 有
完形 ; 正位 : 有
完形 iE位 : 有
破損 ; 側位 : 有
半裁 ; 正位 ; 有
完形 ; iE位 : 有
完形 : 正位 : 有
破片 ; 不明 : 有
破損 : 正位 ; 有
完形 iE位 : 有
半鶴 J 正位 J 無
完形 目 斜伏位 ， 有
完形 B 正位 l 宥

長径 短径
(cm) (cm) 
74 49 

70 65 
72 60 
35+ 45 
56+ 61 
50 45+ 

45+ 45 
50 十
60 50+ 

80+ 70 
50 50 
55 45 
50 40 
65 60 
95 70 
+ + 
45 45 
50 50 
60 60 
50 45 
55 35 
45 3日+
40 40 
55 43 

100+ 1 00 
85 60 
85 65 
65 55 

1 55 140 
85 80 

探さ : 器穂 時期 備考
(cm) 住居との関悟: 共伴

40 無 a 有 浅・深 E 
有 : 無 漂 E 39-23号住に伴う

30 有 : 有 浅・深 E S官・01号住に伴う
34 無 l 有 浅・深 E 浅鉢 (精製) 上向き，深鉢内にある
1 7+ ・ 撫 - 無 深 E 
53 無 ー 揖 深 E 
30 無 1 無 ;深 E 

20+ 無 ; 有 議・深 E 上鉢陪破損
1 0+ 無 : 無 浅 E かなり削平
1 5+ 無 ; 無 深 E かなり削平，42-32住内だが伴わず
1 0+ 無 無 環 立 ? 口線帯先損，42-32住内だが伴わず
20+ 無 無 深 E 
12+ 無 無 深 E 
20+ 無 無 深 E 42田08住内だが伴わず
1 5+ 無 無 深 E 42・08住内定が伴わず
1 0+ 無 無 浅 宜 かなり削平
20+ 無 無 j深 E かなり削平されているが深鉢の残り良好
25+ 無 無 漂 E 園部のー部を先損
30+ 無 無 深 n-m  42-271主内だが伴わず
50 無 無 深 E ロ縁付近に磯
30 無 ' 有 浅・深 I - n  議鉢1;1:上向吉，周囲にピソト有
1 5+ 無 : 無 浅 E 42-08住内だが伴わず
20 無 ; 無 深 E 底部付近を失調
1 0+ 無 l 無 翠 か>'J:り削平
35 有 ; 有 浅・藻 n-m 45-13住に伴う、 底部先損
40 無 - 無 深 E 
20 ・ 無 ; 無 深 か>'J:I)削平。 盗勢はおそらく正位
30 無 ; 無 深 E 
35 無 l 無 浅・深 E 姿勢は斜位にみえるが、間査時にlι正位として鵡険

有 ; 無 深 E 46-20住内
50 ・ 無 - 無 深 E 
25 無 『 無 深 E 49-67住内だが伴わず

形状 完形 (口緑か ら 底部 ま でー通 り ;立ち上がる もの) 、 破損 (口縁や底部等の部位が埋納後の削平等に よ り 矢損 し て い る もの) 、
半裁 {埋納時既に約半骨 を 欠損 し て い た もの) 、 破片 (破栂よ り さ ら に欠損 し た箇所が大 吉 〈 、 部分的 し か残 っ て い な い も の}

姿勢 正位 (口縁をよに し て 直立 し て あ る も の ) 、 側位 (口縁を摘に し て寝せ て あ る もの) 、 伏位 (口縁を下に し て直立 し て あ る もの) 斜伏位 (口織を下に し て斜 め に し て 晶 る もの)
掲込み 有 (掘 り 込ん で い る も の) 、 無 (掘 り 込ん で な い も の) な お 、 計測値の単位I;lcmで統ー し て い る 。 は つ 吉 り し な い も の に は

、
r+J と す る

住居 と の関係 有 (厨位的にみ て住居祉に伴 う も の) 、 無 (厨位的にみて住居赴に伴 わ 主 い も の }
共 伴 有 (深鉢の他にもi圭鉢 を 伴 う も の) 、 無 (探鉢のみの もの)

骨か ら >'J: い も の lま 「不明j 、 そ れ以外で上回の内容に当 て は ま ら な い も の に つ い て は 「そ の他j と し 、 備考に その内容 を 記載す る 。

第 8 表 遺構一覧表 ( そ の他の遺構)
調査 遺構名 長品量 短径 潤幅 深さ 出土遺物 時期 備考
区名 (報告醤周) (m) (m) (m) (cm) (有無)
30区 30-01 号円形周溜 4目6 4.4 1 .2 90 有 周溝内に焼士宮む
31 区 31-01 号円形周溝 5.3 3.9 0.3 20 無
39区 39一日8号円形周溝 5.6 4_2 0.8 40 有 周溝内部にpit伴うか
42区 42-47号円形周溝 4.2 4.0 0.6 50 有
46区 46-01 号円形周溜 3.0 2.9 0.5 30 有
47区 47-06号円形周溝 4_1 4.1 0_9 40 有
49区 49-66号円形周溝 4.0 3.0 0.8 60 有 間滞内外部にDit1辛うか
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第 9 表 土器観察表

;1111許可i i 是 正 F iz i 備考

Z | l J5 l Z5 | 深 | :: 間 二 ! な ) 二 医:角閃右等 院色 除ltJiはよコ幸 口舗に四点1

内面に縫合宿

頚留に補修孔

底部由一部に煤付前
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1 0区 1 1 0-01号埋設
10区 1 1 0-01号埋肢
39区 1 39-09号埋設
39区 1 39- 12号埋陸
39区 1 39-1 2号埋陸
40区 1 40-03号埋殴
岨区 | 岨 03号埋陸
41区 1 41 ・02号埋設
41区 l 削 ー05号纏陸
41区 1 41 ・06号埋肢
42区 1 42-01号埋股
42区 1 42-01号埋設
42区 1 42-02骨埋設
42区 1 42-03号埋設
42区 1 42・04号埋設
相区 1 42- 1 6号鍵盤
42区 1 42- 1 7号埋段
42区 1 42- 1 8号埋盤
42区 1 42-1 9号埋設
相区 I 42-20号埋設

浅 I A2 I 21 .0 : 20.9 : 8.6 ー | 石英等 | 瀦銅色 | ミ ; 償ミ | ロ ・ 胴町大半

深 1 A2 1 (27.1 ) :  33.6 : 4且3 : 6.7 1 角閃石等 | 漉褐色 |繍ナ :繍又は縦ミ | 日ぽ完形
深 1 Al 1 (39.2) : - 羽田6 : ー | 石英 ・角閃石等 | 浪商褐色 |柑iミ :輔自ミ | 口~頭213
浅 I Al I (凪8) : (31 .6) : 1 1 .2+ : - 1 砂粒 | 黒綱色 | 縦又は繍ミ j緩又は概ミ | 全体的約1/3
漂 1 Al 1 38.0 : 40.0 : 52.4 : 1 1 .9 1 石英等 | 明褐色 附ミ j織又は斜ミ I I!ぽ完形
浅 1 Al 1 1 5.9 : 1 3.7 : 6.4 2.2 1 石英等 | 黒褐色 |禍ミ ;檎ミ | 完形
深 1 Al 1 41 .7 : 43.4 : 53.5 : 5.7 1 石英 長石 ・g母等 | 潰褐色 附ミ ケ | ロ 1 庖 ・ その他大半

深 | 自 I 39.2 : 40.9 : 50.2 : 7.6 I 石英 ・角関石等 | 黒褐色 同ナ ゲ | ロ m ・ そ の他大半

深 1 A 1 1 (38.7) : (42.7) : 帽.8 : 8.6 1 長石 ・ 角閃石等 | 鳳鍋色 |繍ミ :横ミ | 口 1 庖 ・ その他大半

深 1 Al 1 38.8 : 判 1 : 49.3 : 7.5 1 石英 ・角閃石等 | 明褐色 附ミ又はへ :繍ミ | 曜ぽ完形
浅 I Al I 33.2 : 31 .7 : 1 5.2+ : ー | 砂粒 | 褐色 |繍旦は斜ミ j繍ミ | ロ5/6 -胴1氾
深 1 Al 1 29.6 : 30.6 : 33.8 : 7.8 1 砂粒 | 褐色 |繍又は雛ミ :柑I:RU縦ミ | ほぽ完形
浅 1 Al 1 28.0 : ω0.8) : 1 9.7+ : - 1 石英 ・ 角閃石等 | 崎褐色 附又は斜ミ j ミ | 目的・胴112
深 1 Al 1 37.3 : - : 1 9.5+ : ー | 石英・長石等 | 明褐色 |斜ミ j繍ミ ! 日 大 半 ・ 曹j大半

漂 1 :不明 | ー : (50.4) : 剖 5 : ー | 長石 ・ 角閃石等 | 暗縄色 |楠ミ ;械ミ l 罫l大半・周一部

深 1 A l  1 42.2 : - : 23.5+ : ー | 石英・長石・ 角関石帯1 暗貴褐色 附互依斜ミ j柵ミ | 口~額約

深 1 Al 1 36.3 : (棺 3) : 24.8+ : - 1 石英・角閃石等 | 褐色 悔 i繍ミ | 周以上 ・胴一部

課 1 A l  1 38.0 : - : 1 2.3+ : ー | 石英等 | 明褐色 川又は縦ミ l 楠ミ ! ロ~頭5J6

環 1 Al 1 39.0 : 44.1 : 27.2+ : 一 | 石喪 ・ 角閃石 ・2母帯 | 明褐色 附ミ ;禍ミ | 府以上 ・周一部

洩 I Al I 33.7 : 33.5 : 9.4+ : ー | 石英 ・ 角閃石等 | 明褐色 愉ミ J繍ミ | 周以上・胴一部
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ロ縁・周節に凹点.山形突担.合ロ (上)
頭部に縫合痘.合 口 {下)

舛画部骨的に黒変

合 口 (上)

沈観条密化.歪み有り.音ロ (下}

ロ縁・胴部に凹点.山形突起.環鉢内に埋納

回線に一条涜線か.件面に煤

胴部に煤

嗣郎下半内面黒蛮

闘部下半内面に煤

ロ揖に凹点.山酪突起.ロ揖・頭部に醜.音口 (上)
周部黒変.内面擁合檀.園部に娘.合 口 (下}

山形突起
頭部に補修孔

ロ緑町条痕t;l:i'，t線か

外面部骨的に黒変

ロ縁に問点.山形突起



1 21 1 1 42区 42-21号理股 深 Al I 37.2 : 4 1 ・8 : 48.2 : 8.0 石英・角関石・塑母等 明褐色 椴又は縦ミ ;横ミ又はナ 頚以よ4/5・胴岳3 ・底 底部門由砿鼎出・盟副 ・ 胴罰円出』陣

22 I 1 42区 42-22号埋設 深 � í 1 (;4. 1 ) : 33.8 : 27.4+ : (7.8) 石英・角閃石・長石等 淡褐色 繍又I�縦ミ !横:l<1�縦ミ 口一部・胴・底1泡 園部下半は究損だが同一個体属部外面に煤

23 I I 42区 42-26号埋設 深 不明 - : 42.7 : 54.2+ : (9.3) 石英・長石等 暗褐色 へ iナ 到1/6'周4/5・底一部 頭部内面に縫合痕局部外面に煤

24 I I 42区 42.29号i皇陵 深 Al I 45.3 : 44.7 : 53，2 : 1 1 .2 石英 長右等 明褐色 繍ミ l ミ ロ213・ その他大半 底部中央部欠損

25 1 1 42区 42-33号埋股 混 è I 50.0 : - 地O 砂粒 暗褐色 椴又I�斜ミ ( ミ 全体の3/4 口縁に煤底部赤変深鉢と対

26 I 1 42区 42-33号1里館 深 田 36.5 : 38.5 : 39.9 : 5.4 石英・角閃石等 賞褐色 ミ j繍ミ I"I�完形 口縁端部は検ナ・頭部部骨的に黒変・浅鉢と対

27 I I 42区 42-34号躍肢 浅 Al 1 28.2 : 29.5 : 21 ・7+ ; 5・0 石英・墨田 角閃右等 崎褐色 ミ i ミ 口1庖・ その他1/3 口縁に凹点，山形突起か，底部赤変

28 I I 42区 42.43号埋設 潔 Al 1 26.7 : 29，2 : 28 晶 一 石英等 明褐色 検ナ iナ 口 ・頚・胴4/5 内面に煤，内面指頭庄痕，器面黒変

29 I I 45区 45・13号理設 混 A2 \ (45.8) : 44.7 : 1 8.3 一 石英長石・角閃石等 黒褐色 椴ミ i績ミ ロ1/2'飼初 合口 (上)

30 I 1 45区 45-13号埋設 深 Al 1 35・o : 34.1 : 37.4 一 石英等 暗賛褐色 ミ :横ミ 閤以上・ 底由一部 内面に媒，合口 {下)

31 I I 45区 45・14号堪陸 深 A 1 1 41 .7 : 42.4 : 53・3 : 9.0 石英・ 角閃石等 淡褐色 総 i横:1<1減収 全体の大半 周初回附・抑制こ条齢、底部内面は黒壷

32 I I 46区 46.03号埋設 深 不明 一 石英・長石・角閃石軍 暗褐色 縦ミ )横ミ 劉一部 小片のため実測不可、遺物N“お2 (図面立し)

33 I 1 46区 46.04号埋設 深 A 1 1 (36.6) : (44.3) : 58.5 石英・長石・角閃石等 贈賞褐色 椴ミ l横ミ 口 鶴・腕大半 額部に縞修孔

34 I I 46区 46-05号埋設 浅 Al \ 37.0 : 31 .2 : 1 2・0 石英等 明淡褐色 繊:1<1;1斜ミ j績:1<1;1斜ミ ロ1/4 ・周大半 山形突起，合口 {上)

35 I I 46区 46-05号埋設 深 Al \ 42.1 : 42.3 : 50.2 : 6.4 石英・ 角閃石等 黒褐色 樹立は縦ミ ! ミ 口1/4 明大半 合口 (下)
36 I I 46区 46.06号埋股 深 Al 1 <26 日) : - : 13.4+ 一 石英・角閃石等 費褐色 械又は斜ミ l椴ミ ロー�lll氾 外面やや風化 外面部骨的に黒変

37 I 1 49区 49-52号躍世 深 A 1 1 45.7 : 45.0 : 56.4 : 7.6 石英・角閃石等 消褐色 俄又l主総 i横ミ 到以上，闘訓 回線内面に粘土付泊
38 49区 49.84号埋設 深 Al 1 41 0 : 41 0 : 24 3+ ' 5 o  石英・長石・角関石等 暗褐色 繍又は斜ミ ;楠ミ 口112'!iI11J2 ・底 底部内面は黒変，内面風化

そ の 他 の 遺 構 E r.i2区 I 42.07号土横 | 浅 I c I - - : 1 2 品 ; ー | 砂粒 | 淡黄褐色 | 条 川又は斜ミ | ロ~胴一部 | 内面が一節黒変
42区 1 42-07号土墳 | 浅 1 B 1 (1 3.6) : 1 2.9 : 8.8 - 1砂粒 | 黄褐色 楠又は斜ミ ;楠:1<1掛ミ | ロー到1/6・胴 ・底
担区 \ 42-07'号土墳 | 鉢 \ A \ ( 1 7.4) : (1 9.0) : 1 1 . 1 + : ー | 石英等 | 暗赤褐色 繍豆1;1斜ミ ;楠ミ | 口~到1/3・間 部
担区 1 岨一日7号土墳 | 鉢 \ A 1 (1 8.ω : ( 17.6) : 1 3.6+ : - 1 角閃石等 | 褐色 ド ;檎ミ ! 日泊・到~岡一部

: l  1 22 1 2;23 1 2 l z lヤi 二 ; : ; ;;: ; こ I222関碑 lzz 際内定 I233 1 外部制泊
42区 1 42-07号土繍 | 深 1 A2 1 - - : 1 悶+ . ー | 石英・角閃石等 | 明褐色 同ミ :楠ミ | ロー到一部
42区 1 42・07号土壊 1 探 | 不明 1 - - : 2 . 1+ : 6.8 1砂粒 | 黄掲色 | 縦:1<1;1斜ミ !械ミ | 飼ー部・底; i  lJ 407- i A1 17 4) i - : 1 41 + i i- i引又は斜ミ: 日� 1/4
招区 1 42-07 号 土壌 | 深 1 Al  1 但5.4) : - : 1 1 .9+ : - Il/J" � 褐色 同 ミ 繍又は斜ミ

|
口-!illl/3 回線~頚部町一部が累変

42区 1 42.07 号 土績 | 深 1 C 1 31.0 : 33.4 : 1 8品 - 1 :Ilf:S" 暗褐 色 同ミ :繍ミ | 口~固1氾 内タ国に劇柚
42区 I 42.07号土壌 | 深 1 Al 1 42.5 ! 45.8 : 59.0 ! 8.4 1石英長石・角閃石等 1 淡褐 色 1 ミ l楠ミ | ほI�完形

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
自
自
1 0  
1 1  
1 2  
1 3  
14  
1 5  
1 6  
1 7  
1 8  
1 9 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 

包 含 周 遊 物
39区 深
45区 深
38区s 深
1 5区 浅
1 5区 深
1 5区 浅
1 5区 深
39区 深
35区 ;浅
1 5区 深
30区 鉢
1 5区 深

38区s 鉢
1 5区 深

38区s 深
40区 深
30区 浅
30区 浅
47区 浅
30区 浅
301& 浅
30区 浅
36区 鉢
42区 鉢

38区n 深
42区 深
46区 課
38区n 深
30区 深
30区 諜
39区 浅
39区 浅
39区 浅
39区 浅
39区 浅
39区 鉢
30区 王軍
36区 深
38区s 深
47区 深
1 5区 注
15区 注
1 5区 注
41区 ，主
42区 i注
30区 浅
47区 浅
45区
30区 浅
45区 不
53区 深
30区 浅
30区 深
39区 鉢
49区 深
5区 深

不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
Dl 
Al  
A 

Al  
B 

不明
Al 
Al  
Al 
B 

A2 
B 

Al  
Al  
B 
A 

Al  
Al  
Al  
Al 
A2 
A2 
02 
02 
c 
c 
c 

: 6.4+ 
- : 2.2+ 一
- : 7.3+ 一
- : 5.4+ 一
- : 2.4+ 一
- : 3.5+ ー
- : 4.3+ 一
- : 3.7+ 一- t 6.6+ 一

一 一 : 6.5+ ー
(21 16 1 (2241 1 1

9
4

2
0
+
+ 1

! 
-樹園・ I - ' \.1 :.1.... I -

(1 7.2) : (1 3.5) : 1 3.9 : (4.0) 
一 - : 2.9+ : -

(26.4) : (30.2) : 1 2品
(24.6) : (31.0) : 26.0+ : -
(18.5) : ( 17.3) : 7.8+ 

一 : 6.4+ 
24.9 : 24.7 : 10.4 

(1 6.4) : ( 1 5.0) : 4.6+ 
(45，8) : (41.2) : 16 .1  
40.1  : 35.9 : 7.5+ 

( 1 8.9) : ( 17.1 ) : 1 6.7 6.8 
(23叫 (22.2) : 1 2.0+ 
(32.4) : (35.0) : 1 7，2十 一
(36.4) : - : 1 9.5+ 一
(42.4) : - : 1 7.5+ 一
(42.2) : - : 26.1  + ー
27.0 : 28.8 : 29.8+ 一
29.0 : 25.7 : 25.3+ 

: 6.7+ 
一 : 4.0+ 
- : 5.5+ 
- : 6.6+ 
- � 4.4+ 

C I 1 6.1 1 0.8 8.0 
A l  

不明
A2 

不明

c 
c 

A2 

不明
02 

34.7 : - : 6.2+ 
一 ; 一 : 20.0+ 

20.8 : (1 9.0) : 21 .2+ 
- : 6.3+ 

4.9+ 
3目5+
7.0+ 

( 1 1 .0) : (17.4) 1 0. 1 +  
9.2 4.0 

(7.5) 

7.2 

一 ・ - ・ 5.5+ ー
5.4 1 .3 2.2 

- : 2.9+ ー
- . - ・ 2.6+ ー

2.3 7.9 
(21 .4) : 23.5 : 9.3 

B 1 (21 .6) : (20.9) : (23.2) : 8.2 
Al 30.8 : (25.7) : 1 6.5+ 一

不明 一 : (36.2) : 1 7.0+ 一
C 1 (48.6) : (51.2) : 29.4+ 一

石英・角閃石・雲母等
石英・角閃石等
石英・角閃石・盤母等
石英・角閃石・雲母等
石英・角肉石等
右英・角閃石等
右英・長石・角閃石等
右英・角閃石・雲母等
石英・角閃石・雲母等
石英等
砂粒
石英・長石等
右英・角関石・璽母等
石英・角間石・蜜母等
石英・ 角閃石等
石英・角閃石等
砂粒
角閃石等
石英・角関石・雲母等
右英・角閃石・謹母等
畏石・角閃石等
砂粒
砂粒
右英・角閃石等
石英・角閃石等
石英・角閃石等
石英・角閃石・雲母等
石英 ・ 角閃石等
砂粒
石英・角閃石等
石英・理母等
砂粒
石英・雲母等
石英・盤母等
砂粒
右英・角閃石・醤母等
砂粒
石英・思母等
石英・長石・角閃石等
石英・角閃石・雲母専
砂粒
石英・ 角肉石等
石英・角閃石等
石英・長石・雲母等
砂粒
長石・角閃石等
石英・角閃石等
石英・ 角閃石等
石英・ 角閃石等
石英・角閃石等
石英・長右・角閃石等
石英・角閃石等
石英・長石等
角閃右'11母等
石英・角閃石・密母等
石英・畠右・角閃石等

* ミガキ=ミ、横ミガキ=械ミ、 縦ミガキ=縦ミ、斜めミガキロ斜ミ、不定方向のミガキ=不ミ

黒褐色
淡黄掲色
淡褐色
減縄色
費褐色
担褐色
淡褐色
黒褐色
減褐色
暗褐色
黄褐色
決褐色
茶縄色
務褐色
黄褐色
黒褐色
明褐色

楠:1<1;1斜ナi繍ナ
繍ナ l績ミ
繍ミ !椀ミ
椴ミ ;楠ミ
楠ミ ;楠ミ
繍ミ j械ミ
機ミ !繍ミ
椴ミ ;繍ミ
検ミ i繍ミ
概又は縦ミ l検ミ
械ミ : 、. 
楠ミ l械ミ
繍又は斜ミ l櫛又は斜ミ
椴ミ ;柑tミ
償ミ :繍ミ
繍又は斜ミ ;椴ミ
械ミ : 械ミ

黄褐色 ミ j繍ミ
賀福色
黄褐色
陪褐色
掲色
赤褐色
褐色
明褐色
明褐色
明褐色
減褐色
黄栂色
檀色
褐色
褐色
褐色
黒褐色
褐色

繍ミ !織又1;1斜ミ
ナ ;械ナ
摘ミ l検ミ
繍ミ : 繍ミ
繍:1<1主斜ミ :繍ミ
楠又は斜ミ j繍ミ
横:1<1;1斜ミ ;楠又は斜ミ
検:1<1;1斜ミ j繍:1<1ま斜ミ
繍:1<1;1斜ミ : ナ
檎ミ l梢ミ
斜ミ i斜ミ
栂:1<1;1斜ミ l椀:1<1立斜ミ
繍ミ :繍ミ
櫛ミ |繍ミ
横ミ l椴ミ
繍ミ :機ミ
繍ミ !椀ミ

淡褐色 ナ l ナ
淡褐色 機ミ :機ミ
黄褐色 斜へ i横へ
黄褐色 ナ l ナ
貰褐色 縦又は斜ミ !楠:1<1;1斜ミ
暗縄色 検ミ ;検ミ
淡褐色 横ミ l械ミ
費褐色 様ミ : ナ
担色 、司、、 ! 不明
貰褐色 椴ミ l楠ミ
波褐色 ミ : 、ミ
暗褐色 繍又1;1斜ミ !横ミ
縄灰色 ナ l ナ
黒褐色 椴ミ ;横ミ
賞褐色 綴ナ ;横ナ
黄褐色 ナ l ナ
明褐色 繍:1<1ま斜ミ ;横又は斜ミ
晴賛褐色 横ナ又1;1条!楠ナ旦は柚ミ
淡褐色 横豆は斜ミ l相!:I<は斜ミ
消褐色 横豆1;1斜ミ : 栂へ
時褐色 繍ナ旦1;1条!被ナ

ナデ=ナ、横ナデ=椀ナ、 へラナデ=へ、椴へラナデ=績へ、 縦ヘラナデE綾へ、斜めへラナデロ斜へ、貝種条槙=条
口縁部=口 、頚部=頭、蔚部=肩、 飼部=胴、 底部=底
収蔵川1.1;1*県回収蔵システムに対応したナンバーである。
数値の後の f+J は f' ・以上j という意味である。 またカッコ内の数値は復元値である。

- 292 -

ロ-!il1 部 回線に斜織文
圏一部 磨消縄文・刺突文
ロ~劉一部 口縁に磨消縄文
到~閤一部 胴部に羽状文
隅一部 闘部lこX状文
口一部 ロ縁に扇状文
胴一部 五条回線
周一部 四条回線の聞に羽状文
口一部 ロ縁に三条回線.外面に媒付茄
口~劃一部 ロ縁に三条回線
全体の1/4 (底除く) 山形突起，回線と属部に凹点
ローE目'1-部 山形突起，ロ縁に四点
全体の1/3 口緑から属部I�黒変
口一部 山形突起.ロ縁に凹点
口1/5・到~府4/5 ロ縁に三条凹線・凹点
口ー部.m�-鍋1/3
全体の1/4 (底除() リボン状突起.周部が 部黒変
ロ~踊ー部 鉢か
全体の213 口縁に凹点.底部舛面if赤�
全体の1/4 (底除く)
全体の1/4
口3/5・周一部 口緯に四点.器面に媒付蔚
ロー胴112・底 舛函が蒋変.煤fサ泊
全体の1/4 (底除く) 器扇風化.邸骨的に煤付髄
口2/3'!l!�1/3
口一部・到1/4

ロ緯の沈線l草施文後横ナデのため暗文化 | 口 1/2・到一部
口~到213
全体的1/2 (底除く)
口213・到~胴大半 舛面線付請
ロ~飼 部 法状ロ録，山形文
口-!l!lj一部 波状ロ緩，山形文
口~飼一部 反転山形文
ロ~飼ー部 反転山形文
ロ~飼ー部 反転山形文か
'"ぽ完形 器函やや赤変
口百3・劉一部 口線に傑付髄
闘~底1/2
口2'3・固112
周一部・底 底部外面やや赤変
口 部 聾か.X状文
口一部 受か
口~到一部 壷か
注目
ロ1/2・鹿1/3 注目部欠損
完形
ロ~周一部 口緑に突起らし吉ものか
全体の1/3 底部が若干上げ底
ロ~飼 部
口 部 浅鉢か.口語措部に綾杉文
底 土器作成時の葉町庄槙が残る
口 1 居・飼~底2/3 山形突起守突起部に枕緑
全体の1/2 波状口組，山形文
口3/4'!!IJ-胴1/4 被状口縁，山形文
劃�1/2・踊213
口~周1/4 岡部に沈線二条.口線に指頭圧損



第10表 石器観察表
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つまみ部に磁函残る

中央に節理
両側緑に使用寝か (二次加工のある剥片的可能性有)

中央で2つに折れている.袋菌に研庖密桟る.半骨欠揖
中央から2つに折れる.使用時の磁鍋か- 293-
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恥 収劇a 調査 器極右 骨類 石賀
221| 堕凶型(cmll 血ω

備考
区名

57 旭区 石錐 I 安山岩 {サ} 4.4 1 .4 0.5 2.0 裏面に噂面
58 41 区 異形石器 I 黒曜石 4.4 1 .4 0.8 2.5 断面三角務.錐放の石器.所々に碩商
59 40区 奥形石嶺 E 安山岩 3.0 7.9 0.7 1 7.6 石匙放を皐し、 つまみが2つ.農園に樟薗
回 38区s 異静石器 E 安山岩 {サ} 3.5 2.6 0.8 4.2 歩足技師突起有
61 1 5区 異静石器 町 チャート 3.3 2.1 0.8 4町8 楕円形を呈す畠.何か由来観品か
62 30区 石刀 録泥片岩 32.9 4.8 3.0 7倒.6 全面に研庖痕 (所々 に整形町眉l隠密有) .荷側線をT寧に研庖- 296-



第11表 そ の他の遺物観察表
No 収蔵No目 調査 迎術書 器租名 石賀

区事 {報告密周)
57 30区 30 閃号住居 管玉 緑色片岩

209 42区 42-05号住居 土製品
217 42区 42-06号住居 土偶
236 42区 42-08号住居 土製勾玉
237 42区 42-08号住居 土制管玉
238 42区 42-08号住居 土製品
271 42区 42-25号住居 土製勾玉
272 42区 42・25号住居 土偶
292 42区 42・27号住居 土製勾主
324 42区 42.・30号住居 焼成粘土塊
352 42区 42-32号住居 円盤形土製品
353 42区 42-32号住居 土製品
373 42区 42-38号住居 土製品
384 42区 42-39号住居 克玉
4 1 6  42区 42-54号住居 土製勾玉
422 45区 45-05号住居 勾玉
423 45区 45-05号住居 土製品
424 45区 45-05号住居 焼成粘土施
435 45区 45-13号住居 管玉
436 45区 4ι1 3号住居 管玉
437 45区 45-13号住居 管玉
438 45区 45-1 3号住居 土製管玉
439 45区 45・1 3号住居 焼成結土飽
440 45区 45-13号住居 焼成粘土塊
441 45区 45-13号住居 強成結土塊
451 46区 46-02号住居 土製勾玉
452 46区 46-02号住居 土観勾玉
488 46区 46-08.号住居 土製管玉
489 46区 46-08.号住居 円柱形土製畠
501 46区 46-09号住居 土製丸玉
512  46区 46司1 0号住居 管玉 蛇紋岩

513  46区 46-10号住居 土製勾玉
527 46区 46・12号住居 土製勾玉

出4 46区 46-18号住居 土製品

593 49区 49-68号住居 土製勾玉

594 49区 49-68号住居 土製勾玉

1 60自 49区 49-曲号住居 土製勾玉

No 収蔵No 銅査 器極右 石賀

区名

63 30区 土偶

64 36区 土偶

65 36区 土偶

66 4D区 土偶

67 41 区 土偶

68 41 区 土偶

69 36区 土偶

70 41 区 土偶

71 43区 勾玉

72 43区 勾玉

73 42区 勾玉 勉紋岩

74 30区 勾玉

75 30区 勾玉

76 42区 勾玉

77 49区 土劉勾玉

78 49区 土製勾玉

79 46区 土製勾玉

80 42区 土製勾玉

81 42区 土製勾玉

82 47区 土製勾玉

83 49区 土製勾玉

84 42区 管玉 滑石

85 49区 管玉

86 47区 管玉 勉紋岩

87 42区 管玉

88 42区 管玉

89 42区 管玉 蛇絞岩

90 42区 管玉 蛇絃岩

91 42区 管玉

92 42区 管玉

93 4 1 区 管 玉

94 43区 管玉 滑石

95 4 1 区 管 玉

9 6  制 区 菅 玉 滑石

97 42区 土製管玉

98 42区 土製管玉

99 49区 土製管玉

1 00 42区 土製管玉

1 0 1  45区 土製管玉

1 02 39区 丸玉

1 03 39区 丸玉 蛇紋岩

1 04 30区 石製品 滑石

1 05 46区 石製品 滑石

1 06 30区 石製品 蛇紋岩

1 07 42区 土製真玉

長

計

さ

測

(c値�) I 鏑(cm) 尉(cm) I 重量(g)� 0.7 0.3+ 0.3+ 
2.0+ 1 .6 ・ 0.7 ・ 2.7+
3.4+ 3.1 + 1 .7+� 
3.0+ 2.0+ 1 .3 4.8+ 
2.2+ 0.8 0.8 1 .2+ 
1 .8 0.7 0.7 目。

1 回目+ : 1 .0+ 0.7+ 0.9+ 
2.7+ 2.6+ 2.3+ 1 2.0+ 
2. 1 +  ! 1 目2+ ・ 0.8 ・ 1 目5+
3.5 4.2 2.1 1 8. 1  
7.5 7.5 1 .7+ 77.5+ 
7.1 6.3 2.1 94.6+ 
6.5 ・ 3.8 2.2 53.3+ 
0.7 0.7 0.5 0.3 

2.4+ 2.3 0.8 3.4+ 
0.9 0.6 0.2 0.1 
1 �  1 �  1 �  1 2  
1 .7 1 .0 1 .0 0.9 
1 .5 0.5 

。町4 0.4 

0.9 0.5 

3.2 0.9 

1 .4 1 . 1 

2.5 ; 目6

2.7 2.1  

0.3 0.3 
0.1 0.1 

0.3 0.1 

0.8 2.3 

0.9 i 0.9 

1 .6 2.6 

1 .0 2.6 

1 .2+ 0.9+ 0.5 目4
2.8+ 1 .8 0.9 3. 1 +  

1 .6 0.9 1 .3 

5.2 4.0 3.9 86.7 

2.8 2.7 2.2 1 7.0 

1 .3 0.6 0.5 0.6 

1 .9+ 1 .0+ 0.8+ 1 . 1 +  

2.2+ 1 .3 0.8 1 .4+ 

1 0.9+ 8.7 2.2 188.2+ 

4.5 2.3 0.8 6.7 

2.8+ 1 .6 1 .0 3.6+ 

3.9+ ! 1 .9+ ・ 1 .2 5.8+ 

計測値

長さ(cm) 樟(cm) 障さ(cm) 重量{自}

4.4+ 4.6 

4.8+ 4.3+ 

9.4+ 8.0+ 

4.9+ 7.5+ 

3.6+ 1 .7+ 

3.0+ 2.6+ 

6.6+ 3町3

5.0+ 4.2+ 

1 .3 0.9 

1 .2 1 .0 

1 . 1  0.8 

0.7+ 1 .0+ 

1 .3 0.8 

2.1  1 .4 

2.4+ 1 .5 

1 .9+ 2.2+ 

2.6+ 2.2 

2.3 

3.5 

3.2 

2.1 

1 . 1  

1 .2 

3.9 

1 .5+ 

0.3 

0.3 

0.2 

0.3 

0.3 

0.3 

1 .0 

1 . 1  

0.8 

3目4+ 1 .7 1 .3 

4目。 1 .9 0.9 
4.1 2.5 ， 1 .0 

4.4+ 2.0+ 1 .3 

1 .0 0.6 0.6 

。.8 0.4 0.2+ 

0.8 0.5 0.5 

1 . 1 0.5 0.4+ 

1 . 1 +  0.6 0.6 

1 . 1 +  0.5 0.3+ 

1 .3 0.5+ 0.4+ 

1 .6 0.7 0.6 

1 .9 0.6 0.5+ 

2.8+ 0.8 0.4+ 

1 .9+ 0.8 0.6+ 

1 .9 0.8 0.8 

43. 1 +  

35.4+ 

137.3+ 

51 .4+ 

7.3+ 

8.6+ 

58.7+ 

30.2+ 

0.4 

0.4 

0.2 

0.2+ 

0.5 

1 . 1  

2.3+ 

3.4+ 

3.7+ 

5.4+ 

4.0+ 

8.5+ 

7.2+ 

0.5 

0 . 1+  

0.3 

0.2+ 

0.5+ 

0.2+ 

0.3+ 

1 .0 

0.8+ 

0.8+ 

0.7+ 

1 .4 

3.1  0.8 0.8 3.0 

2.3+ 

2.4+ 

2.5+ 

1 . 1 ・ 0.9 目 2 . 1+
0.9 0.8 1 .5;ト

。目7 ' 0.7 1 .0+ 

3.2 1 .0 0.9 2.5 

2.1  1 .4 0.9 2.5 

1 .2 1 .3 7.0 1 .8 

0.9 0.9 0.5 0.6 

5.6+ 2.7+ 目 1 .2+ ; 21 .0+ 

1 .7+ 1 .3+ 0.8 目6+

1 .0+ 0.7+ 0.3+ 0.2+ 

1 .8 ・ 2.4 2.0 B.1 
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備 場

半骨欠損

穿孔あり (焼成前九取っ手町 部か
土偶の碩都か

調節以下欠鍋

113稜;:損.土鍾か

胴部に一周する詑線 (刻み) 有

頭部と尾部主鋼

頭部のみ一部残存.木芯護制J.ロを表現

頭部と尾部欠損

袈函に棄の庄壇

部欠損

かなり欠損.円盤形土創晶か

大半免措.円盤形土製品か

属部町 部先鍋

端部に〈ぽみあり

忽じれたような形状

管玉田破片か

半骨;:鍋

113-1厄程残存.上下より穿孔あり.土鍾か

穿孔あり

指 (爪) 町圧檀あり

工島等の痕跡あり

半骨程;:鋼

先端部先損

穿孔酎J (焼成前) .土錘か

穿孔しか吋た箇所有.爪の圧寵有

頭部と尾部欠損

先錨部欠損

部欠損.しゃもじ形

断面調平田丁寧な作り

頭部曳禍

頭部と尾部;:鍋

働 者

備 幸

頭部のみ残存 {完形) .木芯観劇J.盤 ・ 固 など褒現

頭部右半骨のみ捜存.耳に穿孔あり.盤・自など褒現

頭部耳ぴ周留の左腕残存.ホ古舗あり

顕部を除いた上半身(右腕と胸鶴骨を賀補) .木芯痕あり

胸部のみ残存{右腕か}

腕留のみ捜存{右胞か).器酉に赤色顔料

脚部町み残存 (左脚か}

脚部のみ残存{左脚か}

IコJ の字状を呈する

『コJ の宇状を呈する

胴鶴;:損
[CJ の字状を呈す

やや [<J の字状を呈す

先錨部;:鋼

胸部先損

胸部先損

尾部主損

先鏑部先祖

先端部先鍋

蘭留と尾部主鍋

全体的約1庖欠損

全体の約1 12;:損

全体の約1尼欠損
全体の約1 12曳損.表面I�丁寧に研麿

全体的約112先損

来製品.穿孔途中

全体的約113先損

全体的約百3先損
全体的約1/2;:損.端部を研庖

両蜘に使用披

部先鍋
下部を約1 13曳損

下部在約1 13欠損

褒面に格子状町立梯有

半骨以上欠損.器商に研庖槙.中央に穿孔

大半曳鍋.穿孔宥.王類か
研麿檀有.玉額由来製品か

指繭庄痕有



108 42区 土製丸玉
1 09 39区 土製此王
1 1 0 39区 土製玉類
1 1 1  45区 土製玉類
1 1 2  1 5区 土器片錯
1 1 3  42区 土器片錯
1 1 4  40区 土器片鍾
1 1 5  15区 土器片鍾
1 1 6  4 1 区 土器片鍾
1 1 7 47区 土器片錘
1 1 8  39区 円盤形土製品
1 1 9  42区 円盤形土製晶
1 20 42区 円盤形土副晶
121  46区 円盤形土脚晶
122 41区 円柱部土剖晶
123 49区 円借形土副晶
124 4 1 区 土製品
125 41区 土製品
1 26 42区 土製晶
1 27 45区 土製品か
128 45区 土製品か
129 45区 焼成粘土協
130 36区 焼成粘土線
131  36区 焼成粘土鳩
1 32 39区 焼成粘土塊
1 33 45区 焼成粘土焼
1 34 42区 焼成粘土塊

1 .1 1 . 1  1 . 1  1 .1 

1 .5 1 .5 1 .5 2.9 

2.3+ 1 .2+ 0.5 1 .0+ 

2.5 1 .4+ 0.8 1 .9+ 

4.0 3.9 。‘ 1 0.0

6.6 5.9 1 .0 ' 38.7 

4.5 4.5 0.8 ; 1 8.1 

4.4 4.3 0.6 1 4.8 

5.2 5.1 1 .1 32.0 
7.0 7.6 0.9 50.5 

5.7+ 6.2 2.2 65.2+ 
4.8 3.9+ 1 . 1  1 9.5+ 

3.8+ 5.4 1 .9 21 .7+ 
6.2+ 5.0+ 1 .9 37.4+ 
6.1 4.5 2.7 54.8+ 

4.3+ � 3.5+ � 2.0 ! 25.6，ト
2.5+ j 1 .9路

4.8+ 3.2+ 
3.9+ : 4.3+ 
3.7 4.4 
3.9 2.4 
0.8 2.5 
4.6 3.9 
2.6 3.3 

1 . 1 +  3.2+ 

0.7 1 1 .2 

1 .8 24.1 +  

2.0 ， 19 . 1+  

1 .0 ; 8.4 

0.7 1 .0 

1 . 1  ， 1 2.0 

1 .8 5.2 
4.7 2.0 1 .4 1 1 .0 
5.1 5.4 3.0 65.0 
7.7 ， 7.1 5.4 ; 208.5 
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片方からの穿孔

両錨先j凪背留に穿孔
全体の約1居先鍋.よ下からそれぞれ穿孔

穿孔は両側から

穿孔i車両側から

穿孔酎J

一部主摘

213曙�j目か

女損晶，ßU器極の可能怯有

全体の約1I2�j目.穿孔晶り.土鍾か
穿孔あり.穏粛に文棉有

土器に付属した突起状のものか

;深鉢の胴部町一部，用途不明

三又状を呈する

焼成粘土焼か，棒状 ・ 貝般の圧痕あり
焼成粘土挽か，爪の痕跡か
2枚見の鹿に付加した粕土か
工具の直跡あり

浅鉢の回線部をまとめたものか

指頭圧富と工具の寵跡晶り
指の圧信あり

爪の庄痕有
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報 告 書 抄 録

ふ り が な い し の も と いせ き ぐ ん

書 名 石の本遺跡群 V

副書名 第 54回国民体育大会秋季主会場整備事業 に 伴 う 埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次
シ リ ース'名 熊本県文化財調査報告

シ リ ー ズ番号 205集

編集者名 中村幸弘
編集機関 熊本県教育委員 会

所在地 干 862ー0950 熊本県熊本市水前寺 6 - 18- 1 

発行年 月 日 2002年3 月 31 日

ふ り が な ふ り が な コ ー ド
北綿 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡、名 所 在 地 市町村 遺跡番号 ( m' )  
t ‘ しの也 といせ 童 ぐん く ま 也 と けん
石の 本遺跡群 熊 本 県 43201 121 320 1300 940510 13，549，600 国体主会場建設

50' 48' 一
〈 ま 也 と し
熊 本 市 6

H 
5

H 
980331 

ひらや ま ま ち
平 山 町
あ ざい しの 也 と
字石の本

所収遺跡名 種別 主 な 時代 主な遺構 主 な 遺物 特記事項

石の本遺跡群 集落 縄文時代後 ・ 晩期 竪穴住居祉 67 縄文土器 縄文集落

埋設土器 32 石器

円形周溝 7 
玉類
石万 J 

土績多数 土偶
土製品
焼成粘土塊

\ 
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写 真 図 版

ー\



図版 1 10区全景 (東か ら )

図版 2 15区全景 ( 東 か ら )

図版 3 30区全景 (東か ら )



図版 4 31区全景 (北か ら )

図版 5 35区全景 (南か ら )

図版 6 36区全景 (西か ら )



図版 7 38区北住居祉遠景 (北か ら )

図版 8 38区南全景 (北西か ら )

� ， 二 -�\ 川 ------ j ......-:::;旬� � / �  Jて J♂主主主 ι'�u.""�下-戸 ゴ aメ/" -γ..=- '.... 、 1':_ 量

/ 

図版 9 39区全景 (南か ら )

、、 、 -

」イイ九---



図版10 40区全景 (南か ら )

図版11 45区全長 (南か ら )

図版12 47区遺構確認 (南か ら )



図版13 10-01号埋設土器 (北か ら )

図版14 15-01号住居枇 (東か ら )

図版15 15-02号住居祉 (西か ら )



図版16 15-04号住居祉 (南東か ら )

図版17 15一05号住居枇 (西か ら )

図版18 30-01号住居J11: (東か ら )



図版19 30-02号住居枇 (東か ら )

図版20 30-03号住居祉 (東か ら )

図版21 30-04号住居祉 (東か ら )



図版22 30一05号住居祉 (東か ら )

図版23 30-01号 円形周溝 (東か ら )

図版24 31-05 ・ 09号住居祉 (南か ら )



図版25 31一01号円形周溝 (北東か ら )

図版26 35-01号住居枇 (南か ら )

図版27 35-02号住居枇 (北か ら )



図版28 36-05号住居祉 (東か ら )

図版29 38一01号住居お1: (南か ら )

図版30 38-02号住居祉 (ï�か ら )



図版31 38- 12号住居社 (ïL9か ら )

図版32 38- 13号住居祉 (南か ら )

図版33 38- 14号住居祉 (東か ら )



図版34 38- 16号住居i止 (北か ら )

図版35 39-01号住居;祉 (北か ら )

図版36 39-02号住居祉 (東か ら )



( S!  tC，qド) 1Tç国王}台1O-0v ZV到{区|

( S!  -c，L!巨) �f星{長lf l:d告80-68 n�(i!図

( ヨ 、IfL)，;!) 器 平諜m:抱一Z1 -68 OV�f:(図



( Cj d;.q仁) 器芋濃部告60-6E 6E�(図

( cj ，ÇL主任) 羽田事告白-6E 8E削図

( cj ，ÇL主任 ) 羽田正}告90-6E LE�(図



図版43 40-03号埋設土器 (東か ら )

図版44 41-03号住居祉 (北か ら )

図版45 41一04号住居祉 (二|じか ら )



図版46 41-02号埋設 土器 (南か ら )

図版47 41-05号埋設土器 (北東か ら )

図版48 41-06号埋設土器 (南か ら )



図版49 42-05号住居枇 (南か ら )

図版50 42-06 号住居j止 (東か ら )

図版51 42-08号住居i止 (南か ら )
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図版52 42- 12- 14号住居祉 (西か ら )

図版53 42-25号住居枇 (�Iじか ら )

図版54 42-27号住居枇 (北か ら )



図版55 42-28号住居祉 (商か ら )

図版56 42-30 ・ 35号住居j止 ( 東 か ら )

図版57 42-31号住居枇 (東か ら )



図版58 42 -32号ü:居JIi: (北か ら )

!'i{!版59 42-38号日: 1面J北 (二|じか ら )

図版60 42-42 号{主居J:ll (東か ら )



図版61 42-51号住居社 ( 東か ら )

図版62 42-54号住居祉 (西か ら )

図版63 42-01号埋設土器 ( 雨か ら )



図版64 42-02号埋設二|二器 (北か ら )

図版65 42一03号埋設 土 器 ( 東 か ら )

図版66 42一04号埋設土器 ( 南 か ら )



|ヌ|版67 42- 16 月Jlj!設 t器掘 り jJ ( 南か ら )

図版68 42 - 17 \7JI I 1設二|二器 ( 1判 か ら )

:
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|孟|版69 42- 18 ・ 1 9 け Jfll設 土部 ( 束 か ら )



図版70 42-20 号埋設土器 (西か ら )

図版71 42-21号埋設土器 (西か ら )

図版72 42-22�号埋設土掠 (西か ら )



図版73 42-26一号JÆ設 土器 ( 刊か ら )

図J:J�74 42-29号J1I'設 土 器 ( ffjか ら )

図版75 42-33 号開設 土器 (北か ら )



図版76 42-34号埋設土器 ( 南 か ら )

図版77 42-43号埋設土器 ( 東か ら )

図版78 42-57号J1Uiì�j二器 ( 束か ら )



図版79 42一07号土城 (南か ら )

図版80 42-47号円 形周病 (南か ら )

図版81 45-05号住居jIl: (南か ら )



図版82 45-07号住居J止 (南か ら )

図版83 45-09 ・ 10号住居祉 ( 雨 か ら )

図版84 45- 13号住居枇 (南か ら )



|語版85 45 - 13号埋設 土器 ( 西 か ら )

図版86 45- 14号埋設 土 器 ( 西 か ら )

図版87 46-02 ・ 03号住居枇 ( 東 か ら )



図版88 46-04号住居祉 (東か ら )

図版89 46-06号住居枇 (南か ら )

図版90 46-07号住居枇 (南東か ら )



図版91 46-08号住居祉 ( 東 か ら )

Izl版92 46-09号住居i止 (北か ら )

図版93 46- 10号住居祉 (北東か ら )



図版94 46- 11- 13号住居祉 (南か ら )

図版95 46- 18号住居i止 (南か ら )

図版96 46- 19号住居祉 (南東か ら )



図版97 46-20号住居祉 (南か ら )

図版98 46-04号埋設土器 (上か ら )

図版99 46-05号埋設 土器 ( 上か ら )



図版100 46-06号埋設土器 (東か ら )
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図版101 46-01号円形周溝 (西か ら )

図版102 47-01 ・ 02号住居枇 (南西か ら )



図版103 49一05号住居枇 (南か ら )

図版104 49-67 号住居jJI: ( 南か ら )

図版105 49-68 ・ 69 号住居枇 ( 南か ら )



図版106 49-81 月住居枇 (南か ら )
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図版107 49-77 ・ 82 ・ 83号住居枇 (南か ら )

図版 108 49-99号住居祉 ( 雨か ら )



図版109 49-52号埋設土 器 (東か ら )

図版110 49-84号埋設土器 (南西か ら )

図版111 49-66号円形周溝 ( 南東か ら )
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図版112 15-04号住居:l:Jl，�I:，土遺物 1

図版113 15-04号住居担1:出 土造物 2



図版114 30-03号住居�d:出 土遺物 1
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図版115 30-03号住居枇出土遺物 2



図版116 36-05号住居枇出土迫物 1

図版117 36-05号住居祉出土辿物 2



図版118 36-05号住居枇出土辿物 3

図版119 38-02号住居j止出土遺物



図版120 38ー16号住居社出土辿物

図版121 39一01号住居祉出土迎物 1



図版122 39-01号住居枇出土迫物 2
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図版123 39-01守口 住居祉出土遺物 3



図版124 41-03号住居祉出土追物 1

図版125 41 一03号住居担lゴ':H土辿物 2



図版126 41-03号住居祉出土遺物 3
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図版127 41-03号住居社出土遺物 4
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図版128 42-08号住居J11:出 土泊物 1
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図版129 42一08号住居枇出土辿物 2



図版130 42-32号住居枇出 土迫物

図版131 45- 13号住居j]l 出土造物 1



ヌ!版132 45-13号住居力1:出 土遺物 2

図版133 46- 12号住居枇出土迫物



図版134 46- 19号住居社出土遺物 1

図版135 46-19 号住居担1:出土造物 2
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図版138 10-01号埋設土器出土造物

図版139 39-09号埋設土器出土遺物



図版140 39-12号埋設 土 器 出 土逃物

図版141 40一03号埋設土器出 土辿物



図版142 41-02号j埋設土器出 土辿物

図版143 41-05号埋設土 器出土辿物



図版144 41一06号埋設土器出土遺物

図版145 42-01号埋設土器出土造物



図版146 42-02号埋設土器出土遺物
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図版147 42-03号埋設土器出土遺物

図版148 42-04号埋設土器出土遺物



図版149 42- 16号埋設土器出土辿物

図版150 42-17号埋設 土器出土辿物

図版151 42- 18一号埋設土器出土辿物



図版152 42- 19号埋設土器出土遺物

図版153 42-20号埋設土器出土遺物



図版154 42-21号埋設土器出土遺物

図版155 42-22号埋設土器出土遺物



図版 156 42-26号埋設 土 器 出 土辿物

図 版 157 42-29号埋 設 土 器 出 土泊物
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図版158 42-33号埋設土器出土遺物

図版159 42-34一号埋設土器出土遺物
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図版160 42-43号埋設土部出 土泣物

図版161 45- 13号埋設土 器 出 土辿物



図版162 45-14号埋設土器出土遺物

図版163 46-04号埋設土器出土遺物



図版164 46-05号担設 土器出 土遺物

図版165 46-06号埋設土器山 土辿物



図版166 49-52号埋設土器出土造物

図版167 49-84号埋設土器出土辿物
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図版168 包 含 層 出 土造物 (注口 土器)

図版169 包含層出 土泊物 (打製石 斧 1 )



図版170 包 含層出土遺物 (打製石 斧 2 ) 
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図版171 包含用出 土造物 (打 製石斧 3 ) 



図版172 包含層出土逃物 (磨製石斧)
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図版173 包含層出土辿物 (石鍬)



図版174 包含用出土逃物 (石匙 ・ ス ク レ イ パ ー )

図版175 包含層出土辿物 (石室m . 穂摘具 - 石鎌)
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図版176 包含層出土辿物 ( +字形石器 - 石錘)

図版177 包含層出土遺物 (砥石 - 軽石)
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図版178 包含層出土遺物 (異形石器)

図版179 包含層出土辿物 (土製品 1 )
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図版 180 包 含 府 出 土遺物 ( 土 製品 2 ) 

右犠ー

図版 181 包含用出土迎物 (焼成粘土塊)



あ と が き
平成 6 年度 に 調 査 が 始 ま っ て は や 7 年 が過 ぎ 、 よ う や く 最後 の 報告書刊行 を 迎 え る こ

と が で き ま し た 。 思 い起 こ せ ば 日 々 苦難 の 連続で し た 。 最大15人 の 調査員 を 擁 し た こ と

も あ り ま し た が 、 結局残 っ た の は わ ず か 1 人 で あ り 、 14人 分 の 責任 を 背負 っ て の 整理作

業 と な り ま し た 。 各担当 者 の 調査方法 や認識の相違か ら 、 整理作業 は 思 う よ う に は か ど

ら ず 、 時 に は衝突す る こ と も あ り ま し た 。 し か し 意見 の 違 い は あ れ ど 、 同 じ 遺跡 を 調査

し た 者 同士 、 最後 は報告書刊行 に 向 け 、 協 力 し て 取 り 組 ん で い き ま し た 。 そ し て つ い に

整理作業 を 完結 さ せ る こ と が で き ま し た 。 こ れ も ひ と え に 、 今 ま で石 の 本遺跡群 に 関 わ

っ た 調査員 の 方 々 の ご協 力 が あ れば こ そ です 。 不勉強 な 点 も 多 々 あ り 、 皆様 の ご期待 に

必 ず し も 沿 っ た も の で は な い か も し れ ま せ ん が 、 刊行 し た こ と を も っ て ご容赦 い た だ け

れば幸 い です。 ま た こ の場 を 借 り て厚 く 御礼申 し 上 げ ま す。

毎年、 新 聞 や テ レ ビ を 賑 わ す考古学的 な 発 見 が相次 い で報 じ ら れ て い ま す が 、 そ の 一

方 で 多 く の 遺 跡 が 現場 の 露 と 消 え て い ま す 。 調査数 が 増 え れ ば そ れ だ け 類例 も 増 え 、 調

査 ・ 研究 に と っ て プ ラ ス と な る こ と も あ り ま す 。 し か し 一つ の 発見 は 、 一つ の 遺跡 が破

壊 さ れ て い る こ と で も あ り 、 文化 財保護 の 立場 に 立つ 者 と し て 手放 し で喜 ん で ば か り は

い ら れ ま せ ん 。 ま た 発掘調査 が 終 了 し で も 、 十 分 な 整理作業 が 行 な わ れ な い こ と も 多 く 、

掘 り っ ぱ な し で終 わ る こ と も 問 題 です。 見栄 え の 良 い 「 お 宝」 ば か り が 重宝 さ れ 、 そ れ

以 外 の 文 化財 が な お ざ り に さ れ る よ う な こ と は 、 文化財保護 の 精神 に 反 す る と 言 え ま す 。

破壊 さ れ た 遺跡 は 二度 と 元 に 戻 り ま せ ん 。 発掘調査 は整理作 業 の 完 了 を 持 っ て 初 め て 完

結 し た も の に な る 、 と い う こ と を 念頭 に 置 き 、 日 々 の 文 化 財保護行政 に 携 わ っ て い く こ

と が大切 で あ り 、 そ れ が消 え ゆ く 遺跡 (文化財) に 対す る せ め て も の 償 い だ と 考 え て い

ま す。

石の 本遺跡群 の 報告書 は 、 整理作業の都合上 、 計 5 冊 に 分 か れて い ま す 。 そ れ ぞれの

報告書 は 、 1冊毎で一応完結 し て い ま す が 、 5 冊揃 っ て初め て 石 の 本遺跡群全体の様相 が

明 ら か に な り ま す 。 基本 的 に そ の 遺跡の様相 を 有機 的 に 記録 し 、 報 告 し て い る の は 発掘

調査報告書 の み だ と 考 え て い ま す 。 5 冊揃 え て 石 の 本遺跡群 を 正 し く 理解 し て い た だ く

こ と を 願 っ て や み ま せ ん 。

最後 に な り ま し た が 、 調査時か ら 多 く の 作業員 の 皆様 に 大変 お 世話 に な り ま し た 。 既

刊 の 「石の 本遺跡群 1 - N J に そ の お 名 前 を 記 し て い る の で 、 本書 で は敢 え て 掲載 し ま

せ ん が 改 め て 御礼 申 し 上 げ ま す 。 そ し て 、 今後 も 発掘調 査 や整理作業 を 通 し て 、 埋蔵文

化財の保護 に ご協力頂 き ま す よ う お願 い し ま す。
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